
法人
番号

重点
支援 大学名 頁

法人
番号

重点
支援 大学名 頁

1 ③ 北海道大学 P1 44 ① 浜松医科大学 P280
2 ① 北海道教育大学 P11 45 ③ 名古屋大学 P282
3 ① 室蘭工業大学 P16 46 ① 愛知教育大学 P288
4 ① 小樽商科大学 P18 47 ① 名古屋工業大学 P294
5 ① 帯広畜産大学 P24 48 ① 豊橋技術科学大学 P300
6 ① 旭川医科大学 P29 49 ① 三重大学 P306
7 ① 北見工業大学 P35 50 ① 滋賀大学 P312
8 ① 弘前大学 P39 51 ① 滋賀医科大学 P317
9 ① 岩手大学 P47 52 ③ 京都大学 P319
10 ③ 東北大学 P53 53 ① 京都教育大学 P328
11 ① 宮城教育大学 P60 54 ① 京都工芸繊維大学 P332
12 ① 秋田大学 P63 55 ③ 大阪大学 P336
13 ① 山形大学 P69 56 ① 大阪教育大学 P346
14 ① 福島大学 P74 57 ① 兵庫教育大学 P352
15 ① 茨城大学 P79 58 ③ 神戸大学 P359
16 ③ 筑波大学 P89 59 ① 奈良教育大学 P367
17 ② 筑波技術大学 P98 60 ② 奈良女子大学 P371
18 ① 宇都宮大学 P106 61 ① 和歌山大学 P377
19 ① 群馬大学 P112 62 ① 鳥取大学 P382
20 ① 埼玉大学 P118 63 ① 島根大学 P388
21 ③ 千葉大学 P123 64 ③ 岡山大学 P398
22 ③ 東京大学 P131 65 ③ 広島大学 P408
23 ② 東京医科歯科大学 P140 66 ① 山口大学 P415
24 ② 東京外国語大学 P147 67 ① 徳島大学 P421
25 ② 東京学芸大学 P155 68 ① 鳴門教育大学 P433
26 ③ 東京農工大学 P162 69 ① 香川大学 P440
27 ② 東京芸術大学 P170 70 ① 愛媛大学 P446
28 ③ 東京工業大学 P176 71 ① 高知大学 P452
29 ② 東京海洋大学 P181 72 ① 福岡教育大学 P460
30 ② お茶の水女子大学 P187 73 ③ 九州大学 P463
31 ② 電気通信大学 P197 74 ② 九州工業大学 P469
32 ③ 一橋大学 P202 75 ① 佐賀大学 P475
33 ① 横浜国立大学 P210 76 ① 長崎大学 P483
34 ① 新潟大学 P216 77 ① 熊本大学 P490
35 ① 長岡技術科学大学 P222 78 ① 大分大学 P496
36 ① 上越教育大学 P229 79 ① 宮崎大学 P501
37 ① 富山大学 P235 80 ① 鹿児島大学 P505
38 ③ 金沢大学 P241 81 ② 鹿屋体育大学 P511
39 ① 福井大学 P248 82 ① 琉球大学 P517
40 ① 山梨大学 P251 83 ② 政策研究大学院大学 P525
41 ① 信州大学 P257 84 ② 総合研究大学院大学 P532
42 ① 岐阜大学 P263 85 ② 北陸先端科学技術大学院大学 P538
43 ① 静岡大学 P272 86 ② 奈良先端科学技術大学院大学 P544

令和元年度 国立大学法人運営費交付金の重点支援の評価結果（目次）





H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

第2期累計の
平均値

目標値

（単位：
編）

3,000 6,000 9,000 12,000 15,000 18,000

3,047

実績値

（単位：
編）

3,411 6,824

223.9%
達成状
況
（率）

113.7% 113.7% 37.9%

第2期累計の
平均値

目標値

（単位：
件）

20 40 60 80 100 120

18

実績値

（単位：
件）

37 69

383.3%
達成状
況
（率）

185.0% 172.5% 57.5%

共同研究の実施状況
（500万円以上の共同
研究数）

b a

b b
質の高い論文の発信
状況
（査読付き英語論文
数）

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

持続可
能社会
の実現
に向けた
世界トッ
プレベル
研究推
進・社会
実装

　近未来戦略150の
ビジョンである「世界
の課題解決に貢献す
る北海道大学へ」の
実現に向け、世界
トップレベルの研究を
推進するとともに、社
会実装、イノベーショ
ン創出に向けて、独
創性豊かな最先端研
究や特色ある領域の
研究を推進するため
のプロジェクトに重点
的に取り組む。

01 北
海
道
大
学

  本学では、政府によ
る「日本再興戦略」や
「教育再生実行会議」
による提言等を踏ま
え、社会の要請に応
えた我が国を代表す
る国立大学へと変革
するため、本学の知
恵と総力を結集し、こ
れまでの本学の強み
を活かし、有機的に
大きな発展へと繋
げ、総長のリーダー
シップの下、「世界の
課題解決に貢献する
北海道大学へ」の実
現に向けた改革を進
めることとし、具体的
な５つの戦略を機能
強化の柱と位置づ
け、大胆かつ着実に
取り組む。

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

1

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期累計の
平均値

目標値

（単位：
件）

250 500 750 1,000 1,250 1,500

250

実績値

（単位：
件）

274 591

236.4%
達成状
況
（率）

109.6% 118.2% 39.4%

第2期累計の
平均値

目標値

（単位：
件）

0 1 9 10 11 12

1

実績値

（単位：
件）

5 8

800.0%
達成状
況
（率）
- 800.0% 66.7%

b b

01 北
海
道
大
学

共同利用・共同研究を
通じた研究レベルの向
上に対する寄与の状
況（拠点認定施設の共
同研究数）

b b

産業創出部門の創設
状況
（産業創出部門設置
数）

(1)

2



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

H27.12.31

目標値

（単
位：%）

30.7 31.0 34.0 34.3 34.6 35.0

30.5

実績値

（単
位：%）

33.3 34.5

113.1%
達成状
況
（率）

108.5% 111.3% 98.6%

第2期累計の
平均値

目標値

（単位：
件）

7 14 75 90 105 120

8

実績値

（単位：
件）

22 58

725.0%
達成状
況
（率）

314.3% 414.3% 48.3%

外国の大学や研究機
関等との共同研究の
状況（拠点認定施設の
国際共同研究件数）

b b

b b

最先端
の国際
連携研
究拠点
の構築
と、次代
を担う人
材の育
成

　近未来戦略150の
ビジョンである「世界
の課題解決に貢献す
る北海道大学へ」の
実現に向け、グロー
バルな頭脳循環拠点
を構築し、次世代の
人材育成に向けた取
組を行う必要があり、
総長直轄の国際連
携研究教育局（GI-
CoRE）の下、海外か
ら誘致する一線級教
育研究ユニットとの
先端的国際共同研
究の推進と、国際大
学院等の設置に重
点的に取り組む。

01 北
海
道
大
学

2

国際共著論文の状況
（国際共著論文比率）

3



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期累計の
平均値

目標値

（単位：
件）

3 3 3 4 4 5

1

実績値

（単位：
件）

3 3

300.0%
達成状
況
（率）

100.0% 100.0% 60.0%

第2期累計の
平均値

目標値

（単位：
件）

0 3 4 5 5 5

0

実績値

（単位：
件）

0 3

-
達成状
況
（率）
- 100.0% 60.0%

b b

国内外の大学等との
人事交流・共同研究の
ハブとなる連携の実施
状況（新たなグローバ
ルステーション設置数）

01 北
海
道
大
学

(2)

b b
国際大学院等の設置
状況
（国際大学院等設置件
数）

4



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

H27.5.1

目標値

（単位：
人）

1,829 1,850 2,000 2,100 2,150 2,200

1,595

実績値

（単位：
人）

1,777 1,851

116.1%
達成状
況
（率）

97.2% 100.1% 84.1%

H28.3.31

目標値

（単位：
件）

13 15 30 31 32 33

12

実績値

（単位：
件）

20 29

241.7%
達成状
況
（率）

153.8% 193.3% 87.9%

国際社
会の発
展に寄
与する指
導的・中
核的人
材の育
成

　近未来戦略150の
ビジョンである「世界
の課題解決に貢献す
る北海道大学へ」の
実現に向け、国際社
会の発展に寄与する
指導的・中核的な人
材を育成するため、
専門知識活用力、異
分野理解力、英語で
の交渉力を併せ持つ
国際性豊かな人材の
育成に必要不可欠な
教育プログラムの開
発等に重点的に取り
組む。

b

01 北
海
道
大
学

3

b

教育プログラムの実施
状況（ジョイントディグ
リー、ダブルディグ
リー、コチュテルの実
施数）

b

外国人留学生や外国
の大学との交流状況
（留学生受入数）

b

5



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期累計の
平均値

目標値

（単位：
人）

100 280 460 640 820 1,000

01 北
海
道
大
学

(3)

2

実績値

（単位：
人）

61 392

全学横断型教育の実
施状況
（新渡戸カレッジ、ス
クール修了生数）

b b

19600.0%
達成状
況
（率）

61.0% 140.0% 39.2%

6



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
コンテ
ンツ／
年）

200 200 200 200 200 200

133

実績値

（単位：
コンテ
ンツ／
年）

263 443

333.1%
達成状
況
（率）

131.5% 221.5% 221.5%

H28.7.1

目標値

（単位：
件）

23 27 51 52 53 55

21

実績値

（単位：
件）

47 50

238.1%
達成状
況
（率）

204.3% 185.2% 90.9%

４つの基
本理念
に基づく
多様な
人材育
成のた
めの全
学的教
育システ
ム改革

近未来戦略150のビ
ジョンである「世界の
課題解決に貢献する
北海道大学へ」の実
現に向け、全学的な
教育システムの改革
を実現するため、社
会的なニーズを捉え
た人材育成機能の強
化に向けて、教育体
制の整備や特色ある
全学的な教育プログ
ラム開発等に重点的
に取り組む。

ラーニング・サテライト
開催状況（提供科目
数）

b b

オープン教材開発の状
況
（コンテンツ数）

01 北
海
道
大
学

4

b b

7



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

H27.5.1

目標値

（単位：
人）

186 190 200 200 200 200

01 北
海
道
大
学

(4)

117

実績値

（単位：
人）

219 222
外国人教員の状況
（外国人教員数） b b

189.7%
達成状
況
（率）

117.7% 116.8% 111.0%

8



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期累計の
平均値

目標値

（単位：
人）

27 54 81 108 135 165

28

実績値

（単位：
人）

66 107

382.1%
達成状
況
（率）

244.4% 198.1% 64.8%

H28.3.31

目標値

（単位：
件）

126 129 184 187 190 193

124

実績値

（単位：
件）

158 170

137.1%
達成状
況
（率）

125.4% 131.8% 88.1%

5 国内外
の地域
や社会
の活性
化及び
新たな価
値の創
造に貢
献

近未来戦略150のビ
ジョンである「世界の
課題解決に貢献する
北海道大学へ」の実
現に向け、本学の教
育研究活動の成果を
活用し、地域・社会
の活性化、課題解決
及び新たな価値創造
に貢献するため、社
会のニーズを捉え、
教育研究活動と学外
機関・コミュニティの
接続・連携・協働体
制の構築及び事業
推進に重点的に取り
組む。

博士課程キャリア支援
の状況（企業への就職
者数）

高度な研究機器の供
用促進の状況
（オープンファシリティ
登録装置数）

b b

b a

01 北
海
道
大
学

9



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

H28.3.31

目標値

（単位：
件）

33 34 35 35 36 37

(5)01 北
海
道
大
学

33

実績値

（単位：
件）

32 38
道内所在企業との共
同研究の状況
（共同研究数）

b b

115.2%
達成状
況
（率）

97.0% 111.8% 102.7%

10



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
%）

35 35 35 35 35 35

33.73

実績値

（単位：
%）

36.25 38.00

112.7%
達成
状況
（率）

103.6% 108.6% 108.6%

平成27年度
末

目標値

（単位：
%）

28.31 42.62 56.94 71.25 85.57 100

14.11

実績値

（単位：
%）

29.09 43.83

310.6%
達成
状況
（率）

102.8% 102.8% 43.8%

北海道
の教育
課題に
取り組む
教員養
成

小規模校・へき地校
教育等の、北海道に
おける教育課題に対
応し、高い実践的な
指導力を持ち、学校
現場に生起する課題
の解決に立ち向かう
姿勢と基本的な研究
力を備えた教員を養
成するために、大学
院教育までを含めた
実践型カリキュラム
への転換に向けた取
組、入試改革、さらに
は教育を担う大学教
員の資質向上も視野
に入れた教員養成改
革を行う。

学校現場での経験を
持つ大学教員の割合 b b

b b
教員養成を担当する教
員のうち、学校現場で
の指導経験を有する教
員の割合

1「教育大学」として、
常に「人間と地域の
成長・発展を促す大
学」をテーマに掲げ、
全国に先駆けて、全
国の教員養成をリー
ドする教員養成改革
を推進するとともに、
地域の活性化・再生
に寄与する人材を養
成し、教員をはじめ
社会のグローバル化
に積極的に対応する
革新的な人材を輩出
する。

02 北
海
道
教
育
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度
卒業（修了）
生

目標値

（単位：
%）

62.58 62.58 64.22 68.11 75.11

(1)02 北
海
道
教
育
大
学

62.58

実績値

（単位：
%）

62.74
教員養成改革後にお
ける卒業（修了）生の
教員就職率

b b

学

100.3%
達成
状況
（率）

100.3% 83.5%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
人）

560 1,120 1,700 2,310 2,980 3,650

280

実績値

（単位：
人）

576 1,151

411.1%
達成
状況
（率）

102.9% 102.8% 31.5%

平成27年度

目標値

（単位：
団体）

6 8 10 12 14 16

4

実績値

（単位：
団体）

12 12

300.0%
達成
状況
（率）

200.0% 150.0% 75.0%

「教育大学」として、
常に「人間と地域の
成長・発展を促す大
学」をテーマに掲げ、
全国に先駆けて、全
国の教員養成をリー
ドする教員養成改革
を推進するとともに、
地域の活性化・再生
に寄与する人材を養
成し、教員をはじめ
社会のグローバル化
に積極的に対応する
革新的な人材を輩出
する。

北海道
の地域
課題解
決のた
めに地
域の活
性化・再
生に寄
与する人
材養成

グローバルな視点か
ら観光資源の再発
掘・地域イノベーショ
ンを引き起こすことが
できるスキルや能力
を備えた人材養成を
行うとともに、芸術・
スポーツを活用し、
人口減少が進む地
域の活性化を、マー
ケティングの視点に
より解決する文化ビ
ジネスを構築できる
人材養成を行う。

地域の国際化や芸術・
スポ－ツ文化の課題
解決に向けた地域との
共同事業を通じた協力
団体・企業等数（累計）

b b

b b
地域の活性化・再生の
ための課題解決に資
するプログラムの履修
者数（累計）

202 北
海
道
教
育
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成22～27
年度（第２期
中期目標・中
期計画期間）
及び平成28
年度（平均）

目標値

（単位：
%）

90 90 90 90 90

(2)02 北
海
道
教
育
大
学

88.14

実績値

（単位：
%）

96.12
学科における就職希望
者の就職率 b b

学

109.1%
達成
状況
（率）

106.8% 106.8%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
人）

35 43 51 59 67 75

27

実績値

（単位：
人）

35 43

159.3%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 57.3%

平成27年度

目標値

（単位：
人）

200 420 660 920 1,200 1,500

188

実績値

（単位：
人）

398 854

454.3%
達成
状況
（率）

199.0% 203.3% 56.9%

海外派遣・受入留学生
数（累計） b a

b b

社会の
グローバ
ル化に
対応した
教員養
成

海外協定校と、単位
取得を目的として相
互に開講・履修する
「共同教育プログラ
ム」の開発を行い、グ
ローバル教員養成プ
ログラムを着実に進
め、小学校英語の授
業を確実に実施でき
る教員及び、十分な
英語力を持った英語
教員の養成を行う。

大学教職員の海外語
学研修制度による派遣
人数（累計）

「教育大学」として、
常に「人間と地域の
成長・発展を促す大
学」をテーマに掲げ、
全国に先駆けて、全
国の教員養成をリー
ドする教員養成改革
を推進するとともに、
地域の活性化・再生
に寄与する人材を養
成し、教員をはじめ
社会のグローバル化
に積極的に対応する
革新的な人材を輩出
する。

3北
海
道
教
育
大
学

02
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成29年度
末

目標値

（単位：
%）

- 90 90 90 90 90

90

実績値

（単位：
%）

- 98

109.2%
達成
状況
（率）
- 109.2% 109.2%

平成26、27年
度の平均値

目標値

（単位：
人）

256 261 266 271 276 281

251

実績値

（単位：
人）

267 293

116.7%
達成
状況
（率）

104.3% 112.3% 104.3%

学部から大学院への
進学志願者 b b

社会ニー
ズに応え
る高度専
門科学
技術者
及び地
域創生を
担う理工
系人材
の育成

全学的かつ組織的な
体制の下で、社会
ニーズを捉えて新た
な教育プログラムの
もとに、高度専門科
学技術者及び地域
創生を担える俯瞰型
理工系人材を育成す
る

インターンシップ先企
業等の学生評価 c b

03 室
蘭
工
業
大
学

知の拠点として地域
に貢献するとともに、
ものづくりとして高度
で先端的な加工技術
に関わる強み・特色
のある専門諸分野で
世界・全国的な教育
研究を推進する

1
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第２期中期目
標期間の年
平均値

目標値

（単位：
件）

43 86 129 172 215 258

39

実績値

（単位：
件）

47 101

259.0%
達成
状況
（率）

109.3% 117.4% 39.1%

第２期中期目
標期間の年
平均値

目標値

（単位：
件）

3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4

3.1

実績値

（単位：
件）

3.5 4

129.0%
達成
状況
（率）

102.9% 117.6% 117.6%

3 エネル
ギー、材
料、資源
活用など
の強み・
特色の
ある環境
分野をさ
らに伸長
するグ
リーンイ
ノベー
ション分
野の形
成

エネルギー、材料、
資源分野において、
本学が有する独自の
研究シーズを活用し
て、室蘭発の知の拠
点を形成すべく、国
内外の研究者と共同
研究の実施、優秀な
人材の招聘、国際シ
ンポジウムの実施な
どを通じて、着実に
研究成果を生み出す
ためのプロジェクトの
運営体制を構築する

関連分野に係る教員
の一人当たりの論文被
引用数

b b

b b

2 本学独
自の研
究シーズ
を活かし
た、北海
道地域
課題の
解決によ
る、地域
活性化、
新産業
創出等
の行政
支援へ
の取り組
み

本学が有する独自の
研究シーズを活かし
たプロジェクトの実施
や産学官金の連携
体制強化を通して、
北海道における地域
課題の解決に向けた
活動を推進すること
により、地域の活性
化、新産業の創出や
雇用拡大、行政の支
援等に取り組む

自治体の審議会等委
員の参画数（累積値）

03 室
蘭
工
業
大
学

17



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
人）

108 216 324 432 540 648

85

実績値

（単位：
人）

114 229

269.4%
達成
状況
（率）

105.6% 106.0% 35.3%

平成27年度

目標値

（単位：
人）

2,374 2,699 3,025 3,350 3,675 4,000

2,049

実績値

（単位：
人）

3,166 3,180

155.2%
達成
状況
（率）

133.4% 117.8% 79.5%

海外への学生派遣数
【第3期中期目標期間
累計値】

海外及
び国内
の教育
研究資
源を活用
した新た
な教育
課程を構
築し、グ
ローカル
人材を育
成する

　学長をセンター長と
するグローカル戦略
推進センターを設置
し、学科等の垣根を
越え全教員が改革の
実行に関わる体制の
下、新たな教育課程
の構築を行うととも
に、新たな入試制度
を創設することで地
域経済の発展に貢
献できるグローカル
人材を育成する。

地域志向科目実施状
況（地域志向科目の履
修者数）

b b

b b

04 小
樽
商
科
大
学

1　本学では、学長をセ
ンター長とし、全学体
制で機能強化を推進
する教育・研究支援
組織として「グローカ
ル戦略推進センター」
を平成27年4月に設
置し、学科等の垣根
を越え全教員が改革
の実行に関わる体制
を整備した。本学が
掲げるビジョンは、本
センターを司令塔に、
グローバルな視点か
ら地域（北海道）経済
の発展に貢献できる
グローカル人材の育
成を推進するもので
ある。
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間年間
平均

目標値

（単
位：%）

9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0

04 小
樽
商
科
大
学

(1)

9.0

実績値

（単
位：%）

10.5 10.2 b b
外国人教員の状況（外
国人教員比率）
【第3期中期目標期間
年間平均値】

113.3%
達成
状況
（率）

116.7% 113.3% 113.3%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
千円）

13,905 13,905 13,905 13,905 13,905 13,905

9,270

実績値

（単位：
千円）

16,688 19,949

215.2%
達成
状況
（率）

120.0% 143.5% 143.5%

第2期中期目
標期間年間
平均

目標値

（単位：
千円）

96,227 96,227 96,227 96,227 96,227 96,227

80,189

実績値

（単位：
千円）

83,134 98,144

122.4%
達成
状況
（率）

86.4% 102.0% 102.0%

　本学では、学長をセ
ンター長とし、全学体
制で機能強化を推進
する教育・研究支援
組織として「グローカ
ル戦略推進センター」
を平成27年4月に設
置し、学科等の垣根
を越え全教員が改革
の実行に関わる体制
を整備した。本学が
掲げるビジョンは、本
センターを司令塔に、
グローバルな視点か
ら地域（北海道）経済
の発展に貢献できる
グローカル人材の育
成を推進するもので
ある。

ビジネス
開発プ
ラット
フォーム
を形成
し、産学
官連携
及び大
学連携を
推進する

　グローカル戦略推
進センターによる推
進・支援体制の下、
ビジネス開発プラット
フォームを形成し、産
学官連携及び文理
融合型大学間連携
事業等を促進すると
ともに、その成果を
地域の課題解決を担
う人材育成に還元す
る。

2

b b

b a

寄附金等自己収入獲
得額
【第3期中期目標期間
年間平均値】

共同研究・受託研究等
の実施状況（共同研
究・受託研究など産学
官連携に係る外部資
金獲得額）
【第3期中期目標期間
年間平均値】

04 小
樽
商
科
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
件）

5 10 15 20 25 30

(2)

産業界等のニーズに
合わせたイノベーショ

04 小
樽
商
科
大
学

4

実績値

（単位：
件）

7 18

合わせたイノベーショ
ン創出のための多様な
社会人学び直し教育プ
ログラムの実施状況
（社会人学び直し教育
プログラム数）
【第3期中期目標期間

b b

450.0%
達成
状況
（率）

140.0% 180.0% 60.0%

【第3期中期目標期間
累計値】
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：%）

87.25 89.80 92.35 94.90 97.45 100.00

84.7

実績値

（単
位：%）

92.40 95.30

112.5%
達成
状況
（率）

105.9% 106.1% 95.3%

平成26年度

目標値

（単位：
人）

12 13 15 17 18 20

10

実績値

（単位：
人）

19 34

340.0%
達成
状況
（率）

158.3% 261.5% 170.0%

　本学では、学長をセ
ンター長とし、全学体
制で機能強化を推進
する教育・研究支援
組織として「グローカ
ル戦略推進センター」
を平成27年4月に設
置し、学科等の垣根
を越え全教員が改革
の実行に関わる体制
を整備した。本学が
掲げるビジョンは、本
センターを司令塔に、
グローバルな視点か
ら地域（北海道）経済
の発展に貢献できる
グローカル人材の育
成を推進するもので
ある。

全学的
な教学マ
ネジメン
トによる
教育の
質保証と
拠点の
形成によ
り、新た
な教育
手法を普
及・展開
する

　グローカル戦略推
進センターを中心と
する推進・支援体制
の下、全学的な教学
マネジメントによる教
育の質保証と拠点の
形成により、アクティ
ブラーニングや実践
型Blendedラーニング
を進化させ、新たな
教育手法を普及・展
開するとともに、多面
的な成績評価を可能
とする評価システム
を確立する。

3

b b
初年次生アクティブ
ラーニング授業履修割
合

b a
TOEICの実績
（TOEIC730点以上獲
得初年次学生数）

04 小
樽
商
科
大
学

22



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：%）

98.1 98.1 98.1 98.1 98.1 98.1

04 小
樽
商
科
大
学

(3)

98.1

実績値

（単
位：%）

98.4 99.0 b b
学生の就職状況（就職
率）
【第3期中期目標期間
年間平均値】

100.9%
達成
状況
（率）

100.3% 100.9% 100.9%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成21～25
年

目標値

（単
位：%
）

40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0

37.5

実績値
（（）内
は単年
度件
数）
（単
位：%

47.2 47.5

126.7%
達成
状況
（率）

124.5% 124.0% 118.8%

平成26年度
末

目標値

（単位：
社）

9 10 10 10 10 10

5

実績値

（単位：
社）

10 11

220.0%
達成
状況
（率）

111.1% 110.0% 110.0%

教育研
究機能を
強化する
ため、国
際水準
の教育
体制の
整備、企
業等との
連携によ
る人材育
成、世界
トップク
ラス大学
との国際
共同研
究等を推
進する。

第３期中期目標期間
のビジョンである「グ
ローバル社会の要請
に即した農学系人材
の育成」を実現する
ため、①グローバル
アグロメディシン研究
センターを中心とす
る世界トップクラス大
学との国際的共同研
究推進体制の構築、
②国際安全基準適
応の実習教育施設
群を活用した専門教
育の展開、③豊富な
共同研究実績と、地
域連携推進センター
インキュベーションオ
フィスにおける食品
関連大手企業との連
携等の強み・特色の
もと、特に教育研究
機能の強化に取り組
む。

現代社会において農
学系人材が担うべき
課題は、特定分野の
専門性のみでは根本
的解決が困難であ
り、かつ、世界各国で
協調して取り組むべ
き地球規模にまで拡
大している。
帯広畜産大学は、こ
れまで培ってきた獣
医学分野と農畜産学
分野を融合した教育
研究体制、国際通用
力を持つ教育課程及
び食の安全確保のた
めの教育システムを
一層強化し、地球規
模課題に即戦力とし
て対応できる農学系
人材を育成して、地
域及び国際社会に貢
献する。

学術論文の国際共著
率を年平均40％以上と
する。

地域連携推進センター
に入居する企業数を5
社から10社以上に倍
増する。

b b

b b

05 帯
広
畜
産
大
学

1
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

112.5 116 119.5 123 126.5 130

05 帯
広
畜
産
大
学

(1)

109

実績値

（単位：
件）

104 122 b b
共同研究・受託研究の
実施件数を年平均130
件以上とする。

111.9%
達成
状況
（率）

92.4% 105.2% 93.8%

25



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

4 4 5 5 6 6

3

実績値

（単位：
件）

4 4

133.3%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 66.7%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

0 0 1 1 1 2

0

実績値

（単位：
件）

0 1

-
達成
状況
（率）
- - 50.0%

2 社会貢
献機能を
強化する
ため、農
業関連
企業・団
体、地域
住民等
に対する
社会人
教育、地
方公共
団体等と
連携した
地域創
成事業を
充実す
る。

我が国の農業を基盤
とする産業競争力強
化と活力ある地域づ
くりに貢献するため、
獣医・農畜産分野の
職業現場における
リーダーとして組織を
牽引できる人材を社
会人教育事業を通じ
て育成するとともに、
「日本の食料基地」で
ある北海道十勝地域
の関係機関等と連携
して地域創成事業を
推進する。

地域創生事業を新た
に2件以上実施する。 b b

社会人学び直し事業
の実施件数を3件から6
件以上に倍増する。

b b

05 帯
広
畜
産
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単
位：ヵ
所）

0 0 1 1 1 2

0

実績値

（単
位：ヵ
所）

1 1

-
達成
状況
（率）
- - 50.0%

第2期中期目
標期間中（平
成22年～27
年度）の年平
均人数

目標値

（単位：
期間人
数）（累
積）

13.7 27.3 41 54.7 68.3 82

6.8

実績値

（単位：
期間人
数）（累
積）

16 29

424.4%
達成
状況
（率）

117.1% 106.1% 35.4%

国際貢
献機能を
強化する
ため、国
際機関、
国際協
力機関
等と連携
した教育
研究事
業による
海外展
開、海外
拠点整
備を推進
する。

世界各国が協調して
取り組むべき食と農
を巡る課題解決に貢
献するため、獣医・農
畜産分野の国際機
関、国際協力機関、
諸外国の大学等と連
携して教育研究機能
の国際化を推進し、
海外のフィールドを
活用した農学分野の
グローバル人材育
成、国際共同研究、
技術協力を展開す
る。

海外教育研究拠点を
新たに２ヵ所以上設置
する。

国際機関等と連携した
教育研究事業による学
生の派遣・受入数を、
前中期目標期間の派
遣・受入数の２倍以上
とする。

b b

b b

05 帯
広
畜
産
大
学

3
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度
末

目標値

（単位：
%）

83.3 88.9 94.4 100 100 100

(3)05 帯
広
畜
産
大
学

77.7

実績値

（単位：
%）

98.4 99.2 a a全教員に年俸制を適
用する。

102.4%
達成
状況
（率）

118.2% 111.6% 99.2%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度

目標値

（単位：
人）

10 20 30 40 50 60

12

実績値

（単位：
人）

12 20

166.7%
達成
状況
（率）

120.0% 100.0% 33.3%

平成27年度

目標値

（単位：
人）

45 90 135 180 225 270

45

実績値

（単位：
人）

49 135

300.0%
達成
状況
（率）

108.9% 150.0% 50.0%

1地域医療に根ざした
医療・福祉の向上に
貢献する人材育成を
積極的に推進し、高
齢化や地域社会に対
応した新たな医療技
術の開発や医療水準
の向上を図る。

地域に
根ざした
医療人
育成機
能の強
化

　北海道内の地域医
療を担う医師の確保
及び生涯にわたる
キャリア形成を一体
的に推進し、広大な
北海道の医師偏在
解消に貢献するた
め、卒前の学生教
育・臨床実習、卒後
の臨床研修、さらに
は専攻医（専門医）・
高度医療職業人の
養成にいたる一貫性
のある医師養成シス
テムを構築し、今後
の医学教育、医師養
成と医療、医学研究
と先進医療を担う人
材育成機能を強化す
る。

道北・道東（上川中部
を除く）等の医師が不
足している地域に就職
した卒業生の人数
【累計】

地域医療機関への専
門研修医派遣延べ人
数　【累計】

b b

b b

06 旭
川
医
科
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
人）

25 50 75 100 125 150

(1)06 旭
川
医
科
大
学

25

実績値

（単位：
人）

25 53
専門医研修登録者数
【累計】 b b

212.0%
達成
状況
（率）

100.0% 106.0% 35.3%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
人）

2,360 4,720 7,080 9,440 11,800 14,160

2,351

実績値

（単位：
人）

3,894 5,476

232.9%
達成
状況
（率）

165.0% 116.0% 38.7%

平成27年度

目標値

（単位：
本）

171 342 513 684 855 1,026

171

実績値

（単位：
本）

174 346

202.3%
達成
状況
（率）

101.8% 101.2% 33.7%

2地域医療に根ざした
医療・福祉の向上に
貢献する人材育成を
積極的に推進し、高
齢化や地域社会に対
応した新たな医療技
術の開発や医療水準
の向上を図る。

超高齢
社会や
地域社
会の課
題に対
応した研
究および
遠隔医
療システ
ム等を活
用した研
究の推
進、新た
な医療
技術の
開発や
医療水
準の向
上

　北海道の医療支援
の実績から発展した
遠隔医療の研究、高
齢社会に対応した脳
機能医工学研究の
推進など、地域特性
に対応した様々な研
究を始めとする実績
を活かした先端的で
特色ある研究を推進
するとともに、橋渡し
研究拠点として基礎
研究成果の臨床へ
の応用の推進による
研究成果の実用化を
図り、イノベーション
創出へ向けた取組を
展開する。

b
超高齢者の特有疾患
（認知症・サルコペニア
等）に関する講座等の
参加人数　【累計】

高齢者等に関する論
文発表数　【累計】 b b

b

06 旭
川
医
科
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
件）

525 1,050 1,575 2,100 2,625 3,150

(2)06 旭
川
医
科
大
学

525

実績値

（単位：
件）

597 3,263
医療情報データ数
【累計】 b b

621.5%
達成
状況
（率）

113.7% 310.8% 103.6%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度

目標値

（単位：
回）

4 8 12 16 20 24

7

実績値

（単位：
回）

7 16

228.6%
達成
状況
（率）

175.0% 200.0% 66.7%

平成27年度

目標値

（単位：
人）

800 1,600 2,400 3,200 4,000 4,800

786

実績値

（単位：
人）

1,373 2,482

315.8%
達成
状況
（率）

171.6% 155.1% 51.7%

3地域医療に根ざした
医療・福祉の向上に
貢献する人材育成を
積極的に推進し、高
齢化や地域社会に対
応した新たな医療技
術の開発や医療水準
の向上を図る。

社会貢
献機能
の強化、
国･地方
公共団
体・企業
等と連携
した地域
貢献の
ための
人材育
成及び
連携活
動等の
推進

　本学の特色である
ICT（遠隔医療システ
ム）を地域保健・在宅
看護へ活用し、また介
護・医療関連情報を広
く地域住民と共有（見
える化）するためのシ
ステムの構築や地域
包括ケアに関わる多様
な主体の情報共有・連
携することにより、地域
貢献機能の強化を推
進する。
　また、地域で活躍す
る医療人と協働した教
育支援事業の展開と
在宅看護・介護への支
援および地域拠点病
院等との連携体制の
整備により、地域包括
ケアを実践支援する体
制モデルを確立する。
　併せて、2020年オリ
ンピック・パラリンピック
東京大会の開催決定
を契機として、スポーツ
を通じた健康づくりの
意識を醸成するため、
大学コンソーシアムの
異業種プラットフォー
ムを介した産学官の連
携により地域の健康の
保持増進を中心とした
課題解決のための活
動を実施し、スポーツ
医科学の研究成果の
活用推進及び地域の
スポーツツーリズムを
促進する。

スポーツ関連活動で地
域住民やアスリート等
を支援した延べ人数
【累計】

b b

b b
地域包括ケアの構築
に向けた教育プログラ
ムの研修回数　【累計】

06 旭
川
医
科
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度

目標値

（単位：
人）

20 40 60 80 100 120

(3)06 旭
川
医
科
大
学

18

実績値

（単位：
人）

18 43
退院支援看護師の育
成人数　【累計】 b b

238.9%
達成
状況
（率）

90.0% 107.5% 35.8%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成29年度
末時点

目標値

（単位：
%）

ー 52.2% 57.4% 63.2% 69.5% 76.5%

52.2%

実績値

（単位：
%）

ー 52.2%

100.0%
達成
状況
（率）
ー 100.0% 68.2%

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
人）

260 570 630 670 740 820

200

実績値

（単位：
人）

279 590

295.0%
達成
状況
（率）

107.3% 103.5% 72.0%

本学の理念である
「自然と調和したテク
ノロジーの発展」を堅
持し、ミッションの再
定義を踏まえ、地球
環境やエネルギー問
題等の解決及び地域
創生を最優先使命と
し、教育研究の個性
化・機能強化に取り
組む。このため、学長
ガバナンスを強化し、
最適な学内資源の再
配置を実現すべく組
織改革を行い、重点
研究分野の推進、地
域貢献、研究フィー
ルドの実践的教育へ
の活用を促し、地域
に学びグローバルに
貢献できる工学技術
者を育成する。

「教育」
の個性
化・機能
強化によ
る人材育
成の高
度化

「表層ガスハイドレー
トフィールド調査を活
用した教育研究実習
プログラム推進事
業」等の本学ならで
はの魅力ある環境、
エネルギー及び地域
に根ざしたカリキュラ
ムの構築を行い、工
学部・大学院(博士前
期課程)を６学科・６
専攻から地球環境と
地域貢献に重点を置
いた２学科・２専攻に
改組する。また、本
学ＤＰ・ＣＰに沿った
学生受入のため、多
様な能力を多元的に
評価する入学者選抜
方法の構築を行う。

1

b b

b b
実践的教育プログラム
の満足度

実践的教育プログラム
受講学生の増加数

07 北
見
工
業
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
人）

20 20 20 20 20 112

(1)07 北
見
工
業
大
学

20

実績値

（単位：
人）

24 24
実践的教育プログラム
に参加した学生の大学
院進学者の増加数

b b

120.0%
達成
状況
（率）

120.0% 120.0% 21.4%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標・中期計画
期間の平均

目標値

（単位：
件）

40.2 41.5 42.8 44.2 45.6 47

39

実績値

（単位：
件）

51 59

151.3%
達成
状況
（率）

126.9% 142.2% 125.5%

平成28年度
末時点

目標値

（単位：
%）

85% 86.2% 87.4% 88.6% 89.9% 91.2%

85%

実績値

（単位：
%）

85% 96%

112.9%
達成
状況
（率）

100.0% 111.4% 105.3%

「研究」
の個性
化・機能
強化によ
る地域貢
献

本学は１次産業地域
である北海道オホー
ツク地域に立地する
唯一の工学系国立
大学として、環境・エ
ネルギー領域で特色
ある研究を推進して
いる。一方で工学的
見地から１次産業の
システム化に貢献す
る取組みも重要な戦
略とした。平成２６年
度からの「植物工場
に関する工農連携事
業」をモデルとして地
方創生に向け、１次
産業の機械化、自動
化、ICTを活用した効
率化を通し、地域産
業の特色ある発展と
高次産業化にも貢献
する。

2

地域との共同研究の
受入件数

地域との共同研究の
満足度 b b

b a

北
見
工
業
大
学

07
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標・中期計画
期間の平均

目標値

（単位：
件）

98 100 102 104 106 108

96

実績値

（単位：
件）

98 112

116.7%
達成
状況
（率）

100.0% 112.0% 103.7%

第2期中期目
標・中期計画
期間の平均

目標値

（単位：
件

79 82 85 88 91 94

76

実績値

（単位：
件

107 115

151.3%
達成
状況
（率）

135.4% 140.2% 122.3%

(2)

地域貢献に関する取
組の実施件数 b b

共同研究・受託研究の
受入件数 b b

北
見
工
業
大
学

07
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

27年度末時
点

目標値

（単位：
件）

33 46 58 64 70 76

20

実績値

（単位：
件）

39 54

270.0%
達成
状況
（率）

118.2% 117.4% 71.1%

26年度末時
点

目標値

（単位：
件）

12 14 28 31 34 37

10

実績値

（単位：
件）

16 25

250.0%
達成
状況
（率）

133.3% 178.6% 67.6%

弘前大学は北東北地
域の総合大学の一つ
として、｢地域活性化
の中核的拠点｣の役
割を追求していくこと
を基本とし、第３期中
期目標期間において
は、食、健康、再生可
能エネルギー、環
境、被ばく医療を本
学の重要な戦略分野
に位置付け、地域資
源を活かした教育研
究を推進し、働く｢場｣
の不足、労働力人口
の減少、平均寿命が
全国最下位などの喫
緊の地域課題の解決
に向けたイノベーショ
ン創出と｢地域創生
人財｣の育成を目指
す。

アグリ・
ライフ・
グリーン
分野にお
ける地域
の特性・
資源を活
かしたイ
ノベー
ション創
出・人材
育成

弘前大学が自治体
や地元企業等と連携
して培ってきた強み･
特色である｢食＝ア
グリ｣、｢健康(医工連
携)＝ライフ｣、｢再生
可能エネルギー＝グ
リーン｣の3分野を活
かし、総合大学なら
ではの理工系･人文
社会系の“知”を結集
するとともに、更なる
連携の強化や地域
の特性･資源を最大
限に活用することで、
地域活性化に向けた
オール弘前大学によ
るイノベーション創出
と人材育成を目指
す。

b

大学の研究等を基とし
た新品種、新商品等の
開発件数
[累計]

b a

地域イノベーションの
創出（特許出願件数）
[累計] b

弘
前
大
学

08 1
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

27年度中

目標値

（単位：
%）

41.0 43.0 45.0 47.0 49.0 50.0

39.1

実績値

（単位：
%）

48.5 56.4

144.2%
達成
状況
（率）

118.3% 131.2% 112.8%

26年度中

目標値

（単位：
件）

16.3 18.7 36 38 40 42

14

実績値

（単位：
件）

30 34

242.9%
達成
状況
（率）

184.0% 181.8% 81.0%

a

「食」「エネルギー」に
関する共同研究・受託
研究の実施状況

b

学生の県内就職志望
率 b

a

弘
前
大
学

08 (1)

40



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

26年度末時
点

目標値

（単位：
名）

478 808 838 1,168 1,198 1,500

69

実績値

（単位：
名）

490 823

1192.8%
達成
状況
（率）

102.5% 101.9% 54.9%

26年度末時
点

目標値

（単位：
件）

13.3 16.6 35.0 36.0 37.0 38.0

10

実績値

（単位：
件）

28 34

340.0%
達成
状況
（率）

210.5% 204.8% 89.5%

こころ・
からだの
健康増
進に向け
た社会
医学的
観点から
の総合
的な健
康づくり
教育研
究拠点
の形成

“住民の健康度向
上”を最大テーマにし
た我が国初の本格的
な社会医学的教育研
究拠点を自治体や企
業等との連携の下で
形成し、14年間の
データ蓄積がある大
規模教育研究フィー
ルドを活かした、ここ
ろとからだの健康増
進に繋がる社会医学
的な教育、研究、社
会貢献活動を推進す
る。また、教育・研究
成果を着実に社会実
装することで、地域
の健康寿命延伸と活
性化に繋がる｢健康
対策青森パッケー
ジ｣として国内外に向
けて発信する。

地域住民の健康リー
ダーを育成
[累計]

自治体及び企業の
事業参加数
[累計]

b b

b b

08 弘
前
大
学

2
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

26年度末時
点

目標値

（単位：
本）

112.5 150.0 187.5 225.0 262.5 300.0

50

実績値

（単位：
本）

114 159

318.0%
達成
状況
（率）

101.3% 106.0% 53.0%

27年度末時
点

目標値

（単位：
件）

9 14 19 24 29 34

4

実績値

（単位：
件）

9 15

375.0%
達成
状況
（率）

100.0% 107.1% 44.1%

子どものこころ部門に
関係する受託研究・受
託事業等の実施状況
[累計]

b b

センター全体の学術論
文数
[累計]

b b

08 弘
前
大
学

(2)
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

26年度末時
点

目標値

（単位：
件）

16.3 18.7 21.0 23.3 25.7 28.0

14

実績値

（単位：
件）

18 21

150.0%
達成
状況
（率）

110.4% 112.3% 75.0%

26年度末時
点

目標値

（単位：
件）

6.3 8.7 11.0 13.3 15.7 18.0

4

実績値

（単位：
件）

9 15

375.0%
達成
状況
（率）

142.9% 172.4% 83.3%

被ばく医
療におけ
る安心・
安全を確
保するた
めの国
際的な
放射線
科学教
育研究
の推進

原子力関連施設を擁
する地域特性に鑑
み、さらに弘前大学
がこれまで培ってき
た「被ばく医療」での
人的・知的資源を最
大限に活用し、全学
的な「放射線科学」及
び「被ばく医療」に係
る教育・研究の国際
拠点を構築し、特に
アジア諸国を中心に
国内外における国際
的な高度専門職業人
を育成する。さらに、
当該分野における
リーダーシップを発
揮し、国の被ばく医
療機関として放射線
事故等有事の際に
は、診療面も含め世
界的な貢献を果た
す。

3

国際共同研究の促進
による被ばく医療関連
研究プロジェクト数の
増加
[累計]

b b

b b

国内外の大学・大学共
同利用機関等との機
能的・効果的なネット
ワークの構築
[累計]

08 弘
前
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

26年度末時
点

目標値

（単位：
名）

20.9 32.8 45.8 60.0 75.5 92.4

10

実績値

（単位：
名）

22 33

330.0%
達成
状況
（率）

105.3% 100.6% 35.7%

26年度中

目標値

（単位：
本）

52.5 62.0 71.5 81.0 90.5 100.0

43

実績値

（単位：
本）

79 95

220.9%
達成
状況
（率）

150.5% 153.2% 95.0%

(3)

論文数の状況 b a

国外研究機関等との
人材交流
(国外研究者･留学生
の受入数、本学研究
者･学生の国外への派
遣数)
[累計]

b b

08 弘
前
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

27年度中
(28年度入学
者募集時)

目標値

（単位：
%）

17.5 17.5 23.8 23.8 30.0 30.0

4.5

実績値

（単位：
%）

18.2 25.3

562.2%
達成
状況
（率）

104.0% 144.6% 84.3%

27年度中

目標値

（単位：
%）

30.0 34.0 38.0 42.0 46.0 50.0

15.0

実績値

（単位：
%）

43.2 48.9

326.0%
達成
状況
（率）

144.0% 143.8% 97.8%

地域志
向教育を
核とした
「地域創
生人財」
を育成す
る教育シ
ステムの
構築

　グローバルな視点
や専門知識を活かし
地域社会のリーダー
になり得る、横断的
基礎知識とマインドを
備えた｢地域創生人
財｣の育成を目指し、
地域の人材や資源を
活用して地域実情を
実践的に学ぶ地域
志向教育を展開する
とともに、学生の主
体的･能動的学修へ
と教育の質的転換を
進める。また、弘前
大学がイニシアチブ
を発揮しつつ、自治
体、産業界、高等教
育機関などと連携･
協働して、地域の特
性を活かした地域活
性化施策を推進す
る。

4

教養教育における能動
的学修の導入率 b

大学全体の入学定員
に占めるＡＯ入試の募
集人員割合

b

b

b

08 弘
前
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

27年度中

目標値

（単位：
科目）

200 200 200 300 300 300

176

実績値

（単位：
科目）

245 352

200.0%
達成
状況
（率）

122.5% 176.0% 117.3%

27年度中

目標値

（単位：
名　）

56 64 100 110 120 130

48

実績値

（単位：
名）

88 232

483.3%
達成
状況
（率）

157.1% 362.5% 178.5%

(4)

a

b

県内企業等へのイン
ターンシップ参加学生
数

b

地域志向科目開講数 b

08 弘
前
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成29年度
時点

目標値

（単位
：%）

- 70 71 72 74 76

70

実績値

（単位
：%）

- 70

100.0%
達成
状況
（率）
- 100.0% 92.1%

平成29年度
時点

目標値

（単位：
人）

- 30 60 90 120 150

36

実績値

（単位：
人）

- 36

100.0%
達成
状況
（率）
- 120.0% 24.0%

本学は、「震災復興・
地域創生」に応える
地域の中核的学術拠
点として「岩手の”大
地”と”ひと”と共に」
をスローガンに地域
の活性化を先導する
とともに、地域社会の
持続的発展に寄与
し、グローバル化時
代に対応したイノ
ベーション創出の学
術拠点としての役割
を果たす。

グローカ
ル（グ
ローバル
×ローカ
ル）な視
点で復
興に尽
力する岩
手大学
で学ぶ
学生とし
てのアイ
デンティ
ティを涵
養し、地
域の産
業・行
政・教育
等の分
野で指
導的役
割を果た
すことが
できる、
幅広く深
い教養と
高い専
門性を備
え、主体
的に学
び行動
する「い
わて協
創人材」
を学士課
程で育
成する。

平成28年度に全学
部改組を実施した学
士課程において、「い
わて協創人材」の育
成による教育の成果
を確実なものとする
ため、教学IRの手法
を活用して学生の学
修成果の可視化を図
り、大学院生による
学部学生への学修
支援体制を構築し、
教育の質保証を実現
するための基盤を形
成する。
また、「いわて協創人
材」に求められる「グ
ローバルな視点」を
育成するための教育
環境構築と教育プロ
グラムの整備を併せ
て行う。

1

平成28年度以降入学
者の2年次後期実施の
学士力（課題探究能
力）に関するアンケート
結果の高評価割合

大学院授業科目「学修
支援論」及び「学修支
援演習」の単位取得者
数（累積）

b b

b b

09 岩
手
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度
時点

目標値

（単
位：%）

0 2 4 6 8 10

0

実績値

（単
位：%）

0 2.8

-
達成
状況
（率）
- 140.0% 28.0%

平成27年度
時点

目標値

（単位：
機関）

108 116 124 132 141 150

100

実績値

（単位：
機関）

108 123

123.0%
達成
状況
（率）

100.0% 106.0% 82.0%

グローバル教育活動に
協働・連携する国内外
の連携機関数

b b

b b

(1)

グローバル教育プログ
ラムへの参加率

09 岩
手
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度
実績

目標値

（単
位：%）

1.8% 3.0% 5.0% 7.0% 9.0% 10.0%

1.80%

実績値

（単
位：%）

1.80% 8.3%

461.5%
達成
状況
（率）

100.0% 276.9% 83.1%

平成28年度
実績

目標値

（単位：
名）

0 1 2 3 5 5

0

実績値

（単位：
名）

0 1

-
達成
状況
（率）
- 100.0% 20.0%

水産業革新プログラム
の参加者数 b b

b a

2 専門的
な知識と
総合的
な視野を
有し、地
域創生を
先導する
ことがで
きる人材
（地域創
生先導
人材）を
大学院
で育成す
る。

本学は、震災復興、
少子高齢化及び社
会のグローバル化と
いった課題、地域か
ら寄せられている期
待並びにこれまでの
取組を踏まえ、｢震災
復興･地域創生｣｢グ
ローバル人材育成｣｢
イノベーション創出｣
の３つを柱として、平
成２８年度に「いわて
協創人材」の育成を
目指した学士課程の
全面的な改組再編を
行うとともに、平成２
９年度に修士課程の
一研究科(総合科学
研究科)への改組再
編と｢地域創生先導
人材｣の育成を目指
した地域創生専攻の
設置を柱とする教育
研究組織の整備を行
うことにより、地域創
生先導人材を育成す
る。
　また、地域の活性
化、イノベーション創
出に貢献するため博
士課程の教育研究
組織の機能強化を行
い、研究者及び高度
専門職業人を育成す
る。

修士課程学生の海外
派遣者数

09 岩
手
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度

目標値

（単位：
件）

0.42 0.43 0.45 0.46 0.48 0.49

0.42

実績値

（単位：
件）

0.42 0.46

109.5%
達成
状況
（率）

100.0% 107.0% 93.9%

平成28年度

目標値

（単位：
件）

           6            6            9          12          15          18

                6

実績値

（単位：
件）

           6            6

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 33.3%

岩手大
学の強
み・特色
となる学
術研究、
異分野
融合研
究及び
地域創
生を目指
した応用
研究を一
層推進
する。

地域の中核的学術
研究拠点として、これ
まで培ってきた岩手
大学の強み・特色と
なる学術研究を一層
推進する他、科学技
術イノベーション創出
の源泉となる創造的
基盤研究や異分野
融合研究、地域創生
を目指した応用研究
課題等、重点的に推
進すべき研究領域を
選定し、拠点形成の
ための体制整備等必
要な支援措置を行
う。
これらにより、岩手大
学の強み・特色とな
る学術研究、異分野
融合研究及び地域
創生を目指した応用
研究を一層推進す
る。

3

科学研究費助成事業
の教員１人あたりの取
得件数

次世代アグリイノベー
ション研究センターの
目標に関連する論文
掲載数

b b

b b

09 岩
手
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
数）

12 16 20 24 28 33

8

実績値

（単位：
数）

17 20

250.0%
達成
状況
（率）

141.7% 125.0% 60.6%

平成27年

目標値

（単位：
件）

25 27 43 50 57 64

23

実績値

（単位：
件）

25 35

152.2%
達成
状況
（率）

100.0% 129.6% 54.7%

地域の
中核的
学術拠
点とし
て、東日
本大震
災からの
復興を着
実に前
進させ、
その上で
地域の
持続的
発展を目
指す”地
域創生”
を実現し
ていくた
め、「知
の創出
機能」の
充実・強
化を推進
する。

三陸の復興と岩手県
の「まち・ひと・しごと
創生」を目指して三
陸復興・地域創生推
進機構を組織整備
し、人口減少と産業
衰退が予想される本
県で新たな地域創生
モデルを構築し、そ
の知見を総合科学研
究科に還元して、地
域創生型人材の育
成を推進する。
また、社会人に対し
て多様な学習プログ
ラムを提供し、産業
界や地域社会の中で
活躍できる人材を育
成すると共に、何度
でも学び直しができ
る体制を構築し、新し
い価値観（豊かさ）を
提案する。

4

学生及び院生主体に
よる県内市町村・団体
等を対象とする地域課
題解決取り組み件数

b b

県内全３３市町村と連
携して、地域のニーズ
を踏まえたシンポジウ
ム等を新規に実施する
県内市町村数（累計）

b b

09 岩
手
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
数）

35 35 65 70 85 90

(4)09 岩
手
大
学

21

実績値

（単位：
数）

43 50
社会人を対象とした学
び直し受講者数 b b

238.1%
達成
状況
（率）

122.9% 142.9% 55.6%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
延報
数）

2,155 4,310 6,465 8,620 10,775 13,000

2,155

実績値

（単位：
延報
数）

2,408 5,034

233.6%
達成
状況
（率）

111.7% 116.8% 38.7%

平成26年度
末

目標値

（単位：
人）

472 490 508 526 544 560

454

実績値

（単位：
人）

687 701

154.4%
達成
状況
（率）

145.6% 143.1% 125.2%

東北大学は、開学以
来の「研究第一主義」
の伝統、「門戸開放」
の理念及び「実学尊
重」の精神を基に、
数々の教育研究の成
果を挙げてきた。
　第３期中期目標期
間においては、これら
の伝統、理念等を積
極的に踏襲し、強み・
特色を発展させ、独
創的な研究を基盤と
した高等教育を推進
する総合大学として
人類社会の様々な課
題に挑戦し、人類社
会の発展に貢献する
「世界リーディング・
ユニバーシティ」（世
界三十傑大学）であ
ることを目指す。
　また、世界と地域に
開かれた大学として、
自由と人権を尊重
し、社会と文化の繁
栄に貢献するため、
「門戸開放」の理念に
基づいて、国内外か
ら、国籍、人種、性
別、宗教等を問わ
ず、豊かな資質を持
つ学生と教育研究上
の優れた能力や実績
を持つ教員を迎え入
れる。

高度な
教養、専
門的な
知識及
びグロー
バルな
視野を備
えた指導
的人材を
養成

本戦略は、人類社会
の様々な課題に挑戦
し、人類社会の発展
に貢献する「世界
リーディング・ユニ
バーシティ」（世界三
十傑大学）の実現に
必要な教育に関する
戦略であり、第２期中
期目標期間中におけ
る教育力向上の取組
を継続・発展させ、築
き上げてきた知を享
受する教育システム
の更なる機能強化を
図ることで、国際通
用性のある人材や社
会的要請の高い人
材など、世界で活躍
しうる多様な指導的
人材の育成を目指す
ものである。

1

a

b b国際発表論文の総数

国内外の大学間協定
に基づく派遣学生数 b

10 東
北
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

202 211 220 230 240 250

(1)10 東
北
大
学

193

実績値

（単位：
人）

219 225
外国籍教員を対平成
27年度比で3割以上増
員する

b b

116.6%
達成
状況
（率）

108.4% 106.6% 90.0%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
%）

32.0 32.6 33.2 33.8 34.4 35.0

31.4

実績値

（単位：
%）

32.5 33.1

105.4%
達成
状況
（率）

101.6% 101.5% 94.6%

平成27年度
末

目標値

（単位：
百万
円）

257 266 274 282 290 299

249

実績値

（単位：
百万
円）

301 349

140.2%
達成
状況
（率）

117.1% 131.2% 116.7%

2 独自の
最先端
研究体
制の構
築等を図
り、世界
トップレ
ベルの
研究成
果を創出

本戦略は、人類社会
の様々な課題に挑戦
し、人類社会の発展
に貢献する「世界
リーディング・ユニ
バーシティ」（世界三
十傑大学）の実現に
必要な研究に関する
戦略であり、第２期中
期目標期間中におけ
る研究力向上の取組
を継続・発展させ、長
期的視野に立つ基盤
研究と経済・社会的
課題に応える戦略的
研究の推進を図るこ
とを目指すものであ
る。

国際共著論文比率を
35％以上とする b

a

b

外国企業等との共同
研究の受入額を20％
以上増加させる

b

10 東
北
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度
末

目標値

（単位：
人）

2,300 2,500 2,700 2,800 2,900 3,000

2,177

実績値

（単位：
人）

3,208 3,271

150.3%
達成
状況
（率）

139.5% 130.8% 109.0%

平成26年度
末

目標値

（単位：
分野）

1 3 6 9 9 9

0

実績値

（単位：
分野）

2 4

-
達成
状況
（率）

200.0% 133.3% 44.4%

3 国際競
争力を強
化すると
ともに、
世界的
に魅力
的なトッ
プレベル
の教育
研究を行
う

本戦略は、人類社会
の様々な課題に挑戦
し、人類社会の発展
に貢献する「世界
リーディング・ユニ
バーシティ」（世界三
十傑大学）の実現に
必要な国際競争力の
強化に関する戦略で
あり、徹底した大学
改革と国際化を全学
的に断行することで
国際通用性を高める
ことを目指すもので
ある。

本学を中核とする「知
の国際共同体」を形成
する先端的教育研究ク
ラスターを構築するた
め、スピント口ニクス分
野、データ科学分野を
はじめとする9つの国
際共同大学院を設置

b b

b a
第3期中期目標期間中
に通年での外国人留
学生を3,000人に拡大
する

10 東
北
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度
末

目標値

（単位：
延人
数）

262 524 786 1,048 1,310 1,572

262

実績値

（単位：
延人
数）

318 641

244.7%
達成
状況
（率）

121.4% 122.3% 40.8%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

1,046 1,080 1,114 1,148 1,182 1,215

1,012

実績値

（単位：
件）

1,106 1,195

118.1%
達成
状況
（率）

105.7% 110.6% 98.4%

b

b

企業等との共同研究
数を対平成27年度比
で2割以上増加させる。

b

4 未来の
産業創
造・社会
変革等
に資する
新興・融
合分野
など社会
にインパ
クトある
新たな研
究領域を
開拓

本戦略は、人類社会
の様々な課題に挑戦
し、人類社会の発展
に貢献する「世界
リーディング・ユニ
バーシティ」（世界三
十傑大学）の実現に
必要な研究に関する
戦略であり、第２期中
期目標期間中におけ
る研究力向上の取組
を継続・発展させ、長
期的視野に立つ基盤
研究と経済・社会的
課題に応える戦略的
研究の推進を図るこ
とを目指すものであ
る。

特別研究員（ＰＤ、ＳＰ
Ｄ）・海外特別研究員
等の優れた実績を持
つ者の採用者数

b

東
北
大
学

10
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
報/人）

5.6 5.8 6.0 6.3 6.6 7.0

5.4

実績値

（単位：
報/人）

4.6 6.0

111.1%
達成
状況
（率）

82.1% 103.4% 85.7%

平成27年度
末

目標値

（単位：
延人
数）

1,500 3,000 4,500 6,000 7,500 9,000

1,000

実績値

（単位：
延人
数）

1,670 3,410

341.0%
達成
状況
（率）

111.3% 113.7% 37.9%

東日本
大震災
の被災
地域の
中心に
所在する
総合大
学とし
て、被災
からの復
興・新生
に寄与
する多彩
な活動を
展開

本戦略は、人類社会
の様々な課題に挑戦
し、人類社会の発展
に貢献する「世界
リーディング・ユニ
バーシティ」（世界三
十傑大学）の実現に
必要な災害からの復
興・新生に関する戦
略であり、東日本大
震災からの復興・新
生に資する成果の創
出や東日本大震災で
得られた教訓・知見
を世界各国の課題解
決に役立てることを
目指すものである。

5

被災地域の課題を踏
まえ、地域の特色や資
源を活用した人材育成
数

b b

b b防災・減災関係の学術
論文数

10 東
北
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
万点）

50 60 70 80 90 100

(5)10 東
北
大
学

40

実績値

（単位：
万点）

57 65

新たな防災・減災技術
の開発、震災アーカイ
ブ・災害統計データの
集積数

b b

162.5%
達成
状況
（率）

114.0% 108.3% 65.0%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
人）

0 345 690 1,035 1,380 1,725

0

実績値

（単位：
人）

128 473

-
達成
状況
（率）
- 137.1% 27.4%

平成27年

目標値

（単位：
人）

200 400 600 800 1,000 1,200

0

実績値

（単位：
人）

220 590

-
達成
状況
（率）

110.0% 147.5% 49.2%

宮城県の現職教員を
対象とした学校防災研
修の受講者数の増加
状況（累計）

b b

b b

　宮城教育大学は、
第3期中期目標とし
て、生涯学び続ける
教師（イノベーティブ・
ティーチャー）の育成
を掲げており、目標
達成のため、教員養
成大学として、防災・
復興教育や特別支援
教育などを含めた取
組を実施し、教育環
境の整備と教育課程
の改革により大学教
育の強化を図るとと
もに、広域拠点型大
学として、地域の課
題解決に向けた取組
の推進を通じて、イノ
ベーティブ・ティー
チャーを育成するた
めの活動モデルを確
立する。

1 広域学
校防災
拠点の
形成を通
じた高度
な学校
防災人
材育成
の機能
強化によ
る
教員養
成・研修
の特色
づくりや
地域貢
献の伸
長

　広域拠点型大学と
して、学校安全体制
の強化と教育復興を
視野に学生、教員を
対象とした人材育成
機能を拡大する。そ
のため「防災教育未
来づくり総合研究セ
ンター」を「学校防災
研修機構」(仮称)へと
改組し、被災地の
ニーズや人材育成の
取組の成果を踏まえ
て、首都直下地震・
南海トラフ地震想定
域を重点地域として
広域に展開し、各地
域の防災に強い教員
の育成に貢献し、学
校防災人材育成に
強い大学としての特
色・機能を強化する。

学校防災に関する知
見を身につけた学生数
の増加状況（累計）

11 宮
城
教
育
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
人）

50 100 150 200 250 300

50

実績値

（単位：
人）

60 107

214.0%
達成
状況
（率）

120.0% 107.0% 35.7%

平成29年

目標値

（単位：
）

－ 1 3 9 15 21

1

実績値

（単位：
）

－ 1

100.0%
達成
状況
（率）
- 100.0% 4.8%

　宮城教育大学は、
第3期中期目標とし
て、生涯学び続ける
教師（イノベーティブ・
ティーチャー）の育成
を掲げており、目標
達成のため、教員養
成大学として、防災・
復興教育や特別支援
教育などを含めた取
組を実施し、教育環
境の整備と教育課程
の改革により大学教
育の強化を図るとと
もに、広域拠点型大
学として、地域の課
題解決に向けた取組
の推進を通じて、イノ
ベーティブ・ティー
チャーを育成するた
めの活動モデルを確
立する。

2 広域拠
点型大
学として
のネット
ワーク強
化による
教員の
資質向
上及び
教員養
成の機
能強化
高度化を
推進する
ための
研究の
充実

　本戦略は、東北地
域の教員養成を担う
6大学連携組織であ
る「東北教職高度化
プラットフォーム会
議」を活用し、東北の
広域に共通した現代
的教育課題を解決す
るためのネットワーク
を強化し、加えて、教
育課題を解決するた
めの研究体制（教員
キャリア研究機構）を
整備し、東北の教職
高度化に関する研究
の基盤形成と教員資
質の高度化を加速・
推進させる。

東北地域における教育
課題の共同研究成果
を反映した学内授業科
目の増加状況(累計)

b b

b b
1年次学生の東北地域
での学校現場体験活
動への参加状況

11 宮
城
教
育
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
人）

70 105 140 210 280 350

35

実績値

（単位：
人）

72 109

311.4%
達成
状況
（率）

102.9% 103.8% 31.1%

平成27年

目標値

（単位：
校）

10 12 14 16 18 20

0

実績値

（単位：
校）

14 15

-
達成
状況
（率）

140.0% 125.0% 75.0%

障がい学生支援の拠
点化に向けたネット
ワーク参画大学数の増
加状況(累計)

b b

b b

宮城教育大学は、第
3期中期目標として、
生涯学び続ける教師
（イノベーティブ・
ティーチャー）の育成
を掲げており、目標
達成のため、教員養
成大学として、防災・
復興教育や特別支援
教育などを含めた取
組を実施し、教育環
境の整備と教育課程
の改革により大学教
育の強化を図るとと
もに、広域拠点型大
学として、地域の課
題解決に向けた取組
の推進を通じて、イノ
ベーティブ・ティー
チャーを育成するた
めの活動モデルを確
立する。

3 インク
ルーシブ
社会構
築の理
念に立っ
た人権
意識の
高い教
員養成
－宮教
大を拠点
とした障
がい者
支援ネッ
トワーク
の構築
－

本戦略は、本学の障
がい支援をさらに充
実し、高等教育機関
における障がい者へ
の質の確保、エンパ
ワメント形成・就業力
を促すことにより、イ
ンクルーシブ社会構
築の理念に立った人
権意識の高い教員
養成を行うとともに、
地域支援ネットワー
クの構築により、共
生社会の実現に向け
た地域の拠点校とし
ての機能を強化す
る。

小中学校教員になる学
生の特別支援学校免
許状(副免)保有者の増
加状況(累計)

11 宮
城
教
育
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成２６年度

目標値

（単位：
%）

25.0 35.0 35.0 35.0 35.0 35.0

29.3

実績値

（単位：
%）

35.3 35.2

120.1%
達成
状況
（率）

141.2% 100.6% 100.6%

平成２７年度

目標値

（単位：
人）

56 65 74 83 92 100

47

実績値

（単位：
人）

67 124

263.8%
達成
状況
（率）

119.6% 190.8% 124.0%

国内初の学外委員を
含む教育研究カウン
シル及び運営カウン
シルによる学部運営
を通して学長の強固
なリーダーシップを確
立し、大学経営の体
制を強化する。これら
の基盤のもとに、超
高齢化に挑戦する教
育・研究を推進して社
会連携を強化し、地
域振興を牽引すると
ともに、伝統ある資源
学分野を核とするグ
ローバル化の推進を
通して資源の国際的
ネットワークを構築
し、日本及び世界の
資源供給の安定化に
貢献する。

大学経
営の体
制強化
に基づく
教育・研
究の充
実

大学経営面では新た
な取り組みである教
育研究カウンシルな
ど学長の強固なリー
ダーシップを発揮で
きる環境を整える。
教育面では学生が卒
業後の社会で必要と
されるコンピテンシー
を着実に身に付ける
ために必要な教育体
制の整備や教育シス
テムの構築に取り組
み、人材養成の質保
証の強化を図る。
研究面では社会的
ニーズを的確に把
握・分析し、地域の
中核的な研究機関と
しての使命を果た
す。

1

TOEICスコア５５５点以
上の取得者数 b a

b b
受託研究及び共同研
究を実施する教員の割
合

12 秋
田
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標・計画期間
中の平均値

目標値

（単位：
名）

103 107 110 113 116 120

(1)12 秋
田
大
学

99

実績値

（単位：
名）

106 116
学生自主プロジェクト
の参画学生数の増加
状況

c b

117.2%
達成
状況
（率）

102.9% 108.4% 96.7%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成２７年４
月１日

目標値

（単位：
か所）

4 4 5 6 6 7

2

実績値

（単位：
か所）

4 5

250.0%
達成
状況
（率）

100.0% 125.0% 71.4%

平成２７年４
月１日

目標値

（単位：
%）

100 100 100 100 100 100

0

実績値

（単位：
%）

100 100

-
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

2 資源学
分野を核
とするグ
ローバル
化の推
進

明治４３年創立の官
立秋田鉱山専門学
校からの「資源学」の
人材育成の伝統を土
台として、組織再編
を行い平成２６年度
に「国際資源学部」
を、平成２８年度に
「国際資源学研究
科」を設置した。
この伝統ある資源学
分野を核として、アフ
リカ・アジア・環太平
洋地域の資源学ナ
ショナルセンターとな
り、日本及び世界の
資源供給の安定化
に貢献する。

海外共同研究拠点等
の増加状況 b

b

b

国際資源学部２年次以
上の専門教育科目の
英語での実施状況及
び３年次の海外資源
フィールドワークの参
加率

b

12 秋
田
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成２７年度

目標値

（単位：
%）

7.5 9.3 11.2 11.2 11.2 11.2

(2)12 秋
田
大
学

5.6

実績値

（単位：
%）

11.1 12.3 a資源産出国からの留
学生比率の増加状況 b

219.6%
達成
状況
（率）

148.0% 132.3% 109.8%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成２７年度

目標値

（単位：
人）

556 567 578 589 600 611

545

実績値

（単位：
人）

558 593

108.8%
達成
状況
（率）

100.4% 104.6% 97.1%

平成２７年度

目標値

（単位：
件）

4 5 6 7 8 10

2

実績値

（単位：
件）

4 5

250.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 50.0%

超高齢
化に挑
戦する社
会・地域
連携の
強化

高齢化及び若年層を
中心とした人口減少
が日本で最も著しい
秋田県では、この超
高齢化社会に対応し
た医療提供体制の充
実、県内産業活性化
や雇用創出など県内
に定着する若年層を
増加させるための環
境整備等が喫緊の
課題とされている。
その現状を踏まえ
て、平成２８年度新し
く設置した「地方創生
センター」を中心に、
地域の課題解決に
寄与する教育研究成
果を地域社会に還元
し、地域と協働した地
域振興策を積極的に
推進する。

3

医工連携ブランドロゴ
マーク添付商品の増加
状況

b b

b b地域貢献事業に参画
する学生の増加状況

12 秋
田
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成２７年度

目標値

（単位：
名）

6 8 10 12 14 16

(3)12 秋
田
大
学

4

実績値

（単位：
名）

6 8
航空機産業関連の共
同研究参画機関数の
増加状況

b b

200.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 50.0%

68



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度
末時点

目標値

（単位：
%）

33.3 100 100 100 100 100

33.3

実績値

（単位：
%）

33.3 100

300.3%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

第2期中期目
標期間の平
均値

目標値

（単位：
点）

4.4 4.4 4.4 4.4 4.4 4.4

4.38

実績値

（単位：
点）

4.51 4.42

100.9%
達成
状況
（率）

102.5% 100.5% 100.5%

「地域創生」「次世代
形成」「多文化共生」
を使命とし、５つの基
本理念に基づき地域
活性化の中核、特定
の分野で世界ないし
全国を牽引する教育
研究拠点となるた
め、以下をビジョンと
し教育研究活動を展
開する。

１．実践力と人間力を
備えた人材の育成

２．地域の課題を解
決し世界をリードする
研究の推進

３．産業界等との連
携による地域変革の
牽引

４．学生・教職員・地
域の国際化の推進

５．経営資源の戦略
的活用による大学の
特色の強化

学生の
実践力・
人間力
の育成
(基盤教
育改革と
国際化
対応)

ビジョンの「実践力と
人間力を備えた人材
の育成」、「学生・教
職員・地域の国際化
の推進」実現のため
の戦略である。中等
教育からの円滑な接
続を図り、人間力の
育成に必要な知・徳・
体を身につけさせる
とともに、物事を主体
的に思考し判断する
能力を育成するため
に、基盤教育による
人材育成、学士課程
教育の充実などの取
組を実施し、基盤教
育を学生にとって最
適な教育時期に行う
ことで、教育効果を
最大限にすることを
目指す。

1

授業改善アンケートに
おける総合平均値 b b

b b基盤力テスト実施率

13 山
形
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年末
時点

目標値

（単位：
%）

75% 75% 75% 75% 75% 75%

(1)13 山
形
大
学

73.70%

実績値

（単位：
%）

75% 97.30%

外部ステークホルダー
評価において肯定的
評価を行う回答者の割
合

b b

132.0%
達成
状況
（率）

100.0% 129.7% 129.7%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間の平
均値

目標値

（単位：
%）

51 51 51 51 51 51

51

実績値

（単位：
%）

54.5 51.3

100.6%
達成
状況
（率）

106.9% 100.6% 100.6%

第2期中期目
標期間の平
均値

目標値

（単位：
%）

2.51 3.51 4.51 5.51 6.51 7.51

2.51

実績値

（単位：
%）

3.8 3.9

155.4%
達成
状況
（率）

151.4% 111.1% 51.9%

早期（1年次）及び単位
認定を行うインターン
シップ履修率

b b

b b

人口減
の抑制、
新産業
の創出
等、地域
課題に
向き合い
地域を変
革する人
材養成
（学部改
革・大学
院改革）

ビジョンの「産業界等
との連携による地域
変革の牽引」、「学
生・教職員・地域の
国際化の推進」、「経
営資源の戦略的活
用による大学の特色
の強化」実現のた
め、学部・大学院改
組及び産官学金連
携の人材育成事業、
グローバル化対応の
人材育成事業を行
う。地域課題をテー
マとした特色と魅力
のある教育プログラ
ムにより地域に人材
を呼び込み、課題解
決能力と地域貢献へ
の意欲を持つ人材を
養成し、地域に定着
させ、地域変革に貢
献する。

学部卒業生の地域企
業・団体等への就職率

山
形
大
学

13 2
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
拠点）

4 4 4 5 5 6

4

実績値

（単位：
拠点）

4 4

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 66.7%

第2期中期目
標期間の平
均値

目標値

（単位：
件）

1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2

1.2

実績値

（単位：
件）

1.2 1.2

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

発展的
研究拠
点の拡
充と形成
推進
（特色あ
る研究拠
点形成）

ビジョンの「地域の課
題を解決し世界を
リードする研究の推
進」、「産業界等との
連携による地域変革
の牽引」実現のた
め、「有機エレクトロ
ニクス」、「重粒子線
がん治療装置の開
発」、「ゲノムコホー
ト」、「総合スピン科
学」、「ナスカの地上
絵」など、世界をリー
ドする研究の拠点を
形成・拡充し、山形
県が抱える諸課題を
解決するとともに、イ
ノベーション創出とい
う地域変革を担う人
材養成機能を強化す
るために大学院の改
組を行う。

3

理系教員一人当たりの
国際的な学術誌への
掲載件数

b b

特色ある研究拠点数 b b

13 山
形
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間の平
均値

目標値

（単位：
件）

51 53 55 57 59 61

49

実績値

（単位：
件）

61 79

161.2%
達成
状況
（率）

119.6% 149.1% 129.5%

(3)

b a東北地域企業等との
共同研究契約件数

13 山
形
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
団体）

4 7 9 11 13 15

2

実績値

（単位：
団体）

4 12

600.0%
達成
状況
（率）

100.0% 171.4% 80.0%

平成27年度
末

目標値

（単位：
%）

40 44 48 52 56 60

40

実績値

（単位：
%）

41 45

112.5%
達成
状況
（率）

102.5% 102.3% 75.0%

東日本大震災・原発
事故からの学びを活
かし、「新たな地域社
会の創造」に貢献で
きる“地域と共に歩む
人材育成大学”として
使命を果たすととも
に、「21世紀的課題」
が加速された福島に
おける中核的学術拠
点として、一層の発
展を目指す。
※「21世紀的課題」：
日本全体の課題でも
ある少子・高齢化の
進展、コミュニティ崩
壊、地域の産業活力
の低下、エネルギー
問題など、震災・原発
事故後に福島におい
て加速化された課題

「21世紀
的課題」
に対応
する教育
プログラ
ムの整
備と教育
改革推
進のた
めの組
織の整
備の一
体的な
推進

「新たな地域社会の
創造」に貢献できる
“地域と共に歩む人
材育成大学”として
使命を果たすため、
東日本大震災・原発
事故からの学びを活
かした『「21世紀的課
題」に対応する教育
プログラムの整備』
と、地域の課題に対
応した人材育成のた
めの『教育改革推進
のための組織の整
備』を一体的に推進
する。特に、農学系
人材、理工系人材、
グローバル人材の育
成や、教育プログラ
ムに対応できる人材
を獲得するための入
試改革に取り組む。

理工系分野における修
士論文のうち地域課題
をテーマとしたものの
割合

b b

b b農学系教育研究組織
と連携する団体数

福
島
大
学

14 1
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

122 157 192 227 262 297

87

実績値

（単位：
人）

147 200

229.9%
達成
状況
（率）

120.5% 127.4% 67.3%

平成27年度
末

目標値

（単位：
%）

3 3 3 3 5 5

3

実績値

（単位：
%）

3 3

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 60.0%

ＡＯ入試募集人員の全
募集人員に対する割
合の増加状況

b b

福島県の強みや課題
を理解し海外に発信で
きる知識・技能を習得
した者の人数（累計）

b b

福
島
大
学

14 (1)
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
本）

103 141 179 217 255 293

65

実績値

（単位：
本）

105 143

220.0%
達成
状況
（率）

101.9% 101.4% 48.8%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

80 118 156 194 232 270

42

実績値

（単位：
件）

96 142

338.1%
達成
状況
（率）

120.0% 120.3% 52.6%

「21世紀
的課
題」、環
境放射
能分野、
「未来創
造型教
育」にお
ける研究
拠点形
成

福島における中核的
学術拠点として、一
層の発展を目指すた
め、東日本大震災・
原発事故により福島
において加速してい
る地域社会の多様な
課題や社会問題、原
発事故の被災地であ
る福島において、地
域社会の切実な問題
である環境放射能分
野、中心となって取り
組んだ、東日本大震
災からの教育復興プ
ロジェクト「OECD東
北スクール」の活動
により得られた経験・
知見を発展させて行
う「未来創造型教育」
における研究拠点を
形成する。

2

b

環境放射能の動態に
ついて執筆した論文の
国内外の学術雑誌へ
の掲載数（累計）

b

b

b

環境放射能の動態に
ついて実施した他機関
（大学を含む）との共同
研究数（累計）

14 福
島
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

650 1,000 1,350 1,700 2,050

14 福
島
大
学

(2)

300

実績値

（単位：
人）

1,142 1,507

未来創造型教育カリ
キュラムの開発に関し
て開催するワークショッ
プ等への参加者数（累
計）

b b

502.3%
達成
状況
（率）

175.7% 150.7% 73.5%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

3,025 4,680 6,335 7,990 9,645 11,300

1,370

実績値

（単位：
人）

7,267 13,310

971.5%
達成
状況
（率）

240.2% 284.4% 117.8%

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

8,400 10,300 12,200

6,500

実績値

（単位：
人）

11,190 15,287

235.2%
達成
状況
（率）

133.2% 148.4% 125.3%

大学の
知的資
源と復興
への貢
献を通じ
て得た経
験知を生
かした福
島創生
の中核
的な知
の拠点
の形成

東日本大震災と原発
事故から学び、新た
な地域社会の創造に
貢献できる中核的大
学として一層の発展
を目指すため、地域
と共に歩む「知」の中
核的創造拠点とし
て、復興の過程にあ
る福島県及び社会が
抱える課題の解決、
社会の活性化及びイ
ノベーションに基づく
産業の成長に積極
的に貢献する。特
に、うつくしまふくしま
未来支援センター等
の機能強化、子ども
のメンタルヘルス支
援事業の実施等に
取り組む。

3

b
地域からの要請により
実施する震災後の子ど
ものメンタルヘルス支
援の対象者数（累計）

b

b b

復興・創生支援活動を
通じて得られた支援知
を社会に還元するため
開催する防災教育研
修等への参加者数（累
計）

福
島
大
学

14
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

15 茨
城
大
学

1

平成28年度

目標値

（単位：
%）

54.9 58 61 64 70 75

54.9

実績値

（単
位：%）

54.9 60.4

110.0%
達成
状況
（率）

100.0% 104.1% 80.5%

第2期平均

目標値

（単位：
人）

170 200 230 300 310 320

158

実績値

（単位：
人）

151 215

136.1%
達成
状況
（率）

88.8% 107.5% 67.2%

変化の激しい21世紀
社会における大学の
役割は持続可能な社
会づくりへの貢献に
あると認識し、本学の
ミッションとして「地域
創生の知の拠点とな
る大学、その中で世
界的な強み・特色の
輝く大学の構築」を掲
げている。先進的な
教育・研究・地域貢献
の実現によって、第3
期末には、地域社会
からより強く信頼さ
れ、特色ある教育研
究で全国的・国際的
に認知される大学に
なることを目指してい
る。

茨城大
学型基
盤学力
育成

本学では、教育目標
を「社会の変化に主
体的に対応できる総
合的人間力の育成」
と定め、そのために
育成すべき5つの能
力をディプロマポリ
シーで規定した（茨
城大学型基盤学
力）。本戦略は、この
茨城大学型基盤学
力を身につけた人材
の輩出を保証するこ
とを目的に、能動的
学修への転換、実践
的学外（地域・国際）
学修、キャリア教育、
学修成果の可視化を
重視し、「全学教育
機構」を新たに設置
して教育改革を推進
するものである。

ディプロマポリシーに
関する学生の自己評
価

b b

認定を伴うインターン
シップ参加学生数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

15 茨
城
大
学

(1)

平成27年度

目標値

（単位：
人）

253 305 357 409 462 515

201

実績値

（単位：
人）

318 475

236.3%
達成
状況
（率）

125.7% 155.7% 92.2%

地域PBL科目の単位
修得者数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期平均

目標値

（単
位：%）

38.6 40.3 42.0 43.7 45.3 46.9

36.9

実績値

（単
位：%）

40.8 43.2

117.1%
達成
状況
（率）

105.7% 107.2% 92.1%

平成27年度

目標値

（単
位：%）

48.9 50.3 51.8 53.2 54.6 56

47.5

実績値

（単
位：%）

52.5 53.4

112.4%
達成
状況
（率）

107.4% 106.2% 95.4%

学部卒業生の地元就
職率 b b

教員養成課程卒業者
のうち茨城県の教員と
して就職した割合

b b

地域経
営力育
成・強化

本学が標榜する「地
域創生の知の拠点」
構築に向けた主要な
目標として「地域経
営力の育成・強化」を
置き、自治体や地域
企業の幹部や指導
的な教員の輩出によ
る、地域における諸
団体の経営力向上
への貢献を目指す。
そのため、地域に関
連の深い学部と教育
学部の改組、COC事
業に連動した地域志
向教育の実施、さら
に、地域課題解決に
向けた地域との連携
した取組を実施す
る。

15 茨
城
大
学

2
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

15 茨
城
大
学

3 地域産
業イノ
ベーショ
ン強化 平成27年度

目標値

（単位：
件）

153 160 167 174 181 187

146

実績値

（単位：
件）

163 182

124.7%
達成
状況
（率）

106.5% 113.8% 97.3%

第2期平均

目標値

（単位：
本）

58 64 70 76 82 88

51.8

実績値

（単位：
本）

67 82

158.3%
達成
状況
（率）

115.5% 128.1% 93.2%

b

本学は地域に根ざし
た大学として、地域
創生の推進に向けて
「地域産業イノベー
ション強化」に取り組
むこととしている。そ
のために、地域の企
業等との共同研究の
推進や、本学の特色
である地域との関連
が密接な学問分野の
強化、地域の企業等
とのクロスアポイント
メントの推進を図る。

地域産業イノベーショ
ン強化に向けた共同研
究数

b b

重点分野の年間学術
誌論文数 b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

15 茨
城
大
学

(3)

平成27年度

目標値

（単位：
人）

1 3 5 7 9 10

0

実績値

（単位：
人）

1 6

-
達成
状況
（率）

100.0% 200.0% 60.0%

地域産業イノベーショ
ン強化に向けたクロス
アポイントメント制度適
用者数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

15 茨
城
大
学

4 地域特
性を生か
した全国
的教育
研究拠
点形成

平成28年度

目標値

（単位：
本）

95 100 105 110 115 120

95

実績値

（単位：
本）

95 113

118.9%
達成
状況
（率）

100.0% 113.0% 94.2%

平成28年度

目標値

（単位：
本）

10 12 15 18 21 24

10

実績値

（単位：
本）

10 19

190.0%
達成
状況
（率）

100.0% 158.3% 79.2%

本学は量子線科学
分野、地球環境変動
分野、湖沼・水環境
科学分野において秀
でた特色があり、地
域特性を生かした全
国的教育研究拠点
の形成を目指してい
る。そのため、各学
問分野の強み・特色
を更に向上させるた
めの取組を実施す
る。

量子線科学専攻とフロ
ンティア応用原子科学
研究センターにおける
学術誌論文数

b b

量子線科学専攻とフロ
ンティア応用原子科学
研究センターにおける
インパクトファクター上
位10％学術誌掲載論
文数

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

15 茨
城
大
学

(4)

第2期平均

目標値

（単位：
件）

10 16 16 16 16 16

8

実績値

（単位：
件）

11 16

200.0%
達成
状況
（率）

110.0% 100.0% 100.0%

平成27年度

目標値

（単位：
人）

2912 3130 3348 3566 3783 4000

2694

実績値

（単位：
人）

3921 3957

146.9%
達成
状況
（率）

134.6% 126.4% 98.9%

広域水圏環境科学教
育研究センターにおけ
る教育研究目的の利
用者数

b b

地球変動適応科学研
究機関（ICAS）の共同
プロジェクト数

b b

85



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

15 茨
城
大
学

5 グローバ
ル展開

第2期平均

目標値

（単位：
人）

155 175 195 215 235 255

135

実績値

（単位：
人）

184 176

130.4%
達成
状況
（率）

118.7% 100.6% 69.0%

平成28年度

目標値

（単位：
人）

448 598 748 898 1049 1200

448

実績値

（単位：
人）

448 923

206.0%
達成
状況
（率）

100.0% 154.3% 76.9%

本学は、グローバル
展開の目標として、
アジア・太平洋諸国
等の大学との国際教
育連携を推進すると
ともに、研究成果を
広く国際社会に発信
することとしている。
そのため海外留学を
はじめとした学部・大
学院双方のグローバ
ル教育や国際共同
研究の推進に取り組
む。

海外への学生派遣数 b b

英語開講科目の単位
修得者数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

15 茨
城
大
学

(5)

平成27年度

目標値

（単位：
本）

148 159 170 181 191 201

137

実績値

（単位：
本）

153 179

130.7%
達成
状況
（率）

103.4% 112.6% 89.1%

国際共著論文数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：%）

20.0 20.8 21.6 22.4 23.3 24.2

19.2

実績値

（単
位：%）

20.6 21.6

112.5%
達成
状況
（率）

103.0% 103.8% 89.3%

平成28年度

目標値

（単位：
人）

2 11 19 32 39 50

2

実績値

（単位：
人）

2 11

550.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 22.0%

教育研
究組織
改革
・ガバナ
ンス改
革・継続
改革

本学は、急速に変化
する社会情勢に柔軟
に対応し、「地域創生
の知の拠点」として
輝き続けるために、
組織の在り方を不断
に見直し、健全な大
学運営に取り組むこ
ととしている。そのた
めに、若手や女性と
いった多様な人材の
活躍の場を広げる取
組を実施する。

女性教職員の割合 b b

テニュアトラック教員数 b b

15 茨
城
大
学

6
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

16 筑
波
大
学

1

平成25年度

目標値

（単位：
%）

6 7 7 7 100 100

0.8

実績値

（単位：
%）

6.5 8.7

1087.5%
達成
状況
（率）

108.3% 124.3% 8.7%

平成27年度
（通年）

目標値

（単位：
%）

2 2 2 3 4 4

2

実績値

（単位：
単位
数）

2.1 2.3

115.0%
達成
状況
（率）

105.0% 115.0% 57.5%

本学のミッションであ
る「地球規模課題の
解決に向けた知の創
造とこれを牽引する
グローバル人材の創
出」を目指す世界的
な教育研究の拠点と
しての機能を充実・強
化するため、第３期
中期目標期間におい
ては、教育・研究・イ
ノベーションの各分野
における以下の戦略
に基づき、世界トップ
クラスの大学を実現
する。

国際的
互換性・
協働性を
持った教
育システ
ムを構築
するた
め、すべ
ての教
育課程を
学位プロ
グラムに
移行する
ととも
に、入学
者選抜
改革等を
行い、地
球規模
で活躍で
きるグ
ローバル
人材を育
成する。

学生本位の視点に
立って教育の質を保
証する観点から、学
位を与える課程を中
心とした学位プログ
ラム制に全面移行す
るとともに、学生の個
性・能力の伸長に資
する高大接続を実現
するため、入学後教
育までを視野に入れ
た入試改革を実施す
る。この入口から出
口までの一貫した教
育改革とそれを検証
する仕組みを定着さ
せ、人材育成機能の
抜本的強化を図り、
地球規模で活躍でき
るグローバル人材の
育成を推進する。

【大学院の改革の進展
状況】
学位を与える課程を中
心とした教育システム
の入学者の割合

c b

【学士課程の改革の進
展状況】
学士課程の1・2年次の
各年度における他学類
（他学位プログラム）の
授業科目の履修により
修得した単位数の一人
当たり平均値（年間平
均）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

16 筑
波
大
学

(1)

平成25年5月
1日時点

目標値

（単位：
ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑ数）

47 48 51 51 56 56

39

実績値

（単位：
ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑ数）

49 50

128.2%
達成
状況
（率）

104.3% 104.2% 89.3%

【国際性の進展状況】
外国語のみで卒業・修
了できるプログラム数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

16 筑
波
大
学

2

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
人）

0 12 27 42 57 72

0

実績値

（単位：
人）

0 16

-
達成
状況
（率）

- 133.3% 22.2%

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
人）

29 57 85 113 171 229

6

実績値

（単位：
人）

37 69

1150.0%
達成
状況
（率）

127.6% 121.1% 30.1%

トランス
ボーダー
連携によ
り教育課
程を共同
（協働）
で実施
し、世界
的な人
材育成
拠点とし
て質の
高い教
育を提供
する。

大学に対し、人類社
会が直面する課題を
解決に導く高度な人
材の育成が求められ
ていること等を踏ま
え、国境や機関の壁
を越えた教育資源を
活用するトランス
ボーダー連携（多様
な形態・方法で連携・
協力）により教育課
程を共同（協働）で実
施すること等により、
これまでにない質の
高い教育を提供し、
「地球規模課題の解
決を牽引するグロー
バル人材の創出」を
実現する。

【トランスボーダー連携
の進展状況①（海外）】
外国の大学とのジョイ
ントディグリープログラ
ムの履修学生数（累
計）

b b

【トランスボーダー連携
の進展状況②（国内）】
国内他機関との共同
（協働）による専攻／学
位プログラムの履修学
生数（累計）

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

16 筑
波
大
学

(2)

平成25年度
（通年）

目標値

（単位：
%）

22 23 24 25 26 27

19.7

実績値

（単位：
%）

24.3 24.7

125.4%
達成
状況
（率）

110.5% 107.4% 91.5%

平成25年度
（通年）

目標値

（単位：
%）

4 5 6.5 8 10 11.5

2.9

実績値

（単位：
%）

4.6 5.5

189.7%
達成
状況
（率）

115.0% 110.0% 47.8%

【学生の国際的モビリ
ティ向上の状況①】
外国人留学生数（1年
間の延べ人数）の全学
生数に対する割合

b a

【学生の国際的モビリ
ティ向上の状況②】
日本人学生の単位取
得を伴う海外留学経験
者数（1年間の延べ人
数）の全学生数に対す
る割合

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

16 筑
波
大
学

3

平成22年
～平成26年

目標値

（単位：
編）

15,500 16,000 16,500 17,000 17,500 18,000

14,999

実績値

（単位：
編）

15,737 16,050

107.0%
達成
状況
（率）

101.5% 100.3% 89.2%

平成22年
～平成26年
（平均）

目標値

（単
位：%）

11.0 11.6 11.7 11.8 11.9 12.0

9.9

実績値

（単
位：%）

11.6 11.6

117.2%
達成
状況
（率）

105.5% 100.0% 96.7%

研究セン
ターの改
組・再
編、評価
システム
の確立
等による
研究シス
テム全体
の新陳
代謝の
活性化を
図る「研
究循環
システ
ム」を構
築し、本
学の強
み・特色
のある分
野におい
て真理を
深く探究
する研究
（基盤研
究、学際
横断型
研究）を
推進す
る。

　「第５期科学技術基
本計画」で定めた目
指すべき国の姿であ
り、本学のビジョンで
もある「地球規模課
題への対応」に向
け、研究センターの
改組・再編、評価シ
ステムの確立等によ
る研究システム全体
の新陳代謝の活性
化を図る「研究循環
システム」を構築し、
学内の研究資源の
配分の最適化を図る
ことで、本学の強み・
特色のある分野にお
いて真理を深く探究
する研究（基盤研
究、学際横断型研
究）を推進する。

論文数の増加状況 b b

論文数に占める
Top10%の論文数の割
合(平均)

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

16 筑
波
大
学

(3)

平成22年
～平成26年
（平均）

目標値

（単
位：%）

28 30 31 32 33 34

26.8

実績値

（単
位：%）

29.5 30.4

113.4%
達成
状況
（率）

105.4% 101.3% 89.4%

国際共著率の増加状
況
（平均）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
セン
ター）

1 2 5 6 7 10

1

実績値

（単位：
セン
ター）

2 5

500.0%
達成
状況
（率）

200.0% 250.0% 50.0%

平成25年度

目標値

（単位：
億円）

12 14 16 18 22.5 27.5

7.5

実績値

（単位：
億円）

13.2 14.1

188.0%
達成
状況
（率）

110.0% 100.7% 51.3%

16 筑
波
大
学

4 外部機
関との連
携強化
による社
会還元
型研究を
推進す
る。

近年の我が国を巡る
国際競争環境の変
化の中で、研究開発
の成果を社会に還元
し、我が国の競争力
向上や社会変革に
貢献していくことが強
く求められている。
このため、開発研究
に特化した研究を行
うことを目的として創
設した本学独自の
「開発研究センター」
制度を活用しなが
ら、外部機関との連
携強化により社会還
元型研究を推進し、
「地球規模課題の解
決に向けた知の創
造」を実現する。

【社会還元型研究の推
進による開発研究セン
ターの設置状況】
センターの数

b b

共同研究受入額の増
加状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

16 筑
波
大
学

5

平成27年度

目標値

（単位：
件）

270 290 310 330 350 371

247

実績値

（単位：
件）

309 305

123.5%
達成
状況
（率）

114.4% 105.2% 82.2%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

117 125 133 141 149 157

111

実績値

（単位：
件）

117 132

118.9%
達成
状況
（率）

100.0% 105.6% 84.1%

筑波研
究学園
都市を中
核とした
イノベー
ションエ
コシステ
ムを形成
し、我が
国のグ
ローバル
な国際
競争力
強化に
貢献す
る。

「第5期科学技術基
本計画」で定められ
た目指すべき国の姿
の一つであり、本学
のビジョンでもある
「地球規模課題への
対応」を行っていくた
めには、我が国の科
学技術イノベーション
力を世界に発信して
いくことが極めて重
要である。
このため、イノベー
ション創出環境として
高いポテンシャルを
有する筑波研究学園
都市におけるプラット
フォームを本学が中
核となって構築し取り
組むことにより、我が
国の産業競争力強
化に貢献する。

【筑波研究学園都市内
関係機関等との連携に
よるイノベーション創出
状況①】
特許権実施等件数

b b

【筑波研究学園都市内
関係機関等との連携に
よるイノベーション創出
状況②】
大学発ベンチャー企業
数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

16 筑
波
大
学

(5)

平成28年度
末時点

目標値

（単位：
件）

1 2 3 4 5 6

1

実績値

（単位：
件）

1 2

200.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 33.3%

予防・診断・治療法に
関する研究代表者とし
て行う医師主導治験数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

17 1 高大連
携・接続
の推進 第２期中期目

標・中期計画
期間平均

目標値

（単
位：%）

15.7 16.4 17.4 18.4 19.4 20.4

15.4

実績値

（単
位：%）

17.0 16.6

107.9%
達成
状況
（率）

108.0% 101.3% 81.5%

平成27年度

目標値

（単位：
人）

159 218 277 336 395 454

100

実績値

（単位：
人）

330 384

384.0%
達成
状況
（率）

207.5% 176.1% 84.6%

筑
波
技
術
大
学

四半世紀にわたる聴
覚・視覚障害学生に
対する教育ノウハウ
と情報保障技術を基
盤としたナショナルセ
ンター機能を強化し、
両障害者のための高
等教育に関する我が
国の中核的役割を果
たす。具体的には、
個々の学生の障害を
補償した教育を通じ
て、幅広い教養と専
門的な職業能力を合
わせもつ専門職業人
を養成し、両障害者
の社会的自立と社会
貢献できる人材の育
成を図るとともに、障
害者教育の改善に資
する新しい教育方法
を開発する。

特別支援学校（聴
覚、視覚）の大学進
学率は、高校全体の
大学進学率に比べ
低い。聴覚・視覚障
害者のための唯一の
国立大学として、全
国の特別支援学校と
連携し、高大接続教
育プログラムを実行
する。これにより、教
育の質を向上させる
とともに、第３期終了
までに５％以上の進
学率の向上を目指
す。この戦略を通じ
て聴覚・視覚障害者
の誰もが高等教育を
受ける社会を促進
し、社会自立できる
高度専門職業人の
養成・活躍の基盤を
構築する。

特別支援学校の大学
進学率 b b

体験授業、学内イン
ターンシップ、出前授
業を受けた聴覚・視覚
障害高校生数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

17 (1)

平成27年度

目標値

（単
位：%）

8.2 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

0.0

実績値

（単
位：%）

8.2 20.5

-
達成
状況
（率）

100.0% 102.5% 20.5%

平成27年度

目標値

（単
位：%）

3.0 6.1 25.0 50.0 75.0 100.0

0.0

実績値

（単
位：%）

3.0 6.1

-
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 6.1%

高大接続教育事業を
実施する特別支援学
校の割合

b b

本学が実施する特別
支援学校対象の研究・
作品コンテストへの参
加校の割合

b b

筑
波
技
術
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

17 2

第２期中期目
標・中期計画
期間平均

目標値

（単
位：%）

20.8 21.7 22.5 23.3 24.1 25.0

20.0

実績値

（単
位：%）

23.0 23.4

117.0%
達成
状況
（率）

110.6% 107.8% 93.6%

平成29年3月

目標値

（単位：
大学・
機関）

16 19 26 33 40 47

16

実績値

（単位：
大学・
機関）

16 22

137.5%
達成
状況
（率）

100.0% 115.8% 46.8%

障害学
生への
支援機
能の強
化とグ
ローバル
化

イコールアクセスの
理念に基づいた、高
等教育機関で学ぶ聴
覚・視覚障害学生の
学修環境を教材の点
訳・音訳等の提供に
より整備する。また、
海外の高等教育機
関等と連携した国内
外の支援体制を強化
し、聴覚・視覚障害
学生の支援と障害学
生の学修支援に関す
る先端的教育・研究
を推進する。

視覚障害学生支援実
施率 b b

都道府県におけるリ
ソースセンター網に参
加する教育機関数

b b

筑
波
技
術
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

17 (2)

平成27年度

目標値

（単位：
大学）

80 134 189 243 298 352

80

実績値

（単位：
大学）

82 223

278.8%
達成
状況
（率）

102.5% 166.4% 63.4%

平成27年度

目標値

（単位：
人）

17 20 23 26 29 32

17

実績値

（単位：
人）

20 23

135.3%
達成
状況
（率）

117.6% 115.0% 71.9%

本学のコンサルティン
グ等の提供を受ける聴
覚障害学生が在籍して
いる大学等数

b b

海外派遣学生と受入
留学生の人数 b b

筑
波
技
術
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

17 筑
波
技
術
大
学

3

平成28年度

目標値

（単位：
社）

14 21 28 36 43 50

14

実績値

（単位：
社）

14 23

164.3%
達成
状況
（率）

100.0% 109.5% 46.0%

平成27年度

目標値

（単
位：%）

65.0 66.0 67.0 68.0 69.0 70.0

65.0

実績値

（単
位：%）

75.2 77.5

119.2%
達成
状況
（率）

115.7% 117.4% 110.7%

合理的
配慮を踏
まえた職
域拡大
への支
援

障害学生が職業人と
して自立し、社会に
おける障害者のリー
ダーとなるために
は、キャリア発達環
境の整備が不可欠で
あり、併せて、障害者
を雇用する事業所等
に対して障害理解啓
発を実施する必要が
ある。また、これらの
支援に加えて障害者
の活動支援のための
情報保障等に関する
専門知識・技術を有
する人材の育成や、
視覚障害学生に対す
る新たな医療教育モ
デルの構築を通じ、
合理的配慮を踏まえ
た職域拡大を推進す
る。

情報保障技術支援や
支援講座等の協力提
携を行った企業数

b b

医療教育モデルにおけ
る学習到達度指数
（OSCE)

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

17 筑
波
技
術
大
学

(3)

平成27年度

目標値

（単
位：%）

86.7 87.3 88.0 88.7 89.4 90.0

86.0

実績値

（単
位：%）

98.3 96.7

112.4%
達成
状況
（率）

113.4% 110.8% 107.4%

就職希望学生の就職
率 b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

17 筑
波
技
術
大
学

4 情報保
障技術を
用いた社
会貢献
の推進

平成27年度

目標値

（単位：
競技）

0 2 5 7 10 12

0

実績値

（単位：
競技）

0 4

-
達成
状況
（率）

- 200.0% 33.3%

平成28年度

目標値

（単位：
件）

54 66 78 90 102 114

54

実績値

（単位：
件）

54 74

137.0%
達成
状況
（率）

100.0% 112.1% 64.9%

本学がこれまで培っ
てきた情報保障技術
を活用した、聴  覚・
視覚障害者の社会
参加への支援を推進
する。特に障害者ス
ポーツの普及を通じ
て、障害者と健常者
の相互理解を深め
る。また、東京オリン
ピック・パラリンピック
等の国際競技大会
等において、聴覚・視
覚障害者が本学の
情報保障技術を用い
て、健常者とともにス
ポーツの感動を同時
に享受できる環境を
整備する。

スポーツ競技における
本学の情報保障技術
の提供競技数

b b

健常者等の社会理解
を目指した国や地方公
共団体などの各種委
員会等への参画数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

17 筑
波
技
術
大
学

(4)

平成28年度

目標値

（単位：
人）

300 360 420 480 540 600

300

実績値

（単位：
）

300 478

159.3%
達成
状況
（率）

100.0% 132.8% 79.7%

障害者スポーツ教室の
参加者数 b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

18 宇
都
宮
大
学

1 地域の
知の拠
点

第２期中期目
標期間中

目標値

（単位：
件）

8 9 15 20 26 26

7

実績値

（単位：
件）

9 10

142.9%
達成
状況
（率）

112.5% 111.1% 38.5%

平成27年

目標値

（単位：
件）

4 4 26 26 26 26

4

実績値

（単位：
件）

8 9

225.0%
達成
状況
（率）

200.0% 225.0% 34.6%

宇都宮大学は、「地
域に学び、地域に返
す、大学と地域の支
え合い」という基本姿
勢の下で、豊かな
フィールドを活かして
培ってきた実践的な
教育、研究及び地域
連携の実績を基盤と
して、まちづくりを支
える専門職業人を育
成するとともに地域と
の共創機能を強化
し、地域の“知”を創
造し変革をリードする
ことによって「地域か
ら信頼され、地域の
発展を支える大学」と
なる。

新学部「地域デザイ
ン科学部」（平成28年
度設置）を核として、
地域の強み（地域資
源・地域特性）を活か
したまちづくりを支え
る専門職業人の育成
や地域との共創機能
を強化することによっ
て、地域の知の拠点
を形成する。さらに新
学部の実績を基盤と
して、文理融合を含
め幅広い分野を融合
した新しい大学院組
織を設置する。

県内自治体との協定
締結数（累計） b b

「地域デザイン科学部」
を核としたまちづくりに
関する連携プロジェクト
等件数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

18 宇
都
宮
大
学

(1)

平成27年

目標値

（単位：
百万
円）

84 94 104 113 123 133

74

実績値

（単位：
百万
円）

96 130

175.7%
達成
状況
（率）

114.5% 138.8% 97.7%

地域特性を活かした工
農融合イノベーション
による共同研究・受託
研究受入額

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

18 宇
都
宮
大
学

2 地域人
材育成
の基盤
強化 平成27年

目標値

（単位：
%）

20 30 60 100 100 100

0

実績値

（単位：
%）

21.8 38.3

-
達成
状況
（率）

109.0% 127.6% 38.3%

平成27年

目標値

（単位：
%）

98.1 98.5 98.9 99.2 99.6 100.0

97.7

実績値

（単位：
%）

98.2 99.0

101.3%
達成
状況
（率）

100.1% 100.5% 99.0%

行動的知性と実践的
専門性を兼ね備え、
3C精神（Challenge、
Change、
Contribution）を持っ
て、地域において新
たな価値の創造を支
えることができる人
材を育成する。

全学アクティブ・ラーニ
ング度 b b

学部生就職率 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

18 宇
都
宮
大
学

3 グローカ
ルリー
ダーの育
成 平成27年

目標値

（単位：
%）

4.4 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

3.7

実績値

（単位：
%）

5.0 6.2

167.6%
達成
状況
（率）

113.6% 124.0% 124.0%

平成27年

目標値

（単位：
%）

7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.0

7.0

実績値

（単位：
%）

7.5 8.5

121.4%
達成
状況
（率）

100.0% 106.3% 85.0%

地域のグローバル化
や地域からのグロー
バル化に対応する人
材育成とともに、高
大連携の拡充により
次世代の地域リー
ダーを育成する。

日本人学生の海外派
遣割合 b b

外国人留学生の受入
割合 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

18 宇
都
宮
大
学

4

平成27年

目標値

（単位：
件）

48 56 64 72 80 87

48

実績値

（単位：
件）

49 57

118.8%
達成
状況
（率）

102.1% 101.8% 65.5%

平成27年

目標値

（単位：
百万
円）

84 94 104 113 123 133

74

実績値

（単位：
百万
円）

96 130

175.7%
達成
状況
（率）

114.5% 138.8% 97.7%

地域イノ
ベーショ
ンの創出
－強みと
特長を有
する研究
の戦略
推進－

地域志向研究を活性
化して、新産業の創
出や既存産業の高
付加価値化に結びつ
く地域イノベーション
を創出する。

地域（県内企業等）と
の連携プロジェクト（共
同研究等）件数

b b

【再掲】
地域特性を活かした工
農融合イノベーション
による共同研究・受託
研究受入額

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

18 宇
都
宮
大
学

5 ガバナン
ス改革，
人事・給
与システ
ム改革

平成27年

目標値

（単位：
%）

17.5 18.0 18.5 19.3 20.0 20.0

17.0

実績値

（単位：
%）

17.7 18.0

105.9%
達成
状況
（率）

101.1% 100.0% 90.0%

平成27年

目標値

（単位：
%）

16.5 16.5 16.5 17.5 19.3 20.0

17.5

実績値

（単位：
%）

16.9 16.9

96.6%
達成
状況
（率）

102.4% 102.4% 84.5%

学長のリーダーシッ
プの発揮と教職員の
意識改革に資するガ
バナンス改革、並び
に多様で優秀な人材
の確保・活用による
教育研究の活性化
に資する人事・給与
システム改革を行う。

男女共同参画の推進
（女性教員の構成割
合）

b b

若手教員の構成割合
の増加状況（40歳未満
教員の構成割合）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

19 群
馬
大
学

1

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
人）

350 440 530 620 710 800

264

実績値

（単位：
人）

544 552

209.1%
達成
状況
（率）

155.4% 125.5% 69.0%

平成27年度
末時点

目標値
（単位：
人）

170 196 222 248 274 300

144
実績値
（単位：
人）

145 209

145.1%
達成
状況
（率）

85.3% 106.6% 69.7%

地域に根ざし、知的
な創造を通じて、世
界の最先端へとチャ
レンジし、２１世紀を
切り拓いていく大学
へ

地域連
携教育
の推進
によるグ
ロ－カル
人材の
育成

地域の知の拠点とし
て、地域社会・産業
のイノベーションを地
域と協働してリード
し、国際的にも高め
ていくという本学の使
命に基づき、地域が
必要とする専門人材
の育成を図る教育体
制を整備する。また
教育プログラムの不
断の点検と改革を行
うために教学IR室を
立ち上げる。学生の
修学を支援する諸機
関と教育改革推進
室、教学IR室との連
携を基に、本学の強
み・特色を活かし地
域社会が要請する専
門人材の育成を効果
的に進める教育改革
の推進を通して、地
域のグローバル化に
貢献できる人材を系
統的に育成する教
育、また、その更なる
高度化を進める地域
と連携した社会人学
び直し教育を展開す
る。

地域の専門業務従事
者を対象とした学び直
し教育の受講者数

c b

留学生派遣 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

19 群
馬
大
学

(1)

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
人）

240 260 300 340 400 500

217

実績値

（単位：
人）

250 269

124.0%
達成
状況
（率）

104.2% 103.5% 53.8%

社会人と共に学ぶ地域
と連携したＰＢＬ型地域
往還教育の単位取得
者数

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

19 群
馬
大
学

2

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
率）

28 29 30 31 32 33

27

実績値

（単位：
率）

30 33

122.2%
達成
状況
（率）

107.1% 113.8% 100.0%

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
率）

18.2 20.7 23.2 25.9 28.6 31.3

15.7

実績値

（単位：
率）

18.8 20.8

132.5%
達成
状況
（率）

103.3% 100.5% 66.5%

グローバ
ルレベル
での最
先端研
究の推
進

本学の強み・特色の
分野の最先端研究を
推進するため、「未来
先端研究機構」の恒
常的な整備を図り、
世界トップレベルの
研究成果を創出す
る。また、我が国にお
ける内分泌代謝学、
生活習慣病に関する
共同利用・共同研究
拠点「生体調節研究
所」の機能強化を行
う。さらに社会的課題
の解決に対応するた
め、医学、理工学等
の既存分野を超えた
全学的な体制で研究
を推進し、新学問分
野の創出、医療界・
産業界との緊密な連
携による産学連携研
究の推進を図る。

第3期中期計画期間に
おける未来先端研究
機構専任教員に占め
る外国人研究者等の
割合

b b

未来先端研究機構教
員における外国人研究
者との国際共著論文
比率

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

19 群
馬
大
学

(2)

平成27年末
時点

目標値

（単位：
件）

0.88 0.91 0.94 0.96 0.99 1.02

0.86

実績値

（単位：
件）

0.88 0.92

107.0%
達成
状況
（率）

100.0% 101.1% 90.2%

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
件）

192 204 216 228 240 252

180

実績値

（単位：
件）

200 231

128.3%
達成
状況
（率）

104.2% 113.2% 91.7%

自然科学系教員１人当
たりの国際的な学術誌
への掲載件数

b b

民間等との共同研究
の契約件数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

19 群
馬
大
学

3

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
率）

1.0 1.5 6.0 20.0 75.6 100.0

0.9

実績値

（単位：
率）

1.3 6.0

666.7%
達成
状況
（率）

130.0% 400.0% 6.0%

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
件）

11 12 21 24 25 27

10

実績値

（単位：
件）

6 18

180.0%
達成
状況
（率）

54.5% 150.0% 66.7%

学術研
究院を活
用した教
育研究
組織の
再編によ
る人材育
成・研究
機能の
強化

時代の変化や社会
の要請を踏まえた人
材養成を持続して行
える教育研究組織へ
の再編と教育改革を
継続して実施する。
特に社会要請の強い
数理・情報分野にお
ける専門人材育成に
向けて、本学の強
み・特色である情報
理論分野と社会情報
学分野を融合した
「数理データ科学教
育研究センター」を設
置し、データサイエン
ス教育研究体制を強
化するとともに、情報
系教育研究部門を集
約し、教育研究組織
の機能強化再編を推
進する。また、地域
産業界における課題
である食品関連産業
の高度化に資する専
門人材育成に向け
て、「食健康科学教
育研究センター」を設
置し、「食と健康」に
関わる研究の推進及
び専門人材の育成
のための機能を強化
するとともに、組織再
編を進める。このた
めに企画戦略の立
案・ＩＲ機能を強化し、
教育研究組織の再
編を支援する。

数理情報及びデータ科
学に関する教養教育
科目の初年次学部学
生の受講率

b a

食健康の分野における
共同研究の実施状況 c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

19 群
馬
大
学

(3)

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
人）

0 0 10 20 30 40

0

実績値

（単位：
人）

0 5

-
達成
状況
（率）

- - 12.5%

地域の食健康関連産
業の国内及び国際市
場拡大に資する学び
直し教育の受講者数

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

20 埼
玉
大
学

1

平成27年度

目標値

（単位：
人）

60 100 140 140 200 240

0

実績値

（単位：
人）

66 120

-
達成
状況
（率）

110.0% 120.0% 50.0%

平成27年度
（先端ラボ設
置前）

目標値

（単位：
千円/
年）

30,000 31,800 33,708 35,730 37,874 40,147

9,840

実績値

（単位：
千円/
年）

30,982 37,768

383.8%
達成
状況
（率）

103.3% 118.8% 94.1%

埼玉大学 All in One
Campus at 首都圏埼
玉　多様性と融合の
具現化

強み・特色ある戦略
的研究と融合科学研
究により研究開発・
教育拠点を形成する
とともに、PBL型文理
融合教育によりイノ
ベーティブでグローバ
ルな人材を育成して
首都圏埼玉を活性
化、日本および世界
に貢献する。

イノベー
ション創
出と地域
活性を目
指した融
合科学
研究・開
発の推
進と人材
育成

地域社会・世界との
インターフェイスとし
て先端産業国際ラボ
ラトリーを設置し、地
域企業との産学官金
連携による事業化・
起業等を見据えた応
用研究・開発力の強
化を一層推進し、共
創型ワークショップや
先端産業インキュ
ベーション、国際連
携研究開発を実現す
るとともに、理工系博
士人材育成機能強
化、文理融合教育に
よる社会イノベーショ
ン創出人材の育成強
化を図り、戦略の目
的であるイノベーショ
ン創出と地域活性を
目指す。

実務家教員によるPBL
型演習の受講者数 b b

先端産業国際ラボラト
リーにおける共同研究
の実施状況（研究費受
入額）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

20 埼
玉
大
学

(1)

平成27年度
（先端ラボ設
置前）

目標値

（単位：
%）

0 4 8 15 22 30

0

実績値

（単位：
%）

0 4

-
達成
状況
（率）

- 100.0% 13.3%

先端産業国際ラボラト
リーでの企業との共同
研究開発案件における
シーズの実用化率（製
品化段階以上の比率）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

20 埼
玉
大
学

2 地域ニー
ズに即し
た人材
育成と教
員養成

平成27年度

目標値

（単位：
%）

63 77 77 77 77 90

63

実績値

（単位：
%）

63 80

127.0%
達成
状況
（率）

100.0% 103.9% 88.9%

平成27年度

目標値

（単位：
%）

10 25 25 27 30 30

10

実績値

（単位：
%）

10 26

260.0%
達成
状況
（率）

100.0% 104.0% 86.7%

「埼玉大学All in One
Campus at 首都圏埼
玉」のビジョンのも
と、地域ニーズに即
した人材育成と教員
養成を推進するた
め、入口から出口ま
でを総合的に支援す
る統合キャリアセン
ターSUを設置し、高
大接続プロジェクト、
COC人材育成プロ
ジェクト、および教員
養成の高度化を目指
した教員ステップアッ
ププロジェクトに全学
的に取り組む。さら
に、実践的教員の養
成のため、新たに設
置した教職大学院の
機能を拡充する。

教員就職率（教育学研
究科） b b

入学定員全体に対す
る新たな入試方法（「面
接又は小論文を取り入
れた入学者選抜」によ
る「多面的・総合的に
評価する入学者選
抜」）の入学定員の割
合

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

20 埼
玉
大
学

3 強みを有
する分野
の国際
教育研
究拠点
化

平成22～27
年度（第2期
中期計画期
間）

目標値

（単位：
%）

63 63 63 63 63 65

57

実績値

（単位：
%）

65 66

115.8%
達成
状況
（率）

103.2% 104.8% 101.5%

平成27年度

目標値

（単位：
人）

675 705 735 765 790 800

645

実績値

（単位：
人）

676 746

115.7%
達成
状況
（率）

100.1% 105.8% 93.3%

強みを有する研究分
野への資源集中によ
る研究力強化、組織
の再編や入学定員
の大胆な見直しによ
る理工系人材育成の
量的・質的強化、人
社系人材育成の質
的強化、教員養成の
質的強化を図ったう
えで、強みと特色をさ
らに伸ばすために、
理工学研究科戦略
的研究部門での国際
共同研究の推進、理
工系で取り組む
Lab-to-Lab 国際プ
ログラムの全学展
開、多文化キャンパ
ス創造によるグロー
バル人材育成の強
化により、国際教育
研究拠点を形成す
る。

理学部・工学部卒業生
の大学院への進学率 b b

全学の受入留学生数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

20 埼
玉
大
学

(3)

平成27年度
（平成26,27年
平均）

目標値

（単位：
%）

34.89 35.96 37.07 38.21 39.39 40.60

33.85

実績値

（単位：
%）

33.33 43.29

127.9%
達成
状況
（率）

95.5% 120.4% 106.6%

平成27年度
（平成26,27年
度平均）

目標値

（単位：
千円/
年）

4,572 4,800 5,040 5,292 5,557 5,835

4,354

実績値

（単位：
千円/
年）

5,017 5,853

134.4%
達成
状況
（率）

109.7% 121.9% 100.3%

戦略的研究部門の国
際共著論文比率 b b

戦略的研究部門の教
員一人当たりの外部資
金獲得額

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

21 千
葉
大
学

1

平成27年度

目標値

（単位：
%）

9.89 9.97 10.06 10.14 10.22 10.30

9.81%

実績値

（単位：
%）

9.94 10.17

103.7%
達成
状況
（率）

100.5% 102.0% 98.7%

平成27年度

目標値

（単位：
%）

26.80 27.30 27.80 28.30 28.80 29.30

26.33%

実績値

（単位：
%）

27.42 28.46

108.1%
達成
状況
（率）

102.3% 104.2% 97.1%

本学の基本理念であ
る「つねに、より高き
ものをめざして」の
下、本学が「世界に
輝く未来志向型の総
合大学」としてさらな
る発展を遂げていく
ため、「千葉大学のビ
ジョン」を策定。
１.国際社会で活躍で
きる次世代型人材の
育成
２.研究三峰（トリプル
ピーク チャレンジ）
の推進
３.次世代を担うイノ
ベーションの創出
４.千葉大学ブラン
ディングの強化
５.教職員による協働
体制の強化

グローバ
ルプロミ
ネント研
究基幹
による独
創的な
次世代
研究の
創出と戦
略的推
進　※次
欄より
「グロー
バルプロ
ミネント
研究基
幹」を「Ｇ
Ｐ基幹」
という。

本学のビジョンであ
る「研究三峰の推進」
と「次世代を担うイノ
ベーションの創出」を
推進し実現するた
め、重点推進分野の
強化による国際的卓
越研究の持続的創
出システムとしてＧＰ
基幹を設置した。
これにより適切な研
究評価等を行い、本
学の持続的な競争力
や高い付加価値を生
み出す研究面の核と
なりうる研究プロジェ
クトを複数選定し、研
究推進、卓越研究拠
点形成とそれによる
既存組織の再編成
等の実現を目指す。

ＴＯＰ10％論文率

（当該年度前々年より
過去5年間の値、
ReviewとArticle限定、
Web of Science、
InCitesを利用）

b b

国際共著論文率

（当該年度前年より過
去5年間の値、Web of
Science、 InCitesを利
用）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

21 千
葉
大
学

(1)

平成27年度

目標値

（単位：
件）

402 421 440 459 478 498

383

実績値

（単位：
件）

408 454

118.5%
達成
状況
（率）

101.5% 107.8% 91.2%

民間との共同研究・受
託研究の件数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

21 千
葉
大
学

2

平成28年度

目標値

（単位：
点）

608 633 658 683 708 730

608

実績値

（単位：
点　）

608 657

108.1%
達成
状況
（率）

100.0% 103.8% 90.0%

平成28年度

目標値

（単位：
時間/
日）

1.63 1.67 1.75 1.92 2.30 3.27

1.63

実績値

（単位：
時間/
日）

1.63 1.67

102.5%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 51.1%

本学の基本理念であ
る「つねに、より高き
ものをめざして」の
下、本学が「世界に
輝く未来志向型の総
合大学」としてさらな
る発展を遂げていく
ため、「千葉大学のビ
ジョン」を策定。
１.国際社会で活躍で
きる次世代型人材の
育成
２.研究三峰（トリプル
ピーク チャレンジ）
の推進
３.次世代を担うイノ
ベーションの創出
４.千葉大学ブラン
ディングの強化
５.教職員による協働
体制の強化

国際未
来教育
基幹の
創設によ
る世界水
準の教
育実践と
次世代
型人材
育成

本学のビジョンに掲
げる「国際社会で活
躍できる次世代型人
材の育成」を着実に
実行するため、国際
教養学部の設置、大
学院における先進的
な教育プログラム、
スマートラーニングの
実践やアカデミック・
リンクの機能強化
等、教育改革に関す
る取組を実施し、国
際性・課題解決能力
を備えたイノベーショ
ン人材の育成を目指
す。

学生の英語力（TOEIC
平均スコア） b b

学生の平均授業外学
修時間 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

21 千
葉
大
学

(2)

平成27年度

目標値

（単位：
件　）

3,013 3,058 3,104 3,197 3,292 3,385

2,968

実績値

（単位：
件　）

3,015 3,165

106.6%
達成
状況
（率）

100.1% 103.5% 93.5%

大学院学生の各種学
会等における発表数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

21 千
葉
大
学

3

平成27年度

目標値

（単位：
）

680 725 770 815 860 900

637

実績値

（単位：
）

793 798

125.3%
達成
状況
（率）

116.6% 110.1% 88.7%

平成27年度

目標値

（単位：
）

55 59 63 67 70 73

52

実績値

（単位：
）

58 66

126.9%
達成
状況
（率）

105.5% 111.9% 90.4%

本学の基本理念であ
る「つねに、より高き
ものをめざして」の
下、本学が「世界に
輝く未来志向型の総
合大学」としてさらな
る発展を遂げていく
ため、「千葉大学のビ
ジョン」を策定。
1.国際社会で活躍で
きる次世代型人材の
育成
2.研究三峰（トリプル
ピーク チャレンジ）
の推進
3.次世代を担うイノ
ベーションの創出
4.千葉大学ブランディ
ングの強化
5.教職員による協働
体制の強化

世界最
高水準
の海外
教育研
究拠点
形成によ
る新学術
領域の
創生とグ
ローバル
リーダー
の育成

　「千葉大学のビジョ
ン」に掲げる「国際的
なネットワークの構築
による教育研究拠点
の創成」を強力に推
進するため、グロー
バル・キャンパス推
進基幹のマネジメン
トにより、次世代型イ
ノベーションの創成、
グローバルリーダー
の育成を図り、文理
混合の多様な教育研
究プログラムを実施
し、本学の教育研究
グローバル化の更な
る深化を目指す。

協定に基づく海外派遣
留学生数 b b

海外戦略・推進拠点と
の学生交流プログラム
数

戦略拠点：グローバル
戦略において特に強化
し、重点的に国際教
育・国際研究を推進す
る海外拠点（3拠点）

推進拠点：戦略拠点以
外の海外拠点（14拠
点）

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

21 千
葉
大
学

(3)

平成27年度

目標値

（単位：
）

30 33 37 42 47 54

27

実績値

（単位：
）

32 35

129.6%
達成
状況
（率）

106.7% 106.1% 64.8%

ジョイント・ディグリー、
ダブル・ディグリープロ
グラム数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

21 千
葉
大
学

4

平成27年度

目標値

（単位：
件　）

137 151 166 180 195 210

122

実績値

（単位：
件）

154 168

137.7%
達成
状況
（率）

112.4% 111.3% 80.0%

平成27年度

目標値

（単位：
%）

9.58 9.88 10.18 10.48 10.78 11.12

9.28

実績値

（単位：
%）

9.97 10.98

118.3%
達成
状況
（率）

104.1% 111.1% 98.7%

本学の基本理念であ
る「つねに、より高き
ものをめざして」の
下、本学が「世界に
輝く未来志向型の総
合大学」としてさらな
る発展を遂げていく
ため、「千葉大学のビ
ジョン」を策定。
１.国際社会で活躍で
きる次世代型人材の
育成
２.研究三峰（トリプル
ピーク チャレンジ）
の推進
３.次世代を担うイノ
ベーションの創出
４.千葉大学ブラン
ディングの強化
５.教職員による協働
体制の強化

亥鼻キャ
ンパス高
機能化
構想によ
る治療学
創成に
向けた未
来医療
研究拠
点形成

医療系３学部（医・
薬・看）と附属病院及
び医療系センターが
結集した国立大学唯
一の亥鼻キャンパス
では、未来医療教育
研究機構を司令塔に
医療イノベーション創
出とグローバル化に
向けた機能強化を図
るとともに、次世代医
療を担う未来医療研
究拠点を形成し、卓
越した基礎及び臨床
研究の推進と先導的
な先端医療や創薬の
開発、個別医療法の
開発など新規治療法
の開発を研究し、国
内外で展開、発展さ
せることにより「治療
学」の創成を目指
す。

生命科学系の
民間との共同・受託研
究件数

b b

生命科学系の
TOP10%論文率
（当該年度前々年より
過去5年間の値）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

21 千
葉
大
学

(4)

平成27年度

目標値

（単
位：%
）

24.60% 25.60% 26.60% 27.60% 28.60% 29.60%

23.60%

実績値

（単
位：%
）

24.80% 27.50%

116.5%
達成
状況
（率）

100.8% 107.4% 92.9%

生命科学系の
国際共著論文率 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

22 東
京
大
学

1

平成27年度

目標値

（単位：
）

481名 551名 621名 691名 761名 831名

411名

実績値

（単位：
）

497名 576名

140.1%
達成
状況
（率）

103.3% 104.5% 69.3%

平成26年度

目標値

（単位：
）

548名 568名 588名 608名 629名 650名

508名

実績値

（単位：
）

580名 574名

113.0%
達成
状況
（率）

105.8% 101.1% 88.3%

「東京大学ビジョン
2020」は、東京大学
が「知の協創の世界
拠点」としての使命を
担うための基本理念
として「卓越性と多様
性の相互連環」を掲
げ、研究・教育・社会
連携・運営の4つの
「ビジョン」、及びそれ
を実現するための「ア
クション」で構成され
る。
日本の学術には、人
類全体の知の多様性
を担う重要な責務が
ある。そして、より良
い人類社会を創るた
めには、産学官民を
同時に改革するため
の協働が不可欠であ
る。
その変革を駆動する
中心となるために、
東京大学が今、何を
なすべきか。
これらを背景として、
「東京大学ビジョン
2020」は策定された。

新たな価
値創造
に挑む
学術の
戦略的
展開

「卓越性と多様性の
相互連環」を駆動力
とする知の協創の世
界拠点を形成する。
具体的には、文系・
理系ともにすぐれた
学術成果をこれまで
以上に国内外に発信
すると同時に、若手
研究者が安心して研
究に専念できる環境
を整備し、国籍・性
別・年齢を問わず、
多くの優れた人材を
東京大学に引きつけ
る。集まった人材が
分野や組織の枠を越
えて切磋琢磨する機
会と場を提供するこ
とで、さらに学術を高
度化するとともに、学
際的な研究を推進
し、新たな価値創造
を実現する。

若手研究者の雇用者
数
（短期の任期付き特任
教員を除く）

b b

外国人研究者数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

22 東
京
大
学

(1)

平成27年度

目標値

（単位：
）

6件 14件 18件 20件 21件 22件

0件

実績値

（単位：
）

6件 14件

－
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 63.6%

平成26年

目標値

（単位：
）

8,200本
(平成27
年目標
値）

8,200本
(平成28
年目標
値）

8,200本
(平成29
年目標
値）

8,200本
(平成30
年目標
値）

8,200本
(平成31
年目標
値）

8,200本
(平成32
年目標
値）

8175本

実績値

（単位：
）

8,116本
（平成27
年度実績
値）

8,382本
（平成28
年度実績
値）

102.5%
達成
状況
（率）

99.0% 102.2% 102.2%

連携研究機構設置数 b b

論文数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

22 東
京
大
学

(1)

平成26年

目標値

（単位：
）

2,900本
(平成27
年目標
値）

3,050本
（平成28
年目標
値）

3,200本
（平成29
年目標
値）

3,350本
（平成30
年目標
値）

3,500本
（平成31
年目標
値）

3,650本
（平成32
年目標
値）

2,884本

実績値

（単位：
）

3,001本
（平成27
年実績
値）

3,219本
（平成28
年実績
値）

111.6%
達成
状況
（率）

103.5% 105.2% 88.2%

国際共著論文数 b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

22 東
京
大
学

2

平成26年度

目標値

（単位：
）

学部：370
科目
大学院：
770科目

学部：390
科目
大学院：
820科目

学部：420
科目
大学院：
870科目

学部：450
科目
大学院：
920科目

学部：480
科目
大学院：
960科目

学部：500
科目
大学院：
1,000科目

学部：335科
目
大学院：713
科目

実績値

（単位：
）

学部：504
科目
大学院：
933科目

学部：530
科目
大学院：
968科目

学部：158.2%
大学院：
135.8%

達成
状況
（率）

学部：
136.2%
大学院：
121.2%

学部：
135.9%
大学院：
118.0%

学部：
106.0%
大学院：
96.8%

平成27年度

目標値

（単位：
）

293名 428名 568名 713名 863名 1023名

163名

実績値

（単位：
）

294名 453名

277.9%
達成
状況
（率）

100.3% 105.8% 44.3%

基礎力
の涵養と
「知のプ
ロフェッ
ショナ
ル」の育
成

学部教育では、自ら
原理に立ち戻って考
える力、粘り強く考え
続ける力、そして自ら
新しい発想を生み出
す力という３つの基
礎力を涵養する。大
学院教育では、新し
い価値創造の試みに
果敢に挑戦するとと
もに、他分野や異文
化との積極的な対話
と協働を進め、その
知見を社会にフィード
バックできる人材を
育成する。学部・大
学院ともに教養教育
をさらに重視し、卓越
した専門性をそなえ
ると同時に、謙虚で
ありながらも毅然とし
て誇りに満ちた人間
を育成する。

外国語による授業数
（学部、大学院） b b

トライリンガルプログラ
ム受講者数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

22 東
京
大
学

(2)

平成26年度

目標値

（単位：
）

4200名 4700名 5200名 5700名 6100名 6500名

3716名

実績値

（単位：
）

4968名 5812名

156.4%
達成
状況
（率）

118.3% 123.7% 89.4%

平成27年度

目標値

（単位：
）

1300名 1800名 2300名 2400名 2500名 2600名

1059名

実績値

（単位：
）

1608名 2164名

204.3%
達成
状況
（率）

123.7% 120.2% 83.2%

外国人留学生数 b b

海外派遣学生数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

22 東
京
大
学

(2)

平成27年度

目標値

（単位：
）

14名 60名 210名 410名 660名 950名

0名

実績値

（単位：
）

14名 62名

－
達成
状況
（率）

100.0% 103.3% 6.5%

国際卓越大学院の在
籍者数 b b

136



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

22 東
京
大
学

3

平成27年度

目標値

（単位：
）

925件 940件 955件 970件 985件 1000件

916件

実績値

（単位：
）

941件 954件

104.1%
達成
状況
（率）

101.7% 101.5% 95.4%

平成26年度

目標値

（単位：
）

45億円 52億円 59億円 66億円 73億円 80億円

44億円

実績値

（単位：
）

49億円 63億円

143.2%
達成
状況
（率）

108.9% 121.2% 78.8%

２１世紀
の地球
社会にお
ける公共
性の構
築

東京大学は、学問の
自由を堅持しなが
ら、日本と世界にお
ける真の公共性の構
築と強化への貢献を
通じて、２１世紀の地
球社会における多様
な利益の増進に貢献
する責務を負ってい
る。１４０年間の多様
な学知の蓄積を十分
に活用し、国境・文
化・世代の壁を超え
た協働関係を拡大す
ることが必要である。
そこで、産官学民の
緊密な連携をはかり
つつ、その学術的成
果を広く人類社会に
還元する。

共同研究参加企業数 b a

一定金額以上の共同
研究の金額 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

22 東
京
大
学

(3)

平成27年度

目標値

（単位：
）

301件 332件 363件 394件 425件 456件

276件

実績値

（単位：
）

305件 335件

121.4%
達成
状況
（率）

101.3% 100.9% 73.5%

平成27年度

目標値

（単位：
）

935件 970件 1005件 1040件 1075件 1110件

923件

実績値

（単位：
）

981件 1075件

116.5%
達成
状況
（率）

104.9% 110.8% 96.8%

大学発ベンチャー数
（起業数） b b

特許出願数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

22 東
京
大
学

(3)

平成27年度

目標値

（単位：
）

66% 66.20% 66.40% 66.60% 66.80% 67%

65.70%

実績値

（単位：
）

66% 66.20%

100.8%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 98.8%

大学の事業費に占め
る、外部資金等比率を
増加

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

23 1

H27年度

目標値

（単位：
%）

49.6 49.6 49.6 100.0 100.0 100.0

49.6

実績値

（単位：
%）

52.9 51.1

103.0%
達成
状況
（率）

106.7% 103.0% 51.1%

H22年～H27
年（平均値）

目標値

（単位：
編）

197 197 221 246 271 296

197

実績値

（単位：
編）

282 281

142.6%
達成
状況
（率）

143.1% 142.6% 94.9%

東
京
医
科
歯
科
大
学

本学は「知と癒しの
匠を創造し、人々の
幸福に貢献する」を
基本理念としており、
この理念を実現する
ために、国立大学で
唯一の医療系総合大
学の特色を活かし
て、医歯工連携の教
育研究を推進し、特
に、健康長寿社会実
現のための世界的拠
点形成と医学・歯学
のグローバル人材を
育成することで、我が
国のみならず世界の
人々の健康と社会の
福祉に貢献する。

KPI：医学分野世界大
学ランキングトップ
100

統合先
制医歯
保健学
の世界
的教育・
研究拠
点形成

「超スマート社会」の
実現に貢献し、健康
長寿社会の実現に
寄与するために、既
存の医療の枠を超
え、AI、 IoT、 医療
ビッグデータを利活
用した新たな概念の
先制医療の研究を推
進するとともに、国内
外で活躍できるグ
ローバル人材を育成
するため、統合先制
医歯保健学の世界
的教育・研究拠点を
形成する。

統合先制医歯保健学
に関する機関への就
職・進学希望者のう
ち、就職・進学した修
了者（医歯理工保健学
専攻 先制医療学コー
ス、医歯学専攻・生命
理工医療科学専攻 先
制医歯理工学コース及
び国際連携専攻
（JDP））の割合：100%

b b

統合先制医歯保健学
に関する英語論文数：
1.5倍

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

23 (1)

H22年～H27
年（平均値）

目標値

（単位：
編）

37 37 41 46 51 56

37

実績値

（単位：
編）

53 55

148.6%
達成
状況
（率）

143.2% 148.6% 98.2%

東
京
医
科
歯
科
大
学

統合先制医歯保健学
に関する国際共著論
文数：1.5倍

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

23

H27年度

目標値

（単位：
%）

69.0 75.0 81.0 87.0 93.0 100.0

63.3

実績値

（単位：
%）

78.5 83.9

132.5%
達成
状況
（率）

113.8% 111.9% 83.9%

H27年度

目標値

（単位：
%）

10.7 11.3 12.0 12.7 13.3 14.0

10.0

実績値

（単位：
%）

11.2 15.8

158.0%
達成
状況
（率）

104.7% 139.8% 112.9%

b b

東
京
医
科
歯
科
大
学

本学は「知と癒しの
匠を創造し、人々の
幸福に貢献する」を
基本理念としており、
この理念を実現する
ために、国立大学で
唯一の医療系総合大
学の特色を活かし
て、医歯工連携の教
育研究を推進し、特
に、健康長寿社会実
現のための世界的拠
点形成と医学・歯学
のグローバル人材を
育成することで、我が
国のみならず世界の
人々の健康と社会の
福祉に貢献する。

KPI：医学分野世界大
学ランキングトップ
100

2 医学・歯
学教育
の国際
化推進

全学的組織である統
合教育機構と統合国
際機構がエンジンと
なり、これまで継続的
に取り組んできた医
学・歯学教育改革や
海外拠点活動の実
績を基にさらに発展
させ、先進国平均水
準を超える医学・歯
学教育カリキュラム
の革新的なアドバン
スト・モデルを先駆的
に開発・発信すること
により医学・歯学教
育の国際化を推進す
る。

学士課程科目（教養教
育および臨床前教育）
のうちアクティブラーニ
ングを授業に盛り込ん
だ授業科目の割合：
100%

b b

学士課程（医学科・歯
学科）在学生に対する
外国人短期交流学生
の割合：
14%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

23 (2)

H27年度

目標値

（単位：
%）

29.5 29.5 29.5 29.5 29.5 42.0

29.5

実績値

（単位：
%）

28.3 31.1

105.4%
達成
状況
（率）

95.9% 105.4% 74.0%

東
京
医
科
歯
科
大
学 学士課程卒業生に占

める海外経験者の割
合：
42%

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

23

H27年度

目標値

（単位：
%）

17.5 19.0 20.5 22.0 24.0 26.0

15.8

実績値

（単位：
%）

19.0 23.4

148.1%
達成
状況
（率）

108.6% 123.2% 90.0%

H22年度～
H27年度（平
均値）

目標値

（単位：
件）

122 133 143 153 163 173

102

実績値

（単位：
件）

227 244

239.2%
達成
状況
（率）

186.1% 183.5% 141.0%

本学は「知と癒しの
匠を創造し、人々の
幸福に貢献する」を
基本理念としており、
この理念を実現する
ために、国立大学で
唯一の医療系総合大
学の特色を活かし
て、医歯工連携の教
育研究を推進し、特
に、健康長寿社会実
現のための世界的拠
点形成と医学・歯学
のグローバル人材を
育成することで、我が
国のみならず世界の
人々の健康と社会の
福祉に貢献する。

KPI：医学分野世界大
学ランキングトップ
100

3 健康長
寿社会
の実現
に寄与
する先端
医歯工
学研究
拠点形
成

本学の特色・強みで
ある先端的な医学・
歯学・工学の有機的
な連携を図り、基礎
研究を速やかに医療
の現場に生かす先端
医歯工学研究拠点を
形成することで、優
れた研究成果の情報
発信や社会実装を促
進する。 特許活用率：26.0% b b

民間等との共同研究
件数：1.7倍 b a

東
京
医
科
歯
科
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

23

H22～H27年
（平均値）

目標値

（単位：
編）

109 117 124 132 139 146

95

実績値

（単位：
編）

181 201

211.6%
達成
状況
（率）

166.1% 171.8% 137.7%

H22～H27年
（平均値）

目標値

（単位：
編）

22 23 25 27 28 30

20

実績値

（単位：
編）

56 51

255.0%
達成
状況
（率）

254.5% 221.7% 170.0%

(3)

医歯工学関連論文数：
1.5倍 b a

医歯工学関連国際共
著論文数：1.5倍 b a

東
京
医
科
歯
科
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

H27.5.1

目標値

（単位：
%）

20.0 24.0 28.0 100.0 100.0 100.0

15.6

実績値

（単位：
%）

22.9 29.9

191.7%
達成
状況
（率）

114.5% 124.6% 29.9%

H27.5.1

目標値

（単位：
%）

31.4 31.9 32.4 33.3 34.2 35.1

30.9

実績値

（単位：
%）

32.8 33.7

109.1%
達成
状況
（率）

104.5% 105.6% 96.0%

本学は「知と癒しの
匠を創造し、人々の
幸福に貢献する」を
基本理念としており、
この理念を実現する
ために、国立大学で
唯一の医療系総合大
学の特色を活かし
て、医歯工連携の教
育研究を推進し、特
に、健康長寿社会実
現のための世界的拠
点形成と医学・歯学
のグローバル人材を
育成することで、我が
国のみならず世界の
人々の健康と社会の
福祉に貢献する。

KPI：医学分野世界大
学ランキングトップ
100

4 教育研
究力強
化のた
めのマネ
ジメント
改革

本戦略以外の３つの
戦略に横串を通し、
各戦略の底上げを図
るものである。具体
的には、学内に散在
する情報システム部
署及び管理機能を集
約して「統合情報機
構」を設置し、教育・
研究・診療などの教
員の活動状況をまと
めたデータベースを
増強・整備して全学
的IR体制を強化する
ことで、特に、国際通
用性を高めた客観的
な人事評価制度をよ
り機能させるもので
ある。

全専任教員に占める
年俸制教員の割合：
100%

b b

全専任教員に占める
外国人教員等（外国人
および外国の大学で学
位を取得した教員並び
に外国で教育研究歴
のある教員）の割合：
35.1%

b b

23 東
京
医
科
歯
科
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

24 1

平成27年度

目標値

（単位：
%）

14.2 15.9 17.5 19.2 20.8 22.5

12.6

実績値

（単位：
%）

14.8 16.0

0.0%
達成
状況
（率）

104.2% 100.6% 71.1%

平成26年度
～平成27年
度平均

目標値

（単位：
件）

40 50 60 70 80 90

38

実績値

（単位：
件）

41 63

165.8%
達成
状況
（率）

102.5% 126.0% 70.0%

世界の言語・地域の
理解を基盤とし、異
文化間の対話と相互
理解、地球社会にお
ける人々の共存・共
生に寄与する大学と
いう使命をもつ東京
外国語大学は、世界
諸地域と日本を結ぶ
拠点大学としての教
育・研究・社会貢献の
機能強化を図るとと
もに、大学運営にお
いては、学長による
ガバナンスを強化し
大学組織の効果的・
効率的な運営を実現
する。

日本発
信力を備
えた多言
語グロー
バル人
材の養
成

　本戦略は、本学の
学部・大学院の教育
において、「世界の言
語・地域の理解を基
盤とし、異文化間の
対話と相互理解、地
球社会における人々
の共存・共生に寄与
する」という大学の使
命を実現することを
目的とする。
　本学は、本戦略の
もと、高度な言語運
用能力、地球社会化
時代を生きる力、日
本発信力の３つの能
力の涵養を柱に、学
部・大学院の教育全
般を改革し、多言語
グローバル人材を育
成する教育力の向上
を図る。

TOEIC900点相当達成
割合 a a

本学学生が海外で行っ
た「日本発信力強化」
活動の数

c b

東
京
外
国
語
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

24 (1)

平成27年度
目標値

（単位：
人）

856 904 952 999 1,047 1,095

809

実績値

（単位：
人）

873 1,007

124.5%
達成
状況
（率）

102.0% 111.4% 92.0%

平成27年度
目標値

（単位：
人）

900 940 980 1,030 1,090 1,150

860

実績値

（単位：
人）

903 1,021

118.7%
達成
状況
（率）

100.3% 108.6% 88.8%

海外留学する本学学
生数 a a

外国人留学生数 b a

東
京
外
国
語
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

24 2

平成22年度
～平成27年
度平均

目標値

（単位：
本）

5 5 5 5 10 10

5

実績値

（単位：
本）

7 6

120.0%
達成
状況
（率）

140.0% 120.0% 60.0%

平成27年度

目標値

（単位：
本）

0.69 0.75 0.81 0.87 0.93 1.00

0.63

実績値

（単位：
本）

0.73 0.83

131.7%
達成
状況
（率）

105.8% 110.7% 83.0%

世界と日
本の問
題解決
に資する
研究の
推進

　本戦略は、主に研
究面において、「世界
の言語・地域の理解
を基盤とし、異文化
間の対話と相互理
解、地球社会におけ
る人々の共存・共生
に寄与する」という本
学の使命を実現する
ことを目的とする。
　本学は、本戦略の
もと、アフリカ研究を
はじめとする特色あ
る地域研究、比較の
視座と海外からの視
点を取り入れた国際
日本研究、日本の問
題を解決する多文化
社会研究などを推進
し、世界と日本を結
ぶ拠点大学としての
機能を強化する。

日本研究分野での博
士論文数 b b

アフリカ研究分野での
本学教員の論文数 b b

東
京
外
国
語
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

24 (2)

平成22年度
～平成27年
度平均

目標値

（単位：
%）

50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

46.8

実績値

（単位：
%）

50.6 51.6

110.3%
達成
状況
（率）

101.2% 103.2% 103.2%

東
京
外
国
語
大
学

科学研究費助成事業
の新規採択率 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

24 3

平成27年度

目標値

（単位：
人）

912 1,034 1,156 1,277 1,399 1,520

905

実績値

（単位：
人）

940 1,212

133.9%
達成
状況
（率）

103.1% 117.2% 79.7%

平成27年度

目標値

（単位：
PV/
月）

2,200,000 2,260,000 2,320,000 2,380,000 2,440,000 2,500,000

2,141,471

実績値

（単位：
PV/
月）

2,619,900 2,312,376

108.0%
達成
状況
（率）

119.1% 102.3% 92.5%

東
京
外
国
語
大
学

地球市
民の共
存・共生
に寄与
する社会
貢献

　本戦略では、社会
貢献の分野で、「世
界の言語・地域の理
解を基盤とし、異文
化間の対話と相互理
解、地球社会におけ
る人々の共存・共生
に寄与する」という大
学の使命を実現す
る。
　社会貢献は、本学
の特性をいかし、主
に①多言語多文化
化する日本社会の諸
問題に直面する
人々、②世界諸地域
の情勢に関する情報
提供・コンサルティン
グを必要とする人々
に向けられる。本学
は、これにより地球
社会における人々の
共生・共存に貢献す
る。

ボランティア活動への
参加学生数 b b

本学の社会貢献事業
「多言語学習支援サイ
ト（TUFS言語モジュー
ル）」へのアクセス数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

24 (3)

平成27年度

目標値

（単位：
人）

2,120 2,300 2,480 2,660 2,840 3,020

1,946

実績値

（単位：
人）

2,856 2,834

145.6%
達成
状況
（率）

134.7% 123.2% 93.8%

平成28年度

目標値

（単位：
件）

44 47 50 53 56 60

44

実績値

（単位：
件）

44 48

109.1%
達成
状況
（率）

100.0% 102.1% 80.0%

東
京
外
国
語
大
学

本学の社会貢献活動
オープンアカデミーの
受講者数

c b

本学が組織する「言語
文化サポーター」紹介
件数

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

24 4

平成27年度

目標値

（単位：
%）

10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

0

実績値

（単位：
%）

27.3 31.0

-
達成
状況
（率）

273.0% 155.0% 51.7%

平成27年度

目標値

（単位：
%）

36.6 36.9 37.2 37.5 37.8 38.1

36.3

実績値

（単位：
%）

36.9 37.0

101.9%
達成
状況
（率）

100.8% 100.3% 97.1%

東
京
外
国
語
大
学

ガバナン
ス強化に
よる大学
組織の
効果的・
効率的
な運営

　本戦略では、本学
のグランドデザインで
定める「世界諸地域
の言語・文化・社会
に関する高等教育の
拠点」及び「世界諸
地域の言語・文化・
社会に関する学際的
かつ先端的な研究」
を実現するため、学
長のリーダーシップ
のもと、１大学ではな
し得ない新しい学術
領域の創成及び新た
な学術分野による教
育研究体制の構築を
目標とする。

承継枠の新規採用教
員に占めるテニュアト
ラック制適用者の割合
（承継時点）

b b

全専任教員数に占め
る女性教員の割合 c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

24 (4)

平成27年度

目標値

（単位：
時間/
人）

20.0 19.8 19.6 19.4 19.2 19.0

20.2

実績値

（単位：
時間/
人）

19.9 18.9

106.9%
達成
状況
（率）

100.5% 104.8% 100.5%

ガバナンス強化により
大学組織の効果的運
用による職員の平均残
業時間の減少

b b

東
京
外
国
語
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

25 1

平成27年度

目標値

（単位：
）

673 1,347 2,020 2,694 3,367 4,040

6

実績値

（単位：
）

2,037 3,537

58950.0%
達成
状況
（率）

302.7% 262.6% 87.5%

平成27年度

目標値

（単位：
）

10 10 36 36 36 36

10

実績値

（単位：
）

13 14

140.0%
達成
状況
（率）

130.0% 140.0% 38.9%

東
京
学
芸
大
学

本学は、第3期中期
目標期間が日本の社
会及び教育の大きな
転換点であると認識
し、「協働して課題を
解決する力」、「多様
性を尊重する力」、
「自己を振り返り、自
己を表現する力」、
「新しい社会を創造す
る力」という四つの力
を持った次世代の子
どもの育成を目指す
次世代育成教育を推
進し、日本の教育を
主導する全国的拠点
大学となるとともに、
広く海外に日本の教
育成果を発信するこ
とを目標とする。

次世代
育成教
育を担う
教員の
養成

アクティブ・ラーニン
グを指導する能力
と、チームアプローチ
力を重視した新しい
教員を養成する仕組
みを構築し、次世代
育成教育を担う教員
の養成に取り組む。
また、AOの機能を持
つ組織を設置し、次
世代育成教育を担う
ために適した人材を
選抜するとともに、学
生を海外に派遣して
多様な経験を積ませ
ることで、現代の教
育課題に積極的に対
応できる教員の養成
を行う。さらに、教職
大学院での教育課程
と教育内容を抜本的
に見直し、「東京学芸
大学専修免許スタン
ダード」を設置する。
これにより、大学院を
修了した教員の高度
化を図り、同時に大
学院教育学研究科
において、IB教育の
教員を養成する。加
えて、従来の教科専
門科学を教育内容構
成学に再構築し、教
職大学院における教
育課程の編成と、教
育職員免許法・同施
行規則・教職課程認
定基準の改正に連
動して、学部のカリ
キュラムの見直しを
図る。

「チーム学校」及び
「チームアプローチ」を
内容とした講義の受講
者数

c b

教員養成高度化プログ
ラム受講認定者数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

25 (1)

平成27年度

目標値

（単位：
）

5 7 9 30 30 30

3

実績値

（単位：
）

5 11

366.7%
達成
状況
（率）

100.0% 157.1% 36.7%

平成27年度

目標値

（単位：
）

68.2 68.5 68.9 69.3 69.6 70.0

67.8

実績値

（単位：
）

67.7 69.0

101.8%
達成
状況
（率）

99.3% 100.7% 98.6%

東
京
学
芸
大
学

国際バカロレア機構認
定校の教員養成プログ
ラム受講者数

b b

教員就職率 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

25 2

平成27年度
中

目標値

（単位：
）

11,276 18,626 27,326 37,376 48,776 61,526

5,276

実績値

（単位：
）

11,307 23,583

447.0%
達成
状況
（率）

100.3% 126.6% 38.3%

平成27年度
中

目標値

（単位：
）

5 7 9 11 13 15

3

実績値

（単位：
）

5 11

366.7%
達成
状況
（率）

100.0% 157.1% 73.3%

現職教
員に対
する次世
代育成
教育の
研修

全国の教育委員会
等と連携して、現職
教員の研修に関する
ニーズを調査・分析
するとともに、強みを
生かした先導的な教
育実践研究とその基
盤となる基礎研究に
基づいて、次世代の
子どもの育成を目指
した諸課題を具体的
に検討し、教育改革
に資する研修プログ
ラムを開発する。併
せて現職教員研修を
効果的に実施するた
めに、本学にある教
育実践研究支援セン
ター等を再編し、現
職教員研修の機能を
統合した組織を整備
する。

大学・附属学校園の教
員による現職教員研修
の実施状況　（累積受
講者数）

b b

国際バカロレア機構認
定校の教員資格研修
における現職教員数
（派遣教員の受入人
数）

b b

東
京
学
芸
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

25 3

平成27年度

目標値

（単位：
）

673 1,347 2,020 2,694 3,367 4,040

6

実績値

（単位：
）

2,037 3,537

58950.0%
達成
状況
（率）

302.7% 262.6% 87.5%

平成27年度

目標値

（単位：
）

44 46 48 50 52 54

42

実績値

（単位：
）

51 54

128.6%
達成
状況
（率）

115.9% 117.4% 100.0%

東
京
学
芸
大
学

次世代
育成教
育の実
現に向け
た教育
支援

「チーム学校」「地域
学校協働本部」と
いった次世代育成教
育型の、教員と連
携・協働して学校を
支える教育支援職
を、チームアプローチ
力及び教育支援の
専門的技能とコー
ディネート力を持った
教育者として養成す
るとともに、学校と教
育支援職を結ぶコー
ディネート体制の社
会的構築に寄与し、
様々な教育関係組織
と連携した教育支援
事業を展開する。

「チーム学校」及び
「チームアプローチ」を
内容とした講義の受講
者数

c b

チーム学校、学校地域
協働活動を社会実装
するための、産学連携
共同研究数

b b

158



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

25 (3)

平成27年度
末

目標値

（単位：
）

27 44 61 78 95 112

10

実績値

（単位：
）

44 72

720.0%
達成
状況
（率）

163.0% 163.6% 64.3%

平成27年度

目標値

（単位：
）

20 22 50 55 60 60

18.6

実績値

（単位：
）

21.7 23.7

127.4%
達成
状況
（率）

108.5% 107.7% 39.5%

「教育支援」を対象にし
た研究論文の累積件
数

b a

教育支援職への就職
率 b b

東
京
学
芸
大
学

159



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

25 4

平成27年度
末

目標値

（単位：
）

44 46 48 50 52 54

42

実績値

（単位：
）

51 54

128.6%
達成
状況
（率）

115.9% 117.4% 100.0%

平成27年度
末

目標値

（単位：
）

12 24 36 48 60 72

0

実績値

（単位：
）

27 64

-
達成
状況
（率）

225.0% 266.7% 88.9%

東
京
学
芸
大
学

次世代
教育モデ
ルの研
究・発信
と拠点作
り

本学は、種々の教育
関係機関や教員養
成大学等と協働し
て、次世代育成教育
に関する研究を推進
してその成果発信の
拠点となり、教育改
革を先導する。具体
的には、OECDが目
指すEducation2030
の一環として開発す
る教育方法、大規模
教員養成系大学(北
海道教育大学、愛知
教育大学、東京学芸
大学、大阪教育大
学：HATOプロジェク
ト)で開発する教員養
成の高度化、国際バ
カロレア機構と連携
したグローバル化に
対応する教員養成プ
ログラム等の発信で
ある。

次世代育成教育に関
する研究成果の情報
提供を行った効果（教
育に関係するテーマで
外部企業と産学連携
共同研究を進めること
に至っている件数の年
度値）

b b

OECDとの協働による
次世代教育モデル研
究の実施状況（研究論
文および学会発表等
の研究成果の累積数）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

25 (4)

平成27年度
中

目標値

（単位：
）

5 7 9 11 13 15

3

実績値

（単位：
）

5 11

366.7%
達成
状況
（率）

100.0% 157.1% 73.3%

平成2７年度

目標値

（単位：
）

6 12 18 24 30 36

2

実績値

（単位：
）

7 14

700.0%
達成
状況
（率）

116.7% 116.7% 38.9%

国際バカロレア機構認
定校の教員資格研修
における現職教員数
（派遣教員の受入人
数）

b b

在外教育施設（海外日
本人学校）への教員就
職者数

b b

東
京
学
芸
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

26 1

平成27年

目標値

（単位：
報）

1.68 1.78 1.83 1.88 1.93 1.98

1.67

実績値

（単位：
報）

1.69 1.94

116.2%
達成
状況
（率）

100.6% 109.0% 98.0%

平成27年

目標値

（単
位：%）

41 42 44 46 48 50

41

実績値

（単
位：%）

40 42

102.4%
達成
状況
（率）

97.6% 100.0% 84.0%

東
京
農
工
大
学

本学は、2024年の創
基150周年に向けた
大学改革・研究力強
化方針「世界に向け
て日本を牽引する大
学としての役割を果
たす」の実現に向け、
第３期中期目標期間
における学長ビジョン
として『世界が認知す
る研究大学へ』を掲
げている。このビジョ
ンを実現するため、こ
れまで築いてきた産
学連携の基盤と世界
各国の教育研究機
関、国際機関等との
国際研究ネットワーク
を一層強化し、右の４
つの戦略に重点的に
取り組むこととしてい
る。

世界と競
える先端
研究力
の強化

我が国が国際社会
において一層の存在
感を発揮するには、
大学が先端研究力を
強化し、産業界と連
携して国際社会に新
たな価値を創造する
イノベーションを継続
的に創出し続けると
ともに、このような社
会の実現に向けた理
系イノベーション人材
の輩出を担うことが
不可欠であり、産業
界・社会からもこれを
牽引する大学への変
革・機能強化が強く
求められている。本
学は、世界に向けて
日本を牽引する理系
研究大学として、我
が国のイノベーション
創出を牽引するとと
もに、継続的にイノ
ベーションを創出す
る社会を実現する理
系イノベーション人材
の輩出を担うため、
その核となる『世界と
競える先端研究力の
強化』を戦略として掲
げている。

1-1 常勤教員1人あた
りの論文数（Web of
science 掲載論文数）
の増加状況

b b

1-2 Wos論文数に対す
るQ1ジャーナル（分野
内でのインパクトファク
ターの順位上位25％
の学術誌）に発表する
論文割合の増加状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

26 (1)

平成27年

目標値

（単
位：%）

34 35 36 37 38 40

32

実績値

（単
位：%）

38.1 35.1

110.0%
達成
状況
（率）

112.1% 100.3% 87.75%

1-3 グローバルイノ
ベーション研究院にお
ける国際共著論文率
の増加状況

b a

東
京
農
工
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

26 2

平成27年

目標値

（単
位：%）

10 12 14 16 18 20

8.5

実績値

（単
位：%）

11.6 16.5

194.1%
達成
状況
（率）

116% 137.5% 82.5%

平成27年

目標値

（単位：
名）

140 155 170 190 210 230

126

実績値

（単位：
名）

152 157

124.6%
達成
状況
（率）

108.6% 101.3% 68.3%

東
京
農
工
大
学

国際社
会との対
話力を
持った教
育研究
の推進

社会・産業構造がグ
ローバル化する現代
において、大学に
は、国際社会で存在
感を発揮し、グロー
バルな社会で活躍で
きる人材を輩出する
教育研究のグローバ
ル化が強く求められ
ている。本学は、世
界に向けて日本を牽
引する理系研究大学
として、我が国のイノ
ベーション創出を牽
引するとともに、継続
的にイノベーションを
創出する社会を実現
する理系イノベーショ
ン人材の輩出を担う
ため、その実現に不
可欠な教育研究のグ
ローバル化、すなわ
ち『国際社会との対
話力を持った教育研
究の推進』を戦略に
掲げている。

2-1 学部卒業時点まで
に海外留学に必要な
TOEFL ITP500点（また
はTOEIC600点）を取得
する学生の割合

b a

2-2 大学院生のうち、
海外派遣（海外機関と
の連携で実施する共
同研修プログラム等）
への参加学生数の増
加状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

26 (2)

平成27年

目標値

（単位：
名）

225 230 235 240 245 250

221

実績値

（単位：
名）

312 249

112.7%
達成
状況
（率）

138.7% 108.3% 99.6%

東
京
農
工
大
学

2-3 海外機関との留学
交流プログラムにより
海外連携機関から本
学に受け入れる外国
人学生数の増加状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

26 3

平成27年

目標値

（単位：
件）

0.71 0.76 0.81 0.86 0.91 0.95

0.66

実績値

（単位：
件）

0.79 0.88

133.3%
達成
状況
（率）

111.3% 115.8% 92.6%

平成27年

目標値

（単位：
千円）

1,200 1,260 1,320 1,380 1,440 1,500

1,054

実績値

（単位：
千円）

1,374 1,628

154.5%
達成
状況
（率）

114.5% 129.2% 108.5%

東
京
農
工
大
学

日本の
産業界を
国際社
会に向け
て牽引

我が国が国際社会
においてより一層存
在感を発揮するに
は、大学が先端研究
力を強化し、産業界
と連携して国際社会
に新たな価値を創造
するイノベーションを
継続的に創出し続け
るとともに、このよう
な社会の実現に向け
た理系イノベーション
人材の輩出を担うこ
とが不可欠であり、
産業界・社会からもこ
れを牽引する大学へ
の変革・機能強化が
強く求められている。
本学は、先に実施さ
れたミッション再定義
においても、本学の
強みであり、特色で
ある産業界との連携
基盤を一層発展さ
せ、我が国のイノ
ベーションの創出を
牽引し、理系イノベー
ション人材の輩出に
寄与することが求め
られており、その使
命を果たすため、『日
本の産業界を国際社
会に向けて牽引』を
戦略に掲げている。

3-1 民間企業との共同
研究における常勤教員
1人あたりの受入件数
の増加状況

b b

3-2 常勤教員1人あた
りの共同研究受入額
の増加状況

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

26 (3)

平成27年

目標値

（単
位：%）

17.25 17.8 18.35 18.9 19.45 20

16.7

実績値

（単
位：%）

17.5 18.1

108.4%
達成
状況
（率）

101.4% 101.7% 90.5%

東
京
農
工
大
学

3-3 収入額に対する外
部資金比率の向上の
状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

26 4 高度なイ
ノベー
ション
リーダー
の養成

平成27年

目標値

（単位：
名）

60 80 100 120 140 160

39

実績値

（単位：
名）

77 106

271.8%
達成
状況
（率）

128.3% 132.5% 66.3%

平成27年

目標値

（単位：
件）

66 72 78 84 90 95

60

実績値

（単位：
件）

70 75

125.0%
達成
状況
（率）

106% 104% 78.9%

b

東
京
農
工
大
学

我が国が国際社会
においてより一層存
在感を発揮するに
は、大学が先端研究
力を強化し、産業界
と連携して国際社会
に新たな価値を創造
するイノベーションを
継続的に創出し続け
るとともに、このよう
な社会の実現に向け
た理系イノベーション
人材の輩出を担うこ
とが不可欠であり、
産業界・社会からもこ
れを牽引する大学へ
の変革・機能強化が
強く求められている。
本学は、先に実施さ
れたミッション再定義
においても、本学の
強みであり、特色で
ある産業界との連携
基盤を一層発展さ
せ、我が国のイノ
ベーションの創出を
牽引し、理系イノベー
ション人材の輩出に
寄与することが求め
られており、その使
命を果たすため、『高
度なイノベーション
リーダーの養成』を
戦略に掲げている。

4-1 博士（後期）課程
学生のうち、学外機関
との共同研究、イン
ターンシップ等に従事
した学生の増加状況

b a

4-2 大学院学生の学
会等における受賞数の
増加

b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

26 東
京
農
工
大
学

(4)

平成27年

目標値

（単
位：%）

26 27 29 32 36 40

25

実績値

（単
位：%）

40 31

124.0%
達成
状況
（率）

153.8% 114.8% 77.5%

4-3 博士（後期）課程
修了者の研究開発職
への就職率

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

27 1

平成27年度
中

目標値

（単位：
人）

115 172 229 286 343 400

105

実績値

（単位：
人）

118 184

175.2%
達成
状況
（率）

102.6% 107.0% 46.0%

平成27年度
中

目標値

（単位：
人）

287 329 372 415 457 500

244

実績値

（単位：
人）

309 358

146.7%
達成
状況
（率）

107.7% 108.8% 71.6%

b b

東
京
芸
術
大
学

海外一線級アーティ
ストユニット誘致によ
る指導体制強化や教
育研究組織改革、世
界トップアーティスト
の戦略的育成のため
の人材育成プログラ
ム改革等により、”世
界の頂”へ飛躍。国
際的な活動はもとよ
り、国内全域の芸術
文化潜在力を活かし
た全国的な活動を展
開。加えて、芸術大
学固有のブランディ
ング実行による国際
プレゼンス確立、国
際芸術市場へのプロ
モーションによる経営
力基盤強化等持続可
能型マネジメントシス
テムを構築

海外一
線級アー
ティスト
ユニット
誘致を基
軸とした
教育研
究組織・
人材育
成プログ
ラム改革
等による
世界トッ
プアー
ティスト
の戦略
的育成

海外一線級アーティ
ストユニット誘致等、
海外一流芸術大学
等との連携・ネット
ワーク基盤を一層強
化し、『世界を魅了す
るトップアーティスト
育成』を実行するた
めの戦略的な大学院
組織整備や世界最
高水準の実践型人
材育成プログラム構
築を推進することに
より、国際舞台で躍
動する芸術家育成を
加速化。

国際共同授業科目受
講者数 b b

教員・学生の海外展
示・演奏等実施者数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

27 東
京
芸
術
大
学

(1)

平成27年度
中

目標値

（単位：
件）

78 83 87 91 96 100

74

実績値

（単位：
件）

86 84

113.5%
達成
状況
（率）

110.3% 101.2% 84.0%

国際的な展覧会・コン
クール受賞数 b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

27 2

平成27年度
中

目標値

（単位：
件）

3 5 8 10 13 15

0

実績値

（単位：
件）

4 8

-
達成
状況
（率）

133.3% 160.0% 53.3%

平成27年度
中

目標値

（単位：
人）

122 137 153 169 184 200

106

実績値

（単位：
人）

129 145

136.8%
達成
状況
（率）

105.7% 105.8% 72.5%

東
京
芸
術
大
学

国内外
一線級
アートプ
ロデュー
スユニッ
ト誘致を
中核とし
た教育
研究組
織・人材
育成プロ
グラム改
革等によ
る世界展
開力・大
学経営
力強化

国内外一線級のプロ
デューサーやディレ
クター、キュレーター
等との連携・ネット
ワーク基盤を構築
し、我が国のアーティ
スト・作品成果等芸
術文化価値の世界
展開を牽引する『世
界を席巻するアート
プロデュース人材育
成』のための戦略的
な大学院組織整備や
先駆的な人材育成プ
ログラム構築を推進
するとともに大学の
経営力を高めるため
の発信力強化やブラ
ンディング等国際プ
レゼンス向上のため
のマネジメント改革を
実行。

学生がプロデュース・
マネジメント等を行った
演奏会・展覧会等企画
の件数

b b

海外活動実績保有専
任教員数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

27 (2)

平成27年度
中

目標値

（単位：
百万
円）

1,163 1,331 1,498 1,665 1,883 2,000

996

実績値

（単位：
百万
円）

2,406 1,575

158.1%
達成
状況
（率）

206.9% 118.3% 78.8%

自己収入（学生納付金
を除く）・産学連携等研
究収入・寄附金収入の
金額

b b

東
京
芸
術
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

27 3

平成27年度
中

目標値

（単位：
件）

267 283 300 317 333 350

250

実績値

（単位：
件）

269 291

116.4%
達成
状況
（率）

100.7% 102.8% 83.1%

平成27年度
中

目標値

（単位：
件）

178 188 198 215 230 245

168

実績値

（単位：
件）

189 198

117.9%
達成
状況
（率）

106.2% 105.3% 80.8%

東
京
芸
術
大
学

我が国
固有の
芸術文
化力や
産学官
連携基
盤を活か
した教育
研究組
織・人材
育成プロ
グラム改
革等によ
るイノ
ベーショ
ン創出・
国際芸
術拠点
形成

我が国が世界に誇る
芸術文化力を武器
に、世界展開を視野
に入れた産学官連携
基盤を活かしたイノ
ベーション創出等を
担う『世界を先導する
アートイノベーション
人材育成』のための
戦略的な組織整備や
先導的な人材育成プ
ログラム構築を推進
するとともに、”上野
の杜”の芸術文化資
源を活かし、アジアに
おける中核拠点とし
ての機能を抜本的に
強化することにより
世界を代表する『国
際芸術教育研究拠
点』へ飛躍。

芸術系機関・団体との
連携実施数 b b

非芸術系機関・団体と
の連携実施数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

27 (3)

平成27年度
中

目標値

（単位：
件）

128 133 140 160 180 200

123

実績値

（単位：
件）

128 148

120.3%
達成
状況
（率）

100.0% 111.3% 74.0%

東
京
芸
術
大
学

企業・自治体等からの
受託事業等件数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

28 1

平成26年度
末時点

目標値

（単
位：%）

18.0 19.0 20.0 20.7 21.4 22.0

17.0

実績値

（単
位：%）

20.5 21.4

125.9%
達成
状況
（率）

113.9% 112.6% 97.3%

平成26年度
末時点

目標値

（単
位：%）

33 50 62.5 75 87.5 100

31

実績値

（単
位：%）

41 61.9

199.7%
達成
状況
（率）

124.2% 123.8% 61.9%

b

東
京
工
業
大
学

本学は、第３期中期
目標として、『日本の
東工大から世界の
Tokyo Techへ』を基
本方針に掲げ、学長
によるリーダーシップ
型ガバナンス改革
（学長による部局長
指名、役員会による
すべての教員人事配
置・選任制度の導入）
を最大限活用して大
学の総力を結集し世
界のトップクラスの教
育研究体制を構築。
創立150周年を迎え
ようとする2030年を
目処に世界のトップ
10に入るリサーチユ
ニバーシティを目指
す。

世界に
飛翔する
気概と人
間力を備
え、科
学・技術
を俯瞰で
きる優れ
た人材
の輩出

大学の総力を結集し
て教育改革を行う。
学部・大学院を統一
した学院での一貫教
育により、学生の
キャリアパスに沿っ
た能力養成を実施
し、グローバル社会
で活躍できる修士、
世界トップレベルの
研究者・リーダーとな
る博士の輩出を目指
す新しい教育システ
ムを構築する。次代
を切り拓く国際レベ
ルの理工系人材を育
成するため、徹底し
た英語化を推進し、
世界トップレベルの
教育力を培い、自律
的・持続的に教育の
質を向上させる。

外国人留学生の割合 b b

大学院における英語に
よる授業科目の割合 b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

28 (1)

平成26年5月
1日時点

目標値

（単
位：%）

16.0 16.9 17.8 18.8 19.5 20.0

14.7

実績値

（単
位：%）

19.3 20.9

142.2%
達成
状況
（率）

120.6% 123.7% 104.5%

東
京
工
業
大
学

外国人教員等の割合 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

28 2

InCites(トムソ
ン)2010-14

目標値

（単位：
編）

2.44 2.44 2.45 2.47 2.54 2.61

2.38

実績値

（単位：
編）

2.44 2.44

102.5%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 93.5%

InCites(トムソ
ン)2011-2015
※2016年5月
検索値

目標値

（単
位：%）

10.0 10.2 10.4 10.7 12.5 14.60

9.79

実績値

（単
位：%）

10.10 10.65

108.8%
達成
状況
（率）

101.0% 104.4% 72.9%

b a

東
京
工
業
大
学

最先端、
新・融合
領域を開
拓し、イ
ノベー
ションを
牽引する
「世界の
研究ハ
ブ」の実
現

「世界トップ10に入る
リサーチユニバーシ
ティ」を目指し、研究
所、研究センターを
統合した科学技術創
成研究院を創設して
研究管理機能を強化
した上で、世界的な
知と人材の環流を促
す世界の研究ハブを
構築し、さらに健康
医療を始めとする柔
軟性の高い研究組
織を研究ユニットとし
て創出することによ
り、国際競争力の高
い研究を強力に推進
する。これらの取組
を通じて優れた研究
成果とイノベーション
を生み、産業・社会
に貢献する。

全常勤教員１人あたり
の1年間論文数の平均 b a

本学におけるTop10%
論文割合
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

28 (2)

平成27年度

目標値

（単位：
億円）

2.5 4 5.5 7 8.5 10

1

実績値

（単位：
億円）

10.1 6.3

630.0%
達成
状況
（率）

404.0% 157.5% 63.0%

東
京
工
業
大
学

研究ユニットの獲得研
究費 b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

28 東
京
工
業
大
学

3

平成27年度

目標値

（単位：
億円）

21.2 23.9 26.7 29.5 32.2 35

18.4

実績値

（単位：
億円）

21.8 25.0

135.9%
達成
状況
（率）

102.8% 104.6% 71.4%

平成27年度

目標値

（単位：
社(累
計)）

19 21 23 25 27 30

17

実績値

（単位：
社(累
計)）

20 23

135.3%
達成
状況
（率）

105.3% 109.5% 76.7%

研究成
果の社
会実装を
促進する
産学連
携・社会
連携改
革

「世界のトップ10に入
るリサーチユニバー
シティ」を目指して、
研究成果の産業へ
の転化を通じた社会
貢献を旨とする本学
独自の特性を十分に
発揮しながら社会の
変化に先んじて的確
に対応し、産業界に
貢献する。そのため
に、学内者にも学外
者にも利便性の高い
世界トップレベルの
研究環境を整備する
とともに、新たな産学
連携・社会連携推進
プラットフォームを構
築して、未来産業の
創造と科学・技術を
通じた社会変革を実
現する。

共同研究・受託研究費
（民間）の受入額 b a

平成16年度（法人化）
以降の知財収入を本
学にもたらした東工大
発ベンチャーの累計

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

29 東
京
海
洋
大
学

1

平成22年度
から27年度ま
での平均値

目標値

（単位：
%）

74 75 76 77 78 79

73.5

実績値

（単位：
%）

77.8 76.2

103.7%
達成
状況
（率）

105.1% 101.6% 96.5%

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

63 65 67 69 71 73

61

実績値

（単
位：%）

72 66

108.2%
達成
状況
（率）

114.3% 101.5% 90.4%

我が国唯一の海洋系
大学である本学は
「海を知り、守り、利
用する」ための教育
研究の中心拠点とし
て、海洋に関する深
い科学的認識を持
ち、国際的に活躍で
きる高度な人材養成
を行う。
この基本的観点に立
ち、海洋国家である
日本にとって益々重
要となる学術諸分野
の教育・研究の拠点
となり、その水準と独
創性を持って国内外
で高い評価を受ける
大学へと進化発展
し、明日の海洋分野
を担い新たな産業を
創造する人材を育成
する。

海洋産
業人材
育成の
ための
教学マネ
ジメント
システム
整備・充
実

学長のリーダーシッ
プの下、教学マネジ
メントシステムを改善
し、学長が定めたビ
ジョン２０２７に掲げる
国際的な基準を満た
す質の高い教育を保
証するカリキュラムを
組み立て、海洋分野
で世界をリードする
独創的な教育プログ
ラムを構築するため
に、「教育組織の再
編」「教育の質の改
善」「グローバル化へ
の対応」に取り組み、
「海洋産業人材育成
のための教学マネジ
メントシステム整備・
充実」を実現する。

組織的な学修支援体
制強化

水産・海洋系分野関連
業種への就職割合
（水産・海洋系分野関
連業種就職者数/全体
就職者数）

b b

教育資源を活用した教
育効果の最大化
成績向上者割合（GPA
向上者数/学生数）の
第3期中の平均値

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

29 東
京
海
洋
大
学

(1)

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

54 54 60 65 68 70

16.5

実績値

（単
位：%）

57.8 59.3

359.4%
達成
状況
（率）
- 109.8% 84.7%

平成27年度
の派遣実績

目標値

（単位：
人）

80 100 120 138 138 138

69

実績値

（単位：
人）

113 152

220.3%
達成
状況
（率）

141.3% 152.0% 110.1%

グローバル化を踏まえ
た入試及び学部教育
の改善
学年毎英語力向上
（TOEIC L&Rスコア600
点取得状況）

b b

学生の海外派遣の増
加状況（協定校への交
換留学及び各種グ
ローバル教育プログラ
ムによる派遣実績）

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

29 2

平成26年度、
27年度の平
均値

目標値

（単位：
%）

45 46 47 48 49 50

43

実績値

（単位：
%）

45.6 46.6

108.4%
達成
状況
（率）

101.3% 101.3% 93.2%

第2期中期計
画期間中の
平均値

目標値

（単位：
件/年）

137 144 151 159 167 175

137

実績値

（単位：
件/年）

140 167

121.9%
達成
状況
（率）

102.2% 116.1% 95.5%

東
京
海
洋
大
学

我が国唯一の海洋系
大学である本学は
「海を知り、守り、利
用する」ための教育
研究の中心拠点とし
て、海洋に関する深
い科学的認識を持
ち、国際的に活躍で
きる高度な人材養成
を行う。
この基本的観点に立
ち、海洋国家である
日本にとって益々重
要となる学術諸分野
の教育・研究の拠点
となり、その水準と独
創性を持って国内外
で高い評価を受ける
大学へと進化発展
し、明日の海洋分野
を担い新たな産業を
創造する人材を育成
する。

海洋科
学技術
研究にお
ける中核
的拠点
形成

科学技術の未来像を
海洋分野で具現化す
る中心を担いつつ、
海洋・海事・水産各
分野におけるトップク
ラスの研究および産
業界と緊密に連携し
た実学重視の研究を
行うため、本学の強
み・特色である「練習
船」をはじめとする共
同利用施設等のリ
ソース活用を更に促
進し、大学の枠を超
えた産官学連携のグ
ローバルな調査研究
に取り組むことで、海
洋科学技術研究の
中核を担う拠点形成
を目指す。

研究実績および外部
資金獲得についての
総合的な評価指標：

科学研究費の採択率
（新規＋継続）

b b

産学間の研究連携に
ついての評価指標：

企業等との契約に基づ
く年ごとの共同研究件
数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

29 (2)

2010～2015
年（暦年）の
平均値

目標値

（単位：
%）

32 33 34.5 36.0 37.5 38.5

31

実績値

（単位：
%）

35.2 36.3

117.1%
達成
状況
（率）

110.0% 110.0% 94.3%

平成26年度、
27年度の平
均獲得額×
年数
（下記数値は
2年分）

目標値

（単位：
百万
円）

328 674 1,039 1,424 1,830 2,258

622

実績値

（単位：
百万
円）

335 779

125.3%
達成
状況
（率）

- 115.5% 34.5%

国際的な研究連携に
ついての評価指標：

本学のWeb of Science
採録論文（暦年）に占
める国際共著論文の
比率

b b

練習船をはじめとする
共同利用施設等を活
用した研究活動の指
標：

水圏科学フィールド教
育研究センターおよび
附属練習船を利用する
研究について獲得した
競争的資金の累積額
（平成28年度からの累
積額。競争的資金は科
研費および該当する受
託研究費）

b b

東
京
海
洋
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

29 東
京
海
洋
大
学

3 機能強
化に向け
たガバナ
ンス改革 平成28年度

目標値

（単位：
件）

- 2 4 6 8 10

0

実績値

（単位：
件）

- 2

-
達成
状況
（率）

- 100.0% 20.0%

平成27年度
時点

目標値

（単位：
人）

6 12 18 24 30 36

0

実績値

（単位：
人）

6 12

-
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 33.3%

我が国唯一の海洋系
大学である本学は
「海を知り、守り、利
用する」ための教育
研究の中心拠点とし
て、海洋に関する深
い科学的認識を持
ち、国際的に活躍で
きる高度な人材養成
を行う。
この基本的観点に立
ち、海洋国家である
日本にとって益々重
要となる学術諸分野
の教育・研究の拠点
となり、その水準と独
創性を持って国内外
で高い評価を受ける
大学へと進化発展
し、明日の海洋分野
を担い新たな産業を
創造する人材を育成
する。

海洋・海事・水産の
各分野において、社
会が求める研究者を
含む高度専門職業
人を養成するため、
学長のリーダーシッ
プの下、教員配置を
整備するための「教
員配置戦略会議」の
運営及び新しい人事
制度等を導入するた
めの「教員給与制度
改革」の実施を改革
の柱として、効率的・
合理的な管理・運営
が行われるユニバー
シティ・ガバナンスを
実現する。

ＩＲ室による、大学執行
部（学長・副学長）への
可視化・分析データの
提供に基づく制度改革
等の成果件数（累積
値）

c b

教員人事一元化を実
施し、効率的・合理的
な管理・運営を行うた
めの人的財源留保の
達成状況（教授相当人
数換算・累積値）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

29 (3)

平成25
（2013）年度
時点

目標値

（単位：
人）

38 38 39 40 42 43

38

実績値

（単位：
人）

41 40

105.3%
達成
状況
（率）

107.9% 105.3% 93.0%

平成28年度

目標値

（単位：
㎡）

- 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

0

実績値

（単位：
㎡）

- 1,013.4

-
達成
状況
（率）

- 101.3% 20.3%

若手教員（40歳未満）
の人数 b b

最適な学内資源配分
のためのスペース重
点・再配分

c b

東
京
海
洋
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

30 1 理工系
女性リー
ダーの育
成 平成27年度

目標値

（単位：
人）

500 550 600 650 650 650

295

実績値

（単位：
人）

566 694

235.3%
達成
状況
（率）

113.2% 126.2% 106.8%

平成28年度
設置における
入学定員（博
士前期課程）

目標値

（単位：
人）

12 12 12 12 12 12

7

実績値

（単位：
人）

18 18

257.1%
達成
状況
（率）

150.0% 150.0% 150.0%

お
茶
の
水
女
子
大
学

【ビジョン：「高度な専
門知識」「適切に判断
できる見識」「多様な
あり方に対して寛容」
であるグローバル女
性リーダーを育成】

奈良女子大学と共同
で「理系女性教育開
発共同機構」及び
「生活工学共同専
攻」を設置し、両大学
を中心とした理工系
女性リーダー育成拠
点を構築することで、
質・量の両面から優
れた理工系女性リー
ダーを育成する。共
同機構では、各教育
課程での理数科教育
とその環境を見直
し、女子生徒の理数
志向を高める。共同
専攻では、生活科学
と工学を融合した「生
活工学」を創成し、理
工系分野への女性
進出拡大を図る。

理系女性への興味・関
心の状況を測る客観
的評価として、「児童生
徒や保護者等を対象」
とした理系人材育成に
関するシンポジウム・
セミナーの参加者数

c b

工学系大学院に対す
る学生の注目度を測る
指標として、大学院生
活工学共同専攻の博
士前期課程受験者数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

30 (1)

平成25年度
から平成27年
度の平均

目標値

（単位：
人）

60 65 70 75 75 75

54

実績値

（単位：
人）

61 66

122.2%
達成
状況
（率）

101.7% 101.5% 88.0%

工学系女性人材の輩
出状況を測る指標とし
て、理系分野の博士前
期課程修了者の工学
系分野への進学・就職
者数

b b

お
茶
の
水
女
子
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

30 2

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

5 10 15 20 25 30

2

実績値

（単
位：%）

10.8 11.0

550.0%
達成
状況
（率）

216.0% 110.0% 36.7%

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

25 30 35 40 45 50

22.4

実績値

（単
位：%）

29.6 36.7

163.8%
達成
状況
（率）

118.4% 122.3% 73.4%

お
茶
の
水
女
子
大
学

高度な
専門的
知識を有
したグ
ローバル
女性リー
ダーの育
成のた
めの教
育改革

高大接続教育、学
部・大学院一貫教
育、大学院副専攻
キャリア教育を開発・
実施し、高・大、学
部・院一貫の学修
ポートフォリオにより
シームレスな教育高
度化を実現する。大
学間連携による教学
IRを推進し教育の内
部質保証体制を構築
する。筑波大学附属
高校と連携して新た
なプログラムを開発
し、「高度専門職に就
くために必要な資質
能力」及び「新しい時
代に適応し切り拓く
力」を備えた人材を
育成するためのキャ
リア教育を実施す
る。

教育の内部質保証の
改善状況を測る指標と
して、学修ポートフォリ
オを利用する学部・大
学院の学生の割合

b b

学生のグローバル化を
測る指標として、博士
前期課程修了者のうち
学部・大学院在学中に
海外留学した経験のあ
る学生の割合

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

30 (2)

平成27年度
末

目標値

（単位：
校）

5 10 14 16 18 20

3

実績値

（単位：
校）

7 12

400.0%
達成
状況
（率）

140.0% 120.0% 60.0%

お
茶
の
水
女
子
大
学 教学比較IRの拡充によ

る教育の高度化の指
標として、教学比較IR
コモンズに参加する大
学数

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

30 3

平成26年度

目標値

（単位：
機関）

2 3 4 6 8 10

1

実績値

（単位：
機関）

3 5

500.0%
達成
状況
（率）

150.0% 166.7% 50.0%

平成24年度
から平成26年
度までの平均

目標値

（単位：
名）

10 10 15 15 15 15

2

実績値

（単位：
名）

17 13

650.0%
達成
状況
（率）

170.0% 130.0% 86.7%

お
茶
の
水
女
子
大
学

グローバ
ル女性
リーダー
育成の
ための
国際的
教育研
究拠点
形成

グローバル女性リー
ダーを育成し、女性
の更なる活躍推進・
男女共同参画社会
の実現に寄与するた
めに、重点研究領域
として平成27年度に
新設した「グローバ
ル女性リーダー育成
研究機構」を中心
に、国際的ネットワー
クの拡大・国内外か
らの女性研究者招へ
い・新しいグローバル
女性リーダー像の発
信・リーダーシップ教
育の実践等を通じ
て、グローバル女性
リーダー育成のため
の国際的教育研究
拠点を形成する。

グローバル女性リー
ダー育成研究機構を
拠点とした海外機関と
の連携状況

b b

グローバル女性リー
ダー育成研究機構に
おける毎年度の海外
からの女性研究者の
招へい者数

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

30 (3)

平成24年度
から平成26年
度までの平均

目標値

（単位：
件）

5 5 5 5 5 5

1

実績値

（単位：
件）

6 6

600.0%
達成
状況
（率）

120.0% 120.0% 120.0%

お
茶
の
水
女
子
大
学 グローバル女性リー

ダー育成研究機構の
重点研究領域に関す
る学際的国際共同研
究の実施状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

30 【ビジョン：人が一生
を通じて健康で心豊
かに過ごすための研
究・開発による活力
ある社会環境の創
出】

4

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

15 17 20 22 25 30

10

実績値

（単位：
件）

20 23

230.0%
達成
状況
（率）

133.3% 135.3% 76.7%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

15 18 21 25 29 33

11

実績値

（単位：
件）

17 19

172.7%
達成
状況
（率）

113.3% 105.6% 57.6%

b b

お
茶
の
水
女
子
大
学

健康科
学・人間
発達科
学分野
における
国際的
研究拠
点形成

本学の強み・特色で
ある生命科学・生活
科学・人間発達科学
等の分野を結集・融
合し、乳幼児から高
齢者までの心身の健
康と生活向上に資す
る研究・開発と教育
をシームレスに結ぶ
ヒューマンライフイノ
ベーション開発研究
機構を設置。国内外
の大学・研究機関、
企業等と連携し、人
が一生を通じて健康
で心豊かに過ごして
いくための健康イノ
ベーションを社会に
発信するため、健康
科学・人間発達科学
分野における国際的
研究拠点を形成す
る。

健康科学・人間発達科
学分野における社会へ
の影響度を測る指標と
して、当該分野におけ
るニュース・リリース件
数

b b

国内外の大学、研究機
関、企業、行政等との
共同・受託研究等の状
況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

30 (4)

平成27年度
末

目標値

（単位：
報）

50 55 60 65 70 75

50

実績値

（単位：
報）

51 83

166.0%
達成
状況
（率）

102.0% 150.9% 110.7%

お
茶
の
水
女
子
大
学 健康科学・人間発達科

学分野における論文数
の状況 b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

30 5 教育研
究成果
の活用
による社
会貢献

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

9 10 11 12 13 14

8

実績値

（単位：
件）

9 10

125.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 71.4%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

42 56 74 96 120 136

12

実績値

（単位：
件）

45 66

550.0%
達成
状況
（率）

107.1% 117.9% 48.5%

本学では、サイエン
ス＆エデュケーション
センターを中心とし
て、教育委員会との
連携による理科教員
研修や、小・中・高校
のニーズに応じた理
科教育支援を行って
きた。さらに東日本
大震災被災地理科
教育復興支援事業を
通じて得られた調査・
研究結果も蓄積され
ている。これらの教
育研究成果を全国に
実装するために、地
域の教育委員会等と
連携して、災害時に
途切れない理科教育
システムを構築し、
地域理科教育の向
上に寄与する。

地域の減災の拠点とな
る教育委員会や大学
等との、復興支援・減
災を組み込んだ相互
協力に関する協定書
の締結数

c b

被災した学校でも特別
な設備なしで理科実験
ができる、小学校3年
から中学校3年までの
学年毎の単元に対応し
た実験教材を活用した
小学校、中学校の延べ
数
*学習指導要領におけ
る１学年すべての単元
の実験教材[器具、指
導書、アプリ等]

b b

お
茶
の
水
女
子
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

30 (5)

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

9 90 132 186 252 324

4

実績値

（単位：
件）

13 94

2350.0%
達成
状況
（率）

144.4% 104.4% 29.0%

お
茶
の
水
女
子
大
学

被災した小学校3年か
ら中学校3年までの全7
学年で、災害時に途切
れることのない理科教
育システム構築のため
のコンテンツの活用状
況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

31 電
気
通
信
大
学

1

平成27年度
末

目標値

（単位：
名）

80 82 84 86 88 96

78

実績値

（単位：
名）

80 82

105.1%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 85.4%

平成27年度
末

目標値

（単位：
%）

7.2 7.7 8.3 8.9 9.4 10.0

6.6

実績値

（単位：
%）

7.2 7.8

118.2%
達成
状況
（率）

100.0% 101.3% 78.0%

本学は、目指すべき
大学像を「UECビジョ
ン」として策定し、ビ
ジョンの実現に向け
て、改革を着実に進
めているところであ
る。このビジョンにお
いては、人間と人間、
自然、社会、人工物
との間に存在する相
互作用を広義のコ
ミュニケーションとし
て捉え、その本質と
意義を理解し、機能
的に向上させることを
目的とした｢総合コ
ミュニケーション科
学｣に係る教育研究
の世界的拠点を目指
すことを、教育研究
の総合戦略として掲
げている。
この「UECビジョン」を
踏まえながら、更にそ
の先の不断な発展に
向けた挑戦として、更
なる学長のリーダー
シップを発揮し、以下
の改革を推進し教育
研究の機能強化を実
現する。

情報通
信領域を
先導する
特色ある
教育研
究の戦
略的推
進

本学の強み・特色で
ある情報通信領域
は、本学の創設の目
的と、大学の名の由
来として、社会からそ
の発展・革新への貢
献を強く要請されて
いる領域である。こ
の社会の要請に応え
るべく、本学ならでは
の教育研究の推進
により情報通信領域
をリードし、｢総合コ
ミュニケーション科
学｣を実践する教育
研究の世界的拠点を
実現させるため、組
織の再編成、ガバナ
ンス改革を含む特色
ある教育研究の取組
を推進する。

常勤で勤務している40
歳未満の若手教員数 b b

専任教員に占める外
国人教員の割合

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

31 電
気
通
信
大
学

(1)

平成27年度
末

目標値

（単位：
%）

90.0 91.0 92.0 93.0 94.0 95.0

89.0

実績値

（単位：
%）

91.4 92.0

103.4%
達成
状況
（率）

101.6% 101.1% 96.8%

①イノベーションを創出
するための教育研究組
織の再編成とその検証
②強み・特色を最大限に
活かした世界水準の教
育研究の推進及び先端
的研究拠点の形成
③社会的課題を意識した
ソリューションを創出する
ための革新的学際分野
の創造と諸組織や地域、
産業界等との協働
④教育研究の活性化に
繋がる人事・給与システ
ムの実施
更に、上記を推進する上
で、自ら改善・発展する
仕組みを構築し、不断に
改革を実行する。

情報・通信系、理工系
職種への就職比率 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第２期中期目
標期間

目標値

（単位：
延べ件
数）

5 8 11 14 17 19

12

実績値

（単位：
延べ件
数）

5 8

66.7%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 42.1%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

4 4 5 5 5 6

3

実績値

（単位：
件）

4 5

166.7%
達成
状況
（率）

100.0% 125.0% 83.3%

2 『光る』研
究（オプ
ティクス
分野）
で、最先
端研究
拠点を形
成

本学の強み・特色で
ある情報通信領域の
中でも、特に突出し
た力を有する光科学
（オプティクス）分野を
最大限に活かし、学
長のリーダーシップ
の下重点的に資源を
再配分し、世界水準
の最先端研究の推
進と、高度専門性を
身に付けたイノベー
ティブ人材育成の展
開拠点を形成する。

光科学（オプティクス）
分野における科研費の
新規採択数 b b

光科学（オプティクス）
分野における被引用数
が当該分野のCNCI値
（世界平均引用数）の３
倍を超える論文の数 b b

31 電
気
通
信
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

31

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

60 64 68 72 76 80

51

実績値

（単位：
件）

72 64

125.5%
達成
状況
（率）

120.0% 100.0% 80.0%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

6 6 7 8 9 10

3

実績値

（単位：
件）

6 7

233.3%
達成
状況
（率）

100.0% 116.7% 70.0%

3 特色ある
研究を融
合させた
革新的
学際・融
合分野を
創造

学長のリーダーシッ
プの下、本学が強み
とする情報・通信・電
子・ロボティクス・光
科学などの情報通信
領域の諸分野の協
働を推進し、かつ他
の領域との協働に積
極的に取り組むこと
で、情報通信領域の
諸分野の高い実力を
最大限に活用し、社
会的課題のソリュー
ション創出を実現す
る革新的な学際・融
合分野の創造を推進
する。創造された学
際・融合分野に対し
て、資源の再配分に
よりヒト、スペースを
拡充し、分野横断的
な広い視野と革新的
研究を切り開くイノ
ベーティブな人材の
育成と、｢総合コミュ
ニケーション科学｣を
実践する世界水準の
研究の展開を、加速
度的に推進する。

人工知能分野に関す
る査読付き国際発表論
文の採択数 b b

国内外の大学や研究
機関等とのスマートグ
リッド技術に関する共
同研究の件数 b b

電
気
通
信
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

31

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

5 6 7 8 9 10

5

実績値

（単位：
件）

7 8

160.0%
達成
状況
（率）

140.0% 133.3% 80.0%

電
気
通
信
大
学

(3)

脳科学分野に関する
国際誌における論文の
採択数 b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

32 一
橋
大
学

1

H27年度末

目標値

（単位：
位）

全国１位 全国１位 全国１位 全国１位 全国１位 全国１位

全国１位

実績値

（単位：
位）

全国１位 全国１位

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

H27年度末

目標値

（単位：
本）

45 90 135 180 225 270

144

実績値

（単位：
本）

59 111

77.1%
達成
状況
（率）

131.1% 123.3% 41.1%

b b

グローバル化の進む
世界において、社会
改善への貢献と高度
な人材の育成という
使命を達成するた
め、一橋大学の特色
と強みを生かした機
能強化に取り組み、
研究・教育の更なる
高度化と国際化を推
進して、社会科学に
おける世界最高水準
の教育研究拠点を目
指す。

社会科
学高等
研究院を
中核とす
る世界最
先端の
研究の
推進

学長直属の研究組
織である社会科学高
等研究院を中核に、
世界及び日本におけ
る喫緊の社会的課題
解決を目指し、学際
的に取り組む研究プ
ロジェクトを企画・立
案し、重点的に資源
を投入する。また、各
研究領域を先導する
海外の研究者を随時
招聘して国際共同研
究を活性化させ、各
分野のトップジャーナ
ルに掲載される論文
など、世界最高水準
の研究成果を生み出
す。

科研費採択率の高水
準維持（全国1位） b a

（戦略1にかかる）
査読付英語論文数
(累計)
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

32 一
橋
大
学

(1)

H27年度末

目標値

（単位：
件）

14 16 19 21 23 26

12

実績値

（単位：
件）

23 28

233.3%
達成
状況
（率）

164.3% 175.0% 107.7%

社会科学高等研究院
における共同研究数 b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

32 一
橋
大
学

2

H27年度末

目標値

（単位：
位）

200位以
内
180位以
内
160位以
内
140位以
内
120位以
内
100位以
内

Employer
Reputation指
標：
対象外（ラン
ク890位の外）

実績値

（単位：
位）

196位 139位

640.3%
達成
状況
（率）

102.0% 129.5% 71.9%

H27年度末

目標値

（単位：
位）

全国１位 全国１位 全国１位 全国１位 全国１位 全国１位

全国１位

実績値

（単位：
位）

全国１位 全国１位

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

世界最
高水準
のプロ
フェッショ
ナル・
スクール
の構築

日本で最高の評価を
得ているビジネス、
法、政策等のプロ
フェッショナル教育を
行う一橋大学が、そ
の機能を一層強化
し、国際的に通用す
る高度専門職業人の
養成を行う。そのた
め、既存の商学研究
科、法学研究科、国
際企業戦略研究科
の資源を効果的に集
中させ、２つのプロ
フェッショナル・スクー
ルに再編統合し、世
界最高水準のプロ
フェッショナル・スクー
ルを構築する。また、
人口の高齢化ととも
に社会的ニーズが極
めて高まっている医
療・介護、社会保障
等の分野における高
度専門職業人を養成
する新しい教育プロ
グラムを創設する。

QS世界大学ランキン
グにおけるEmployer
Reputation指標の順位
（総合）

b b

司法試験累積合格率
（全国1位） b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

32 一
橋
大
学

(2)

H27年度末

目標値

（単位：
%）

40 60 60 80 80 100

40

実績値

（単位：
%）

60 80

200.0%
達成
状況
（率）

150.0% 133.3% 80.0%

ビジネススクールの質
の向上 b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

32 一
橋
大
学

3 質の高
いグロー
バル人
材の育
成

H27年度末
目標値

（単位：
人）

740 760 770 780 790 800

732

実績値

（単位：
人）

766 858

117.2%
達成
状況
（率）

103.5% 112.9% 107.3%

H27年度末

目標値

（単位：
人）

620 962 1324 1706 2108 2530

309

実績値

（単位：
人）

639 1085

351.1%
達成
状況
（率）

103.1% 112.8% 42.9%

質の高いグローバル
人材を育成するため
に、基盤的情報を得
るために必要な調査
を随時実施し、過去
のデータを分析して
カリキュラムを改革
し、その質を高めると
ともに、国際通用性
の高い教育システム
を構築していく。ま
た、この教育システ
ムの基盤の上に、学
生の国際流動性を実
際に高めていくため
の各種施策を組み合
せ実施するとともに、
高大接続改革の一
環として、各学部独
自のアドミッション・ポ
リシーに基づき、全
学部で推薦入試を導
入する。

外国人留学生数 b b

推薦入試の全学実施
及び新学期制の導入
に伴う
海外派遣学生の増加
状況（累計）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

32 一
橋
大
学

(3)

H27年度末
目標値

（単位：
点）

510 520 520 520 520 520

509

実績値

（単位：
点）

513 520

102.2%
達成
状況
（率）

100.6% 100.0% 100.0%

学部学生の在学中の
英語能力の向上度合
（TOEFL-ITPの平均
点）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

32 一
橋
大
学

4

H27年度

目標値

（単位：
百万
円）

9.0 19.2 30.7 43.7 58.4 75.1

8

実績値

（単位：
百万
円）

11 29

362.5%
達成
状況
（率）

122.2% 151.0% 38.6%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

4 4 4 5 5 6

4

実績値

（単位：
件）

5 6

150.0%
達成
状況
（率）

125.0% 150.0% 100.0%

グローバル化の進む
世界において、社会
改善への貢献と高度
な人材の育成という
使命を達成するた
め、一橋大学の特色
と強みを生かした機
能強化に取り組み、
研究・教育の更なる
高度化と国際化を推
進して、社会科学に
おける世界最高水準
の教育研究拠点を目
指す。

社会の
新たな
ニーズに
応える教
育研究
の強化

刻々と変化する社会
ニーズに対応するた
め、またそれに即し
た政策に呼応して、
社会科学系の知を実
社会の変革と人材育
成にタイムリーに結
びつけるための取組
を企画立案し、実行
していく。社会・政策
ニーズに合わせて社
会科学の基盤的な知
を教育研究に活用す
るという両者のイン
ターフェース部分で
のすりあわせに重点
的に取り組み、政策
課題を積極的に先取
り、あるいはそれに
即応していくための
新たな活動を組織化
していく。戦略１から
戦略３までの「社会
科学における世界最
高水準の教育研究
拠点」の基盤を構築
する戦略に対して、
戦略４は、その基盤
の上に、社会・政策
への対応を原動力と
して教育研究を進め
るための機動的な戦
略部分を担う。

民間企業からの外部
資金の獲得状況
（累計）

b a

民間企業・自治体との
共同研究プロジェクト
数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

32 一
橋
大
学

(4)

H29年度末

目標値

（単位：
%）

50 50 60 80 100

50

実績値

（単位：
%）

50

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 50.0%

ホスピタリティ・マネジメ
ント・プログラムの質の
向上

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

33 1 教育戦
略

平成27年度

目標値

（単位：
%）

8.20 8.90 9.60 10.30 11.00 11.77

8.17

実績値

（単位：
%）

8.24 9.23

113.0%
達成
状況
（率）

100.5% 103.7% 78.4%

平成28年度

目標値

（単位：
点）

470.00 480.00 490.00 500.00 510.00 520.00

468.25

実績値

（単位：
点）

485.39 485.27

103.6%
達成
状況
（率）

103.3% 101.1% 93.3%

横
浜
国
立
大
学

学長のリーダーシッ
プを十分発揮し、戦
略的かつ機動的な資
源再配分の下、横
浜・神奈川に立地し、
本学の強み・特色あ
る国際レベルの実践
的で高度な教育研究
機能の強化と外国人
留学生受入実績の優
位性を活かしたグ
ローバルキャンパス
環境に拡充し、世界
に向けた新たな「知」
を創造・発信していく
ことで、「21世紀グ
ローバル新時代で活
躍できる人材育成で
世界を目指し、将来
の社会の在り方を提
示する都市型文理融
合大学」を目指す。

21世紀グローバル新
時代に国際社会で活
躍する人材育成の目
標達成に向けて、理
工学府、環境情報学
府改組を契機に「大
学院教育強化推進セ
ンター」設置による全
学一体の大学院改
革とともに、都市科
学部設置による全学
一体学部改革の推
進および「高大接続・
全学教育推進セン
ター」設置による高大
接続システムの高度
化、高年次履修シス
テムや副専攻プログ
ラム等の導入による
「ＹＮＵグローバル教
育コア」の構築を実
現するものである。

グローバルキャンパス
化推進による外国人留
学生受入率
【年度ごと】

b b

高大接続システム改革
によるTOEFL-ITP
（Level1）英語統一テス
ト平均値
【年度ごと】

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

33 (1)

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
%）

4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0

3.5

実績値

（単位：
%）

6.5 7.3

208.6%
達成
状況
（率）

144.4% 146.0% 104.3%

第2期中期目
標期間平均

目標値

（単位：
%）

95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1

95.1

実績値

（単位：
%）

96.6 96.2

101.2%
達成
状況
（率）

101.6% 101.2% 101.2%

ＹＮＵグローバル教育
コア構築による日本人
学生の海外体験率
【年度ごと】

b a

全学一体の学部改革
および大学院改革によ
る就職率の向上
【第3期累積】

b b

横
浜
国
立
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

33 2 研究戦
略

第2期中期計
画期間平均

目標値

（単位：
%）

10.3 10.8 11.3 11.8 12.4 13.0

9.8

実績値

（単位：
%）

13.6 13.75

140.3%
達成
状況
（率）

132.0% 127.3% 105.8%

第2期中期計
画期間累積

目標値

（単位：
件）

1 2 3 4 5 6

5.00

実績値

（単位：
件）

2 3

60.0%
達成
状況
（率）

200.0% 150.0% 50.0%

横
浜
国
立
大
学

「超スマート社会」へ
の変革に備え、各種
リスクの存在を見据
えた事前の対応を可
能とするリスク共生
社会実現のため、「リ
スク共生学」を創出
する「先端科学高等
研究院」を本学の強
みとする、より先鋭的
な文理融合拠点とし
て展開し、社会ニー
ズの分析及び社会実
装の拠点となる「リス
ク共生社会創造セン
ター」との連携によっ
て『研究戦略におけ
る3つの精神』の結実
を目指す。

外部資金比率
【第3期累積】 b b

第3期中期計画期間に
おける科研費基盤（S）
の新規採択累積件数
【第3期累積】

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

33 (2)

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
件）

0.303 0.318 0.332 0.347 0.361 0.376

0.289

実績値

（単位：
件）

0.328 0.394

136.3%
達成
状況
（率）

108.3% 123.9% 104.8%

教員一人あたりにおけ
る民間企業との共同研
究件数
【年度ごと】

b b

横
浜
国
立
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

33 3 国際・地
域戦略

平成26年度
及び27年度
平均

目標値

（単位：
件）

0.1007 0.1055 0.1103 0.1151 0.1199 0.1247

0.0959

実績値

（単位：
件）

0.1078 0.1122

117.0%
達成
状況
（率）

107.1% 106.4% 90.0%

平成27年度

目標値

（単位：
%）

8.20 8.90 9.60 10.30 11.00 11.77

8.17

実績値

（単位：
%）

8.24 9.23

113.0%
達成
状況
（率）

100.5% 103.7% 78.4%

横
浜
国
立
大
学

グローバル新時代で
活躍するには、グ
ローバルな視座を有
し、ローカルな課題に
対応できるイノベー
ティブな能力が必須
である。このことか
ら、本戦略では、地
域・国際面での課題
を解決するための教
育研究拠点としての
活動を充実させるこ
とで人材育成に寄与
し、さらに成果の発
信・還元を推進する
ことで、地域社会の
再生や新興国の持
続可能な成長へ貢献
し、将来の社会の在
り方を提示していくこ
とを狙いとする。

教員一人あたりの地方
公共団体または同一
県内民間企業との外
部資金（共同研究・受
託研究）獲得件数
【年度ごと】

b b

グローバルキャンパス
化推進による外国人留
学生受入率
【年度ごと】
【再掲】

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

33 (3)

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
%）

4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0

3.5

実績値

（単位：
%）

6.5 7.3

208.6%
達成
状況
（率）

144.4% 146.0% 104.3%

横
浜
国
立
大
学

ＹＮＵグローバル教育
コア構築による日本人
学生の海外体験率
【年度ごと】
【再掲】

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度
末時点

目標値

（単位：
プログ
ラム）

- 24 24 30 42 -

-

実績値

（単位：
プログ
ラム）

- 24

-
達成
状況
（率）
- 100.0% -

平成28年度
末時点

目標値

（単位：
人）

- 18 45 90 140 -

-

実績値

（単位：
人）

- 32

-
達成
状況
（率）
- 177.8% -

新潟大
学型質
保証によ
る学位プ
ログラム
の推進を
中核とし
た教学シ
ステム改
革
－人材
養成シス
テム改革
－

本学の先導的教育
改革による資源（全
学科目化、分野・水
準表示法、主専攻・
副専攻プログラム
等）を最大限活用し、
既存学部再編と学生
自身が学修をデザイ
ンする到達目標創生
型の創生学部新設
の２つを起点に教育
改革を断行する。
教育組織再編・強
化・改善のサイクル
を継続的に実施する
ため、学習機会の柔
軟化や国際基準の
質保証と、全学組織
再編等を通じた本部
との連携に基づく教
学ガバナンス強化に
よって、全学の改革
を加速させる。

日本海側に立地する
大規模総合大学の特
性を踏まえ、医療分
野をはじめ分野横断
的な教育研究拠点と
して存立し、地域貢
献及び強み・特色あ
る分野の課題に重点
的に取組む。
日本海側広域の課題
解決への貢献を通じ
て地域社会における
国立大学の役割を積
極的に果たすととも
に、将来急激な高齢
化等の社会的課題へ
の直面が予期される
対岸アジア社会を基
点とした国際交流
ネットワーク強化を通
じて得られた成果を
国内地域社会へも還
元する。

総合大学の豊かな教
育リソースを学部の枠
を超えて活用する創生
学部への学内教員の
参画数

教育プログラム評価に
基づき見直したプログ
ラム数

b b

b b

34 新
潟
大
学

1
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度
末

目標値

（単位：
人）

- 240 420 600 780 960

34 新
潟
大
学

(1)

-

実績値

（単位：
人）

- 275 b b
クォーター制における
学外学修への参加状
況

-
達成
状況
（率）
- 114.6% 28.6%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

H27年度末

目標値

（単位：
件）

157 169 180 192 204 215

145

実績値

（単位：
件）

160 176

121.4%
達成
状況
（率）

101.9% 104.1% 81.9%

H27年度末

目標値

（単位：
人）

1,118 1,167 1,217 1,266 1,315 1,365

1,069

実績値

（単位：
人）

1,039 1,200

112.3%
達成
状況
（率）

92.9% 102.8% 87.9%

「環東ア
ジア」地
域教育
研究拠
点形成と
地域社
会への
還元シス
テム構築
－社会
貢献シス
テム確立
－

全学司令塔の下に、
日本海側中央にある
新潟の地から環東ア
ジア地域へ、環東ア
ジア地域から新潟の
地への社会還元型
の相互連携強化を目
的とした部局横断の
ネットワーク型教育
研究拠点を形成す
る。
知・地の拠点として、
環東アジア地域にお
ける文化・歴史、政
治・経済、医療、産業
技術等の課題提起・
提言による教育研究
成果の発信、社会で
活躍する人材輩出等
を通じた社会還元効
果を高めるべく域内
プラットフォームの機
能を強化する。

環東アジア地域の大学
等機関との大学間交
流協定及び部局間交
流協定に基づく学生交
換協定（DDP協定を含
む）の件数

環東アジア地域におけ
る外国人留学生の受
入及び日本人学生の
派遣人数

b b

b b

34 新
潟
大
学

2
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
機関数
）

12 15 18 21 24 27

9

実績値

（単位：
機関数
）

14 20

222.2%
達成
状況
（率）

116.7% 133.3% 74.1%

平成27年度

目標値

（単位：
千円）

257,346 285,876 314,406 342,936 371,466 400,000

228,816

実績値

（単位：
千円）

283,302 354,239

154.8%
達成
状況
（率）

110.1% 123.9% 88.6%

共同研究の契約金額 b a

新潟県市町村その他
機関との連携協定の
締結数

b b

34 新
潟
大
学

(2)
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年末

目標値

（単位：
件）

6,684 6,868 7,052 7,236 7,420 7,605

6,500

実績値

（単位：
件）

6,756 7,522

115.7%
達成
状況
（率）

101.1% 109.5% 98.9%

平成27年末
時点

目標値

（単位：
報）

755 774 792 811 829 848

737

実績値

（単位：
報）

763 788

106.9%

達成

状況
（率）

101.1% 101.8% 92.9%

健康長
寿と安
全・安心
社会の
未来科
学創生
に向けた
超域研
究ネット
ワーク形
成
－イノ
ベーショ
ン創出環
境醸成
－

健康長寿と安全・安
心社会形成への貢
献のため、先駆的研
究によるイノベーショ
ン創出と次世代人材
養成の機能を強化す
る。
そのため総合大学の
強みを活かし、脳・神
経科学をはじめ医歯
学分野、災害・復興
科学分野などにおけ
るＩｏＴ・ビッグデータ
利活用や環境エネル
ギー研究開発など分
野を超えた連携・融
合研究すなわち「超
域」研究の活性化に
つながるテーマに重
点的に取り組み、国
内外における分野
間・研究者コミュニ
ティ間のネットワーク
拠点へと進展させ
る。

新分野「システム脳病
態学」の創成に向けた
脳科学・神経精神疾患
関連の直近6年間の研
究総論文数

b b

論文被引用数の直近6
年間平均値 b b

34 新
潟
大
学

3
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
ユニッ
ト　）

15 30 45 60 75 90

0

実績値

（単位：
ユニッ
ト　）

11 30

-
達成
状況
（率）

73.3% 100.0% 33.3%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

8 9 10 11 12 14

7

実績値

（単位：
件）

8 11

157.1%
達成
状況
（率）

100.0% 122.2% 78.6%

b b

新たに設置した学際的
な研究ユニットの累計
数

b b

国際会議（シンポジウ
ム、研究会等）開催数
の直近6年間平均値

(3)34 新
潟
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
目標値
（単位：
単元）

22 46 72 100 130 162

20
実績値
（単位：
単元）

26 88

440.0%
達成
状況
（率）

118.2% 191.3% 54.3%

平成27年度
目標値
（単位：
%）

82.7% 82.7% 82.7% 82.7% 82.7% 82.7%

82.7%
実績値
（単位：
%）

82.7% 82.8%

100.1%
達成
状況
（率）

100.0% 100.1% 100.1%

日本のものづくり地
域及び世界の次世代
戦略地域の活性化、
発展を牽引し、技学
に基づく産業創造
リーダー育成を自律
的に持続発展させる
大学

高度もの
づくり人
材育成を
目指す
技学教
育の継
続的発
展

高度な技学力を持
ち、未踏領域・未踏
分野に挑戦し、技術
イノベーションを興せ
るタフなグローバル
イノベーション技術者
を育成すべく、「教育
戦略本部」を設置し、
学生の主体的・能動
的な学びを支援する
施設・設備の整備、
教育改革プログラム
の高度化、高専・技
大連携教育と入試の
一体的改革を推進す
るとともに、日本人学
生の英語力強化、留
学生受入れの倍増を
支える受入れ支援・
混住型宿舎整備等、
国際連携教育プログ
ラムの基盤を強化す
る。

高専等との協働教育に
おけるe-leaningコンテ
ンツ作成数の増加状
況（累計）

企業や外部機関にお
いて単位取得を伴う長
期実習を行った学生
（修士課程等）の割合

c b

c b

135 長
岡
技
術
科
学
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
目標値
（単位：
%）

16.8% 17.8% 18.9% 19.9% 21.0% 22.0%

(1)35 長
岡
技
術
科
学
大

15.7%
実績値
（単位：
%）

17.7% 19.5%
全学生に対する外国
人留学生比率の増加
状況

b b

大
学

124.2%
達成
状況
（率）

105.4% 109.6% 88.6%

223



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年
目標値
（単位：
%）

20.9% 22.3% 23.7% 25.1% 26.5% 27.9%

19.5%
実績値
（単位：
%）

26.2% 26.2%

134.4%
達成
状況
（率）

125.4% 117.5% 93.9%

第2期中期目
標期間中の
平均値
（H22～H27）

目標値
（単位：
件）

281 429 582 740 903 1071

138
実績値
（単位：
件）

285 467

338.4%
達成
状況
（率）

101.4% 108.9% 43.6%

日本のものづくり地
域及び世界の次世代
戦略地域の活性化、
発展を牽引し、技学
に基づく産業創造
リーダー育成を自律
的に持続発展させる
大学

未来技
術分野
での世
界レベル
研究拠
点の形
成と地域
産業の
活性化

本学の強みである3
研究分野を中核にし
た「未来技術科学創
造教育研究機構」に
おいて、3分野の深
化と融合・フロンティ
ア研究の推進によ
り、安全・安心・低環
境負荷指向型未来
社会構築の拠点を形
成する。さらに「技学
グローバルセンター」
を組織整備し、全国
高専モデル地域・海
外連携大学とのネッ
トワークを基に地域と
一体となって産学官
連携の戦略を策定
し、起業人材育成と
研究開発へと展開し
国内外の地域産業を
活性化する。

学内組織の整備によ
る、企業との共同研究
件数の増加状況（累
計）

b b

b b

海外の先導的な研究
機関との共同研究を増
加させることによる、海
外研究機関との共著
論文数割合の増加状
況

235 長
岡
技
術
科
学
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間中の
平均値
（H22～H27）

目標値
（単位：
人）

52 78 104 130 156 182

26
実績値
（単位：
人）

57 82

315.4%
達成
状況
（率）

109.6% 105.1% 45.1%

平成27年度ま
での累計数

目標値
（単位：
件）

7 11 15 19 23 27

3
実績値
（単位：
件）

9 14

466.7%
達成
状況
（率）

128.6% 127.3% 51.9%

企業との国際共同研
究実施件数の増加状
況（累計）

より深い産学連携の貢
献のため、技術開発セ
ンターを中心とした客
員教員の地位を確立
することによる、企業
からの客員教員数（累
計）

b b

b b

(2)35 長
岡
技
術
科
学
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
中

目標値
（単位：
件）

0 10 20 30 40 51

0
実績値
（単位：
件）

4 10

-
達成
状況
（率）
- 100.0% 19.6%

第2期中期目
標計画期間
中

目標値
（単位：
人）

58 63 68 72 76 80

53
実績値
（単位：
人）

59 66

124.5%
達成
状況
（率）

101.7% 104.8% 82.5%

学部学生の５～６カ月
間の長期海外実務訓
練への派遣学生数の
増加状況

b b

日本のものづくり地
域及び世界の次世代
戦略地域の活性化、
発展を牽引し、技学
に基づく産業創造
リーダー育成を自律
的に持続発展させる
大学

技科大と
高専が
連携・協
働したグ
ローバ
ル・イノ
ベーショ
ン人材の
育成

高専・本学の教員・
学生の連携によるも
のづくり地域の活性
化を通したグローバ
ル・イノベーション人
材育成のため、「技
学イノベーション推進
センター」を核とする
GI-netを基盤とした
高専・ものづくり地域
網との連携による教
育・研究、「国際連携
センター」を核とする
各地域・海外拠点網
との交流による国内
外地域の継続的発
展への貢献および本
学・高専教員の継続
的養成を推進し、さら
に学生ドリブンの新し
い地域貢献を目指
す。

b b

高専と企業を含む共同
研究件数の増加状況

335 長
岡
技
術
科
学
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
目標値
（単位：
件）

1.00 1.22 1.44 1.66 1.88 2.10

(3)35 長
岡
技
術
科
学
大

0
実績値
（単位：
件）

1.32 1.24

高専との共同研究１件
当たりの高専生及び大
学院生の学会発表件
数の増加状況

b b

大
学

-
達成
状況
（率）

132.0% 101.6% 59.0%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値
（単
位：%）

10% 12% 14% 16% 18% 20%

8%
実績値
（単
位：%）

10.9% 12.3%

153.8%
達成
状況
（率）

109.0% 102.5% 61.5%

平成27年度
末までの累計
数

目標値
（単位：
件）

1 5 9 13 17 21

0
実績値
（単位：
件）

2 10

-
達成
状況
（率）

200.0% 200.0% 47.6%

日本のものづくり地
域および世界の次世
代戦略地域の活性
化、発展を牽引し、技
学に基づく産業創造
リーダー育成教育を
自律的に持続発展さ
せる大学

4 大学運
営組織
の自己
改革－
教育・研
究・運営
改革－

年俸制及びクロスア
ポイントメント制度の
積極的活用等による
若手教員や民間企
業経験者など多様か
つ専門性の高い人材
の確保、IRに基づく
戦略的・客観的な資
源の再配分、及び監
事や外部有識者の
意見の積極的活用
によるガバナンス強
化により、大学運営
組織の自己改革を推
進する。

テニュアトラック制度等
やIR機能強化による戦
略的な教員採用等を
活用した年俸制教員の
割合の増加状況

ＩＲ推進室が執行部、学
内委員会及び各部署
に提言した件数（累計）

b b

b b

35 長
岡
技
術
科
学
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
%）

50 50 66.5 71 75.5 80

12.3

実績値

（単位：
%）

20.2 62

504.1%
達成
状況
（率）

40.4% 124.0% 77.5%

平成28年度

目標値

（単位：
人）

21 21 21 21 21 21

21

実績値

（単位：
人）

21 21

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

　教員養成の先導的
なモデル大学として、
日本の未来を担う子
供たちに求められて
いる能力を最大限に
引き出すことのできる
教員の養成・再教育
を大学院に重点を置
いて行い、活力のあ
る豊かな社会を創り
上げる人材を生みだ
す教育を実現し、地
域や社会に貢献す
る。

次世代
のため
の新たな
教員養
成教育
課程の
開発・導
入

　思考力を中核とし、
それを支える基礎力
と、教育に応用でき
る実践力で構成され
る「育成すべき能力」
と豊かな教養、使命
感、人間愛等（「21世
紀を生き抜くための
能力＋α」）を備えた
教員を養成するた
め、新学習指導要領
に対応する新たな教
育課程の開発・導入
及び修士課程の機
能を教職大学院に移
行するものである。
　また、アクティブ・
ラーニングを積極的
に取り入れ、学生の
主体的、協働的な学
修を深め、児童・生
徒に主体的・協働的
な学びを指導できる
能力を備えた教員を
養成する。

b b

b b
授業科目におけるアク
ティブ・ラーニング実施
率

附属学校教員による教
員養成実地指導講師
としての授業参加人数

136 上
越
教
育
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
%）

35.0 38.0 41.0 44.0 47.0 50.0

(1)36 上
越
教
育
大
学

34.0

実績値

（単位：
%）

35.9 38.0
学校現場での指導経
験を有する大学教員の
割合

b b

111.8%
達成
状況
（率）

102.6% 100.0% 76.0%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成25～27
年度
（平均）

目標値

（単位：
延べ学
校数）

40 40 40 41 69 85

41

実績値

（単位：
延べ学
校数）

46 41

100.0%
達成
状況
（率）

115.0% 102.5% 48.2%

平成25～27
年度
（平均）

目標値

（単位：
累計回
数）

190 380 570 760 950 1140

188

実績値

（単位：
累計回
数）

193 383

203.7%
達成
状況
（率）

101.6% 100.8% 33.6%

2 地域・学
校現場
における
課題解
決型プロ
グラムの
開発・体
系化

　現代的教育課題の
解決に向けた教育研
究を推進するため、
教育委員会や学校
現場等との連携体制
を強化するとともに、
学校現場における指
導経験を有する者や
教育実践に関する研
究実績を有する研究
者等を配置するな
ど、教育研究実施体
制を強化し、支援に
係る組織体制を充実
する。

学校現場の課題解決
に資するセミナー等の
累計開催回数

b b

b
教育現場での課題解
決のための連携協力
校数

b

36 上
越
教
育
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
目標値

（単位：
件数）

15 15 20 20 20 20

(2)上
越
教
育
大
学

36

15

実績値

（単位：
件数）

16 19 b教育行政機関等との
事業取組数 b

126.7%
達成
状況
（率）

106.7% 126.7% 95.0%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第２期中期目
標期間平均

目標値

（単位：
%）

80 80 80 80 80 80

80.0

実績値

（単位：
%）

81.5 80.6

100.8%
達成
状況
（率）

101.9% 100.8% 100.8%

第２期中期目
標期間平均

目標値

（単位：
%）

80 80 80 80 80 80

79.5

実績値

（単位：
%）

77.7 81.1

102.0%
達成
状況
（率）

97.1% 101.4% 101.4%

3 入学から
卒業・修
了までの
一貫した
総合的
な学生
支援の
構築

　学生の教員への就
職を見据えた、学校
でのボランティア活
動等の体系化の推
進や、地域における
学生の自主的で多様
な学びの機会の充
実、これらの活動を
支援する体制を強化
するとともに、学生へ
の支援を客観的に検
証できるシステムを
開発し、導入すること
で、教職キャリアのた
めの総合的な修学・
就職支援を構築する
ことにより、入学から
卒業・修了までの一
貫した総合的な学生
支援を行う。

大学院修了者の教員・
保育士就職率(修了生
から現職教員、進学者
及び外国人留学生を
除く)

b b

学部卒業者の教員・保
育士就職率(卒業生か
ら進学者を除く)

b b

36 上
越
教
育
大
学

233



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
人）

460 470 500 512 512 512

(3)36 上
越
教
育
大
学

457

実績値

（単位：
人）

463 491
ボランティア活動等に
おける参加学生人数 b b

107.4%
達成
状況
（率）

100.7% 104.5% 95.9%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成27年度
（平成28年度
入試）

目標値

（単位：
人）

4 17 17 20 40 49

4

実績値

（単位：
人）

4 17

425.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 34.7%

平成27年度

目標値

（単位：
満足度
5段階）

3.86 3.88 3.90 3.92 3.93 3.94

3.86

実績値

（単位：
満足度
５段
階）

3.92 3.96

102.6%
達成
状況
（率）

101.6% 102.1% 100.5%

37 富
山
大
学

富山大学は，第3期
中期目標期間におい
て，全国的な教育研
究拠点，地域活性化
の中核拠点等の機能
強化に向けて，全学
的なマネジメント体制
を確立する。
このため，教育にお
いては，カリキュラム
改革や教育方法の改
善のほか，社会人の
実践的・専門的な学
び直し機能の強化な
ど教育システムの改
善を行う。
また，研究において
は，本学の持つ強
み・特色のある先端
分野の機能強化を図
るとともに，イノベー
ション創出を支える基
盤的教育研究組織の
整備・充実を行う。
更に，「地（知）の拠
点」を目指し，地域産
業や医療機関との連
携，地域を支える人
材育成など，地域社
会への貢献を行う。

教育研
究組織
の再編を
起点とし
た全学
的教育
改革によ
り，人材
育成機
能の強
化を図
る。

ミッションの再定義等
を踏まえた大学改革
による人材育成機能
の強化を図るため，
本学の強み，特色を
活かした教育研究組
織の見直し，再編等
の大学改革を実行す
るとともに，3ポリシー
の見直しにより，多
面的・総合的な入学
者選抜の実施，教育
課程の体系化，学修
成果の可視化，キャ
リア形成機能の強化
等，全学的な教育改
革を行う。

アドミッション・ポリシー
見直しによる，AO入試
募集人員数の状況

カリキュラム・ポリシー
の見直しによる授業科
目改善（学生の授業評
価における満足度）

b b

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

（1）

平成27年度

目標値

（単
位：%）

98.6 98.6 98.9 99.3 99.7 100

98.6

実績値

（単
位：%）

98.6 98.7

100.1%
達成
状況
（率）

100.0% 100.1% 98.7%

平成27年度

目標値

（単位：
人）

310 340 370 400 430 460

283

実績値

（単位：
人）

437 397

140.3%
達成
状況
（率）

141.0% 116.8% 86.3%

b b

b bインターンシップ参加
状況

ディプロマ・ポリシー見
直しによる，身に付い
た能力の学生の自己
評価

37 富
山
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

第2期中期目
標期間中

目標値

（単位：
報）

1,109 2,256 3,413 4,586 5,813 7,042

6,402（単年度
1,067）

実績値

（単位：
報）

1,109 2,320

108.7%（2カ年
累計）

達成
状況
（率）

100.0% 102.8% 32.9%

第2期中期目
標期間中

目標値

（単位：
回）

5,764 11,528 17,292 23,056 28,820 34,585

31,441（単年
度5,240）

実績値

（単位：
回）

5,993 14,038

134.0%（2カ年
累計）

達成
状況
（率）

104.0% 121.8% 40.6%

37 富
山
大
学

生命科
学および
自然科
学で世
界レベル
の先端
的，独創
的，学際
的・分野
横断的
研究を推
進する。

ミッションの再定義に
おいて明らかとされ
た本学の強み・特色
ある下記研究領域に
おいて，「論文数・論
文の被引用数10％
向上（前期比）」とい
う極めて高い数値目
標を掲げ，重点支援
し，世界レベルの研
究を推進し，研究力
の向上を図る。
①医薬関連分野の
臨床医学，神経科
学，薬学
②理工関連分野の
材料，化学，エネル
ギー，環境・防災，生
命科学に関わる科学
領域
③和漢医薬学と先端
医薬学を融合した東
西医薬学

論文数（第3期中期目
標期間の総数）

論文の被引用数（第3
期中期目標期間の総
数）

b b

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

（2）

第2期中期目
標期間中

目標値

（単位：
件）

200 400 600 800 1000 1200

1,082（単年度
180）

実績値

（単位：
件）

222 465

129.2%（2カ年
累計）

達成
状況
（率）

111.0% 116.3% 38.8%

第2期中期目
標期間中

目標値

（単位：
件）

145 290 435 580 725 870

754（単年度
126）

実績値

（単位：
件）

164 356

141.3%（2カ年
累計）

達成
状況
（率）

113.1% 122.8% 40.9%

37 富
山
大
学

共同研究の受入件数
（第3期中期目標期間
の総数）

受託研究の受入件数
（第3期中期目標期間
の総数）

b b

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

3

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

18 19 20 21 22 23

16

実績値

（単位：
件）

18 22

137.5%
達成
状況
（率）

100.0% 115.8% 95.7%

第2期中期目
標期間中

目標値

（単位：
人）

2 4 6 8 10 12

8

実績値

（単位：
人）

4 10

125.0%
達成
状況
（率）

200.0% 250.0% 83.3%

37 富
山
大
学

地域活
性化の
中核拠
点とし
て，自治
体と連携
し，教
育・研
究・社会
貢献の
分野にお
いて，地
域社会
の活性
化に寄
与する。

人文・人間発達科
学・経済・理・工・医・
薬・芸術文化という多
様な教育研究分野を
もつ県内唯一の総合
大学としての特色・
シーズを活かし，地
域で日々生じる新た
な課題の解決のた
め，自治体，地域産
業，医療機関等との
連携体制の構築・発
展と地域を支える“人
材育成”機能の強化
を図ることで，地域活
性化，地方創生に貢
献することを目指す。

地域の自治体・企業等
との連携協力に関する
協定締結に基づく取組
総数

地域の活性化に関す
る研究推進のための
民間等共同研究員の
受入総数

b a

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

（3）

平成２７年度
末

目標値

（単
位：％）

93.6 94.9 96.2 97.5 98.8 100

地域を志向し
た授業科目
の履修率：
0％（平成28
年度入学生よ
り適用）

実績値

（単
位：％）

93.6 98.8

-
達成
状況
（率）

100.0% 104.1% 98.8%

第2期中期目
標期間中

目標値

（単位：
人）

12 24 36 48 60 72

56

実績値

（単位：
人）

31 56

100.0%
達成
状況
（率）

258.3% 233.3% 77.8%

地域を志向した教育の
実施状況

社会人を対象とした地
域再生人材育成事業
の修了者数

b a

b b

37 富
山
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成23年-平
成25年（3年
間）

目標値

（単位：
本）

59 59 59 59 59 59

49

実績値

（単位：
本）

90 100

204.1%
達成
状況
（率）

152.5% 169.5% 169.5%

平成23年-平
成25年（3年
間）

目標値

（単位：
本）

56 56 56 56 56 56

46

実績値

（単位：
本）

106 134

291.3%
達成
状況
（率）

189.3% 239.3% 239.3%

38 金
沢
大
学

金沢大学は、全学を
挙げて、独創的な発
想と新たなる知の創
出を追究する研究に
よって世界を牽引す
る世界的な研究拠点
を構築するとともに、
大学独自のグローバ
ル人材育成スタン
ダード（KUGS※）に
立脚し、人類の普遍
的な価値の創造を世
界においてリードする
グローバル人材を育
成する。※Kanazawa
University“Global”
Standard
そのために金沢大学
は教育研究のあらゆ
るシステムを徹底的
に国際化し、以て21
世紀における世界の
先端に位置する真の
｢グローバル大学｣を
目指す。

研究の
先鋭化と
新たな強
みとなる
新領域・
融合分
野の創
出による
世界的
研究拠
点の形
成

世界的な学問の潮流
を見据えた上で、先
進予防医学をはじめ
金沢大学の卓越した
研究分野をより先鋭
化するとともに、「新
学術創成研究機構」
による異分野融合型
研究を推進し、新た
な強みとなる新領域
の研究分野を創出す
ることで、世界的な研
究拠点を形成。

大学主導により設定し
た研究グループ（新学
術創成研究機構、超然
プロジェクト等）の
TOP10％ジャーナルに
採択された論文数

大学主導により設定し
た研究グループ（新学
術創成研究機構、超然
プロジェクト等）の国際
共著論文数

b a

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成23年-平
成25年（3年
間）

目標値

（単位：
本）

348 348 348 348 348 348

290

実績値

（単位：
本）

365 382

131.7%
達成
状況
（率）

104.9% 109.8% 109.8%

38 金
沢
大
学

大学主導により設定し
た研究グループ（新学
術創成研究機構、超然
プロジェクト等）の論文
数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

平成27年度
中

目標値

（単位：
人）

190 200 210 230 250 270

178

実績値

（単位：
人）

263 219

123.0%
達成
状況
（率）

138.4% 109.5% 81.1%

平成27年度
中

目標値

（単位：
人）

250 400 550 700 850 1000

100

実績値

（単位：
人）

335 479

479.0%
達成
状況
（率）

134.0% 119.8% 47.9%

38 金
沢
大
学

グローバ
ル社会
の中核
的なリー
ダーとし
て活躍す
る「金沢
大学ブラ
ンド」人
材の育
成

本学独自の「グロー
バル人材育成スタン
ダード（KUGS）」に基
づき、異分野融合型
研究科の設置、国際
共同学位プログラム
の推進等による大学
院教育の高度化・国
際化を進めるととも
に、国際基幹教育院
による共通教育改革
や基幹教育の体系
的実施、学類改組の
先導、多様な学生を
受け入れるための入
試制度改革を実施す
ることによって、グ
ローバル社会の中核
的リーダーとして活
躍する「金沢大学ブ
ランド」の人材を育成
する。

大学院学生の海外学
修体験学生数

学士課程学生のグ
ローバル人材育成強
化プログラム履修者数
（グローバル人材に必
須である「他者と共生
する態度」の涵養のた
めの「協働的体験教
育」履修者数）

b b

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(2)

平成27年度

目標値

（単
位：％）

0 40 40 40 40 63

0

実績値

（単
位：％）

0 40

-
達成
状況
（率）
- 100.0% 63.5%

38 金
沢
大
学

KUGSに基づく学類改
組の実施状況 b b

244



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成25-27年
度（大学改革
加速期間）の
平均

目標値

（単位：
人月）

375 387 399 417 436 454

363

実績値

（単位：
人月）

527 501

138.0%
達成
状況
（率）

140.5% 129.5% 110.4%

平成25-27年
度（大学改革
加速期間）の
平均

目標値

（単位：
人）

416 430 443 463 484 504

403

実績値

（単位：
人）

450 459

113.9%
達成
状況
（率）

108.2% 106.7% 91.1%

3 国際的
な連携
ネット
ワークの
形成と頭
脳循環
の推進

 我が国が世界的に
秀でた研究を推進す
るためには、若手研
究者が世界的トップ
クラスの研究者と協
働し、切磋琢磨する
環境を整える必要が
ある。
このため、本学は、
研究者、大学院生の
交流を支援して活発
化させ、世界トップレ
ベルの大学との間
に、より密接な国際
的研究・教育ネット
ワークを確立する。こ
れにより、国際頭脳
循環をいっそう推進
させ、ノーベル賞級
の研究を推進し得る
グローバル人材を育
成する。

世界トップレベル大学
との研究者交流状況

ネットワークを活用した
大学院生の派遣・受入
状況

b b

b b

38 金
沢
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
の社会実装プ
ロジェクト参
加教員におけ
る共同研究及
び受託研究
の実施件数

目標値

（単位：
件）

67 68 69 76 79 81

67

実績値

（単位：
件）

70 76

113.4%
達成
状況
（率）

104.5% 111.8% 93.8%

38 金
沢
大
学

4 世界と地
域の環
流による
研究成
果の社
会実装

本学の卓越した研究
成果を活用し、社会・
経済的なニーズと本
学の研究・技術シー
ズとのマッチングによ
る社会実装プロジェ
クトを世界的企業・自
治体・大学等と連携
して実施することによ
り、研究成果の社会
実装を目指す。

社会実装プロジェクト
における共同研究及び
受託研究の実施件数
の増加状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
当初

目標値

（単位：
百万
円）

1,392 1,437 1,482 1,527 1,572 1,616

1,347

実績値

（単位：
百万
円）

1,461 1,525

113.2%
達成
状況
（率）

105.0% 106.1% 94.4%

平成27年度
当初

目標値

（単
位：％）

100 100 100 100 100 100

実施率0％

実績値

（単
位：％）

100 100

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

38 金
沢
大
学

5 積極的
なガバナ
ンス改革
による戦
略的マネ
ジメント
の推進

金沢大学が掲げるビ
ジョンの下、全学を挙
げた研究力強化及び
グローバル化に向け
て、迅速かつ的確な
意思決定に資する体
制を強化するため、
積極的なガバナンス
改革を実行する。そ
の上で、実行力のあ
るガバナンス体制に
裏打ちされた、ヒト・
モノ・カネの戦略的配
分を含めた効果的・
効率的な組織マネジ
メントを推進する。こ
れにより金沢大学の
強み・特色を活かし、
教育研究の質や教
職員のパフォーマン
スを最大化できる環
境を実現する。

部局等評価に基づく
リーダーシップ経費の
配分状況

業績評価に基づく人事
評価制度の導入及び
当該業績評価の評価
結果を給与処遇に反
映する取組の実施状
況

b

b b

b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間末（平
成27年度末）
時点

目標値

（単位：
名）

237 237 237 237 237 237

206

実績値

（単位：
名）

273 256

124.3%
達成
状況
（率）

115.2% 108.0% 108.0%

第2期中期目
標期間末（平
成27年度末）
時点

目標値

（単位：
延べ人
数）

5 10 20 40 60 80

0

実績値

（単位：
延べ人
数）

7 20

-
達成
状況
（率）

140.0% 200.0% 25.0%

39 福
井
大
学

福井大学は，健康長
寿，幸福度日本一，
子どもの高学力，最
多の原子力発電所立
地，オンリーワンの技
術を持つ企業の集積
などの特徴を持つ地
域に立脚する唯一の
国立大学法人とし
て，グローバル化社
会で活躍できる教
師，医師・看護師，エ
ンジニアなどの高度
専門職業人や地域創
生を担う人材の育成
と，本学の強みや地
域の特性を踏まえた
先端的画像医学，原
子力安全，先進的教
師教育研究などの特
色ある分野における
優れた科学的価値の
創造を通して，イノ
ベーションの創出と
持続可能な地域創生
に貢献する。

1 入試改
革と教育
の国際
化等を通
じた，地
域が求
める特色
あるグ
ローバル
人材の
育成

入口から出口までを
見据えたグローバル
人材育成として，入
試改革により優れた
学生を選抜し，国際
標準の教育の推進，
学生の修学支援強
化や語学センターの
組織整備による国際
化等の改革を通じて
機能強化した教育を
提供することで，各
分野において優れた
人材を育成する。特
に本学の強み・特色
である先進的教員養
成・教師教育分野や
最多の原子力発電
所が立地する地域特
性を活かした原子力
分野でのグローバル
人材輩出を一層推進
する。

海外派遣日本人学生
数の増加状況

三位一体の改革の質
的向上を基盤とした教
職大学院が実施する
「附属学園での海外現
職教員研修」の受講者
数の増加状況

b b

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間の平
均値

目標値

（単位：
延べ件
数）

31 62 93 124 155 186

25.83

実績値

（単位：
延べ件
数）

50 95

367.8%
達成
状況
（率）

161.3% 153.2% 51.1%

第2期中期目
標期間の平
均値

目標値

（単位：
延べ件
数）

20 40 60 80 100 121

14.5

実績値

（単位：
延べ件
数）

21 41

282.8%
達成
状況
（率）

105.0% 102.5% 33.9%

2 特色と強
み，地域
特性を踏
まえた研
究分野
における
「知」の
創出と研
究拠点
形成

ビジョンに掲げる「優
れた科学的価値の創
造を通して，イノベー
ションの創出と持続
可能な地域創生に貢
献する」ため，本学の
強みである画像医
学，遠赤外領域開
発，地域の特性を踏
まえた特色ある原子
力安全の分野におい
て，学長のリーダー
シップに基づき，資源
の集中・有効活用と
学内異分野融合や
地域・国際ネットワー
ク（大学間等連携）に
よる先端的研究を推
進して，研究業績を
先鋭化し，国際・全
国レベルの研究拠点
形成を進める。

本学の特色と強みとす
る画像医学，遠赤外領
域開発，原子力安全の
分野における，国内・
国際共同研究実施件
数の増加状況

本学の特色と強みとす
る画像医学，遠赤外領
域開発，原子力安全の
分野における，学術誌
への国際共著論文数
の増加状況

b a

b b

39 福
井
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間後半
（平成25年度
～27年度）の
平均値

目標値

（単
位：％）

90 90 90 90 90 90

81

実績値

（単
位：％）

93 90

111.1%
達成
状況
（率）

103.3% 100.0% 100.0%

第2期中期目
標期間（平成
27年度末）時
点

目標値

（単位：
延べ件
数）

126 257 393 535 683 837

121

実績値

（単位：
延べ件
数）

146 306

252.9%
達成
状況
（率）

115.9% 119.1% 36.6%

39 福
井
大
学

3 教育・産
業・医療
等におけ
る知の拠
点として
の地域
創生の
取組推
進

すべての年代の地域
住民を視野に入れ，
児童・生徒に対して
は先進的教育の提
供，社会人には学び
を支援するシステム
の構築，地域産学官
金で設立された「ふく
いオープンイノベー
ション推進機構」と連
携した共同研究の実
施，高齢者には多職
種連携によるICTを
駆使した在宅医療や
救急医療の推進を通
じて，知の拠点として
の地域創生を目指
す。

教員の地域貢献活動
への参加状況（全教員
に対する地域貢献活
動に参加する教員の
割合）

地域産業活性化への
貢献状況（共同研究件
数（研究経費の受入れ
を伴うもの）の増加状
況）

b b

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度
末
時点

目標値

（単位：
件）

25 50 95 127 159 191

19

実績値

（単位：
件）

33 63

331.6%
達成
状況
（率）

132.0% 126.0% 33.0%

平成26年度
末
時点

目標値

（単位：
件）

60 135 290 387 484 581

43

実績値

（単位：
件）

89 193

448.8%
達成
状況
（率）

148.3% 143.0% 33.2%

全学（４
学域）の
研究力を
結集した
諸学融
合によ
る、新た
な知の
創造と世
界に通
用する人
材を育成
する教育
への展
開

諸学融合の取組を深
化させ、新たな時代
を切り拓く知の創造
を図る。また、これら
の成果に基づく高度
な教育を行い、多様
な価値観を尊重する
姿勢と自立性を身に
つけ、専門性と真の
グローバルな視野を
持って持続可能な社
会の創生とイノベー
ションに貢献できる
人材育成を目指す。

山梨大学は地域の
「知の拠点」として、
強みや特色を有する
分野を更に強化する
とともに、異分野の柔
軟な融合に全学で取
り組み、成果を世界
に発信する。これらに
基づく高度な教育を
展開して卓越した人
材を養成し、地域に
貢献できる人材、世
界に通用する人材を
輩出する。

融合研究の実施状況
（件数）
(累積指標)

融合研究にかかる
学会発表数
(累積指標)

b b

b b

山
梨
大
学

40 1
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末
時点

目標値

（単
位：%）

7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

7.0

実績値

（単
位：%）

8.3 8.5

121.4%
達成
状況
（率）

118.6% 121.4% 121.4%

平成27年度
末
時点

目標値

（単位：
人）

40 60 104 134 164 194

20

実績値

（単位：
人）

46 74

370.0%
達成
状況
（率）

115.0% 123.3% 38.1%

b b
特別教育プログラムの
参加者数
（学生数・修士博士）
(累積指標)

自然科学系のＴＯＰ
10％論文数割合
※TOP10％論文数と
は、引用される回数が
各年・各分野で上位
10％に入る論文のこと
である

b a

山
梨
大
学

40 (1)
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度
末
時点

目標値

（単位：
件）

22 46 105 140 175 210

20

実績値

（単位：
件）

33 70

350.0%
達成
状況
（率）

150.0% 152.2% 33.3%

平成26年度
末
時点

目標値

（単位：
件）

42 88 173 231 289 347

38

実績値

（単位：
件）

54 115

302.6%
達成
状況
（率）

128.6% 130.7% 33.1%

2山梨大学は地域の
「知の拠点」として、
強みや特色を有する
分野を更に強化する
とともに、異分野の柔
軟な融合に全学で取
り組み、成果を世界
に発信する。これらに
基づく高度な教育を
展開して卓越した人
材を養成し、地域に
貢献できる人材、世
界に通用する人材を
輩出する。

地域の
要請に
応える研
究、地域
志向型
教育を通
じ、地域
の課題を
解決でき
る実践的
人材の
育成

地域の基幹大学とし
て「知の拠点」の役割
を果たし、地域の発
展に貢献するととも
に地域振興の課題に
取り組み、新たな時
代を切り拓く知の創
造を図る。また、その
成果に基づく高度な
教育を行い、多様な
価値観を尊重する姿
勢と自律性を身につ
け、持続可能な社会
の創生とイノベーショ
ンに貢献できる人材
育成を目指す。

地域（近県）の要請に
応える共同研究、技術
指導等の件数
(累積指標)

b b

b b

クリーンエネルギー、
クリスタル、ワイン、
食物生産等に関する
プロジェクト実施状況
（件数）
(累積指標)

40 山
梨
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年5月
末
時点

目標値

（単位：
校）

11 28 58 80 102 124

(2)40 山
梨
大
学

5

実績値

（単位：
校）

11 36

＜高大接続改革＞
高大連携のための研
究会参加高校数
(累積指標)

b b

720.0%
達成
状況
（率）

100.0% 128.6% 29.0%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度
末
時点

目標値

（単位：
件）

450 900 1,468 1,963 2,458 2,953

405

実績値

（単位：
件）

466 973

240.2%
達成
状況
（率）

103.6% 108.1% 32.9%

平成27年度
末
時点

目標値

（単位：
件）

8 16 35 47 59 71

0

実績値

（単位：
件）

11 23

-
達成
状況
（率）

137.5% 143.8% 32.4%

3山梨大学は地域の
「知の拠点」として、
強みや特色を有する
分野を更に強化する
とともに、異分野の柔
軟な融合に全学で取
り組み、成果を世界
に発信する。これらに
基づく高度な教育を
展開して卓越した人
材を養成し、地域に
貢献できる人材、世
界に通用する人材を
輩出する。

教育・研
究力を高
め、強み
や特色を
最大限
発揮する
ための
環境整
備

　第1、2の戦略およ
び取組を進めるため
の包括的な環境整備
のため、「教育・研究
力を高め、強みや特
色を最大限発揮する
ための環境整備」を
行う。

研究マネジメント室に
よる
研究力分析を経た、萌
芽的研究プロジェクト
の発掘状況
(件数)
(累積指標)

b b

b b
URA、コーディネータに
よるマッチング件数
(累積指標)

40 山
梨
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度
末
時点

目標値

（単位：
人）

36 93 546 728 910 1,092

(3)40 山
梨
大
学

13

実績値

（単位：
人）

156 364
教育プログラムによる
地域人材育成数
(累積指標)

b b

2800.0%
達成
状況
（率）

433.3% 391.4% 33.3%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間の平
均

目標値
（単位：
件）

352 358 364 370 376 381

346
実績値
（単位：
件）

512 524

151.4%
達成状
況（率）

145.5% 146.4% 137.5%

第2期中期目
標期間の平
均

目標値
（単
位：%）

34.5 35.0 35.5 36.0 36.5 37.0

34.0
実績値
（単
位：%）

37.5 38.2

112.4%
達成状
況
（率）

108.7% 109.2% 103.3%

1信州の自然環境・歴
史・文化・伝統を活か
しつつ、先鋭領域融
合研究群を中心に総
合大学として世界に
通じる教育・研究を行
い、自ら創造できる人
材を育成するととも
に、地域・社会の発
展に貢献するため、
多分野にわたる全国
的な教育研究拠点と
しての活動を行う。

世界水
準のファ
イバー工
学分野を
中心とし
た先鋭
研究領
域の融
合と頭脳
循環によ
る国際教
育研究
拠点の
形成

「繊維・ファイバー工
学」等の信州大学が
強みとする5つの分
野に学内資源を集中
させて設置した先鋭
領域融合研究群にお
いて、世界第一線級
の研究者を招へい
し、国際教育研究拠
点を目指すとともに
高度研究力と国際的
実践力を有する理工
系グローバル人材を
育成する。

b

共同研究契約受入数
の増加状況 b a

国際共著論文割合の
増加状況 b

41 信
州
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間の平
均

目標値
（単
位：%）

9.17 9.34 9.51 9.68 9.85 10.00

(1)41 信
州
大
学

9.0
実績値
（単
位：%）

10.14 9.89
Top10％論文割合の増
加状況 b a

109.9%
達成状
況
（率）

110.6% 105.9% 98.9%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
（修了年度）

目標値

（単
位：%）

65.3 66.2 67.2 68.1 69.1 70.0

64.3

実績値

（単
位：%）

67.5 68.9

107.2%
達成
状況
（率）

103.4% 104.1% 98.4%

平成28年度
末

目標値

（単位：
編）

123 125.4 127.8 130.2 132.6 135

123

実績値

（単位：
編）

123 129

104.9%
達成
状況
（率）

100.0% 102.9% 95.6%

ファイ
バー工
学、山岳
科学分
野におけ
る大学間
連携人
材育成、
生命医
工学分
野におけ
る学際的
先端科
学技術を
開拓でき
る人材育
成

総合理工学研究科
において、先鋭領域
融合研究群の研究
成果を活かした人材
育成を実施、強み・
特色ある分野におけ
る大学間連携プログ
ラム・学際的先端科
学技術分野における
教育プログラムを実
施、そして全国的な
教育研究拠点として
グローバルな理工系
人材やイノベーション
創出人材ニーズに対
応する。
博士課程を改組し、
理工系と医学系が連
携した生命医工学分
野の教員体制を強化
し、当該分野の更な
る発展に寄与する人
材育成を目指す。

b b
博士課程学生による英
語論文発表数の増加
状況

ファイバー工学分野、
山岳科学分野、及び生
命医工学分野の研究
科修了生における関係
企業等への就職割合
の増加状況

b b

241 信
州
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

42.7 43.3 44.0 44.7 45.3 46

(2)41 信
州
大
学

42

実績値

（単位：
件）

44 62 b b
医学系、理工学系の研
究科在学生における研
究成果に基づく受賞数
の増加状況

147.6%
達成
状況
（率）

103.1% 143.1% 134.8%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

43 45 47 49 51 53

41

実績値

（単位：
件）

43 46

112.2%
達成
状況
（率）

100.0% 102.2% 86.8%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

4 6 8 10 12 14

2

実績値

（単位：
件）

4 9

450.0%
達成
状況
（率）

100.0% 150.0% 64.3%

地域創
生・地域
課題解
決人材
ニーズに
応えるた
めの実
践的教
育体制
の構築、
健康長
寿関連
分野や
防災分
野を中心
とした地
域産学
官連携
体制の
強化

地域・社会への発展
に貢献するため、多
分野にわたる全国的
な教育研究拠点とし
ての活動を実施す
る。そのため、文系
学部を中心に地域の
人材ニーズに応える
改組・再編を行い、
地域課題解決のため
実践的教育を展開す
るとともに、学内の地
域産学官連携関係
組織を再編・拡充し、
総合大学として多分
野にわたる教育研究
による戦略的な地域
連携を実施する。

地域の企業や自治体
等との連携により国の
補助事業等に採択され
た件数の増加状況

b b

全学連携協定件数の
増加状況 b b

341 信
州
大
学
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間の平
均

目標値

（単位：
千円）

486,222 525,686 565,150 604,613 644,077 683,541

(3)41 信
州
大
学

446,759

実績値

（単位：
千円）

698,891 707,170
共同研究受入額の増
加状況 b a

158.3%
達成
状況
（率）

143.7% 134.5% 103.5%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

0 14 28 42 56 70

0

実績値

（単位：
人）

0 21

-
達成
状況
（率）
- 150.0% 30.0%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

5 10 15 25 35 50

3

実績値

（単位：
件）

9 10

333.3%
達成
状況
（率）

180.0% 100.0% 20.0%

b b

ｃ b

42 岐
阜
大
学

岐阜大学は、「地域
活性化の中核拠点で
あると同時に、強み・
特色を有する分野に
おいて全国的・国際
的な教育・研究拠点
の形成」を目指す。そ
して法人自体も「学
び、究め、貢献する」
地域にとけこむ大学
であるべきことを理念
とする。

教育
イノベー
ションを
支える理
工系人
材の養
成（理工
系修士
課程の
改組）を
はじめと
する、高
度な専
門職業
人の養
成と地域
単位で
のTeach
for
Communi
tiesを推
進する。

教育推進・学生支援
機構が中心となり、
対話と協働による変
革を促進する教学環
境を活かしてイノ
ベーションを支える理
工系人材（理工系修
士課程の改組）な
ど、高度な専門職業
人を養成し、中核的
拠点大学として地域
単位でのTeach for
Communitiesを推進
する。

新たに養成する高度な
専門職業人数（現職教
員入学者数）

教育の質保証に向け
た各部局の課題解決
のための教学IRデータ
に基づく検証命題件数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

20 40 60 80 100 120

0

実績値

（単位：
人）

56 132

-
達成
状況
（率）

280.0% 330.0% 110.0%

b b

42 岐
阜
大
学

医療者教育フェロー
シップ・プログラムへの
参加者数（計120名
/H28-H33)
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

平成27年度
末

目標値

（単位：
拠点）

3 3 3 3 3 3

1

実績値

（単位：
拠点）

3 3

300.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

第2期中期目
標期間年平
均

目標値

（単位：
万円）

81,297 162,994 245,091 327,588 410,485 493,782

80,683

実績値

（単位：
万円）

82,237 164,440

203.8%
達成
状況
（率）

101.2% 100.9% 33.3%

b b

b b

42 岐
阜
大
学

研究
岐阜大
学の研
究におけ
る強みで
ある生命
科学分
野、環境
科学分
野及びも
のづくり
分野にお
いて研究
拠点を設
置し、独
創的で
先進的
な研究を
実施し、
社会に
還元す
る。

教育の基盤となる質
の高い研究の展開を
担う戦略である。地
域での中核拠点であ
ると同時に全国的・
国際的な研究拠点と
しての大学の役割を
果たすため、平成29
年度から新たな教員
組織改革による柔軟
な教員配置が可能と
なることを最大限活
用し、IR分析により確
かめられた本学の強
み研究である生命科
学分野、環境科学分
野及びものづくり分
野において秀でた研
究者を集結すること
により研究拠点化
し、その成果を社会
に還元する。

強み研究分野における
研究拠点の整備状況

科研費獲得状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(2)

第2期中期目
標期間最終
年（H27年）

目標値

（単位：
本）

948 1,901 2,866 3,855 4,880 5,954

945

実績値

（単位：
本）

929 1,901

201.2%
達成
状況
（率）

98.0% 100.0% 31.9%

b b

42 岐
阜
大
学

研究支援体制強化に
伴う大学全体の学術研
究論文の公表状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

13 33 53 73 93 113

8

実績値

（単位：
人）

13 53

662.5%
達成
状況
（率）

100.0% 160.6% 46.9%

第2期中期目
標期間年平
均

目標値

（単位：
千円）

262,776 538,691 828,402 1,132,599 1,452,005 1,787,382

250,263

実績値

（単位：
千円）

326,798 651,918

260.5%
達成
状況
（率）

124.4% 121.0% 36.5%

b b

b a

42 岐
阜
大
学

3 社会貢
献
岐阜県
及び産
業界と連
携して学
内の学
術資源
の高度
化とその
社会実
装を実施
すること
により、
安心・安
全で活
気のある
地域社
会の持
続発展
に貢献
する。

「地域活性化の中核
拠点」となることを実
現するための戦略で
ある。地（知）の拠点
として、岐阜県をはじ
めとする地域・自治
体・産業界等との連
携・協働並びに大学
COC、COC+事業及
び産官学連携活動な
どを通して、地域志
向人材（次世代地域
リーダー）の育成や
地域再生・地域振
興、地域経済の活性
化、雇用創出や若者
の地域定着、多様性
人材活力発揮のため
の環境整備に向けた
取組など、社会貢
献・地域貢献を一層
果たしていく。

地域志向人材育成数
（計100名／H29-H33）

共同研究の契約総額
（第2期中期目標期間
比15％以上増）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

4

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

60 180 360 600 900 1,260

54

実績値

（単位：
人）

141 369

683.3%
達成
状況
（率）

235.0% 205.0% 29.3%

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

18 36 54 73 117 167

0

実績値

（単位：
人）

29 57

-
達成
状況
（率）

161.1% 158.3% 34.1%

b b

b b

42 岐
阜
大
学

国際化
海外協
定大学と
連携およ
び協働し
て企業
参画型
グローカ
ル・リー
ダー養成
プログラ
ム（ジョイ
ント・ディ
グリープ
ログラム
等）を段
階的に
種々整
備・実施
すること
により、
大学の
実質的
な国際
化と地域
の活性
化を推進
する。

この戦略は、工学・
農学系大学院の組
織再編と連動する
「英語特別コース」教
育を発展させて実施
する、修士・博士で4
つのジョイントディグ
リーを中軸として、教
職員・学生・キャンパ
スの実質的な国際化
を実現することを目
的とする。地域とそ
の産業界が求めてい
る、世界と地域をつ
なげる人材、すなわ
ちグローカル・リー
ダーを養成すること
は、本学が地域創成
を担う中核的拠点大
学として機能するた
めに必要である。

学生の海外派遣数

グローカル・リーダー養
成者数（英語による授
業のみで学位等が取
得できるプログラム修
了者）

268



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(4)

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

18 20 22 24 26 28

17

実績値

（単位：
人）

17 20

117.6%
達成
状況
（率）

94.4% 100.0% 71.4%

b b

42 岐
阜
大
学

留学生の日本国内で
の就職者数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

5

平成27年度
中

目標値

（単位：
件）

4,392 8,798 13,218 17,652 22,099 26,559

4,378

実績値

（単位：
件）

4,457 9,071

207.2%
達成
状況
（率）

101.5% 103.1% 34.2%

平成27年度
中

目標値

（単位：
件）

25,031 50,463 76,302 102,555 129,229 156,329

24,636

実績値

（単位：
件）

26,399 59,207

240.3%
達成
状況
（率）

105.5% 117.3% 37.9%

b b

b b

42 岐
阜
大
学

大学病
院
先進・高
度医療、
難治性
疾患等
の拠点と
して機能
を強化
し、地域
医療に
貢献す
る。

病院長のリーダー
シップのもと岐阜県
及び自治体等と連携
し、地域の中核的拠
点として難治性疾患
や災害時の救命救
急等についてさらに
機能を強化し、地域
医療への一層の貢
献を目指すものであ
る。

地域の中核病院にお
ける手術治療疾患の
受入体制の強化の指
標としての5疾病5事業
に係る手術件数

がんなど地域拠点病
院における、薬物治療
の医療安全体制・受入
体制機能強化の指標
としての薬剤指導件数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(5)

平成27年度
中

目標値

（単位：
件）

1,735 3,483 5,244 7,018 8,805 10,605

1,722

実績値

（単位：
件）

1,801 3,683

213.9%
達成
状況
（率）

103.8% 105.7% 34.7%

b b

42 岐
阜
大
学

地域救急医療の最後
の砦たる本院における
体制整備・地域連携の
指標としての救急車受
入件数・ドクターヘリ稼
働件数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成27年度

目標値

（単位：
科目）

12 20 29 56 67 107

10

実績値

（単位：
科目）

14 21

210.0%
達成
状況
（率）

116.7% 105.0% 19.6%

平成27年度

目標値

（単位：
団体）

110 120 150 180 190 204

103

実績値

（単位：
団体）

120 124

120.4%
達成
状況
（率）

109.1% 103.3% 60.8%

b b

b b

43 静
岡
大
学

地方総合大学とし
て、地域活性化の中
核拠点となり地域に
貢献するとともに、光
応用光学分野をはじ
めとする最先端の強
み・特色のある研究
分野を重点的に推進
し、世界・全国的な教
育研究拠点を目指
す。このうち、教育に
ついては、地域に根
ざした真のグローカ
ル人材育成のための
中核拠点を目指すと
ともに、強み・特色の
ある研究分野を中心
に地域と連携した理
工系イノベーション人
材育成拠点を目指
す。

地域の
人材育
成の中
核拠点を
目指した
機能強
化戦略

本戦略においては、
義務教育段階、高大
接続、学士課程教
育、修士課程教育か
ら社会人教育までの
各段階の教育プログ
ラムにおいて、地域
のステークホルダー
との密接な連携の下
で、地域人材の育成
にあたる。とりわけ学
士課程教育において
は「地域創造教育セ
ンター」を中核とし
て、学部横断的教育
プログラム「地域創
造学環」はじめ地域
をフィールドとする多
様な教育プログラム
等を全学的・一元的
に企画・実施する体
制を構築する。

地域人材育成教育を
推進するための授業
のオンライン化への取
組指標
（学部・大学院・社会人
教育段階の地域人材
育成科目へのオンライ
ン教材の導入科目数）

地域のステークホル
ダーとの連携に基づく
地域人材育成のため
の学士課程教育改革
の指標
（自治体・企業・NPO
等、教育プログラムに
おける地域連携団体
数）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

（1）

平成27年度

目標値

（単位：
校）

4 8 12 16 20 22

0

実績値

（単位：
校）

4 8

-
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 36.4%

平成27年度

目標値

（単位：
チーム
数）

5 9 13 18 23 29

2

実績値

（単位：
チーム
数）

7 12

600%
達成
状況
（率）

140.0% 133.3% 41.4%

b b

ｃ b

43 静
岡
大
学

地域のステークホル
ダーとの連携に基づく
高大接続改革を通じた
地域人材の高度化の
指標
（高校生の多面的能力
の評価手法開発に向
けた「課題探究プロ
ジェクト」への参加学校
数）

義務教育段階における
地域人材育成の指標
（未来の理数系人材育
成プロジェクト「浜松
トップガン事業」参加生
徒の「科学の甲子園
ジュニア.」県大会入賞
チームと全国大会出場
チームの合計数）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

平成27年度

目標値

（単
位：%）

3.5 3.8 4.2 4.5 4.8 5.0

3.2

実績値

（単
位：%）

3.55 3.87

120.9%
達成
状況
（率）

101.4% 101.8% 77.4%

平成27年度
目標値

（%）
17 20 23 26 29 32

17
実績値

（%）
17 23

135.3%
達成
状況
（率）

100.0% 115.0% 71.9%

b b

b b

43 静
岡
大
学

地域と連
携したグ
ローバル
戦略（産
業界等と
連携した
グローバ
ル人材
育成の
システム
の開発と
人材育
成）

地域社会の国際展
開を担う中堅人材の
育成機能を強化する
ために、①産学官連
携を通した地域とア
ジアの架け橋となる
アジア人材育成拠点
の構築と②全学教育
マネジメント体制によ
るグローバル人材育
成に取組む。

留学生受入れによる
キャンパスのグローバ
ル化の指標
（全学生数に対する留
学生数の割合）

地域社会の国際展開
を担う人材育成の指標
（留学生の県内企業へ
の就職率）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

（2）

平成27年度
目標値

（%）
13 16 20 21 22 23

13
実績値

（%）
13.8 19.9

153.1%
達成
状況
（率）

106.2% 124.4% 86.5%

b b

43 静
岡
大
学

グローバル人材として
活躍するための学生
のコミュニケーション能
力の指標
（TOEICスコア600点以
上の英語力を持つ学
士課程学生の割合）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

3

平成26年度
末時点
（4研究科統
合前）

目標値

（単位：
人）

15 20 25 35 40 45

9

実績値

（単位：
人）

27 22

244.4%
達成
状況
（率）

180.0% 110.0% 48.9%

平成27年度
（第2期の平
均）

目標値

（単位：
人）

130 135 140 145 150 155

120

実績値

（単位：
人）

147 148

123.3%
達成
状況
（率）

113.1% 109.6% 95.5%

b b

b b

43 静
岡
大
学

強み・特
色を生か
した理工
系イノ
ベーショ
ン人材育
成戦略
―修士・
博士課
程の一
体改革を
含む新し
い教育
研究拠
点の構
築―

重点研究分野の推
進や地域連携に対
応するため、大学の
強み・特色を生かし
つつ、修士課程・博
士課程の接続性の
強化を踏まえた文理
融合を含む大学院改
革を行い、広い視野
から物事を俯瞰でき
る能力や国際的な舞
台で活躍できる能力
を持った理工系イノ
ベーション人材育成
及びその教育拠点を
目指す。

理工系修士課程にお
ける所属専攻・コース
を超えた分野融合教育
による人材育成の指標
（教育プログラム修了
認定者数）

理工系修士課程学生
及び博士課程学生の
国際経験度の指標
（修士課程学生及び博
士課程学生の海外派
遣数）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

（3）

平成27年度

目標値

（単位：
件）

100 105 110 115 120 125

89

実績値

（単位：
件）

118 118

132.6%
達成
状況
（率）

118.0% 112.4% 94.4%

b b

43 静
岡
大
学

理工系修士課程学生
及び博士課程学生の
国際学会等での活躍
度の指標
（修士課程学生及び博
士課程学生の学会等
での受賞数）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

4

平成27年度
（H23～H27年
度の合計額）

目標値

（単位：
件）

13 16 18 21 23 26

11

実績値

（単位：
件）

16 16

145.5%
達成
状況
（率）

123.1% 100.0% 61.5%

平成27年度

目標値

（単位：
本）

255 259 263 267 271 276

251

実績値

（単位：
本）

247 327

130.3%
達成
状況
（率）

96.9% 126.3% 118.5%

b b

b b

43 静
岡
大
学

強み・特
色ある研
究分野を
更に伸
ばすこと
を目指し
た機能
強化戦
略

本学第3期の重点研
究分野である①光応
用・イメージング、②
環境・エネルギーシ
ステム、③グリーンバ
イオ科学分野を中心
に競争力ある研究推
進体制と本学が有す
る多数の海外連携先
及び地域産業界の
ネットワーク化を進
め、有機的・自律的
な国際教育研究ハブ
機能を格段に強化し
た世界・全国的な教
育研究拠点を目指
す。

重点研究3分野の最重
点である光応用・イ
メージングにおける研
究活動の増加状況の
指標
（光工学・光量子科学
関連における科研費の
新規採択件数）

重点研究3分野におけ
る国際的学術論文の
増加状況の指標
（①光応用・イメージン
グ、②環境・エネル
ギーシステム、③グ
リーンバイオ科学分野
における国際的学術論
文の発表数）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(4)

平成27年度

目標値

（単位：
件）

38 39 40 41 42 43

37

実績値

（単位：
件）

40 54

145.9%
達成
状況
（率）

105.3% 138.5% 125.6%

第2期中期計
画期間

目標値

（単位：
件）

85 86 87 88 89 90

84

実績値

（単位：
件）

82 86

102.4%
達成
状況
（率）

96.5% 100.0% 95.6%

b a

b b

43 静
岡
大
学

重点研究3分野におけ
る共同研究状況の指
標
（重点研究3分野にお
ける共同研究契約数）

重点研究3分野におけ
る技術移転状況の指
標
（重点研究3分野にお
ける技術移転契約件
数）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成27年度

目標値

（単位：
件／
年）

94 94 94 94 94 94

78

実績値

（単位：
件／
年）

112 117

150.0%
達成
状況
（率）

119.1% 124.5% 124.5%

平成27年度

目標値

（単位：
件／
年）

28 28 28 28 28 28

23

実績値

（単位：
件／
年）

29 30

130.4%
達成
状況
（率）

103.6% 107.1% 107.1%

b b

b b

44 浜
松
医
科
大
学

光技術と先進的技術
の融合による新医療
技術の開発と光医学
のリーダーとなる研
究者及び光医学の素
養を持った医療人を
養成するとともに、地
域共生・連携によるイ
ノベーションを推進す
る。

光を用い
た最先
端医学
研究の
推進と人
材育成

社会から期待される
役割と機能を十分に
果たすべく、本来の
目的である教育研究
の質の向上を図り、
本学の特色・強みで
ある光技術等を用い
た先進的医学研究を
産学（官金）連携によ
り発展させ、地域共
生・連携によるもの
づくりの実績を活かし
た医療技術の開発を
推進しイノベーション
を創出する。また、次
世代を担う人材育成
として、「光医学研究
のリーダー」、「光医
学の素養を持った医
療人」を養成する。

光尖端医学教育研究
センターが関与する外
部競争的資金採択件
数

光尖端医学教育研究
センターが関与する地
域企業（本社所在地が
静岡県内）との共同研
究件数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成28年度

目標値

（単
位：％）

19.2 30 40 50 60 80

19.2

実績値

（単
位：％）

19.2 38.1

198.4%
達成
状況
（率）

100.0% 127.0% 47.6%

b b

44 浜
松
医
科
大
学

光医学関連授業のアク
ティブラーニング実施
時間の割合
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成26年度
末時点

目標値

（単位：
コース）

5 6 10 14 15 16

2

実績値

（単位：
コース）

5 6

300.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 37.5%

平成26年度
末時点

目標値

（単位：
人）

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

1.0

実績値

（単位：
人）

1.07 1.02

102.0%
達成
状況
（率）

107.0% 102.0% 102.0%

b b

b b

45 名
古
屋
大
学

ワールドクラスの教
育研究活動、アジア
展開と多様化、連携
によるイノベーション
創出、自律的なマネ
ジメント改革により、
名古屋大学を世界屈
指の研究大学に成長
させる

ノーベル
賞受賞
者輩出
など世界
屈指の
研究大
学として
人類の
知の継
続的創
出と、国
際標準
の教育
推進によ
る「勇気
ある知識
人」の育
成

入学者選抜改革を含
めた教育制度改革や
理工系分野を中心と
した世界トップレベル
の先端研究を推進
し、さらに全学的資
源再配分による学
部・研究科及び研究
所の再編など大規模
な組織改革を断行す
るもの

世界トップ大学とのジョ
イント･ディグリーの共
同教育研究コース設置
数の増加状況

教員1人当たりの科研
費採択件数の高水準
維持
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成22年から
平成26年の
年間平均値

目標値

（単
位：%）

31.5 32.0 32.5 33.0 33.5 34.0

29.24

実績値

（単
位：%）

32.9 32.7

111.8%
達成
状況
（率）

104.4% 102.2% 96.2%

b b

45 名
古
屋
大
学

論文の国際共著率の
増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度
末時点

目標値

（単
位：%）

15.5 16.0 16.5 17.0 17.5 18.0

14.4

実績値

（単
位：%）

15.9 17.6

122.2%
達成
状況
（率）

102.6% 110.0% 97.8%

平成26年度
末時点

目標値

（単位：
人）

280 310 340 380 500 650

236

実績値

（単位：
人）

289 311

131.8%
達成
状況
（率）

103.2% 100.3% 47.8%

b a

b b

45 名
古
屋
大
学

2 アジアの
ハブ大学
として、
アジアと
学び世
界に挑
む人材
の育成
により持
続可能
な世界
の構築
に貢献

アジアサテライトキャ
ンパス学院において
国家中枢人材養成プ
ログラムを着実に推
進してアジアと学び
世界に挑む人材の育
成に取り組むととも
に、特にアジア諸国
を中心として名古屋
大学の強みを活かし
た教育研究活動の展
開を拡充し、アジア
のハブ大学としての
国際的な存在感を高
め、ASEAN共同体等
新たな枠組みにおけ
る日本の国際連携体
制の構築に資する

全学生数に対する外
国人留学生割合の増
加状況

各国の大学間協定に
基づく単位認定を伴う
派遣日本人学生数の
増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

3

平成23年度
から平成26年
度の年間平
均値

目標値

（単位：
千円）

43,000 49,100 55,200 61,300 67,400 73,734

36,867

実績値

（単位：
千円）

113,655 115,784

314.1%
達成
状況
（率）

264.3% 235.8% 157.0%

第2期中期目
標・中期計画
期間中

目標値

（単位：
億円）

10 18 26 34 42 50

42

実績値

（単位：
億円）

15 37

88.1%
達成
状況
（率）

150.0% 205.6% 74.0%

b a

b a

45 名
古
屋
大
学

世界有
数の産
業集積
地にある
基幹大
学とし
て、「もの
づくり」に
貢献する
イノベー
ションと
社会的
価値の
創出を実
現するた
めの産
学官連
携を含む
多様な
連携の
積極的
活用

自動車や航空機など
の輸送機器産業、電
子産業、素材産業な
どの世界有数の産業
集積地に所在する地
理的なアドバンテー
ジを活かしながら、産
学官連携を含む多様
な連携を積極的に行
い、イノベーション創
出の場の構築と実践
を行うと共に、社会
的価値の創出に貢
献する人材の育成、
安全・安心な持続的
社会の形成に貢献す
る

知的財産収入の総額
の増収状況

1千万円以上の共同研
究受入額の増額状況

285



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(3)

第2期中期目
標・中期計画
期間中

目標値

（単位：
億円）

25 47 69 91 113 135

99

実績値

（単位：
億円）

28 63

63.6%
達成
状況
（率）

112.0% 134.0% 46.7%

平成26年度
末時点

目標値

（単位：
人）

150 870 900 940 970 1000

92

実績値

（単位：
人）

169 882

958.7%
達成
状況
（率）

112.7% 101.4% 88.2%

ｃ b

b b

45 名
古
屋
大
学

共同研究受入総額の
増額状況

他大学又は研究機関
等からの共同研究者
（産学連携研究員含
む）受入総数の増加状
況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度
末時点

目標値

（単
位：%）

16.3 16.9 17.7 18.5 19.2 20.0

16.1

実績値

（単
位：%）

17.3 17.4

108.1%
達成
状況
（率）

106.1% 103.0% 87.0%

a b

45 名
古
屋
大
学

4 ビジョン
実現の
ために自
律的マネ
ジメント
改革・大
学間連
携・男女
共同参
画の推
進により
組織基
盤を強化

東海地区の各大学
の優れた取組を活か
す大学間連携や、性
別、国籍によらず多
様な人材を確保する
ことで世界水準の教
育研究活動を支えて
いくもの

女性教員の全教員に
対する割合の増加状
況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

87.9%
実績値
（単
位：%）
－ 87.9%

100.0%
達成状
況
（率）
- 100.0% 91.56%

平成29年度
目標値
（単
位：%）
－ 43.9% 90% 93% 96% 100%

43.9%
実績値
（単
位：%）
－ 87%

198.2%
達成状
況
（率）
- 198.2% 87.00%

b b

b b
現代的教育課題対応
科目の授業アンケート
による授業理解度

46 愛
知
教
育
大
学

愛知教育大学は広域
拠点型教育大学とし
て、わが国の学校教
員の質の向上を目指
し、「高度化」を主軸
として、「実践力の育
成」、「現職教員の再
教育」を行う。また、
学校が直面する現代
的課題への対応力を
有し、これからの社
会を担う子どもたち
の未来を拓くことがで
きる教員の養成と学
校教育を支援する人
材の養成を行う。

実践力を
身につ
け､現代
的課題
に対応し
た高度な
教員の
養成

 教職及び教育支援
専門職を志す者の能
力、意欲、適性を多
面的、総合的に評価
する新しい選抜方法
を導入する等の入試
改革、アクティブ・
ラーニングを導入し
た新たな学習指導方
法に基づく授業を実
践する等の授業改
革、現代的教育課題
対応及び実践力育
成科目を必修化する
等のカリキュラム改
革に取り組むことで、
「主体的・協働的で深
い学び」を学校現場
で実践できる現代的
課題に対応した高度
な教員の養成を行
う。

教職志望度

平成29年度
目標値
（単
位：%）
－ 87.9% 90.0% 92.0% 94.0%

96%
（大学院
進学希望
者を除くと
100.0％）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成29年度
目標値
（単
位：%）
－ 43.9% 90% 93% 96% 100%

43.9%
実績値
（単
位：%）
－ 84%

191.3%
達成状
況
（率）
－ 191.3% 84.00%

平成27年度
目標値
（単
位：%）

66.8% 70.0% 75.0% 80.0% 85.0% 90.0%

107.2%
達成状
況
（率）

109.1% 102.3% 79.6%

b b

ｃ b

46 愛
知
教
育
大
学

実践力育成科目の授
業アンケートによる授
業理解度

教員採用受験率 66.8%
実績値
（単
位：%）

72.9%
71.6%
（暫定）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

103.3%
達成状
況
（率）

116.7% 103.3% 35.8%

平成27年度
目標値
（単位：
回）

7 7 9 11 13 15

7
実績値
（単位：
回）

7 9

128.6%
達成状
況
（率）

100.0% 128.6% 60.0%

b b

ｃ b

46 愛
知
教
育
大
学

地域固
有の教
育課題
への支
援

ものづくりが盛んで、
多くの外国人労働者
が集まり、外国人児
童生徒が多い愛知
県及び中部地区にお
いて、地方公共団体
等と連携して、日本
語支援ボランティア
活動参加者の指導
技術力向上のプログ
ラム等を策定し、日
本語教育支援活動
の普及とともに教育
現場における科学・
ものづくり教育の向
上並びにアジアの教
育人材育成に貢献す
る。また、これらの支
援活動を通して、グ
ローバルな視野と経
験を持つ教員を養成
する。

学生の海外派遣プログ
ラムへの派遣者数

平成28年度
目標値
（単位：
人）

90人 90人 200人 220人 240人
260人
（収容定
員の３割）

90人
（収容定員の
１割）

実績値
（単位：
人）

105人 93人

外国人児童生徒及び
労働者に対する日本
語教育支援事業に係
る研修会・講習会の開
催数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

46 (2)

平成28年度
目標値
（単
位：%）

60% 60% 70% 80% 90% 100%

60%
実績値
（単
位：%）

65% 60%

100.0%
達成状
況
（率）

108.3% 100.0% 60.0%

平成28年度
目標値
（単
位：%）

60% 90% 90% 90% 90% 100%

60%
実績値
（単
位：%）

90% 90%

150.0%
達成状
況
（率）

150.0% 100.0% 90.0%

b b

b b

愛
知
教
育
大
学

理科離れ克服の科学・
ものづくり教育推進事
業の参加学生の達成
度

理科離れ克服の科学・
ものづくり教育推進事
業の参加児童・生徒の
満足度率
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

46 3

平成28年度
目標値
（単位：
人）

30 30 500 500 600 600

30
実績値
（単位：
人）

32 63

210.0%
達成状
況
（率）

106.7% 210.0% 10.5%

平成28年度
目標値
（単位：
4件法）

2.0 2.0 3.5 3.5 3.6 3.6

2.0
実績値
（単位：
4件法）

3.425 3.45

172.5%
達成状
況
（率）

171.3% 172.5% 95.8%

ｃ b

b b

愛
知
教
育
大
学

「学び続
ける教職
員像」を
実現する
ための
現職教
職員の
再教育

　「学び続ける教職
員像」を実現するた
めに、愛知県教育委
員会と名古屋市教育
委員会と連携して構
築した現職教員対象
の「中堅教員研修」
や「管理職研修」等
のプログラムをさらに
充実させるとともに県
内の拠点及び教職
大学院を活用した研
修体制を整備する。
また、教員とともに
チーム学校を支える
専門スタッフの高度
化を推進するため
に、研究組織である
教職キャリアセンター
を強化、充実させる。

現職教員を対象とした
再教育支援の研修プ
ログラム受講者数

現職教員を対象とした
再教育支援の研修プ
ログラム受講者の達成
度
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

46 (3)

220.8%
達成状
況
（率）

100.0% 104.4% 76.5%

ｃ b

愛
知
教
育
大
学

県内外市町村との包
括協定及び教育委員
会との相互連携協定
等の締結率

平成28年度
目標値
（単
位：%）

50.0% 55.0% 60.0% 65.0% 70.0% 75.0%

26%
(愛知県

全54市町村)

実績値
（単
位：%）

50.0% 57.4%
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

47 1

平成26年度
末時点（平成
26年度中の
授業割合）

目標値

（単
位：％）

10% 14% 16% 18% 20% 20%

10%

実績値

（単
位：％）

13.0% 19.4%

194.0%
達成
状況
（率）

130.0% 138.6% 97.0%

平成22年度
～平成26年
度の平均就
職率

目標値

（単
位：％）

98.1% 98.1% 98.1% 98.1% 98.1% 98.1%

98.1%

実績値

（単
位：％）

99.2% 99.3%

101.2%
達成
状況
（率）

101.1% 101.2% 101.2%

b b

b b

名
古
屋
工
業
大
学

名古屋工業大学は全
国立大学に先駆けて
設置した「産学官教
育連携会議」の声を
踏まえ、地域の期待
に応える工学人材
（中核技術者、研究・
開発人材、工学マネ
ジメント人材）を育成・
輩出して地域産業界
の国際競争力強化や
持続的な発展に貢献
する。一方、研究面
では、化学・材料及び
情報科学分野の世界
トップレベルの研究
実績を活かして、これ
らが直結するエネル
ギー、ヘルスケア等
の産業分野における
イノベーション創出に
貢献する。

名工大
版理工
系人材
育成戦
略の推
進
～地域
の要望を
反映した
グローバ
ル教育と
イノベー
ティブ人
材の育
成～

産学官教育連携会
議において取りまと
めた中京地域産業界
が求める新たな人材
像に基づいた人材育
成をすすめるため
に、学部・大学院の
改組を行うとともに、
創造工学教育推進セ
ンターによる教育改
革の推進、海外研究
インターンシップの構
築、産学官連携によ
るイノベイティブイン
ターンシップの構築、
高大接続入試改革
の先導的取組を推進
する。

「工学デザイン科目」等
実践的な科目における
学外機関在籍者による
授業科目割合の増加
状況

第一部卒業生・博士前
期課程修了生の就職
率の状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

47 (1)

平成26年度
末時点（平成
26年度中の
学生数）

目標値

（単位：
名）

28 32 36 40 45 50

24

実績値

（単位：
名）

34 58

241.7%
達成
状況
（率）

121.4% 181.3% 116.0%

平成26年度
末時点（平成
26年度中の
学生数）

目標値

（単位：
名）

80 100 100 100 100 100

50

実績値

（単位：
名）

97 119

238.0%
達成
状況
（率）

121.3% 119.0% 119.0%

b a

b b

名
古
屋
工
業
大
学

海外で専門分野研修
を行う学生数の増加状
況

イノベイティブインター
ンシップ（学びあいプロ
ジェクト）における参加
学生数の増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

47 2

平成26年度
末時点（平成
26年度中の
招致実績数）

目標値

（単位：
名）

10 10 10 10 10 10

9

実績値

（単位：
名）

24 28

311.1%
達成
状況
（率）

240.0% 280.0% 280.0%

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
名）

5 5 5 5 5 5

3

実績値

（単位：
名）

6 5

166.7%
達成
状況
（率）

120.0% 100.0% 100.0%

b b

b a

名
古
屋
工
業
大
学

研究機
能強化
による先
端的・独
創的な
研究拠
点の構
築
～地域
産業界
のニーズ
にこたえ
る研究の
グローバ
ル化とイ
ノベー
ションの
創出～

中京地域産業界が
求めるイノベーション
創出に繋がる実践的
研究を一層推進する
ため、化学・材料科
学関連分野（有機化
学、応用化学）及び
情報科学関連分野
（音響学、計算機科
学）などの世界トップ
レベルの先端的研究
を組織的・横断的並
びに国際的に推進す
る。

フロンティア研究院に
よる優秀な外国人研究
者の招致状況

教員の海外研究機関
への派遣状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

47 (2) 平成27年末時
点（平成22年～
平成27年におけ
る本学教員が責
任著者の国際
共著論文数の
合計）

目標値

（単位：
本）

70 140 210 280 350 400

258

実績値

（単位：
本）

76 153

59.3%
達成
状況
（率）

108.6% 109.3% 38.3%

平成22年度
～平成26年
度目標値

目標値

（単位：
件）

200 200 200 200 200 200

200

実績値

（単位：
件）

294 309

154.5%
達成
状況
（率）

147.0% 154.5% 123.6%

b b

b a

名
古
屋
工
業
大
学

国際共著論文（本学教
員が責任著者）の公表
状況

実践的研究（共同研
究）の実施状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

47 3

平成27年5月
時点

目標値

（単
位：％）

35% 35% 35% 35% 35% 35%

33.4%

実績値

（単
位：％）

45.7% 44.4%

132.9%
達成
状況
（率）

130.6% 126.9% 126.9%

平成27年5月
時点

目標値

（単
位：％）

10.3% 10.7% 11.0% 11.0% 11.0% 11.0%

9.1%

実績値

（単
位：％）

10.7% 12.1%

133.0%
達成
状況
（率）

103.9% 113.1% 110.0%

b b

b b

名
古
屋
工
業
大
学

学長の
リーダー
シップに
よる学内
ガバナン
スの強
化
～地域
産業界
が望むイ
ノベー
ション
リーダー
の育成と
組織・環
境整備
～

「中京地域産業界と
の融合」を基本方針
として、地域の期待
に応える工学人材
（中核技術者、研究・
開発人材、工学マネ
ジメント人材）の育
成・輩出による地域
産業界の国際競争
力強化や持続的な発
展への貢献及び化
学・材料及び情報科
学分野の世界トップ
レベルの研究実績を
活かしたイノベーショ
ン創出をビジョンとし
ている。これらの地
域産業界が望むイノ
ベーション・リーダー
の育成を根底から支
えるための組織・教
育研究環境の整備
について、学長の強
力なリーダーシップ
により実行する。

外国人、若手研究者、
企業在籍者等の在籍
状況

女性研究者比率の増
加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

47 (3)

平成27年5月
時点

目標値

（単
位：％）

8.4% 9.7% 11.0% 12.3% 13.6% 15.0%

7.1%

実績値

（単
位：％）

11.9% 13.2%

185.9%
達成
状況
（率）

141.7% 136.1% 88.0%

b b

名
古
屋
工
業
大
学

年俸制適用教員の比
率の増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

48 1

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

0 0 2 4 6 6

0

実績値

（単位：
件）

0 1

-
達成
状況
（率）
- 先行実施 16.7%

第2期（H22～
H27）平均

目標値

（単位：
百万
円）

654 1,308 1,962 2,616 3,270 3,924

654

実績値

（単位：
百万
円）

770 1,595

243.9%
達成
状況
（率）

117.7% 121.9% 40.6%

b b

b a

豊
橋
技
術
科
学
大
学

豊橋技術科学大学が
有する研究・教育資
源を最大限活用する
とともに，分野融合を
図りつつ，社会実装
のためのオープンア
プリケーション方式を
体現する研究拠点の
形成，専攻の枠を超
えた大学院の充実と
社会人への高度技術
者教育によるイノ
ベーション人材の育
成，技科大と高専の
連携を密にしたグ
ローバル・イノベー
ション人材の育成，を
進め，地域及び産業
界と緊密に連携する
とともに，世界・全国
的な研究教育の場と
なる

オープン
アプリ
ケーショ
ン方式に
よる社会
実装型
研究拠
点の形
成

既存の組織を，社会
実装を目指した新し
い価値を創造する研
究部門，地域社会等
に密着した課題解決
に取り組む研究部
門，特定分野の世界
最先端研究を推進す
る研究部門で構成す
る「技術科学イノベー
ション研究機構」に再
編し，オープンアプリ
ケーション方式によ
り，国内外の研究機
関や企業と協働で多
様な共同研究ラボラ
トリー等を同機構に
複数設置し，組織を
強化するとともに，学
内の研究活動への
企業の参画を促進す
る。

社会実装につながる研
究，社会提言につなが
る研究の実施・成果の
明示状況

共同研究・受託研究の
実施状況

300



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

48 (1)

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
件）

78 81 84 86 89 92

78

実績値

（単位：
件）

79 103

132.1%
達成
状況
（率）

101.3% 127.2% 112.0%

b b

豊
橋
技
術
科
学
大
学 地域との対話の場の

設定や協定等による取
組状況【シンポジウム・
講演会・研究会等】
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
件）

3 4 5 6 6 6

0件

実績値

（単位：
件）

10 13

-
達成
状況
（率）

333.3% 325.0% 216.7%

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
件）

1 1 2 2 2 2

0件

実績値

（単位：
件）

2 2

-
達成
状況
（率）

200.0% 200.0% 100.0%

b b

b b

48 豊
橋
技
術
科
学
大
学

社会実
装を志向
したイノ
ベーショ
ン人材の
育成

社会実装を志向した
イノベーション人材育
成を展開する上で，
産学協働によりグ
ローバルに活躍でき
る理工系人材を育成
するために，大学院
の充実を図り，国際
企業等長期インター
ンシップなど，国際共
同研究を基盤とする
博士人材育成プログ
ラムを構築する。
また，「社会連携推
進センター」を設置
し，地域や産業界の
ニーズを踏まえて，
社会人向け実践教
育プログラムを提供
するなど，イノベー
ションの創出に貢献
できる人材を育成す
る。

社会人人材育成プログ
ラムの実施状況

職業実践力育成プログ
ラム（BP）認定に繋が
るプログラムの実施状
況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

48 (2)

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
点）

４段階評
価のうち，
平均３以
上

４段階評
価のうち，
平均３以
上

４段階評
価のうち，
平均３以
上

４段階評
価のうち，
平均３以
上

４段階評
価のうち，
平均３以
上

４段階評
価のうち，
平均３以
上

未実施

実績値

（単位：
点）

3.4 3.3

-
達成
状況
（率）

113.3% 110.0% 110.0%

b b

豊
橋
技
術
科
学
大
学

社会人人材育成プログ
ラム修了者の在職・就
職先での評価の状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

48 3

H27年度末時
点

目標値

（単位：
件）

1.46 1.53 1.62 1.73 1.86 2

1.41

実績値

（単位：
件）

1.46 1.54

109.2%
達成
状況
（率）

100.0% 100.7% 77.0%

H27年度末時
点

目標値

（単位：
件）

0 0 3 6 9 12

0

実績値

（単位：
件）

0 3

-
達成
状況
（率）
- 先行実施 25.0%

b b

b b

豊
橋
技
術
科
学
大
学

技科大と
高専が
連携・協
働したグ
ローバ
ル・イノ
ベーショ
ン人材の
育成

技科大（豊橋・長岡）
と高専間の連携を深
化させ，地域企業・
海外企業，海外大
学・研究機関との連
携を強化し，社会人
技術者教育を含む，
グローバル・イノベー
ション技術科学人材
育成高度化のための
取組を推進する。国
際的な産学連携，大
学連携による教育プ
ログラムを通じ，博士
人材，若手研究者人
材育成にための実
践・課題解決・応用
重視の教育研究の
取組を展開する。
また，高専と連携し
た入学者選抜方法の
改革を実施する。

本学教員一人あたりの
高専と連携した教育プ
ロジェクト等への参画
数

博士後期課程入学者
における教員養成プロ
グラム履修生数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

48 (3)

平成27年度
末時点

目標値

（単
位：％）

4.7% 5.0% 5.3% 5.6% 5.9% 6.2%

4.4%

実績値

（単
位：％）

4.9% 5.4%

123%
達成
状況
（率）

111% 115% 87%

平成25～平
成27年度（平
均）

目標値

（単位：
人）

21 43 66 90 115 143

14

実績値

（単位：
人）

35 66

471%
達成
状況
（率）

167% 153% 46%

b b

b b

豊
橋
技
術
科
学
大
学

海外実務訓練，短期学
生派遣，海外大学との
共同教育の各プログラ
ムへの学生参加状況

グローバルFD/SDプロ
グラムへの参加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

49 1

平成26年度
末時点

目標値

（単
位：％/
年）

33 34 35 37 40 43

33

実績値

（単
位：％/
年）

33 34

103.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 79.1%

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
人/年）

0 420 840 1,260 1,680 2,100

0

実績値

（単位：
人/年）

65 824

-
達成
状況
（率）
- 196.2% 39.2%

b b

b b

三
重
大
学

教養教育を充実さ
せ、「感じる力」、「考
える力」、「コミュニ
ケーション力」、「生き
る力」を発揮し、社会
を牽引するリーダー
を養成するとともに、
学部専門教育、大学
院教育の進展を図
り、高い教養を持って
社会で活躍する高度
専門職業人を養成す
る。
地域イノベーションの
拠点として、産学官
連携を推進し、研究
成果の社会還元を通
じて、大学主導の地
域創生に取り組むと
ともに、特色ある研究
分野において、全国・
世界から注目される
情報発信・研究拠点
化への展開を図る。

地域人
材育成と
若者を地
域に止
め置く機
能の強
化

「三重大学地域人材
育成推進会議」を設
置し、三重大学の卒
業生及び修了生に期
待される地域人材と
しての能力の明確化
を図る。それに基づく
ディプロマポリシー・
カリキュラム改革を
断行することにより、
より地域指向の大学
教育を実現し、三重
地域を中心とした東
海地域に必要とされ
る人材を育成・輩出
する。併せて、地域
ニーズに対応した学
科・研究科の再編、
地域を担う救急医療
人材や、環境人材の
育成を図る。

三重県内への就職状
況（地域企業、行政機
関等）

三重創生ファンタジス
タ資格認定副専攻コー
ス学修者の状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

49 三
重
大
学

(1)

平成26年度

目標値

（単位：
延べ人
数）

0 25 50 75 101 127

0

実績値

（単位：
延べ人
数）

17 96

-
達成
状況
（率）
- 384.0% 75.6%

b a地域の社会人受講者
受入数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

49 三
重
大
学

2

平成26年度
末時点

目標値

（単位：
延べ市
町・件
数/年）

延べ19市
町（県内
全市町）・
41PJ

延べ24市
町（県内
全市町）・
51ＰＪ

延べ29市
町（県内
全市町）・
61ＰＪ

延べ29市
町（県内
全市町）・
71ＰＪ

延べ29市
町（県内
全市町）・
81ＰＪ

延べ29市
町（県内
全市町）・
86PJ

14市町・41PJ

実績値

（単位：
延べ市
町・件
数/年）

延べ29市
町（県内
全市町）・
41PJ

延べ29市
町（県内
全市町）・
60PJ

-
達成
状況
（率）
- - -

平成26年度
末時点

目標値

（単位：
件/年）

104 123 142 161 180 200

104

実績値

（単位：
件/年）

111 163

156.7%
達成
状況
（率）

106.7% 132.5% 81.5%

a b

b a

研究成
果を地域
に還元
する機能
と地域の
様々な
主体とな
るハブ機
能の強
化

地域イノベーション大
学の基盤確立に向
け、既存の関係組織
を集約するとともに、
教育・研究面の実践
的な連携に不可欠な
地域拠点サテライト
を4地域に創設し、地
域連携機能の抜本
的強化を図る。これ
を核として、各地域
の企業・自治体との
連携を推進する。
また、深刻な人口流
出や東南海地震など
三重県の課題を踏ま
えた、県との連携事
業を推進する。これ
らにより、様々な地域
の主体となるハブ機
能の強化を図る。

三重県の全ての自治
体（29市町）との協定
の締結と各自治体との
取組の実施状況

中小企業との共同研
究数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

49 三
重
大
学

(2)

平成27年度

目標値

（単位：
延べ件
数）

0 1 2 3 4 5

0

実績値

（単位：
延べ件
数）

1 4

-
達成
状況
（率）
- 400.0% 80.0%

b b
三重県内の行政機関
における人口問題に関
する政策提言実施状
況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

49 三
重
大
学

3 地域の
力の発
信機能
の強化

平成27年7月
末時点

目標値

（単位：
件/年）

6 30 30 30 30 30

0

実績値

（単位：
件/年）

9 60

-
達成
状況
（率）

150.0% 200.0% 200.0%

26年度までの
3ヵ年平均

目標値

（単
位：％/
年）

74 79 84 89 94 100

69

実績値

（単
位：％/
年）

76 84

121.7%
達成
状況
（率）

102.7% 106.3% 84.0%

b b

b b

地域の特色ある研究
分野や本学のこれま
での研究実績を踏ま
え、特色、強みを更
に発展させ、全国・世
界から注目される情
報発信・研究拠点へ
の展開を図り、地域
の力を全国・世界に
発信する。具体的に
は、忍者、海女文化
等、三重の文化と社
会が有する特色ある
分野、本学の強みで
ある鯨類研究、先端
的で特色ある医学・
工学分野の研究の
全国的な拠点化への
展開を見据えた大学
院改組及びセンター
設置等により、その
成果を世界に発信す
る。

鯨類の研究活動に関
する情報提供件数

工学系の学生による国
際会議発表の状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

49 三
重
大
学

(3)

平成27年7月
末時点

目標値

（単位：
延べ件
数）

0 4 15 27 40 53

2

実績値

（単位：
延べ件
数）

8 17

850.0%
達成
状況
（率）
- 425.0% 32.1%

b b

次世代がん教育研究
（次世代レーザー内視
鏡研究、次世代個別化
医療研究）における査
読付英文論文数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成27年度

目標値

（単位：
機関）

18 28 38 48 58 68

8

実績値

（単位：
機関）

36 80

1000.0%
達成
状況
（率）

200.0% 285.7% 117.6%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

25 49 73 97 121 145

1

実績値

（単位：
件）

30 79

7900.0%
達成
状況
（率）

120.0% 161.2% 54.5%

b b

b b

50 滋
賀
大
学

「滋賀大学将来構想
大綱」の実現に取り
組み、機能強化を図
ることで、グローバル
化する社会にふさわ
しい未来志向で文理
融合の学識と、地域
発展に貢献できる課
題解決能力を備え
た、イノベーティブな
創造力を有しリー
ダーシップを発揮でき
る人材育成を一層推
進。具体には、①学
部の強みと特色を発
揮する改革、②全学
的教育内容の革新と
体制整備、③文理融
合型新学部設置、④
学び直しの機能強化
と大学院組織再編、
⑤知の拠点の役割向
上

データサ
イエンス
領域にお
ける教育
研究拠
点形成

わが国が諸外国に
比べて遅れている
データサイエンティス
トの養成等を目的
に、既存学部の再編
による人的資源（教
員・学生定員）等の
再配分並びに大学、
自治体、企業等との
連携強化により、わ
が国初のデータサイ
エンス学部を設置す
る。また、データサイ
エンス教育研究セン
ターの充実とともに、
経済学研究科等と連
携した社会人のスキ
ルアップの取組を契
機にデータサイエン
ス研究科設置に繋
げ、この領域の教育
研究拠点を形成す
る。

データサイエンスに関
して、本学と国内外の
企業、大学・研究機関
等との協定、共同研究
及び教育連携等を推
進（連携機関数）

データサイエンス教育
の全国展開・普及活動
（年24回実施）

　・データサイエンス教
育教材（無料オンライ
ン講座MOOC、PBL演
習教材等）の開発と全
国展開

　・データサイエンスに
関するシンポジウム、
ワークショップ等各種
セミナーによる普及活
動
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成27年度

目標値

（単
位：％）

23.5 23.5 23.5 23.5 30 30

19.7

実績値

（単
位：％）

23.5 23.5

119.3%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 78.3%

平成27年度

目標値

（単
位：％）

15 30 85 88 100 100

11.8

実績値

（単
位：％）

15.4 44.6

378.0%
達成
状況
（率）

102.7% 148.7% 44.6%

b b

b b

50 滋
賀
大
学

課題解決力や主体性
を重視した高大連携・
接続事業の取組を踏
まえた、学力を多面
的・総合的に評価する
入試による入学者の割
合（一般入試以外の入
学者の入学定員に占
める割合）

データサイエンスの教
育研究拠点機能を活
用した入学者のポート
フォリオの整備と、選
抜方法の検証・分析の
実施状況（入学者の詳
細な追跡調査を行った
入試類型の入学定員
に対する割合）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

平成27年度
末

目標値

（単位：
校）

23 24 26 27 28 30

21

実績値

（単位：
校）

25 27

128.6%
達成
状況
（率）

108.7% 112.5% 90.0%

平成27年度

目標値

（単位：
人）

89 99 109 126 143 160

79

実績値

（単位：
人）

97 103

130.4%
達成
状況
（率）

109.0% 104.0% 64.4%

b b

b b

50 滋
賀
大
学

グローバ
ル人材
育成機
能の強
化

グローバル化する
中、大学教育を国際
化し、それを地域の
課題解決に活かすこ
とができる地域指向
型グローバル人材を
育成し、地域に定着
させる取組を推進す
ることで地域創生に
繋げる。また、学習
指導要領の改訂に
伴う小・中・高等学校
の英語教育改革や
国の入試制度改革
に伴う新たな英語の
成績評価に対応し、
学生及び地域の英
語担当教員の実践
的指導力を強化し、
児童・生徒の英語力
を向上させる取組を
推進する。

学術交流協定・学生交
流協定を締結している
海外の大学・研究機関
数

当該年度に長期・短期
の海外留学及び海外
研修を通じて正課単位
を取得した学生数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(2)

平成27年度

目標値

（単位：
人）

170 180 190 207 224 240

160

実績値

（単位：
人）

161 201

125.6%
達成
状況
（率）

94.7% 111.7% 83.8%

平成27年度

目標値

（単
位：％）

42.1 42.6 43.1 44.1 45.1 46.1

41.1

実績値

（単
位：％）

45.3 46.9

114.1%
達成
状況
（率）

107.6% 110.1% 101.7%

b b

b b

50 滋
賀
大
学

当該年度に在学する
正規・非正規外国人留
学生数

滋賀県出身者数に対
する滋賀県就職者数
比率
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(2)

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

15 20 35 70 105 140

9

実績値

（単位：
人）

16 21

233.3%
達成
状況
（率）

106.7% 105.0% 15.0%

b b

50 滋
賀
大
学

本事業により輩出する
滋賀県下小・中・高等
学校における英語教育
推進リーダー補助教員
総数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成27年度
（１年間）

目標値

（単
位：）

3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2

2.32

実績値

（単
位：）

3.2 3.3

142.2%
達成
状況
（率）

100.0% 103.1% 103.1%

平成27年度
（１年間）

目標値

（単位：
千円）

11,000 11,200 11,400 11,600 11,800 12,000

10,832

実績値

（単位：
千円）

10,573 12,441

114.9%
達成
状況
（率）

96.1% 111.1% 103.7%

b b

b b

51 滋
賀
医
科
大
学

滋賀医科大学は、地
域に支えられ、地域
に貢献し、世界に羽
ばたく大学として、
人々の健康、医療、
福祉の向上と発展に
貢献するために、優
れた医療人の育成と
新しい医学・医療の
創造、優れた研究に
よる人類社会・現代
文明の課題解決、医
学・医療・看護を通じ
た社会貢献を推進す
る。
教育面では、全人的
医療を目指す医療
人、世界を視野に活
躍できる実践者・研
究者を育成する。ま
た、国際基準に基づ
く医学教育等を実践
する。研究面では、
重点研究領域（サル
を用いた医学研究、
認知症を中心とする
脳科学研究、疫学を
柱とする生活習慣病
研究、先端がん研
究）を定め、ロード
マップを策定して戦
略的に推進する。医
療面では、質の高い
先進医療・低侵襲医
療の提供と新たな医
療技術の開発を推進
する。また、行政や医
療機関と連携し、地
域医療の充実に貢献
する。

医療水
準向上を
目指した
本学の
重点研
究領域
の推進と
新しい時
代に向け
た産学
官連携
の推進

超高齢化社会を迎え
るわが国の健康問
題・医学的課題を克
服するために、本学
が得意とする研究を
重点研究領域と定
め、医系単科大学の
持つ機動力と学内連
携の下に、教育研究
組織整備等により研
究を推進する。
また、治療に直結し
た医療機器開発、創
薬などの産学官連携
を推進し、医療水準
の向上に取り組む。

重点研究領域における
教員1人当たりの論文
数

重点研究領域における
1人当たりの外部資金
（科研費、受託研究、
共同研究）の獲得金額
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成27年度
（１年間）

目標値

（単
位：）

54 58 61 64 67 70

50

実績値

（単
位：）

56 66

132.0%
達成
状況
（率）

103.7% 113.8% 94.3%

b b

51 滋
賀
医
科
大
学

共同研究契約数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

H27
目標値
（単位：
本）

2,371 2,436 2,730 2,780 2,840 2,900

2,306
実績値
（単位：
本）

2,665 2,679

116.2%
達成
状況
（率）

112.4% 110.0% 92.4%

H27
目標値
（単位：
本）

2,661 2,830 3,480 3,520 3,560 3,600

2,492
実績値
（単位：
本）

3,411 3,448

138.4%
達成
状況
（率）

128.2% 121.8% 95.8%

b b

b b

52 京
都
大
学

大学を社会や世界に
開く「窓」として位置づ
け、有能な学生や若
い研究者の能力を高
め、それぞれの活躍
の場へと送り出す役
割を大学全体の共通
のミッションとした将
来構想「WINDOW構
想」を踏まえ、総長の
強力なリーダーシップ
による教育研究組織
改革等の学内改革の
もと、世界的に卓越し
た教育研究、社会実
装を推進し、創立以
来築いてきた自由の
学風を継承し発展さ
せつつ、多元的な課
題の解決に挑戦し、
地球社会の調和ある
共存に貢献する。

独創的
な先端
研究・融
合研究
の推進
による学
術・社会
のイノ
ベーショ
ン創出

本学が世界に卓越し
た知の創造を行う大
学として一層の発展
を遂げ、今後、真の
世界トップレベル大
学を目指すために、
多数のノーベル賞受
賞者を輩出するなど
の卓越した研究力を
基盤とし、さらなる独
創的な先端研究・融
合研究を推進し、学
術・社会に貢献する
イノベーションの創出
を図る。

国際共著論文数の増
加状況

異分野共著論文数の
増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

H27
目標値
（単位：
本）

520 535 610 630 650 670

505
実績値
（単位：
本）

586 599

118.6%
達成
状況
（率）

112.7% 112.0% 89.4%

第2期平均

目標値
（単位：
百万
円）

4,500 4,800 5,100 5,490 5,880 6,275

4,183

実績値
（単位：
百万
円）

4,646 5,071

121.2%
達成
状況
（率）

103.2% 105.6% 80.8%

b a

b a

52 京
都
大
学

人文社会分野のジャー
ナルへの掲載論文数
の増加状況

共同研究実施金額の
増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

H26
目標値
（単位：
件）

50 50 50 50 50 50

535
実績値
（単位：
件）

52 83

15.5%
達成
状況
（率）

104.0% 166.0% 166.0%

H26
目標値
（単位：
件）

2 2 2 2 2 2

1
実績値
（単位：
件）

8 12

1200.0%
達成
状況
（率）

400.0% 600.0% 600.0%

b b

52 京
都
大
学

学生に
主体性
の発揮と
質の高
い学修を
促す国
際通用
性の高
い教育シ
ステムの
構築

意欲と主体性を具え
た学生をグローバル
化社会で活躍できる
人材に育成するた
め、本学の教育にお
ける基本理念である
「対話を根幹とした自
学自習」に則り、学生
への多様な教育研究
環境を提供すると共
に、学生に主体性の
発揮と質の高い学修
を促すための国際通
用性の高い教育シス
テムを構築する。

インターネットを活用し
たデジタル教材数の増
加状況

【OCW】

【MOOCs】
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(2)

H27
目標値
（単位：
件）

4 4 7 7 7 7

3
実績値
（単位：
件）

4 7

233.3%
達成
状況
（率）

100.0% 175.0% 100.0%

H28
目標値
（単位：
件）

90 100 130 133 137 141

81
実績値
（単位：
件）

120 127

156.8%
達成
状況
（率）

133.3% 127.0% 90.1%

b b

b b

52 京
都
大
学

履修証明プログラム数
の増加状況

特色入試による入学者
数の増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

3

H26
目標値
（単位：
科目）

178 222 266 310 354 400

134
実績値
（単位：
科目）

235 265

197.8%
達成
状況
（率）

132.0% 119.4% 66.3%

H27
目標値
（単位：
件）

8 9 18 19 20 21

7
実績値
（単位：
件）

12 17

242.9%
達成
状況
（率）

150.0% 188.9% 81.0%

b b

b b

52 京
都
大
学

世界標
準の教
育研究
環境の
構築と多
様なグ
ローバル
人材育
成

本学が世界に卓越し
た知の創造を行う大
学として一層の発展
を遂げ、今後、真の
世界トップレベル大
学を目指すために、
グローバルスタン
ダードな教育研究環
境を整備し、語学力・
協調性・主体性を持
ちグローバル化社会
で活躍する人材の育
成を推進する。

学士課程1･2年次を対
象とする英語による基
礎・教養科目の増加状
況

国際共同学位プログラ
ム「ジョイント／ダブル
ディグリープログラム」
の増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(3)

H26
目標値
（単位：
人）

2,584 2,727 3,250 3,300 3,350 3,450

2,441
実績値
（単位：
人）

2,924 3,233

132.4%
達成
状況
（率）

113.2% 118.6% 93.7%

H26
目標値
（単位：
件）

152 162 185 190 195 200

142
実績値
（単位：
件）

168 179

126.1%
達成
状況
（率）

110.5% 110.5% 89.5%

b a

b b

52 京
都
大
学

外国人留学生受入数
の増加状況

大学間学術交流協定
締結校数の増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

4

第2期平均
目標値
（単位：
千円）

283,395 305,195 389,430 413,770 438,110 462,450

261,595
実績値
（単位：
千円）

460,036 640,395

244.8%
達成
状況
（率）

162.3% 209.8% 138.5%

第2期平均
目標値
（単位：
千円）

29,417 31,680 33,943 36,206 38,469 40,730

27,154
実績値
（単位：
千円）

83,467 63,501

233.9%
達成
状況
（率）

283.7% 200.4% 155.9%

b a

52 京
都
大
学

グローバ
ル化に
対応した
産官学
連携及
び最先
端で質
の高い
医療の
開発・提
供等によ
る社会貢
献事業
の推進

本学が世界に卓越し
た知の創造を行う大
学として一層の発展
を遂げ、今後、真の
世界トップレベル大
学を目指すために、
大学における技術に
関する研究成果の事
業化及び教育研究
活動を活性化する取
組の推進、及び新し
い医療の開発と実践
を通して、社会貢献
を推進していく。

知的財産収入額の増
加状況

【特許】

【マテリアル】
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

52 京
都
大
学

(4)

H28
目標値
（単位：
社）

7 13 19 26 33 40

0
実績値
（単位：
社）

7 18

-
達成
状況
（率）

100.0% 138.5% 45.0%

H27
目標値
（単位：
件）

160,000 170,000 180,000 190,000 200,000 210,000

141,686
実績値
（単位：
件）

162,569 172,716

121.9%
達成
状況
（率）

101.6% 101.6% 82.2%

b b

b b

オープンアクセスの推
進に伴う京都大学学術
情報リポジトリ
「KURENAI」への論文
登録数の増加状況

本学の研究成果を活
用したベンチャー企業
数の増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(4)

H27
目標値
（単位：
件）

19 21 31 33 35 37

17
実績値
（単位：
件）

25 29

170.6%
達成
状況
（率）

131.6% 138.1% 78.4%

b a

52 京
都
大
学

先進医療･先端医療の
新規実施件数の増加
状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成27年度
末

目標値

（単位：
％）

50 55 70 80 90 100

50

実績値

（単位：
％）

55 63

126.0%
達成
状況
（率）

110.0% 114.5% 63.0%

平成27年度
末

目標値

（単位：
％）

20 20 25 25 25 25

21

実績値

（単位：
％）

20 29

138.1%
達成
状況
（率）

100.0% 145.0% 116.0%

b b

b b

53 京
都
教
育
大
学

京都教育大学は第3
期中期目標前文、大
学の基本的な目標
に、「学び続ける教員
の養成と支援を通じ
て、地域に密接して
義務教育に関する教
員養成機能の中心的
役割を担いつつ、近
畿地域を中心とした
広範な地域の教員養
成の一翼を担う」こと
を謳い、ミッションの
達成に向けて取り組
むこととしている。こ
のことから、機能強
化構想のビジョンを
「近畿地域（2府4県）
を中心とした広範な
地域の教員養成機能
の中心的な役割を担
う」とした。

現代的
教育課
題に対
応できる
質の高
い能力を
持った教
員の養
成

現代的教育課題に
対処できる力量を培
うため、学内外での
実践活動を積極的に
活用し、新たな教育
課題に対応しうる自
律的で協働的な能力
を養成する。また、地
域社会が要請する具
体的な教育課題に対
応して、理科を分かり
やすく教えられる小
学校教員及び理系
教科に精通した中
学・高校教員を育成
するとともに、「グ
ローカル教員」の育
成、修士レベルでの
海外研修を推進し、
発達段階別のグロー
バル教育のモデルカ
リキュラムも開発す
る。

学生が卒業するまでの
間の学校ボランティア
等への参加率

理系教科の専門的な
指導力を有する「理系
スペシャリスト」の養成
状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成27年度
末

目標値

（単位：
％）

15 15 15 15 15 15

15

実績値

（単位：
％）

17 18

120.0%
達成
状況
（率）

113.3% 120.0% 120.0%

平成26年度
卒業生の平
成27年10月１
日現在

目標値

（単位：
％）

70 70 70 70 70 70

65

実績値

（単位：
％）

72 69

106.0%
達成
状況
（率）

103.0% 98.3% 98.3%

b b

b ｃ

53 京
都
教
育
大
学

海外の教育現場での
研修を経験した修士レ
ベルの学生（現職教員
を除く）の割合の維持

学士課程の教員就職
率を70％以上に維持
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

130 140 240 260 280 300

120

実績値

（単位：
件）

173 218

181.7%
達成
状況
（率）

133.1% 155.7% 72.7%

平成29年度
末

目標値

（単位：
％）

－ 80 100 100 100 100

83

実績値

（単位：
％）

－ 83

100.0%
達成
状況
（率）
－ 103.8% 83.0%

b b

b b

53 京
都
教
育
大
学

教員養
成のリー
ジョナル
センター
としての
現職教
員の質
の向上
の推進

社会の複雑化、グ
ローバル化が進む現
代では、教育現場に
おいても新たな教育
課題が次々と生起
し、教員はそれらへ
の対応が求められて
いる。教員養成・教
師教育のリージョナ
ルセンターとして本
学は、教育課題に対
応した研修の提供と
新しい研修方法の開
発及び提唱、小中一
貫教育の新しい学校
「義務教育学校」に
関する実践的研究と
成果の地域への発
信、及び地域の小学
校教員確保のための
入試体制改善等によ
るビジョン実現を目
指す。

大学教員による現代的
教育課題や地域の
ニーズに基づく現職教
員研修の提供件数

附属京都小中学校の
義務教育学校への移
行を行い、小中一貫教
育の新しい「義務教育
学校」の教育と運営等
に関して本学が情報発
信し、教員の質の向上
に繋げるため、地域の
義務教育学校のネット
ワークを構築すること
による、地域の義務教
育学校等の同ネット
ワークへの参加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(2)

平成27年度
末

目標値

（単位：
回）

3 3 3 3 3 3

3

実績値

（単位：
回）

3 3

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

b b

53 京
都
教
育
大
学

教育委員会の管理職
及び公立学校長で構
成される「京都教育大
学連携協議会」の定期
的な開催
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成27年度

目標値

（単
位：％）

3.4 4.8 6.3 7.8 8.3 9.0

3.8

実績値

（単
位：％）

6.2 6.5

171.1%
達成
状況
（率）

182.4% 135.4% 72.2%

平成27年度

目標値

（単
位：％）

3.0 3.5 4.0 4.5 4.8 5.2

3.1

実績値

（単
位：％）

6.7 7.1

229.0%
達成
状況
（率）

223.3% 202.9% 136.5%

b a

b a

54 京
都
工
芸
繊
維
大
学

「構造改革（3つのプ
ロポーション改革及
びガバナンス改革）」
により、経営機能を
強化しつつ、3つの拠
点機能の拡充・発展
のための「強化・成長
戦略」を展開する。

1．構造改革
○学生定員プロポー
ション（学部減・大学
院増）
○教員職位比率プロ
ポーション（シニア層
→若手層）
○収入比率プロポー
ション（外部資金増）
○ガバナンス（組織・
制度改革）

2．強化・成長戦略
○グローバル＝COG
○コミュニティ＝COC
○イノベーション＝
COI

「デザイ
ン」を基
軸とした
グローバ
ル機能
強化

「デザイン」を基軸と
して、世界一線級ユ
ニット誘致、海外ブラ
ンチ整備、国際連携
教育や産学協働・学
際融合博士学位プロ
グラム展開といった
グローバル機能強化
に向けた取組を総合
的に推進し、世界的
なネットワークの更な
る拡大や、デザイン・
建築分野等における
優れた研究成果の創
出、卓越人材の育成
等を図ることにより、
国際的なプレゼンス
を向上させる。

大学間協定に基づく留
学生派遣状況

大学間協定に基づく留
学生受入状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成27年度

目標値

（単
位：％）

18.5 19.5 20.5 22.0 23.5 25.0

18.4

実績値

（単
位：％）

22.2 21.7

117.9%
達成
状況
（率）

120.0% 111.3% 86.8%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

10 10 10 10 10 10

8

実績値

（単位：
件）

14 11

137.5%
達成
状況
（率）

140.0% 110.0% 110.0%

b b

b b

54 京
都
工
芸
繊
維
大
学

国際共著論文割合

研究成果に基づく受賞
状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

平成27年度

目標値

（単位：
人）

30 50 100 200 290 350

29

実績値

（単位：
人）

67 379

1306.9%
達成
状況
（率）

223.3% 758.0% 108.3%

平成27年度

目標値

（単位：
人）

130 200 270 340 368 396

116

実績値

（単位：
人）

281 332

286.2%
達成
状況
（率）

216.2% 166.0% 83.8%

b a

b a

54 京
都
工
芸
繊
維
大
学

「地域」
から「世
界」を見
据えた人
材育成
機能強
化

地域の自治体や産
業界との協働による
地域課題解決のため
のPBL実践や地域・
海外インターンシップ
実施、職業人育成プ
ログラムや産学連携
共同研究の展開等
の取組を通じて、地
域から世界へと雄飛
できる人材の育成・
輩出及び地域定着を
図り、地域創生に寄
与する。

地域インターンシップ
の参加状況

海外留学・インターン
シップの参加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(2)

平成28年度
目標値

目標値

（単位：
人）

50 60 200 230 260 290

50

実績値

（単位：
人）

176 289

578.0%
達成
状況
（率）

352.0% 481.7% 99.7%

平成27年度

目標値

（単位：
社）

125 150 300 300 300 300

104

実績値

（単位：
社）

134 245

235.6%
達成
状況
（率）

107.2% 163.3% 81.7%

b a

b b

54 京
都
工
芸
繊
維
大
学

職業人育成プログラム
の受講者数

地域創生ネットワーク
企業数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成27年度
末

目標値

（単位：
科目）

0 4 8 12 16 20

0

実績値

（単位：
科目）

0 4

－
達成
状況
（率）
－ 100.0% 20.0%

平成27年度
末

目標値

（単
位：％）

3 5 7 8 9 10

0

実績値

（単
位：％）

3.6 5.5

－
達成
状況
（率）

120.0% 110.0% 55.0%

b b

b b

55 大
阪
大
学

大阪大学は、懐徳堂
と適塾の市民精神を
受け継ぎつつ、「地域
に生き世界に伸び
る」をモットーに、世
界屈指の研究型総合
大学へ発展すること
を目指す。大学の知
を広く人類社会の幸
福のために開放する
「Openness（開放
性）」を実現し、その
豊かな多様性の中
で、人類の理想の実
現をはかる有能な人
材を社会に輩出す
る。学問分野間での
知の交差に挑むとと
もに、社会のさまざま
な知の担い手と協働
することで、「知の協
奏と共創」を実現す
る。

Open
Educatio
n

専門知と
社会の
「新たな
統合」に
よる教
養・国際
性・デザ
イン力を
備えたイ
ノベー
ション人
材の育
成

大学を広く産官学の
みならず市民社会に
開き、多様なステー
クホルダーが協奏す
る「知の社交空間」を
構築する。この空間
において、大学が有
する高度な専門知と
社会の「新たな統合」
を図ることにより、本
学が重視する３つの
理念である「教養」
「国際性」「デザイン
力」に加え、グローバ
ルな複雑困難課題に
挑戦し、新たな社会
的価値を創出するた
めに必要な「高度汎
用力」を備えたイノ
ベーション人材を育
成する。

高度汎用力教育プログ
ラムとして開発・提供す
る本学独自の科目の
数

総合入試制度による受
入れ学生の割合

336



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

第2期中期目
標期間全体

目標値

（単位：
人）

95 108 122 135 149 162

81

実績値

（単位：
人）

111 124

153.1%
達成
状況
（率）

116.8% 114.8% 76.5%

平成27年度
末

目標値

（単
位：％）

6.3 6.7 7.0 7.3 7.7 8.0

6.0

実績値

（単
位：％）

6.4 7.6

126.7%
達成
状況
（率）

101.6% 113.4% 95.0%

b a

b b

55 大
阪
大
学

社会人を対象とした教
育プログラムの履修者
数

TOEFL-ITPスコア550
点相当以上の学生の
数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

第2期中期目
標期間終了
時（平成27年
度末）

目標値

（単位：
件）

1 1 1 2 2 3

1

実績値

（単位：
件）

1 1

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 33.3%

第2期中期目
標期間終了
時（平成27年
度末）

目標値

（単位：
プロ
ジェク
ト）

3 6 9 12 16 20

0

実績値

（単位：
プロ
ジェク
ト）

19 28

－
達成
状況
（率）

633.3% 466.7% 140.0%

b b

b b

55 大
阪
大
学

Open
Researc
h

先導的
学際研
究の推
進による
新学術
領域で
の世界
最高水
準の研
究拠点
形成

研究者のときめきと
自由な発想による学
術研究を基軸としつ
つ、社会的課題に応
えるため、多様な学
問の交差による先導
的学際研究を推進
し、新たな学問領域
を発展させ、世界最
高水準の研究拠点を
形成する。大量デー
タが生み出される未
来社会に対応し、
データ駆動型研究ス
タイルを導入すること
で、先導的学際研究
の推進、発展、確立
から、世界最高水準
の研究拠点化への
一連のプロセスを加
速させるとともに、未
来社会を支える新た
な知を創出する。

世界最高水準の研究
拠点数

データビリティフロン
ティア機構における
データ駆動型研究プロ
ジェクト数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(2)

第2期中期目
標期間終了
時（平成27年
度末）

目標値

（単位：
件）

43 50 57 64 71 80

36

実績値

（単位：
件）

56 57

158.3%
達成
状況
（率）

130.2% 114.0% 71.3%

第2期中期目
標期間終了
時（平成27年
度末）

目標値

（単位：
件）

900 930 960 990 1020 1050

873

実績値

（単位：
件）

977 1047

119.9%
達成
状況
（率）

108.6% 112.6% 99.7%

b b

b b

55 大
阪
大
学

国際ジョイントラボ数

外国の大学や研究機
関等との共同・受託研
究件数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

3

第2期中期目
標期間全体

目標値

（単位：
億円）

156.3 156.3 156.3 156.3 156.3 156.3

126.5

実績値

（単位：
億円）

189.1 190.2

150.4%
達成
状況
（率）

121.0% 121.7% 121.7%

第2期中期目
標期間全体

目標値

（単位：
件）

7 13 20 27 33 40

37

実績値

（単位：
件）

14 42

113.5%
達成
状況
（率）

200.0% 323.1% 105.0%

b a

b b

55 大
阪
大
学

Open
Innovatio
n

社会の
ニーズを
先取りし
た課題
解決の
ための
市民や
産学官
による協
働システ
ム構築

世界トップクラスのイ
ノベーティブな大学と
して、基礎研究から
社会実装に至る世界
水準の研究に関わる
人材と研究が生み出
す知識を基盤とし、
グローバルな視野で
産官民と協働する一
貫したオープンイノ
ベーションのための
新たな産学共創シス
テムを構築する。こ
れにより新たな社会
的価値の創出と革新
的イノベーション創出
に貢献する人材を育
成するとともに、保有
する知的財産の利活
用を促進し、人材・
知・資金の好循環を
生み出す。

1,000万円以上の共同
研究・受託研究の実施
状況

共同研究講座・協働研
究所の設立数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(3)

第2期中期目
標期間全体

目標値

（単位：
件）

7 7 7 7 7 7

3

実績値

（単位：
件）

7 13

433.3%
達成
状況
（率）

100.0% 185.7% 185.7%

第2期中期目
標期間全体
(平均)

目標値

（単位：
億円）

2.0 2.0 4.0 3.0 3.0 6.0

1.6

実績値

（単位：
億円）

2.2 2.3

143.8%
達成
状況
（率）

110.0% 115.0% 38.3%

b a

b b

55 大
阪
大
学

ベンチャー企業創出件
数

知的財産等のライセン
スや実用化状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

4

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

107 109 111 114 117 120

105

実績値

（単位：
件）

113 125

119.0%
達成
状況
（率）

105.6% 114.7% 104.2%

平成27年度
末

目標値

（単
位：％）

9.2 9.6 10.4 11.2 12.7 15.0

8.80

実績値

（単
位：％）

9.27 9.74

110.7%
達成
状況
（率）

100.8% 101.5% 64.9%

b b

b b

55 大
阪
大
学

Open
Communi
ty

学術交
流を通じ
た世界
展開力
強化の
ためのグ
ローバ
ル・ネット
ワークの
拡大

本学の教育、研究、
産学・社学連携に係
るグローバル化を促
進するため、大学・研
究機関に留まらず、
国際機関、企業等の
多様なステークホル
ダーとの連携を深め
る。既存の4つの海
外拠点や大学（部
局）間協定を通じ形
成してきた海外ネット
ワークをさらに充実さ
せ、多角的で重層的
な連携ネットワークを
拡充する。また、イン
バウンドとアウトバウ
ンド双方の学生、研
究者の交流の促進
拡大を図る。

海外の大学・研究機関
等との大学間学術交
流協定数

外国人留学生比率
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(4)

第2期中期目
標期間全体
（平均）

目標値

（単位：
人／年
度）

997 1,026 1,055 1,085 1,115 1,145

855

実績値

（単位：
人／年
度）

1,037 1,075

125.7%
達成
状況
（率）

104.0% 104.8% 93.9%

平成27年度
末

目標値

（単
位：％）

6.8 7.1 7.3 7.5 7.8 8.0

6.57

実績値

（単
位：％）

6.97 7.3

111.1%
達成
状況
（率）

102.5% 102.8% 91.3%

b a

b a

55 大
阪
大
学

外国人研究者受入者
数

外国の大学や研究機
関、外国企業への学生
の派遣状況

343



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

5

第2期中期目
標期間全体

目標値

（単位：
人）

95 108 122 135 149 162

81

実績値

（単位：
人）

111 124

153.1%
達成
状況
（率）

116.8% 114.8% 76.5%

第2期中期目
標期間終了
時（平成27年
度末）

目標値

（単位：
件）

43 50 57 64 71 80

36

実績値

（単位：
件）

56 57

158.3%
達成
状況
（率）

130.2% 114.0% 71.3%

b a

b b

55 大
阪
大
学

Open
Governa
nce

構成員
の可能
性を最大
限に引き
出し、エ
ビデンス
に基づい
た安定
的かつ
強靱な
大学経
営の確
立

教育、研究、国際協
働、社会貢献等、全
ての活動において本
学の使命を果たすた
め、自己革新の伝統
を継承し、本学の可
能性を最大限に発揮
できる安定的かつ強
靭な経営体制を確立
する。マネジメントの
高度化に向け、IRに
よるデータに基づく分
析、企画立案、施策
の評価等を実施し、
PDCAサイクルを回
す。社会の要請や評
価に基づく学内資源
の適正配分や教育
研究組織の改編を実
現し、総合大学として
の総合性を活かし、
豊かな個性をもって
人類社会の幸福に
資する大学となる。

社会人を対象とした教
育プログラムの履修者
数
（再掲）

国際ジョイントラボ数
（再掲）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(5)

第2期中期目
標期間全体

目標値

（単位：
億円）

156.3 156.3 156.3 156.3 156.3 156.3

126.5

実績値

（単位：
億円）

189.1 190.2

150.4%
達成
状況
（率）

121.0% 121.7% 121.7%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

107 109 111 114 117 120

105

実績値

（単位：
件）

113 125

119.0%
達成
状況
（率）

105.6% 114.7% 104.2%

b a

b b

55 大
阪
大
学

1,000万円以上の共同
研究・受託研究の実施
状況
（再掲）

海外の大学・研究機関
等との大学間学術交
流協定数
（再掲）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成27年

目標値

（単
位：％）

36 45 57 72 90

30

実績値

（単
位：％）

40 48

160.0%
達成
状況
（率）

111.1% 106.7% 53.3%

平成27年

目標値

（単
位：％）

36 44 54 66 80

30

実績値

（単
位：％）

36 45

150.0%
達成
状況
（率）

100.0% 102.3% 56.3%

ｃ b

ｃ b

56 大
阪
教
育
大
学

本学は広域型教員養
成機関として，大阪
府を含め全国的な教
育課題に対応できる
実践型教員養成機能
への質的転換，グ
ローバル化に対応し
た教養教育の質的充
実，現代的教育課題
に対応できる教員及
び教育・学習支援人
材の養成等に資する
全学的な改革に取り
組み，我が国の教育
界を牽引するグロー
バル化に対応した教
育人材を養成する。
さらに，本学の強み
を生かし，先導的・独
創的な教育研究を展
開し，その成果を通じ
て我が国の教員の資
質能力向上に寄与す
る大学を目指す。

今日的
教育課
題に対
応できる
実践型
教員及
び教育・
学習支
援人材
の養成

大阪等近畿圏におけ
る課題としては，児
童生徒の多様化・貧
困化への対応・ICT
教育の推進，特別支
援についての対応，
学校種の接続段階
への対応などが挙げ
られる中，実践型教
員養成機能の強化と
教育的視点から，学
校・家庭・地域・社会
との連携・協働できる
人材養成に資する学
部改革，実践力を備
えた教員養成と現職
教員の育成に資する
大学院改革に取り組
むとともに，現代的
教育課題の解決に
資する機能強化プロ
ジェクトを展開する。

教育・学習支援分野に
おけるアクティブ・ラー
ニングの手法を取り入
れたコラボレーション活
動を含む教育協働学
習の履修率の増加状
況

教科指導力向上を目
的とした「教えるための
教科内容」科目及び実
践的教職力量形成を
目的としたインターン
シップ活動科目の履修
率の増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成25年
※ミッションの
再定義時

目標値

（単
位：％）

67 67 67 67 90

67

実績値

（単
位：％）

70 64

95.5%
達成
状況
（率）

104.5% 95.5% 71.1%

b ｃ

56 大
阪
教
育
大
学 修了生に対する就職

状況調査を活用した専
門職大学院（現職教員
を除く）及び修士課程
（教員養成分野，ただ
し現職教員は除く）に
おける教員就職率（臨
時任用を含む）の達成
状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

第2期
（平均値）

目標値

（単位：
名）

88 90 92 94 96 100

82

実績値

（単位：
名）

107 118

143.9%
達成
状況
（率）

121.6% 131.1% 118.0%

第2期
（平均値）

目標値

（単位：
名）

75 83 91 100 110 120

68

実績値

（単位：
名）

91 127

186.8%
達成
状況
（率）

121.3% 153.0% 105.8%

b a

b a

56 大
阪
教
育
大
学

現代社
会のグ
ローバル
化に対
応できる
グローバ
ル人材と
しての教
員及び
教育・学
習支援
人材の
養成機
能の強
化

グローバル化に対応
した教育人材を養成
するため，①語学力・
コミュニケーション能
力，②異文化に対す
る理解等グローバル
化対応能力，③課題
発見・解決能力向上
に対し，英語能力の
向上，日本語指導力
の向上，海外派遣や
短期留学生受入れ
促進等の取組や，海
外機関との連携事業
等による教育人材養
成システムの国際標
準化を行うと同時
に，これらの教育効
果測定を目的とした
グローバル人材総合
評価システムの構築
を目指す。

異文化理解等グロー
バル化対応能力の向
上のために必要な施
策としての，海外派遣
事業（交換留学・語学
研修・文化研修・海外
教育実習等）における
派遣学生数の増加状
況

異文化理解等グロー
バル化対応能力の向
上のために必要な施
策としての，短期受入
れ事業（日研生・教研
生・研究留学生・交換
留学生・短期研修プロ
グラム等）における受
入れ数の増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(2)

平成27年

目標値

（単
位：％）

30 35 50 70 90

20

実績値

（単
位：％）

30 37

185.0%
達成
状況
（率）

100.0% 105.7% 41.1%

b b

56 大
阪
教
育
大
学

英語の指導力向上に
資する施策の展開を通
じた，英語（中・高等学
校）教員を目指す学生
における英検準1級（あ
るいはTOEFL iBT80以
上，TOEIC730点以上）
取得率の増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

3

平成27年

目標値

（単位：
校園認
証）

9 18 27 35 43 50

5

実績値

（単位：
校園認
証）

9 20

400.0%
達成
状況
（率）

100.0% 111.1% 40.0%

平成27年

目標値

（単位：
名）

70 140 210 280 350 420

70

実績値

（単位：
名）

97 210

300.0%
達成
状況
（率）

138.6% 150.0% 50.0%

b a

b a

56 大
阪
教
育
大
学

本学の
強みを生
かし，大
阪府を含
めた全
国的な
教育ニー
ズに対
応した教
育研究
の推進
及び発
信

京阪奈地域で教員養
成大学を有すること
での資源の相互利用
や大規模教員養成
大学間で協働体制の
構築が可能であるこ
と，さらには，学校安
全の推進に関わる成
果を蓄積していると
いう，本学の強み・特
色を生かし，セーフ
ティープロモーション
スクール（SPS）の社
会実装等の教育研
究成果を大阪府をは
じめとする近畿圏の
みならず全国に発信
するとともに教育課
程に反映する。

セーフティプロモーショ
ンスクール認証支援活
動を通じた国内外にお
けるセーフティプロモー
ションスクール認証校
の増加状況

学校安全主任講習会，
学校安全コーディネー
ター養成研修を受講し
て各資格認定を受けた
学校教職員数の増加
状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(3)

平成27年

目標値

（単位：
校）

31 45 59 73 87 100

17

実績値

（単位：
校）

42 59

347.1%
達成
状況
（率）

135.5% 131.1% 59.0%

b a

56 大
阪
教
育
大
学

地域の教育委員会や
学校現場と機能的・効
果的な連携を図るた
め，本学が開発した安
全教育教材を利用実
践した学校の増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成21年度
から26年度の
修了者（満期
退学者含む）

目標値
（単
位：%）

50 50 50 50 50 50

49
実績値
（単
位：%）

55.4 50.0

102.0%
達成状
況
（率）

110.8% 100.0% 100.0%

平成27年度
末

目標値
（単位：
編）

1.22 1.22 2.00 2.00 2.00 2.00

0.92
実績値
（単位：
編）

1.66 2.24

243.5%
達成状
況
（率）

136.1% 183.6% 112.0%

b b

b a

57 兵
庫
教
育
大
学

●これからの時代を
見据えた次世代型教
育を実践できる「教育
内容・方法の革新」を
実現するため、先導
的な研究プロジェクト
を推進し、教師教育
の実践と研究におけ
る全国拠点並びに地
域拠点となり、「教師
教育のトップラン
ナー」としての社会的
役割を果たす。

●高い専門性と確か
な実践力を備えた教
員を養成するため、
教職大学院における
教員養成の一層の高
度化に取り組み、「卓
越教職大学院」とな
る教育･研究活動を
展開する。

現職教
員再教
育型大
学院
（スー
パース
クール
リーダー
養成）の
拠点形
成

時代を先取りした新
たな教育を創造でき
る先導的な研究を推
進する「先導研究推
進機構」を整備・拡充
し、教育委員会や教
育機関等と連携・協
働のもとに、新たな
スーパースクール
リーダーを養成する
カリキュラムや教育
プログラムを開発・実
施し、学校教育現場
におけるリーダーの
中のリーダー（スー
パースクールリー
ダー）を養成する。

連合大学院博士課程
修了者（満期退学者含
む）のうち教職大学院
等で大学院生等を指
導できる大学教員の輩
出割合

本学教員が発表した学
術論文（和文、英文の
合計）数の増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成27年度
末

目標値
（単位：
回）

1.93 1.93 2.00 2.00 2.00 2.00

1.63
実績値
（単位：
回）

2.02 2.17

133.1%
達成状
況
（率）

104.7% 112.4% 108.5%

b b

57 兵
庫
教
育
大
学

本学教員が発表した学
会発表数の増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値
（単位：
本）

2 2 3 4 5 7

1
実績値
（単位：
本）

2 2

200.0%
達成状
況
（率）

100.0% 100.0% 28.6%

平成28年3月
卒業者（国立
教員養成大
学・学部）

目標値
（単
位：%）

80 80 80 80 80 80

60.3
実績値
（単
位：%）

85 85

141.0%
達成状
況
（率）

106.3% 106.3% 106.3%

b b

b b

57 兵
庫
教
育
大
学

2 教職大
学院を核
とした教
員養成
高度化
の推進

高い専門性と確かな
実践力を備えた教員
を養成するため、教
職大学院における教
員養成の一層の高
度化に取り組み、現
職教員の高度な学び
直しと研修の拠点と
しての機能を果たす
とともに、教師教育
の実践と研究におけ
る「教師教育のトップ
ランナー」として、我
が国の教員養成を先
導する「卓越教職大
学院」となる。

学び続ける教員を支援
するラーニングポイント
制などの実施に向けた
教職大学院をベースに
した教員研修プログラ
ムの増加状況

学部卒業生の教員・保
育士就職率の状況

354



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

3

平成27年度
末

目標値

（単位：
事業）

3 4 6 6 7 7

3

実績値

（単位：
事業）

4 6

200.0%
達成
状況
（率）

133.3% 150.0% 85.7%

第2期中期目
標期間中

目標値
（単位：
回）

5.2 5.3 5.4 5.5 5.6 5.7

5.2
実績値
（単位：
回）

5.2 5.5

105.8%
達成状
況
（率）

100.0% 103.8% 96.5%

b b

b b

57 兵
庫
教
育
大
学

教育委
員会等と
の協働
による教
員研修プ
ログラム
の開発･
実施をは
じめとす
る地域連
携事業
の推進

学校現場を取り巻く
複雑かつ多様な課題
に的確に対応してい
く ため、兵庫県・神
戸市教育委員会や
自治体等との連携・
協働による「教員研
修プログラム」の開
発・実施をはじめとす
る地域連携事業を推
進し、学校現場の課
題解決に寄与すると
ともに、地域の活性
化に貢献する「地域
拠点（リージョナルセ
ンター）」となることを
目指す。

教育委員会等と連携し
た新たな研修・講習の
事業数の増加状況

県内の各自治体や教
育委員会等からの要
請等に基づいた教職
員の派遣回数の増加
状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(3)

平成27年度
末

目標値
（単位：
件）

13 15 17 19 21 22

12
実績値
（単位：
件）

13 15

125.0%
達成状
況
（率）

100.0% 100.0% 68.2%

b b

57 兵
庫
教
育
大
学

県内の神戸・阪神・東
播磨・北播磨・丹波地
域における全ての自治
体と締結した連携協定
数の増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

4

平成27年度
末

目標値
（単位：
本）

3 3 3 3 3 3

-
実績値
（単位：
本）

3 3

-
達成状
況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

平成28年度
当初

目標値
（単
位：%）

29 29 30 31 31 32

29
実績値
（単
位：%）

30.0 29.4

101.4%
達成状
況
（率）

103.4% 101.4% 91.9%

b b

b b

57 兵
庫
教
育
大
学

教育・研
究支援
体制の
改革及
び機能
強化

社会環境の急速な変
化や学校現場を取り
巻く環境の変化に対
応し、地域の期待に
応え貢献する教員養
成大学として、教育
研究支援体制を改革
し、教員組織の活性
化に取り組み、活力
ある教育研究を持続
的に保証するこ とに
より、教職員がより高
いパフォーマンスを
発揮できるよう環境
整備を行い、大学経
営の機能強化を図
る。

収集する情報を基にし
た調査・分析レポート
本数の増加状況

全教職員のうち女性教
職員が占める割合の
増加状況

357



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(4)

平成28年度
当初

目標値
（単
位：%）

7.8 12.3 12.7 12.7 13.3 14

7.8
実績値
（単
位：%）

7.8 16.3

209.0%
達成状
況
（率）

100.0% 132.5% 116.4%

平成28年度
当初

目標値
（単
位：%）

5 5 5 5 5 5

5
実績値
（単
位：%）

5.8 9.8

196.0%
達成状
況
（率）

116.0% 196.0% 196.0%

b b

b b

57 兵
庫
教
育
大
学

全教員のうち40歳未満
の若手教員が占める
割合の増加状況

全教員のうち年俸制を
適用する教員の増加
状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

23年度～27
年度（5年間）

目標値

（単位：
報）

8,000 8,200 8,600 9,000 9,500 10,000

7,802

実績値

（単位：
報）

8,057 8,208

105.2%
達成
状況
（率）

100.7% 100.1% 82.1%

25年度～27
年度（3年平
均）

目標値

（単位：
億円）

30.0 32.0 34.0 36.0 38.0 40.0

28.2

実績値

（単位：
億円）

33.0 40.2

142.6%
達成
状況
（率）

110.0% 125.6% 100.5%

b b

b a

58 神
戸
大
学

神戸大学は「学理と
実際の調和」を理念
とし、進取と自由の精
神がみなぎる学府で
ある。この伝統を発
展させ、様々な連携・
融合の力を最大限に
発揮する卓越研究大
学として世界最高水
準の教育研究拠点を
構築し、現代及び未
来社会の課題を解決
するための新たな価
値の創造に挑戦し続
ける。このビジョンを
実現するために、個
と組織の調和を図る
環境整備と組織改革
を行い、神戸大学全
構成員の力を結集し
て学術の新境地を切
り拓く。

先端研
究の推
進

「ビジョン」実現に向
けて、研究領域を創
設または先導できる
先端研究を推進し、
先端研究の深掘りと
共に、理系及び生命
系の境界・複合領域
研究を開拓・加速す
る。その取組として、
海底火山活動に伴う
海底資源の形成過
程の解析や諸疾患
の病因・病態を解明
し、シグナル伝達基
礎医学研究を深化さ
せるとともに、メディ
カルイノベーションを
創出するなど、本学
の先端研究を推進し
ていく。

論文数（5年間累積）

共同研究・受託研究の
金額（3年平均）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

22年度～26
年度（5年間）

目標値

（単位：
報）

790 830 870 910 950 1,000

754

実績値

（単位：
報）

794 847

112.3%
達成
状況
（率）

100.5% 102.0% 84.7%

b b

58 神
戸
大
学

トップ10％論文数（5年
間累積）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

23年度～27
年度（5年間）

目標値

（単位：
報）

8,000 8,200 8,600 9,000 9,500 10,000

7,802

実績値

（単位：
報）

8,057 8,208

105.2%
達成
状況
（率）

100.7% 100.1% 82.1%

23年度～27
年度（5年間）

目標値

（単位：
報）

2,200 2,300 2,500 2,700 2,900 3,200

2,111

実績値

（単位：
報）

2,278 2,353

111.5%
達成
状況
（率）

103.5% 102.3% 73.5%

b b

b b

58 神
戸
大
学

社会課
題を解決
する文理
融合研
究の推
進

「ビジョン」実現に向
けて、文系理系の協
働により新たな研究
領域を開拓し、特に、
人文社会系の強さを
生かした社会課題解
決型の研究及び社
会への情報発信や
政策提言を行う。取
組として、社会科学と
自然科学の協働、国
際・産官学連携によ
る社会イノベーション
の創出や災害などの
多様なリスクに対す
る都市での生活と活
動の強靭化を目指し
た文理融合による都
市レジリエンス学の
構築など、本学の文
理融合研究を推進し
ていく。

論文数（5年間累積）

国際共著論文数（5年
間累積）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

58 神
戸
大
学

(2)

25年度～27
年度（3年平
均）

目標値

（単位：
億円）

8.7 9.0 9.5 10.0 11.0 12.0

8.3

実績値

（単位：
億円）

8.9 10.8

130.1%
達成
状況
（率）

102.3% 120.0% 90.0%

27年度

目標値

（単位：
件）

31 33 36 39 42 45

30

実績値

（単位：
件）

31 38

126.7%
達成
状況
（率）

100.0% 115.2% 84.4%

b a

b b

共同研究・受託研究
（民間）の金額（3年平
均）

大型科研費の採択数
（継続＋新規）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

3

23年度～27
年度（5年間）

目標値

（単位：
報）

8,000 8,200 8,600 9,000 9,500 10,000

7,802

実績値

（単位：
報）

8,057 8,208

105.2%
達成
状況
（率）

100.7% 100.1% 82.1%

25年度～27
年度（3年平
均）

目標値

（単位：
億円）

8.7 9.0 9.5 10.0 11.0 12.0

8.3

実績値

（単位：
億円）

8.9 10.8

130.1%
達成
状況
（率）

102.3% 120.0% 90.0%

b b

b a

58 神
戸
大
学

先導的
研究成
果の社
会実装
への取
組み

「ビジョン」実現に向
けて、先導的研究の
推進と社会実装を並
行させる「イノベー
ションの目指すべき
姿」を追求し、研究成
果の事業化のみなら
ずベンチャー企業の
創成も視野に入れ、
その取組として、水
環境、大気環境、エ
ネルギー、資源問題
を国際的な連携の
下、膜分離技術の戦
略的研究開発や次
世代バイオ産業革命
の礎となる合成バイ
オ研究拠点の形成と
成果の社会実装な
ど、本学の先導的研
究成果の社会実装を
推進していく。

論文数（5年間累積）

共同研究・受託研究
（民間）の金額（3年平
均）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(3)

23年度～27
年度（5年間）

目標値

（単位：
報）

165 170 175 180 190 200

161

実績値

（単位：
報）

168 175

108.7%
達成
状況
（率）

101.8% 102.9% 87.5%

22～27年度
（6年間）

目標値

（単位：
件）

9 11 12 13 14 15

7

実績値

（単位：
件）

10 12

171.4%
達成
状況
（率）

111.1% 109.1% 80.0%

b b

b b

58 神
戸
大
学

企業共著論文数（5年
間累積）

大学発ベンチャー創業
の累計数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度
中
（1年間）

目標値

（単位：
人）

1,360 1,470 1,590 1,720 1,860 2,000

1,229

実績値

（単位：
人）

1,418 1,543

125.5%
達成
状況
（率）

104.3% 105.0% 77.2%

平成26年度
中
（1年間）

目標値

（単位：
人）

805 885 980 1,070 1,140 1,200

725

実績値

（単位：
人）

884 960

132.4%
達成
状況
（率）

109.8% 108.5% 80.0%

b b

b b

58 神
戸
大
学

4 世界で
活躍でき
る人材の
育成

「ビジョン」実現に向
けて、世界の視点で
日本と自らの歩む道
を考え、行動できる
人材を育成し、世界
をリードする専門知
識を備えた世界で活
躍できる人材を育成
する。そのため、課
題発見・解決型グ
ローバル人材育成や
グローバルエリート
育成のための教育プ
ログラムの全学展
開、海外研修等によ
る学科横断・実践型
教育プログラム、理
工系人材事業を重点
的取り組みとして実
施していく。

留学生数

海外派遣数(学生)
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：％）

26.3 26.8 27.3 28.3 29.3 30.3

25.8

実績値

（単
位：％）

28.0 28.6

110.9%
達成
状況
（率）

106.5% 106.7% 94.4%

平成27年度

目標値

（単位：
％）

4.2 4.2 6.0 8.0 10.0 12.0

2.2

実績値

（単位：
％）

4.2 4.2

190.9%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 35.0%

b b

b b

58 神
戸
大
学

5 大学運
営基盤
の改革

「ビジョン」実現に向
けて「戦略5：大学運
営基盤の改革」を定
めた。本戦略におい
ては、学長のリー
ダーシップの下、神
戸大学が目指す世
界最高水準の教育
研究拠点構築に向け
て、組織・制度改革を
推進するとともに、学
長補佐体制の強化
及び人事評価制度
の充実を図り、さら
に、アドバイザリー
ボード等の学外有識
者からの意見を教育
研究に活用する仕組
みを強化する。

年俸制教員比率

大学の意思決定者に
おける女性比率
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

「ミッションの
再定義」、中
期目標・計画
より

目標値

（単
位：％）

70 70 70 70 70 70

70

実績値

（単
位：％）

71.8 66.1

94.4%
達成
状況
（率）

102.6% 94.4% 94.4%

Ｈ28年度当初

目標値

（単
位：％）

100 100 100 100 100 100

未実施

実績値

（単
位：％）

100 100

-
達成
状況
（率）

100% 100.0% 100.0%

b ｃ

b b

59 奈
良
教
育
大
学

教育委員会、学校、
地域と連携・協働して
奈良県における学校
教育の指導的役割を
担う教員の養成の中
心的役割を果たし、
現職教員研修等を協
働して実施するた
め、持続的に教育組
織・教員組織の再編
などの自己改革を進
め、教育分野を中心
に地域と融合する大
学を目指す。

教育委
員会・学
校・地域
との組織
的連携・
協働によ
り、教員
養成・研
修機能を
強化す
る。

本学、教育委員会等
との共同により『教育
連携協働オフィス（仮
称）』を設置し、取組
の総括及び「教員研
修ｼｽﾃﾑ連携事業」、
「高大接続連携事
業」、「小学校英語教
育連携事業」、「ICT
教育連携事業」、「へ
き地教育連携事業」
の5つの連携事業を
組織的にかつ円滑に
実施する。
また、教育組織、教
員組織の再編（「大
学教員研修ｼｽﾃﾑの
構築」、「教員組織の
一元化」、「専門職学
位課程（教職大学
院）への重点化及び
学士課程の特色
化」）を行う。

【戦略1-1】
学士課程の教員就職
率

【戦略1-2】
大学教員の研修プログ
ラム受講率
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

「ミッションの
再定義」、中
期目標・計画
より

目標値

（単
位：％）

90 90 90 90 90 90

90

実績値

（単
位：％）

92.3 93.8

104.2%
達成
状況
（率）

102.6% 104.2% 104.2%

Ｈ28年度当初

目標値

（単
位：％）

100 100 100 100 100 100

未実施

実績値

（単
位：％）

100 100

-
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

b b

b b

59 奈
良
教
育
大
学

【戦略1-3】
専門職学位課程（教職
大学院）の教員就職率

【戦略1-4】
教育委員会との協働に
よる奈良県小学校の
若手教員（2年目、3年
目）研修の受講率
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

Ｈ28年度当初

目標値

（単位：
件（累
計））

3 6 10 14 19 24

未実施

実績値

（単位：
件（累
計））

13 37

-
達成
状況
（率）

433.3% 616.7% 154.2%

Ｈ28年度当初

目標値

（単位：
件（累
計））

20 40 60 90 120 150

未実施

実績値

（単位：
件（累
計））

28 59

-
達成
状況
（率）

140.0% 147.5% 39.3%

b a

b b

59 奈
良
教
育
大
学

現代の
教育的
課題に
対応する
プロジェ
クトを組
織し、そ
の研究
成果を発
信・展開
する。

主に3つの取組
（「ESD（持続可能な
開発のための教育）
を核とした教員養成
の高度化」、「地域融
合で築く理数教育研
究拠点における実践
的高度教員養成プロ
グラムの開発」、「学
校教育体系全体を視
野に入れたインク
ルーシブ教育システ
ムの構築と合理的配
慮・ユニバーサルデ
ザイン教育の開発」）
を実施するほか、新
たに生じた現代的教
育課題にも対応し、
研究プロジェクトによ
る課題の解決に向け
た研究成果の発信・
展開を行う。

【戦略2-0】
本戦略における研究論
文・研究成果の発信件
数（累計）

【戦略2-1】
ESD教育に関する現職
教員研修プログラム認
証者の学会等における
実践事例の発表件数
（累計）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(2)

Ｈ28年度当初
（27年度実施
実績数）

目標値

（単位：
校）

8 8 9 9 10 10

4

実績値

（単位：
校）

14 14

350.0%
達成
状況
（率）

175.0% 175.0% 140.0%

Ｈ28年度当初
目標値
（単
位：％）

100 100 100 100 100 100

未実施
実績値
（単
位：％）

100 100

-
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

b b

b b

59 奈
良
教
育
大
学

【戦略2-2】
理数教育に関する教
育プログラム（スー
パーサイエンスティー
チャー認証プログラム）
の県内外での実施校
数

【戦略2-3】
インクルーシブ教育に
関する教育及び研修プ
ログラムの県内全幼・
小・中・特支学校への
普及率
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成27年度

目標値

（単
位：％）

51% 53% 55% 58% 61% 63%

51%

実績値

（単
位：％）

51% 60%

117.6%
達成
状況
（率）

100.0% 113.2% 95.2%

平成27年度

目標値

（単
位：％）

92% 92% 92% 92% 92% 92%

92.8%

実績値

（単
位：％）

92.8% 98.7%

106.4%
達成
状況
（率）

100.9% 107.3% 107.3%

b b

b b

60 奈
良
女
子
大
学

女子大学という環境・
性格を最大限に生か
した男女別学教育を
実施できる特徴を最
大限に発揮し、物事
を俯瞰する能力に優
れ教養深き女性リー
ダーの養成拠点を形
成し、社会を牽引でき
る人材を輩出する。こ
れにより、あらゆる分
野における女性の活
躍を推進する男女共
同参画型社会が実現
できる。

全国ない
し世界に
通用する
女性リー
ダーを育
成する教
育への
展開

男女共同参画社会
の実現をリードする
女性リーダー、とりわ
け不足する理工系女
性リーダーを育成す
るために、ミッション
の再定義で強みとさ
れた「基礎物理学、
分子科学、基礎生物
学、高エネルギー物
理学」の研究とそれ
に基づく教育を積極
的に進めるとともに、
女子生徒・学生の理
工系への関心を喚起
し、その理工系への
進学と理工系女性
リーダーへの成長を
促すための取組を行
う。

理学部卒業者の大学
院修士課程への進学
率

大学院博士前期課程
の理学系専攻における
標準修業年限内での
修了率
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成29年度

目標値

（単位：
報）

－ 928報 930報 950報 970報 1,000報

928報

実績値

（単位：
報）

－ 928報

100.0%
達成
状況
（率）
- 100.0% 92.8%

平成28年度

目標値

（単位：
名）

20名 42名 64名 86名 108名 130名

20名

実績値

（単位：
名）

20名 42名

210.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 32.3%

b b

b b

60 奈
良
女
子
大
学

「基礎物理学、分子科
学、基礎生物学、高エ
ネルギー物理学」分野
研究の卓越性
スコーパスにおける過
去５年間の論文数

本学学生をアメリカ西
海岸に派遣し、シリコン
バレー等で活躍する理
工系女性リーダーと交
流させ、刺激を受けさ
せる「SEASoN」、及び
本学学生と本学の海
外提携校から募集した
外国人学生同数で実
施する理系サマープロ
グラム「SCORE」への
累積参加者数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

平成26年度

目標値

（単
位：％）

50% 50% 50% 50% 50% 50%

48%

実績値

（単
位：％）

74.2% 64.6%

134.6%
達成
状況
（率）

148.4% 129.2% 129.2%

平成27年度

目標値

（単位：
円）

－ 500,000円 1,020,000円 1,560,000円 2,120,000円 2,700,000円

446,159円

実績値

（単位：
円）

821,150円 536,214円

120.2%
達成
状況
（率）
－ 107.2% 19.9%

b b

b b

60 奈
良
女
子
大
学

女子大
学として
の特色を
発揮する
ための
強み・特
色のある
研究の
充実と推
進

専門分化は学問発
展の原動力である
が、女子大学の学問
の特色は学問に総
合の契機を持ち込も
うとするところであ
る。そしてその特色を
最もよく表しているの
が家政学・生活科学
の伝統の存在であ
る。そこでその伝統
に基づき「心と身体
の健康フロンティア
研究」等に取組むと
ともに、専門分化が
最も激しくその分だ
け女子の参加を拒ん
できた工学の分野に
積極的に参入してい
く。

生活環境科学系にお
ける科学研究費補助
金の採択状況

生活環境科学系にお
ける教員一人当たりの
外部資金（共同研究・
受託研究・委託研究）
受入累積額
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(2)

平成27年度

目標値

（単
位：％）

－ 8.8% 8.8% 11.1% 11.1% 13.3%

2.9%

実績値

（単
位：％）

6.7% 9.8%

337.9%
達成
状況
（率）
－ 111.4% 73.7%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

0.67件 0.7件 0.75件 0.8件 0.85件 0.9件

0.67件

実績値

（単位：
件）

1.3件 1.7件

253.7%
達成
状況
（率）

194.0% 242.9% 188.9%

b b

b a

60 奈
良
女
子
大
学 心身の健康に関する

研究の拠点としての機
能を果たすことができ
る研究機関になること
を目指す
心身の健康に関する
分野での総論文数に
対する国際共著論文
の割合

大学院生活工学共同
専攻分野における共同
研究の実施状況（年平
均教員一人当たり件
数）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

3

平成29年度

目標値

（単位：
件）

－ 21件 26件 26件 30件 30件

21件

実績値

（単位：
件）

22件 21件

100.0%
達成
状況
（率）
－ 100.0% 70.0%

平成28年度

目標値

（単位：
件）

3件 7件 9件 11件 13件 15件

3件

実績値

（単位：
件）

3件 7件

233.3%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 46.7%

b b

b b

60 奈
良
女
子
大
学

地域から
世界へ、
世界から
地域へ、
教育研
究のグ
ローバル
化の推
進と地方
創生

古都奈良に立地し、
日本文化を内側から
深く洞察できるポジ
ションにあることを自
らの「強み」と認識
し、日本文化の再認
識、再構築のための
研究拠点の確立と、
地域志向教育の充
実を図る。またそのこ
とを通じて、日本文
化に関心を抱く世界
中の人々との交流を
深め、ローカルかつ
グローバル（グローカ
ル）に活躍できる女
性リーダーの育成に
努める。

奈良盆地・紀伊半島を
テーマに学外研究者を
対象に実施する共同
研究件数

地域志向科目を受講し
た学生による自発的地
域貢献事業の件数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(3)

平成26年度

目標値

（単位：
名）

165名 190名 210名 225名 240名 250名

141名

実績値

（単位：
名）

167名 240名

170.2%
達成
状況
（率）

101.2% 126.3% 96.0%

平成26年度

目標値

（単位：
名）

80名 85名 90名 95名 98名 100名

52名

実績値

（単位：
名）

103名 122名

234.6%
達成
状況
（率）

128.8% 143.5% 122.0%

b b

b b

60 奈
良
女
子
大
学

受け入れ留学生数増
加
（当該年度の受入れ留
学生数）

海外への派遣学生数
増加
（当該年度に海外に派
遣（留学支援）した日本
人学生数）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成27年度

目標値
（単位：
プログ
ラム数
〈進捗
率〉）

0
(学部レベ
ルでの認
証取得準
備・申請
〈60％〉)

1
(学部の
認証取得
〈100％〉)

1
(学部の指
摘事項改
善・研究科
レベルでの
取得準備
〈130％〉)

1
(学部の
指摘事項
改善・研
究科取得
準備・申
請

2
(学部の
認証更
新、研究
科で認証)
〈200％〉）

0
（学部レベル
での認証取得
準備
〈30%〉）

実績値
（単位：
プログ
ラム数
〈進捗
率〉）

0
(学部取
得
準備、申
請
〈60％〉）

1
（学部取
得済
〈100％〉）

333%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 50.0%

平成27年度

目標値

（単位：
本）

10 10 15 15 20 20

10

実績値

（単位：
本）

17 35

350.0%
達成
状況
（率）

170.0% 350.0% 175.0%

ｃ b

ｃ b

61 和
歌
山
大
学

本学は、地域の企業
や自治体と連携した
実践的な課題に触れ
る「地域と融合した深
い学び」により、柔軟
な社会性と対人関係
力を養い、地域社会
に貢献する人材を輩
出する。人口減少、
高齢化、防災・減災
など地域の抱える課
題解決への寄与、和
歌山圏域の重要な財
産である農産物、食
品の付加価値を高め
る研究を推進する。
また、観光学分野で
先導的な研究を発展
させ、世界をリードす
る諸大学と連携した
国際的な教育研究拠
点を形成する。

観光学
分野で
世界的
な教育
研究拠
点を形成
する。

観光学分野で世界
トップクラスのサリー
大学等との連携実績
をいかした「国際観
光学研究センター」を
設置し、世界一線級
の外国人研究者を招
へい。我が国初の国
連世界観光機関の
観光教育・訓練・研
究機関認定
（tedQual）の取得等
を通じ、アジアにおけ
る観光研究ハブを形
成する。

国際的な観光学教育
研究水準への到達
（tedQual認定）

観光研究の高度化に
寄与する論文・著書の
増加状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成27年度

目標値

（単位
件）

10 10 11 11 12 12

6

実績値

（単位：
件）

25 33

550.0%
達成
状況
（率）

250.0% 330.0% 275.0%

b a

61 和
歌
山
大
学

研究プロジェクトの実
施と外部資金獲得によ
る研究基盤の強化
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
人）

39 76 101 112 112

26

実績値

（単位：
人）

48 83

319.2%
達成
状況
（率）

123.1% 109.2% 74.1%

平成27年度

目標値

（単
位：％）

60 63 66 69 72 75

53.9

実績値

（単
位：％）

74.05 68.9

127.8%
達成
状況
（率）

123.4% 109.4% 91.9%

ｃ b

b b

61 和
歌
山
大
学

2 地域社
会と融合
した学び
を通して
柔軟な
社会性と
対人関
係力を有
し、地域
社会に
貢献でき
る人材を
育成する
ととも
に、地域
社会の
活性化を
図る。

教育学部内センター
である「教育実践総
合センター」を、全学
組織「クロスカル教育
機構教育・地域支援
部門」に再編し、併せ
て「アドミッションオ
フィス」を設置し、地
域における教職に関
する総括的な支援に
よる教育力の向上
や、高大接続システ
ム改革を通じた新た
な入学者選抜の実施
による教育改革を通
じて、地域とともに若
者を総合的に育成し
地域の活性化につな
げる。

学校ボランティア、へき
地・複式教育実習など
本事業全体の参加学
生数の状況

教育学部学校教育教
員養成課程・教育学研
究科の教員就職率の
状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

3

平成27年度

目標値

（単位：
件）

2 2 2 3

1

実績値

（単位：
件）

4 4

400.0%
達成
状況
（率）

200.0% 200.0% 133.3%

平成27年度

目標値

（単位：
編）

1 1 1 2

1

実績値

（単位：
編）

1 2

200.0%
達成
状況
（率）

100.0% 200.0% 100.0%

ｃ b

ｃ b

61 和
歌
山
大
学

和歌山
圏域にお
ける重要
課題であ
る大規模
災害へ
の対応
や地域
経済社
会の活
性化を促
進してい
くための
教育研
究機能
の強化を
図る。

情報通信などの工学
技術を活用した防
災・減災について、災
害情報を集め・伝え
る技術の開発から利
活用までを総合展開
する教育研究機能を
強化し、防災・減災に
貢献できる理工系人
材を育成する。また、
和歌山圏域における
地方創生に資するた
めに、新たな地域資
源の創造拠点の形
成を行うとともに、第
2期で取組んだ「グ
リーンイノベーション」
等の成果を基に、重
点的に農林産物、食
品の付加価値を高め
るための事業に取組
む。

地方創生や「食・農」に
関わる受託・共同研究
の状況

地方創生や「食・農」に
関わる研究成果の創
出、受託・共同研究や
寄附講義受入れへの
発展状況（寄附講義）
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(3)

平成27年度

目標値

（単位：
編）

5 5 5 7

2

実績値

（単位：
編）

7 9

450.0%
達成
状況
（率）

140.0% 180.0% 128.6%

ｃ b

61 和
歌
山
大
学

地方創生や「食・農」に
関わる研究成果の公
表状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
名）

90 95 100 104 108 110

85

実績値

（単位：
名）

90 98

115.3%
達成
状況
（率）

100.0% 103.2% 89.1%

平成27年

目標値

（単位：
本）

12 18 20 25 30 33

12

実績値

（単位：
本）

12 19

158.3%
達成
状況
（率）

100.0% 105.6% 57.6%

62 鳥
取
大
学

「知と実践の融合」を
基本理念とし、大学
憲章に掲げた3つの
目標「社会の中核と
なり得る教養豊かな
人材の育成」、「地球
規模及び社会的課題
の解決に向けた先端
的研究の推進」、「国
際・地域社会への貢
献及び地域との融
合」達成のため、本
中期目標期間におい
ては「地域に根ざし、
国際的に飛躍する大
学」として特色ある先
端的研究及び世界の
乾燥地域と人口減少
の進む地域を対象と
した取組を推進し、活
力ある地域の創生に
貢献する。

1 乾燥地
科学分
野におけ
る国際的
研究教
育拠点
の強化

鳥取大学は、平成27
年1月に「国際乾燥
地研究教育機構」を
設置した。この機構
を改革の軸として、
乾燥地における持続
性社会の創生に資す
る国際的研究教育拠
点の強化を図る。研
究では、学際的な研
究体制を整備し、日
本の乾燥地研究を
リードする。教育で
は、国際的教育体制
を充実し、学生のグ
ローバル人間力を高
める。国際貢献で
は、海外機関との連
携を強化し、留学生
教育および国際共同
研究を推進する。

国際乾燥地研究教育
機構における学内教員
参画数

b b

乾燥地科学分野にお
ける国際共著論文数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
名）

20 40 60 80 101 122

16

実績値

（単位：
名）

25 54

337.5%
達成
状況
（率）

125.0% 135.0% 44.3%

62 鳥
取
大
学

(1)

乾燥地科学分野にお
ける留学生受入数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
件）

5 10 15 20 25 30

0

実績値

（単位：
件）

7 17

-
達成
状況
（率）

140.0% 170.0% 56.7%

平成27年

目標値

（単位：
件）

1 1 2 2 2 4

1

実績値

（単位：
件）

1 2

200.0%
達成
状況
（率）

100.0% 200.0% 50.0%

62 鳥
取
大
学

2 医工農
連携によ
る異分野
研究プロ
ジェクト
の推進

医工農連携研究の
基盤強化として、本
学の医・工・農学部
の先端技術を「医工
農連携先進医療研
究センター」に集約・
融合させて、技術革
新を図り、開発した
医療機器等の特許
取得及び製品化、新
規治療法の臨床応
用への基盤確立等
から、産業創出を目
指す。また、これらの
成果の具体化にあ
たっては、企業等と
の受託・共同研究等
による連携と、医療
機器・技術等の開発
を通じた企業の人材
育成により地域への
成果還元と全国展開
を目指す

医工農連携で開発した
新技術の応用展開に
よる新たな特許出願件
数

医工農連携及び企業
との連携による新しい
医療機器等の開発・製
品化件数

c b

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
件）

30 39 48 57 66 74

8

実績値

（単位：
件）

30 44

550.0%
達成
状況
（率）

100.0% 112.8% 59.5%

62 鳥
取
大
学

(2)

医工農連携で開発した
新技術を基にした共同
研究・受託研究の実施
状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
件）

3 3 3 3 4 5

3

実績値

（単位：
件）

4 4

133.3%
達成
状況
（率）

133.3% 133.3% 80.0%

平成27年

目標値

（単位：
件）

30 30 35 35 40 50

19

実績値

（単位：
件）

37 47

247.4%
達成
状況
（率）

123.3% 156.7% 94.0%

62 鳥
取
大
学

3 人口希
薄化地
域におけ
る地域創
生を目指
した実践
型教育
研究の
新展開

我国の喫緊の課題で
ある人口減少･過疎
化が進む地方の創
生に貢献するため、
長年の実績をベース
に、地域価値創造研
究教育機構の下、
ニーズのくみ上げと
成果の波及力を強化
し、地域の当事者と
大学(教員･学生)が
協働して課題を見出
し研究を進める地域
参加型研究を推進す
るとともに、これを通
して課題発見･解決
力を有する人材を育
成する。これらの活
動を通して我国の地
方創生拠点の形成を
目指す。

地域当事者と学生が
加わった地域参加型
研究の新規立ち上げ
数

地方創生に関する論
文・著書数

b a

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
人）

2,200 2,500 3,000 3,500 4,000 4,800

2,000

実績値

（単位：
人）

3,227 4,650

232.5%
達成
状況
（率）

146.7% 186.0% 96.9%

62 鳥
取
大
学

(3)

地域・社会に向けた研
修会・講演会・相談会
への参加者数

b b

387



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

60.0% 60.0% 60.0% 60.0% 60.0% 60.0%

24.2%

実績値

（単
位：%）

62.5% 70.9%

293.0%
達成
状況
（率）

104.2% 118.2% 118.2%

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

1,140 1,200 1,250 1,300 1,350 1,400

1,080

実績値

（単位：
人）

1,194 1,482

137.2%
達成
状況
（率）

104.7% 123.5% 105.9%

bb

63 島
根
大
学

島根大学は、山陰地
域、特に島根県にお
ける知と文化及び医
療の拠点として、これ
まで培われてきた
知、文化、医療を基
盤に、社会の変化や
機能強化の観点から
自己点検・改革を行
いながら、本学の持
つ特色・強みを最大
限活用することにより
地域や現代的課題に
立脚した教育・研究
を推進・深化させ、地
域活性・創生に資す
るとともに、世界で輝
く特色あるオンリーワ
ンの大学を築く。

1 過疎化・
高齢化
等の地
域課題
解決を担
う人材育
成の教
育戦略
の推進

全学的な既存学部・
研究科の組織・定員
の見直しや新学部
（人間科学部）の設
置、大学入試改革、
地域包括ケアシステ
ムに係る調査・研究
及び教育により、過
疎化、高齢化の先進
県である島根県が直
面する深刻な課題に
地域コミュニティーと
協働して取り組むとと
もに、地域の課題を
知り、向き合い、そし
て、解決に取り組み
コミュニティーの核と
して、地域を支え、地
域の発展に貢献する
人材を育成する

地域基盤型教育科目
を3科目以上受講する
学生の割合

地域貢献活動参加学
生数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

43 43 43 43 43 43

36

実績値

（単位：
件）

47 71

197.2%
達成
状況
（率）

109.3% 165.1% 165.1%

平成25年度
から平成27年
度の平均

目標値

（単位：
千円）

73,202 73,202 73,202 73,202 73,202 73,202

69,716

実績値

（単位：
千円）

97,145 94,551

135.6%
達成
状況
（率）

132.7% 129.2% 129.2%

63 島
根
大
学

(1)

Academic Knowledge
Network(AKN)を活用し
た研究の数とその成果
としての学会発表及び
論文発表の数

b a

地域企業等（島根県）
からの外部研究資金
等の獲得金額

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末時点
（H25～H27）

目標値

（単位：
編）

19 23 28 33 36 40

16

実績値

（単位：
編）

31 28

175.0%
達成
状況
（率）

163.2% 121.7% 70.0%

平成27年度
末時点
（H25～H27）

目標値

（単位：
件）

14 17 21 25 27 30

12

実績値

（単位：
件）

26 26

216.7%
達成
状況
（率）

185.7% 152.9% 86.7%

63 島
根
大
学

2 地域産
業、地域
社会の
課題解
決の研
究や世
界をリー
ドする研
究拠点
の形成

斐伊川水系のフィー
ルドを生かし、閉鎖
性水域学際研究を先
導的に行い、全国的
な共同研究拠点の創
設を目指し、閉鎖性
水域学際研究拠点
の確立及び関連水
域の研究ネットワー
ク形成を図る。
また、国際的視野で
地域に貢献する人材
を育成するとともに、
研究成果は島根地
域だけでなく、広く世
界へ発信する。

閉鎖性水域学際研究
に係る査読付き論文数 b b

閉鎖性水域学際研究
に係る学外研究者との
共著論文数

b a

390



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末時点
（H25～H27）

目標値

（単位：
件）

5 6 7 8 9 10

3

実績値

（単位：
件）

5 8

266.7%
達成
状況
（率）

100.0% 133.3% 80.0%

平成27年度
末時点
（H25～H27）

目標値

（単位：
千円）

25,000 30,000 35,000 40,000 45,000 50,000

16,700

実績値

（単位：
千円）

38,927 78,987

473.0%
達成
状況
（率）

155.7% 263.3% 158.0%

63 島
根
大
学

(2)

閉鎖性水域学際研究
による地域型研究プロ
ジェクト実施数(累計）

c b

閉鎖性水域学際研究
に係る外部資金獲得
状況

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
種類）

2 4 6 8 10 12

-

実績値

（単位：
種類）

2 4

-
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 33.3%

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
種類）

1 2 3 4 5 6

-

実績値

（単位：
種類）

1 2

-
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 33.3%

63 島
根
大
学

3 地域課
題を担う
医療の
中核拠
点の形
成

高齢化の進む島根
県の中核病院とし
て、健康長寿社会の
実現に貢献するた
め、島根県の稀少が
ん診療の中心的診
療拠点化を進めると
ともに、難治性がん
の早期診断および治
療法開発を地域医療
機関等と連携して強
力に推進する。

膵がん・胆道がんを標
的とした新たなバイオ
医薬品のシーズ候補と
なるモノクローナル抗
体の作製状況（累計）

b b

膵がん・胆道がんの早
期診断につながる診断
キットの開発状況（累
計）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
人）

1 5 11 17 23 30

-

実績値

（単位：
人）

1 5

-
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 16.7%

63 島
根
大
学

(3)

切除不能・再発膵がん
患者に対して梅エキス
と抗腫瘍薬との併用療
法による臨床試験の実
施状況（累計人数）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
人）

190 200 210 220 230 240

183

実績値

（単位：
人）

190 207

113.1%
達成
状況
（率）

100.0% 103.5% 86.3%

平成27年4月
1日現在

目標値

（単位：
人）

21 24 27 30 33 36

18

実績値

（単位：
人）

25 27

150.0%
達成
状況
（率）

119.0% 112.5% 75.0%

63 島
根
大
学

4 グローバ
ル人材
育成によ
る地域貢
献等の
推進

急速な国際社会の
ボーダーレス化に対
応できる人材育成
は、地方でも喫緊の
課題である。英語に
よる授業増などによ
る学内グローバル環
境の整備や、学生の
グローバル感性を鍛
えるため海外協定校
への研修プログラム
などを活用した海外
派遣を積極的にすす
める。それらと併せ、
留学生に対する支援
を強化し、留学生を
増加させ、更なる学
内のグローバル環境
を推進する。このよう
な施策を地域企業と
も協働しながら推進
することとしている。

留学生数 b b

外国人教員数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
人）

6 9 12 15 18 21

0

実績値

（単位：
人）

8 10

-
達成
状況
（率）

133.3% 111.1% 47.6%

63 島
根
大
学

(4)

留学生の地元企業へ
のインターンシップ参
加者数（累計）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

H25～H27平
均

目標値

（単位：
千円）

951,873 959,740 967,607 975,474 983,340 991,206

944,006

実績値

（単位：
千円）

1,016,784 1,006,820

106.7%
達成
状況
（率）

106.8% 104.9% 101.6%

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

1.67% 3.33% 5.00% 6.67% 8.33% 10.00%

0

実績値

（単
位：%）

23.56% 24.36%

-
達成
状況
（率）

1413.4% 730.8% 243.6%

63 島
根
大
学

5 大学運
営体制
の強化

教育、研究、診療等
の全学的な機能強化
を推進するため、1全
学IR室の設置による
学内資源の再配分
の実施、2URAの配
置による研究支援体
制の構築・研究力強
化・外部資金の獲得
増の推進、3情報セ
キュリティの強化によ
る安全な大学環境の
確保、4人事・給与シ
ステムの弾力化によ
る若手・外国人・女性
研究者の確保・教育
研究等組織の活性
化の推進、5男女共
同参画社会の推進、
等により、「大学運営
体制の強化」を図る。

・外部資金等の額 b b

一般管理経費の削減
率 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

36.26% 51.26% 66.26% 81.26% 96.26% 100.00%

16.26%

実績値

（単
位：%）

41.60% 62.98%

387.3%
達成
状況
（率）

114.7% 122.9% 63.0%

平成27年4月
1日現在

目標値

（単
位：%）

18.90% 19.50% 20.10% 20.70% 21.30% 22.00%

18.30%

実績値

（単
位：%）

19.66% 20.40%

111.5%
達成
状況
（率）

104.0% 104.6% 92.7%

63 島
根
大
学

(5)

・情報セキュリティ講習
の受講状況 b b

・在籍女性研究者（教
員）比率 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

20 26 32 38 44 50

15

実績値

（単
位：%）

21 30

200.0%
達成
状況
（率）

105.0% 115.4% 60.0%

平成28年度
末

目標値

（単位：
名）

2,000 4,400 6,800 9,200 9,200 9,200

2,000

実績値

（単位：
名）

3,036 4,888

244.4%
達成
状況
（率）

151.8% 111.1% 53.1%

64 岡
山
大
学

聖域なき組織横断型
改革により、教育研
究組織の再編と教
学・経営システムの
再構築を図り、世界
を見据えた異分野融
合及び実践型の教育
や研究を全学で展開
する。世界に向け、
創造的な知の成果、
技の結実を発信し、
社会のイノベーション
を創出する。

1 教育の
質保証と
国際化
－教育・
社会実
装－

抜本的・体系的な教
学システムの改革を
実践し、効果的な教
育方法・教育内容を
充実させる。ディプロ
マポリシーに基づく
教育課程を客観的な
評価基準により厳格
に評価して教育の質
を保証する。国境を
越えた教育連携を推
進し、国際通用性を
確保する。

アクティブ・ラーニング
科目率 b b

実践型社会連携教育
参加学生数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
倍）

1.08 1.26 1.43 1.61 1.75 1.88

1

実績値

（単位：
倍）

1.42 1.49

149.0%
達成
状況
（率）

131.5% 118.3% 79.3%

平成27年度
末

目標値

（単位：
倍）

1.98 2.34 2.7 3.06 3.38 3.69

1

実績値

（単位：
倍）

2.04 2.69

269.0%
達成
状況
（率）

103.0% 115.0% 72.9%

64 岡
山
大
学

(1)

外国人留学生の伸び
率 b b

日本人学生の留学経
験者の伸び率 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
名）

558 680 820 920 990 1,060

429

実績値

（単位：
名）

658 978

228.0%
達成
状況
（率）

117.9% 143.8% 92.3%

平成27年度
末

目標値

（単位：
回）

17 20 24 28 28 28

14

実績値

（単位：
回）

25 26

185.7%
達成
状況
（率）

147.1% 130.0% 92.9%

64 岡
山
大
学

2 異分野
連携教
育の展
開－教
育－

異分野融合教育を志
向したグローバルな
学修プログラムを構
築し、異なる学部間
での学生交流と国際
交流を通して、日本
人学生が外国人留
学生と共に学ぶこと
で、様々な状況に柔
軟に対応できる、広
い視野を持った人材
を育成する。
多面的・総合的な入
学者選抜により、志
願者の個性や資質、
意欲を測る。社会の
ニーズに応じて、大
学の強みや特色を活
かした教育研究組織
の再編成を図る。

異なる学部間での学生
交流と国際交流を体験
した学生数

b a

海外入試の実施状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
名）

20 40 70 100 150 200

0

実績値

（単位：
名）

24 42

-
達成
状況
（率）

120.0% 105.0% 21.0%

64 岡
山
大
学

(2)

高度実践人（グローバ
ル）認定者数 c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度
末

目標値

（単位：
千円）

102,000 101,000 99,000 97,000 94,000 90,000

102,790

実績値

（単位：
千円）

97,481 100,157

97.4%
達成
状況
（率）

95.6% 99.2% 111.3%

平成23年度
～平成27年
度

目標値

（単位：
位）

全国
TOP3以
内

全国
TOP3以
内

全国
TOP3以
内

全国
TOP3以
内

全国
TOP3以
内

全国
TOP3以
内

第2位

実績値

（単位：
位）

第1位 第2位

2
達成
状況
（率）

1 2 2

64 岡
山
大
学

3 異分野
融合科
学の拠
点形成
－研究・
社会実
装－

世界レベルの特色あ
る異分野融合研究を
強化するとともに、各
領域の基礎研究力を
強化し、研究成果の
質の維持と向上を図
る。研究基盤強化、
教育研究組織の再
編成、国際共同研究
拠点の機能強化によ
り、革新的なイノベー
ションを創出する。特
に、物理学・基礎生
命科学分野の世界
トップレベル100位入
りを目指す。

高被引用論文1報当た
りの運営費交付金の
金額

b b

論文1報当たりの科研
費総額（全国における
順位）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度
末

目標値

（単位：
位）

3位以内 3位以内 3位以内 3位以内 3位以内 3位以内

第1位

実績値

（単位：
位）

第1位 第1位

1
達成
状況
（率）

1 1 1

第2期中期目
標期間の平
均値

目標値

（単
位：%）

1.43 1.45 1.48 1.5 1.53 1.55

1.3

実績値

（単
位：%）

1.51 1.45

111.5%
達成
状況
（率）

105.6% 100.0% 93.5%

64 岡
山
大
学

(3)

特許価値（全国におけ
る順位） b a

高被引用論文の割合 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

10 10 10 10 10 10

7

実績値

（単位：
件）

13 21

300.0%
達成
状況
（率）

130.0% 210.0% 210.0%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

45 48 51 54 57 60

36

実績値

（単位：
件）

45 54

150.0%
達成
状況
（率）

100.0% 112.5% 90.0%

64 岡
山
大
学

4 医療分
野の拠
点形成
－教育・
研究・社
会実装
－

大学の強みを活か
し、国際水準の臨床
研究と橋渡し研究を
担う医療拠点として、
新たな医療の創成
や、健康寿命の延伸
等の次世代医療を展
開する。特に、新研
究科の設置等によ
り、異分野連携によ
る医療科学の教育研
究を推進するととも
に、革新的医療技術
を創出する。

革新的医薬品・医療機
器創出(医師主導治験) b a

企業治験実施数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

391 393 396 398 401 404

388

実績値

（単位：
件）

498 521

134.3%
達成
状況
（率）

127.4% 132.6% 129.0%

平成27年度
末

目標値

（単位：
千円）

93,819 94,748 95,677 96,606 97,535 98,463

92,890

実績値

（単位：
千円）

241,494 180,162

194.0%
達成
状況
（率）

257.4% 190.1% 183.0%

64 岡
山
大
学

(4)

競争的外部資金獲得
状況 b a

共同研究金額 b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

29.4 33.6 37.8 42.0 44.8 47.6

20.4

実績値

（単
位：%）

29.4 33.9

166.2%
達成
状況
（率）

100.0% 100.9% 71.2%

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

28.0 28.8 29.5 30.2 31.0 31.7

28.7

実績値

（単
位：%）

29.9 30.5

106.3%
達成
状況
（率）

106.8% 105.9% 96.2%

64 岡
山
大
学

5 戦略を支
える基盤
構築－
ガバナン
ス－

経営・ガバナンスの
強化に取組み、多様
な人材を活かしつ
つ、ヒト・モノ・カネの
再配置により時代の
ニーズに対応した改
革と、効果的な組織
運営を図る。また、人
財の流動化を図り、
優秀な人財登用、女
性や外国人雇用を拡
大し、国際競争力を
高めるための基盤を
強化する。そのため
にデータを効果的に
活用して、戦略ビジョ
ンの策定と大学経営
の意思決定に役立て
る。

年俸制導入率 b b

女性教職員比率 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間の年
度平均額

目標値

（単位：
千円）

2,460 2,485 2,510 2,535 2,560 2586

2,436

実績値

（単位：
千円）

2,857 2,953

121.2%
達成
状況
（率）

116.1% 118.8% 114.2%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

267 270 280 290 300 310

265

実績値

（単位：
件）

290 305

115.1%
達成
状況
（率）

108.6% 113.0% 98.4%

64 岡
山
大
学

(5)

教員1人当たりの民間
資金等獲得実績 b b

交流協定数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
報）

1.03 1.12 1.21 1.30 1.39 1.48

0.94

実績値

（単位：
報）

1.12 1.22

129.8%
達成状
況
（率）

108.7% 108.9% 82.4%

平成27年度
末時点

目標値

（単
位：%）

30.1 31.7 33.3 34.9 36.5 38.0

28.5

実績値

（単
位：%）

32.8 33.2

116.5%
達成状
況
（率）

109.0% 104.7% 87.4%

65 広
島
大
学

広島大学は、徹底し
た「大学改革」と「国
際化」を推進し、新た
な平和科学の理念
「持続可能な発展を
導く科学」を実践する
世界的な教育研究拠
点として、世界大学ラ
ンキングトップ100に
入る総合研究大学を
目指す。
さらに、世界をリード
するナショナルセン
ターとしての機能ば
かりでなく、中国・四
国地方のリージョナ
ルセンターとしての機
能も果たし、「100年
後にも世界で光り輝く
大学」となることを目
指す。

 1 国際教
育研究
機能強
化のた
めのネッ
トワーク
構築と拠
点形成

広島大学は改革構
想の中で、特長とな
る教育研究組織を構
築し、これを柔軟か
つ最適な教育研究体
制によって最大活用
することとしている。
その中核を担う世界
的教育研究拠点の
形成と展開を図るた
め、全学の研究マネ
ジメント体制下、『重
点支援研究拠点』を
選定し資源の再配分
を行う。もって、本学
の特長となる学際・
融合領域を創出し、
活発な国際研究活動
による国際的評価の
向上を図り、世界大
学ランキングトップ
100の大学に躍進す
る。

教員一人当たりSCI論
文 b b

国際共著論文比率 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
件）

198 226 254 282 311 340

170

実績値

（単位：
件）

236 310

182.4%
達成状
況
（率）

119.2% 137.2% 91.2%

65 広
島
大
学

(1)

海外大学等との包括
協定件数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
通年

目標値

（単
位：%）

4.1 4.4 4.7 5.3 6.0 6.7

3.0

実績値

（単
位：%）

4.1 4.4

146.7%
達成状
況
（率）

100.0% 100.0% 65.7%

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
件）

18 19 29 30 31 32

16

実績値

（単位：
件）

25 28

175.0%
達成状
況
（率）

138.9% 147.4% 87.5%

65 広
島
大
学

2 平和を希
求する精
神を基盤
としたグ
ローバル
に活躍
する高度
専門人
材の育
成

国際通用性の高い
人材を輩出するた
め、教育システム基
盤を整備して、グ
ローバル化に対応し
た教育を強力に推進
する。
また、学内資源の再
配分により新たな研
究科・学部等を新設
して、トップレベルの
情報人材、国際人材
を育成し、現代の社
会的・学術的要請に
応える。
以上により、本学の
理念5原則の1つであ
る「平和を希求する
精神」に根差したグ
ローバルに活躍する
高度専門人材を育成
する。

日本人学生の海外派
遣割合（通年） b b

ダブルディグリープロ
グラム（ジョイントディグ
リーの特長を生かした
ダブルディグリー含む）
を拡充

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
通年

目標値

（単
位：%）

16.0 18.0 28.7 30.1 31.6 33.0

14.2

実績値

（単
位：%）

21.5 27.2

191.5%
達成状
況
（率）

134.4% 151.1% 82.4%

65 広
島
大
学

(2)

外国語による授業科目
割合（通年） b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
（通年）

目標値

（単
位：%）

12.1 13.2 14.4 17.4 18.2 19.0

13.0

実績値

（単
位：%）

14.7 16.9

130.0%
達成状
況
（率）

121.5% 128.0% 88.9%

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
講座・
部門）

4 6 10 14 18 21

2

実績値

（単位：
講座・
部門）

5 7

350.0%
達成状
況
（率）

125.0% 116.7% 33.3%

65 広
島
大
学

3 国際交
流の推
進と地域
社会へ
の貢献

海外拠点活動の拡
充、卒業生のネット
ワークの形成、「広島
大学知のフォーラム」
に招聘する最先端研
究者を通して、留学
生の受入を推進し、
グローバル人材の育
成を図る。また、地域
の大学と連携した留
学説明会等を開催す
ることで、地方のリー
ジョナルセンターとし
ての機能も果たす。
特に、産学官金共創
による地域・国際社
会が求める人材の育
成体制や他大学等と
連携体制を強化し、
教育プログラム等を
世界及び中国・四国
地方の大学等に還
元することで、国際
的レピュテーションを
向上させ、地域や国
際社会へ貢献する。

全学生に占める留学
生割合（通年） b a

共同研究講座・共同研
究部門数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
件）

25 30 35 41 47 54

21

実績値

（単位：
件）

37 33

157.1%
達成状
況
（率）

148.0% 110.0% 61.1%

65 広
島
大
学

(3)

企業との共同・受託研
究件数（受入額500万
円以上）

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末時点

目標値

（単
位：%）

100 100 100 100 100 100

6

実績値

（単
位：%）

100 100

1666.7%
達成状
況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

平成27年度
末時点

目標値

（単
位：%）

14.9 16.2 17.4 18.6 19.8 21.0

11.2

実績値

（単
位：%）

20.1 22.3

199.1%
達成状
況
（率）

134.9% 137.7% 106.2%

65 広
島
大
学

4 ビジョン
を具現化
する学長
のリー
ダーシッ
プの確立
とマネジ
メント体
制の強
化

学長を補佐する体制
を強化するため、ガ
バナンスとマネジメン
トの一体改革を行
い、2023年度までに
「世界大学ランキン
グトップ100に入る総
合研究大学」、さらに
「100年後にも世界で
光り輝く大学」を目指
す。そのため、学長
を補佐する未来戦略
会議、全学人事委員
会及び総合戦略室
の強化、全学一元化
した教員組織である
学術院の設置による
部局等の枠に捉わ
れない戦略的な人員
配置等を、学長の強
力な指導の下で実現
できる体制を構築す
る。

学長の下で人員配置
(全学配置)した割合 b b

年俸制適用教員の割
合の増加状況 b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度
末

目標値

（単
位：%）

26 27 28 29 30 31

25.7

実績値

（単
位：%）

24.8 27.7

107.8%
達成
状況
（率）

95.4% 102.6% 89.4%

平成26年度
末

目標値

（単位：
件）

17 23 29 34 37 40

8

実績値

（単位：
件）

17 27

337.5%
達成
状況
（率）

100.0% 117.4% 67.5%

66 山
口
大
学

地域の基幹総合大学
として、さらなる教育・
研究の発展・充実を
目指しつつ、地域に
根ざした社会連携を
進め、アジア・太平洋
圏において独自の特
徴を持つ、多様性溢
れる大学へと進化し
ていくため、国際標準
を満たす教育を展開
することによる、課題
解決力を備えたイノ
ベーション人材の育
成、それらの人材の
地元への定着、地域
医療や防災、環境に
関する研究成果の還
元等を通じ、ローカル
からグローバルまで、
多様なフィールドで活
躍できる人材の育成
と研究の展開を行う。

1 地域の
課題解
決・発展
に資する
人材を育
成し、地
方創生
戦略推
進

地域の基幹総合大
学として、地域の課
題解決・発展に資す
る人材を育成するこ
とによる地方創生戦
略の推進のため、本
学の強みや専門領
域を活かしつつ、自
治体、産業界等の社
会の目を意識した教
育への質的転換を図
る。また、学力の三
要素を評価する新し
い入試システムを整
備し、入学志願者の
多面的な評価を実施
する。これらの取組
により、ローカルから
グローバルまで、山
口と世界をつなぐ、
地方創生を牽引する
人材を育成する。

【1】
●教員養成課程卒業
者の山口県内の教員
占有率の増加状況

b b

【2】
●外部有識者の参画
する運営評議会等の
会議設置数や自治体
との協定数の増加状
況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
学部）

3 3 6 9 - -

1

実績値

（単位：
学部）

3 3

300.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 33.3%

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

22 22 22 22 30 30

20

実績値

（単
位：%）

22 22

110.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 73.3%

66 山
口
大
学

(1)

【3】
●学修成果可視化シ
ステム(YU Cob Cus)の
導入学部数の増加状
況

b b

【4】
●山口大学入学適正
試験等を取り入れた選
抜の募集人員が入学
定員に占める割合の
増加状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

22 32 35 38 41 44

11

実績値

（単位：
件）

23 35

318.2%
達成
状況
（率）

104.5% 109.4% 79.5%

平成26年度
末

目標値

（単
位：%）

10 10 100 100 - -

10

実績値

（単
位：%）

10 10

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 10.0%

66 山
口
大
学

2 アジア・
太平洋
圏におい
て独自
の特徴を
持つ大
学へと進
化するグ
ローバル
化戦略
推進

本学のグローバル化
戦略推進のエンジン
である、技術経営研
究科の取組「アジア
イノベーションプロ
デューサー」の育成
において、海外提携
大学と国際的な共同
事業に取り組むこと
によって、国際標準
を満たす教育課程を
編成するとともに、衛
星リモートセンシング
技術によるビッグ
データを活用した人
材育成事業を行い、
イノベーション創出・
チャレンジ精神に溢
れる人材を創出する
ことで、アジア・太平
洋圏において独自の
特徴を持つ大学へと
進化する。

【5】
●大学・大学共同利用
機関等との機能的・効
果的なネットワークの
状況

b b

【6】
●授業科目ナンバリン
グ設定率の増加状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

51 56 57 58 59 60

41

実績値

（単位：
件）

56 61

148.8%
達成
状況
（率）

109.8% 108.9% 101.7%

平成27年度
末

目標値

（単位：
名）

740 760 780 800 820 836

618

実績値

（単位：
名）

747 806

130.4%
達成
状況
（率）

100.9% 106.1% 96.4%

66 山
口
大
学

(2)

【7】
●海外機関と連携した
プロジェクト数の増加
状況

b b

【8】
●海外機関と連携した
プロジェクト，海外イン
ターンシップ，留学派
遣等に参加した学生及
び教職員数の増加状
況

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度
末

目標値

（単位：
件）

373 382 395 400 409 418

373

実績値

（単位：
件）

373 395

105.9%
達成
状況
（率）

100.0% 103.4% 94.5%

平成26年度
末

目標値

（単位：
件）

186 194 202 210 - -

179

実績値

（単位：
件）

204 200

111.7%
達成
状況
（率）

109.7% 103.1% 95.2%

66 山
口
大
学

3 国内外
大学等と
のネット
ワーク構
築による
研究推
進

ビジョンにある、アジ
ア・太平洋圏におい
て独自の特徴を持つ
大学を実現するた
め、本学の強みを活
かした、知的財産教
育振興のための研究
拠点を構築する。ま
た、「時間学研究」を
始めとする本学の特
徴的な研究につい
て、国内外の大学等
の研究機関との共同
研究・国際的人材交
流を推進する。これ
らの戦略推進のた
め、これまでの実績
を活用しつつ、さらな
るネットワークの拡充
を図り、国内外に本
学の強み・特色を積
極的に展開していく。

【9】
●共同研究・受託研究
の実施件数

b b

【10】
●国際共著論文数の
増加状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
科目）

17 21 24 27 30 -

13

実績値

（単位：
科目）

21 24

184.6%
達成
状況
（率）

123.5% 114.3% 80.0%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

72 74 79 79 80 82

64

実績値

（単位：
件）

73 79

123.4%
達成
状況
（率）

101.4% 106.8% 96.3%

66 山
口
大
学

(3)

【11】
●知的財産に関する
授業科目数の増加状
況

b b

【12】
●特許出願，特許実施
許諾，無料開放特許の
活用件数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
件）

1 4 7 8 9 10

0

実績値

（単位：
件）

2 6

-
達成
状況
（率）

200.0% 150.0% 60.0%

第2期中期目
標期間

目標値

（単位：
人）

140 190 200 215 230 246

123

実績値

（単位：
人）

147 191

155.3%
達成
状況
（率）

105.0% 100.5% 77.6%

67 徳
島
大
学

徳島大学は、「徳島
の地（知）の拠点」と
して、地域のニーズを
踏まえ、地域振興の
核となるイノベーショ
ン人材、世界で活躍
するグローバル人材
の育成や高度専門職
業人の養成を行う。
また、本学の「理工
系」、「生命系」の強
みを活かし、特色で
ある「酵素」、「ＬＥＤ」
領域等の異分野融合
型の最先端の特色あ
る研究を推進する。
これら教育研究機能
の強化を通じ、地域
自治体、産業界等と
の連携を深め、地方
創生へ貢献する。

1 全学的
組織改
革をはじ
めとする
教育機
能強化
による社
会の要
請を踏ま
えたイノ
ベーショ
ン人材、
グローバ
ル人材
の育成

人類の課題を直視
し、解決法を見出し
て社会を変革させる
人材育成が求められ
ている。本戦略で
は、新学部や改組学
部等の充実・整備と
大学院の再編・整備
による学際的教育プ
ログラムを開発・実
施し、学部入学から
大学院修了まで一貫
した教育の実施、学
生支援の充実、国際
化を推進することに
より、固定観念にとら
われず新しい価値を
創造できるイノベー
ション人材、世界を相
手に活躍できるグ
ローバル人材を育成
する。

デザイン思考コンテス
ト等の入賞数 c b

日本人学生の留学者
数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
件）

230 270 300 330 360 400

207

実績値

（単位：
件）

230 351

169.6%
達成
状況
（率）

100.0% 130.0% 87.8%

第2期中期目
標期間

目標値

（単
位：%）

96.7 96.7 96.7 96.7 96.7 96.7

96.7

実績値

（単
位：%）

98.7 98

101.3%
達成
状況
（率）

102.1% 101.3% 101.3%

67 徳
島
大
学

(1)

学生・院生の国際学会
発表の増加状況 c b

学生の就職状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度

目標値

（単
位：%）

83 84 85 90 95 100

83

実績値

（単
位：%）

83 95

114.5%
達成
状況
（率）

100.0% 113.1% 95.0%

第2期中期目
標期間

目標値

（単位：
人）

24 49 74 99 124 149

129

実績値

（単位：
人）

24 52

40.3%
達成
状況
（率）

100.0% 106.1% 34.9%

67 徳
島
大
学

2 徳島大
学の強
み・特色
である
「生命
系」、｢理
工系」の
分野横
断教育プ
ログラム
等の推
進によ
る、我が
国（ある
いは世
界）を
リードす
る高度専
門職業
人の育
成

社会からの強い要請
や科学技術の進展
に対応した、各分野
での指導的な役割を
担う社会的に通用す
る高度専門的職業人
の育成を目標とし、
平成28年度からは特
に「生命系」を中心と
した実践型教育プロ
グラム等の構築・推
進により、外科分野
での内視鏡下低侵襲
手術の実践・開発を
担う高度医師・歯科
医師の育成、また、
俯瞰的立場から創薬
に従事できる人材の
育成を図る。

受講者自身による達成
度評価・自己評価得点
率が60%以上に到達し
た受講者の割合
（高度医師・歯科医師
育成）

b b

大学院卒業者のうち外
科系診療科を選択した
就職者（専攻医）総数
（高度医師・歯科医師
育成）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度

目標値

（単
位：%）

0 60 70 80 90 100

0

実績値

（単
位：%）

0 100

-
達成
状況
（率）
- 166.7% 100.0%

平成23年度
～平成27年
度

目標値

（単
位：%）

85 85 85 85 85 85

85

実績値

（単
位：%）

87.9 83.9

98.7%
達成
状況
（率）

103.4% 98.7% 98.7%

67 徳
島
大
学

(2)

大学院卒業者のうち就
職先（指導医）の手術
技能評価の得点率60%
以上に到達した受講者
の割合
（高度医師・歯科医師
育成）

b b

国家試験合格率の向
上
（高度薬学人材育成）

b c
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度

目標値

（単
位：%）

7.8 21 52 52 100 100

7.8

実績値

（単
位：%）

7.8 21

269.2%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 21.0%

平成27年度

目標値

（単位：
人）

4,871 4,871 4,871 4,871 4,871 4,871

4,871

実績値

（単位：
人）

6,140 5,095

104.6%
達成
状況
（率）

126.1% 104.6% 104.6%

67 徳
島
大
学

3 教育理
念や入
学者受
入方針
(AP)に基
づく、入
学志願
者の資
質や適
性を多面
的・総合
的に評
価・選抜
する新し
い入学
者選抜
の実施

新しい時代にふさわ
しい高大接続の実現
に向け、大学は「入
学者受入方針（AP)」
に基づく、入学希望
者の多様性を踏まえ
た入学者選抜改革が
求められている。本
戦略は、入学希望者
の確かな学力を的確
に判断するために、
新設の生物資源産
業学部で先行実施し
た、APの明確化及び
学力の三要素を踏ま
え入学希望者の学力
を多面的・総合的に
評価・選抜する新し
い入学者選抜（徳島
方式）を全学的に展
開する。

APに基づく多面的・総
合的評価手法による選
抜（徳島方式）の全学
展開状況

b b

入学志願者数 c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度

目標値

（単
位：%）

50.4 57.4 64.4 71.4 78.4 85

50.4

実績値

（単
位：%）

50.4 60.2

119.4%
達成
状況
（率）

100.0% 104.9% 70.8%

67 徳
島
大
学

(3)

アドミッションポリシー
の認知状況 c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
件）

1,102 1,121 1,140 1,160 1,180 1,200

1,084

実績値

（単位：
件）

1,154 1,191

109.9%
達成
状況
（率）

104.7% 106.2% 99.3%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

346 362 379 396 413 430

330

実績値

（単位：
件）

396 402

121.8%
達成
状況
（率）

114.5% 111.0% 93.5%

67 徳
島
大
学

4 徳島大
学の強
み・特色
である
「生命
系」、「理
工系」分
野におけ
る、研究
クラス
ターを基
軸とし
た、「酵
素」､
「LED」領
域など異
分野融
合型の
最先端
の特色
ある研究
の推進

徳島大学の強み・特
色である生命系分野
及び理工系分野にお
いて、研究拠点を創
設し、学内の研究部
と連携した異分野融
合型の研究を推進す
る。「先端酵素学研
究所」では酵素研究
に加え、「花粉症」、
「糖尿病」への細胞・
薬物治療法及び再
生医療の開発を目指
すとともに、「ポスト
LEDフォトニクス研究
所」では、分野横断
研究組織を高度化
し、世界的に未開拓
であるテラヘルツ分
野を中心としたデバ
イスの開発とその医
療及び農業応用を目
指す。

論文の掲載件数 b b

論文の被引用件数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
件）

258 266 274 282 290 300

250

実績値

（単位：
件）

272 272

108.8%
達成
状況
（率）

105.4% 102.3% 90.7%

第2期中期目
標期間

目標値

（単位：
千円）

33,333 66,666 99,999 133,332 166,665 200,000

91,150

実績値

（単位：
千円）

103,213 138,611

152.1%
達成
状況
（率）

309.6% 207.9% 69.3%

67 徳
島
大
学

(4)

共同研究件数 b a

特許料収入 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間

目標値

（単位：
社）

1 2 4 6 8 10

6

実績値

（単位：
社）

6 8

133.3%
達成
状況
（率）

600.0% 400.0% 80.0%

平成27年度

目標値

（単位：
千円）

440,388 449,022 466,292 483,561 500,831 518,100

431,753

実績値

（単位：
千円）

367,588 492,203

114.0%
達成
状況
（率）

83.5% 109.6% 95.0%

67 徳
島
大
学

5 各種ファ
ンドの設
置、大学
発ベン
チャー企
業の設
立支援・
育成支
援による
外部資
金の戦
略的獲
得

専門スタッフの配置
など寄附金獲得に向
けた学内体制の整備
を進め、各種ファンド
の設置・運用を行う。
また、大学発イノベー
ション創出による大
学発ベンチャー企業
の設立・育成支援を
通じて外部資金の戦
略的獲得を目指す。

大学発ベンチャー企業
の起業数 b a

共同研究受入金額 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
千円）

0 10,000 80,000 237,000 284,000 300,000

0

実績値

（単位：
千円）

505 4,680

-
達成
状況
（率）
- 46.8% 1.6%

第2期中期目
標期間

目標値

（単位：
件）

6 12 18 24 30 36

0

実績値

（単位：
件）

7 12

-
達成
状況
（率）

116.7% 100.0% 33.3%

67 徳
島
大
学

(5)

新たな戦略的基金の
寄附金獲得金額 b c

クラウドファンディング
成功数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度

目標値

（単位：
人）

280 295 790 805 820 835

250

実績値

（単位：
人）

267 774

309.6%
達成
状況
（率）

95.4% 262.4% 92.7%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

125 133 165 170 175 180

116

実績値

（単位：
件）

170 159

137.1%
達成
状況
（率）

136.0% 119.5% 88.3%

67 徳
島
大
学

6 地（知）
の拠点
機能の
充実・強
化と地域
産学官
連携によ
る地方創
生への
貢献

徳島県の地（知）の
拠点として、産業界
や行政、住民の期待
に応え、雇用創出や
地元就職率の向上を
図る取組を推進す
る。また、県内全自
治体との協定やサテ
ライトオフィス（県内5
箇所）、国立大学で
は初となるフュー
チャーセンターといっ
た基盤を活用した地
域課題解決事業、県
内企業の経営者や
技術者等を対象とし
た地域産業人材育成
講座の充実、地域の
生物資源を活用した
新産業創出など、地
域産学官連携により
地方創生に貢献す
る。

地域インターンシップ
参加人数 c b

協定等による地域課題
解決事業等の取組件
数

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
件）

43 49 108 112 116 120

37

実績値

（単位：
件）

102 104

281.1%
達成
状況
（率）

237.2% 212.2% 86.7%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

60 63 66 69 72 75

58

実績値

（単位：
件）

71 70

120.7%
達成
状況
（率）

118.3% 111.1% 93.3%

67 徳
島
大
学

(6)

地域との対話の場の
設定件数 c b

県内自治体、産業界と
の共同研究件数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
件）

5 6 6 6 6 6

5

実績値

（単位：
件）

5 6

120.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

平成27年

目標値

（単
位：%）

80 80 93 93 93 93

80

実績値

（単
位：%）

92.8 92.5

115.6%
達成
状況
（率）

116.0% 115.6% 99.5%

68 鳴
門
教
育
大
学

新構想大学として設
置された鳴門教育大
学は、常に「教師教
育のリーダー大学」と
しての使命を持ち、
質の高い教員養成
（学部、大学院）を
行ってきた。
それは、全国トップの
教員就職率において
も裏付けられる。本
学はこれまで蓄積し
てきた教員養成に関
する知見並びに成果
を踏まえ、教員養成、
教員研修のさらなる
高度化を、関係機関
との連携のもとで推
進し、地域への支援
力向上のための機能
を強化していく。

1 教育委
員会や
他大学と
の連携
による徳
島県地
域・四国
地域にお
ける教員
養成・研
修の高
度化

平成28年度に掲げた
取組を継続しつつ本
学に新たに連携拠点
を創設し、徳島県地
域の教員養成・研修
の高度化を推進する
ため、「鳴門教育大
学地域教員養成・研
修機構」を立ち上げ、
さらに四国地区教職
大学院が相補に連
携を進め、四国地区
の教員養成・研修の
高度化を図る「四国
地区教職高度化連
携機構（四国教職ア
ライアンス）(仮称)」の
構築を進める。また、
この取組を本学に還
元し、教員養成と研
修が往還するシステ
ムの構築に繋げる。

教員養成・研修に活用
できる教育内容の発信
状況（プログラム発信
数）

b b

教員研修の実施による
受講者の満足度 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年

目標値

（単
位：%）

80 80 96 96 96 96

80

実績値

（単
位：%）

89.2 95.9

119.9%
達成
状況
（率）

111.5% 119.9% 99.9%

平成28年

目標値

（単位：
協定締
結大
学）

1 4 4 4 4 4

1

実績値

（単位：
協定締
結大
学）

1 4

400.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

68 鳴
門
教
育
大
学

(1)

本取組の成果が反映
された教職大学院にお
ける授業科目の実施
による受講者の満足度

b b

教職大学院間の単位
互換の実施による単位
互換協定締結大学数
の状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成29年

目標値

（単位：
事業）

2 2 2 2 2

2

実績値

（単位：
事業）

2

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0%

68 鳴
門
教
育
大
学

(1)

四国地区教職大学院
の連携に向けた枠組
み構築のための4教職
大学院における定期的
な意見交換に基づく，
四国地区教職高度化
アライアンスに向けて
必要な教育連携活動
の事業実施状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
種類）

1 1 1 1 1 1

1

実績値

（単位：
種類）

4 7

700.0%
達成
状況
（率）

400.0% 700.0% 700.0%

平成27年

目標値

（単位：
件）

7 7 7 7 7 7

5

実績値

（単位：
件）

8 9

180.0%
達成
状況
（率）

114.3% 128.6% 128.6%

68 鳴
門
教
育
大
学

2 いじめ防
止に向け
た地域に
根ざした
教員養
成・研修
の充実と
支援の
全国へ
の拡大

「いじめ防止支援機
構（BP-CORE）」の機
能を強化し、構成す
る4教育大学（宮城、
上越、鳴門、福岡）が
連携協働して培って
きた成果を教員養成
に生かす取組を進め
る。また、現代事情
に即したいじめ防止
対策の強化を図ると
ともに、新たなネット
ワークによる連携協
力を充実し、全国的
な取組を支援するほ
か、専門的な知識と
情報を駆使して、教
育委員会や学校が
行っている教員研修
や教育活動等に対す
る支援をさらに充実
させる。

SNSやLGBTを含む，
現代事情に即したいじ
め防止対策についてま
とめた成果物の発行状
況

b b

いじめに関する研究成
果を活用した養成・研
修への還元状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年

目標値

（単位：
回）

80 80 80 80 80 80

66

実績値

（単位：
回）

76 81

122.7%
達成
状況
（率）

95.0% 101.3% 101.3%

68 鳴
門
教
育
大
学

(2)

他機関主催のいじめ防
止対策に向けた講演
会，研修会への派遣状
況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年

目標値

（単位：
人）

9 9 9 9 9 10

9

実績値

（単位：
人）

9 18

200.0%
達成
状況
（率）

100.0% 200.0% 180.0%

平成28年

目標値

（単位：
人）

2 3 3 4 4 5

2

実績値

（単位：
人）

4 11

550.0%
達成
状況
（率）

200.0% 366.7% 220.0%

68 鳴
門
教
育
大
学

3 グローバ
ル教員
養成・研
修及び
開発途
上国の
教育力
向上を目
指した日
本型教
育システ
ムによる
教育支
援

国際教育協力とし
て、JICAの開発途上
国教員研修全国1位
の実績を誇る本学の
強みを生かし、「教員
教育国際協力セン
ター」の機能強化を
図り、国際感覚にあ
ふれ、多様な価値観
や文化を許容できる
視野を持った教員を
養成するとともに、開
発途上国教育関係
者を対象に、我が国
が創造してきた教育
を各国のニーズに合
わせて開発し、国内
外での研修に取り入
れ、更にフォローアッ
プを行うことで開発途
上国の教育システム
モデルを構築し、教
育力向上に寄与す
る。

海外大学間協定校派
遣学生数の増加状況 b b

モザンビーク，ジブチ
等開発途上国派遣学
生数の増加状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年

目標値

（単位：
件）

3 3 3 3 3 3

3

実績値

（単位：
件）

8 7

233.3%
達成
状況
（率）

266.7% 233.3% 233.3%

平成28年

目標値

（単位：
人）

4 4 4 4 4 5

4

実績値

（単位：
人）

5 15

375.0%
達成
状況
（率）

125.0% 375.0% 300.0%

68 鳴
門
教
育
大
学

(3)

開発途上国国内受託
研修の増加状況 b b

モザンビーク，ジブチ
等開発途上国への本
学教員派遣数の増加
状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度

目標値

（単位：
平均修
得科
目）

- 1 2 3 4 5

0.3

実績値

（単位：
平均修
得科
目）

0.3 1.2

400.0%
達成
状況
（率）
- 120.0% 24.0%

平成27年度
中

目標値

（単位：
人）

1,500 2,400 2,700 3,000 3,300 3,600

1,253

実績値

（単位：
人）

1,128 2,484

198.2%
達成
状況
（率）

75.2% 103.5% 69.0%

69 香
川
大
学

香川大学は、地域社
会の課題解決に資す
る教育・研究等の実
績をもとに、地域活
性化の中核的拠点と
しての機能強化に取
り組む。希少糖、防
災・危機管理等の特
色ある分野について
は、研究・教育の世
界ないし全国的な展
開を目指す。

1 （教育、
人材育
成、組織
整備）
香川大
学は、地
域活性
化のた
めの中
核機関と
なること
を目指し
て、地域
社会に
求められ
る人材を
育成する
ための
教育の
充実及
び組織
整備を行
う。

地域からのニーズ等
を踏まえた教育研究
組織の再編・見直し
を行う。具体的には、
創造工学部の設置、
医学部臨床心理学
科の設置、経済学部
の改組、「DRI能力の
育成」のための全学
教育体制の整備、農
学研究科の改組等
の教育機能の強化、
教学ＩＲの機能の強
化等を実施する｡
また、本学が定めた
「4&1プラン」に基づ
き、地域社会に求め
られるグローバル人
材を育成する。
さらに、本学の強み
である特別支援教育
の機能強化を図るた
め、教員養成研修プ
ログラムを開発し地
域社会に求められる
人材を育成する。

1年次生の全学共通教
育におけるDRI能力育
成科目の平均修得科
目数
（D:デザイン思考能力、
R:リスクマネジメント能
力、I:数理・情報基礎
力）

b b

1年次の全学生を対象
とした、地域理解科目
の受講者数

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
実績集計時

目標値

（単位：
人）

265 292 325 355 395 448

237

実績値

（単位：
人）

311 388

163.7%
達成
状況
（率）

117.4% 132.9% 86.6%

平成27年度
中

目標値

（人）
400 450 485 510 530 600

336
実績値

（人）
432 478

142.3%
達成
状況
（率）

108.0% 106.2% 79.7%

69 香
川
大
学

(1)

本学キャンパスにおけ
る外国人留学生受入
者及び日本人学生の
中長期海外派遣者の
総数

b a

地域企業等への実践
型インターンシップ参
加学生数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標計画期間
中

目標値

（単位：
報）

187 198 209 220 232 244

重点分野にお
ける年間平均
論文数
179.5報

実績値

（単位：
報）

187 206

114.8%
達成
状況
（率）

100.0% 104.0% 84.4%

第2期中期目
標計画期間
中

目標値

（単位：
件）

105 110 115 120 125 131

共同研究・受
託研究・国際
共同研究の
合計数の年
間平均
82.6件

実績値

（単位：
件）

105 127

153.8%
達成
状況
（率）

100.0% 115.5% 96.9%

69 香
川
大
学

2 香川大
学の強
みである
希少糖を
始めとす
る研究資
産の活
用と応用
技術の
国際的
な教育
研究拠
点を形成
し、国際
社会に
貢献する
ととも
に、地域
振興に
資する。
（研究）

本学周辺地域は全
国有数の生活習慣
病罹病率であり、高
齢化による産業競争
力への影響が懸念さ
れている。そこで、国
際的な優位性を持つ
本学の研究成果を発
展させ、地域に還元
することで、健康で豊
かな社会の実現を目
指す。
具体的には、世界的
オンリーワン技術で
ある希少糖、革新的
医療機器のための微
細技術、新品種の早
期育種技術、先端医
療技術を連携させ、
総合的に推進するこ
とで地域の健康増進
と、地域産業振興の
起爆剤となる。

研究成果として国際的
書誌データベースに採
録された学術論文数

b b

共同研究・受託研究の
実施状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標計画期間
中

目標値

（単位：
件）

9 10 11 12 13 14

重点分野にお
ける特許許諾
の数年平均
4.5件

実績値

（単位：
件）

9 11

244.4%
達成
状況
（率）

100.0% 110.0% 78.6%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

934 1,128 1,321 1,514 1,707 1,900

重点分野の
研究成果が
利用された商
品品目数（累
計）
740 件

実績値

（単位：
件）

1,020 1,210

163.5%
達成
状況
（率）

109.2% 107.3% 63.7%

69 香
川
大
学

(2)

研究成果への社会的
な要請を示す指標とし
ての特許実施許諾数

b a

研究成果が利用された
商品品目数 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
人）

2,000 2,700 3,400 4,100 4,800 5,500

1,250

実績値

（単位：
人）

2,492 2,739

219.1%
達成
状況
（率）

124.6% 101.4% 49.8%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

6 9 12 15 18 21

3

実績値

（単位：
件）

10 11

366.7%
達成
状況
（率）

166.7% 122.2% 52.4%

69 香
川
大
学

3 香川大
学の特
色ある資
源・技術
を活用
し、地域
連携・地
域貢献を
促進す
る。（地
域貢献）

南海トラフ巨大地震
発生時の四国におけ
る教育研究拠点とし
ての役割を担うととも
に、被災後の早期の
復旧・復興を目指し
た産学官連携による
地域産業振興並びに
雇用創出の取組みを
実施する。またかが
わ医療情報ネット
ワークを活用した常
時及び災害時の診
療情報の迅速な提供
により遠隔医療・地
域医療の充実・強化
を図る。さらに附属病
院の再開発事業・医
療機械設備整備を継
続実施し、遠隔地を
含め地域全体の診
療の質の向上を目指
す。

地域防災に資する人
材育成関連事業への
参加者数

c b

災害に強い地域づくり
に資する共同研究・受
託研究数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度

目標値

（単位：
企業・
団体
数）

- 6 10 16 22 28

2

実績値

（単位：
企業・
団体
数）

2 6

300.0%
達成
状況
（率）
- 100.0% 21.4%

69 香
川
大
学

(3)

地域創生に資する組
織対組織の連携事業
の参画企業・団体の状
況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
実施の平成
28年度入試

目標値

（単
位：%）

10 20 30 40 100 100

5.7

実績値

（単
位：%）

10.2 38.7

678.9%
達成
状況
（率）

102.0% 193.5% 38.7%

平成26年度
中

目標値

（単
位：%）

80 82 84 87 90 90

80

実績値

（単
位：%）

82.7 91.7

114.6%
達成
状況
（率）

103.4% 111.8% 101.9%

70 愛
媛
大
学

地域課題解決型学部
の設置や教職員能力
開発拠点（戦略1）、
地域密着型研究セン
ターやCOC・COC＋
事業拠点大学（戦略
2）、世界に誇る最先
端研究センター（戦略
3）という強み・特色を
活かし、「有為な人材
を地域に多く輩出」
（戦略1）、「地域の新
事業創出と就職機会
の増加に貢献」（戦略
2）、「最先端研究を
推進し、基礎科学研
究の成果を社会に還
元」（戦略3）すること
により、地域を牽引し
グローバルな視野で
社会に貢献する。

1 地域の
持続的
発展を支
える人材
育成の
推進

地域活性化の牽引と
いう地方国立大学の
使命を果たすには、
知識とともに地域の
課題発見・解決等の
ための汎用的能力を
備えた人材育成が急
務である。このため
本学は、「学力の三
要素」を踏まえた多
面的・総合的評価に
よる入試を全学部の
全入試区分で導入、
教育と学生支援の充
実による「愛大学生
コンピテンシー」習得
率の向上、さらに、学
生の学びを支える教
職員の能力開発
（FD/SD）の推進を戦
略に掲げ、諸事業を
展開する。

インターネット出願シス
テムを利活用した「新
入試」受験者の割合

b b

愛媛大学版「汎用的能
力」（愛大学生コンピテ
ンシー）の習得率

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
人）

2,100 4,230 6,380 8,550 10,750 13,000

2,100

実績値

（単位：
人）

2,600 5,915

281.7%
達成
状況
（率）

123.8% 139.8% 45.5%

70 愛
媛
大
学

(1)

本学独自の高度な
FD/SD講習の
受講者数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
人）

600 1,200 1,800 2,400 3,000 3,600

150

実績値

（単位：
人）

865 1,842

1228.0%
達成
状況
（率）

144.2% 153.5% 51.2%

平成27年度

目標値

（単位：
市町）

3 5 10 15 15 20

3

実績値

（単位：
市町）

3 5

166.7%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 25.0%

70 愛
媛
大
学

2 地域産
業イノ
ベーショ
ンを創出
する機能
の強化

地域にある大学とし
て「まち・ひと・しごと
創生」に取り組む。こ
れまで設置してきた
「地域産業特化型研
究センター」に加え
て、より広範な地域
対応を目的とする
「地域協働型セン
ター」を設置すること
によって、地域に密
着した中核機能を愛
媛県内全域で発揮す
る。その成果として、
地域及び地域産業に
関する専門的知識・
技術を有する「地域
専門人材」の育成、
地域産業のイノベー
ションと新事業の創
出、地域活性化に貢
献する。

リカレント教育
プログラムの受講者数 b b

「地域に密着した中核
機能」の発揮状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
件）

1 2 4 6 9 12

1

実績値

（単位：
件）

2 5

500.0%
達成
状況
（率）

200.0% 250.0% 41.7%

70 愛
媛
大
学

(2)

地域産業イノベーショ
ンによる新事業の創出
数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間後半

目標値

（単位：
件）

332 338 341 348 354 358

325

実績値

（単位：
件）

410 476

146.5%
達成
状況
（率）

123.5% 140.8% 133.0%

平成28年度
当初

目標値

（単位：
件）

4 6 7 8 9 10

4

実績値

（単位：
件）

4 7

175.0%
達成
状況
（率）

100.0% 116.7% 70.0%

70 愛
媛
大
学

3 世界を
リードす
る最先端
研究拠
点の形
成・強化

本学が世界に伍して
研究成果を発信し続
けている超高圧科学
分野、沿岸環境科学
分野、タンパク質創
薬分野の最先端研
究センターの機能強
化をはじめ、先見性
や独創性のある研究
グループを創生・支
援する。これにより研
究者コミュニティーの
拡大に中核的な役割
を果たし、研究の連
携を通じて地域から
世界にわたる諸課題
解決に寄与できる先
導的な研究拠点を育
成・強化することで最
先端研究を推進し、
その研究成果を社会
に還元する。

共同研究数 b a

リサーチユニット制度
による次世代先端
研究拠点の育成状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間後半

目標値

（単位：
件）

66 68 68 70 71 72

65

実績値

（単位：
件）

67 69

106.2%
達成
状況
（率）

101.5% 101.5% 95.8%

70 愛
媛
大
学

(3)

研究分野で定評
のあるハイインパクト
ジャーナルへの掲載数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
目標値
（単位：
箇所）

25 26 28 30 32 34

24
実績値
（単位：
箇所）

26 27

112.5%
達成
状況
（率）

104.0% 103.8% 79.4%

平成27年度
目標値
（単位：
人）

1 20 50 100 130 160

0
実績値
（単位：
人）

2 21

-
達成
状況
（率）

200.0% 105.0% 13.1%

71 高
知
大
学

高知大学は、人と環
境の調和を理念とし
て、「地域から世界
へ、世界から地域へ」
を標語に、現場主義
の精神に立脚し、地
域協働を基盤とした、
教育研究活動を展開
する総合大学を目指
す。

1 「地域活
性化の
中核化
拠点」形
成に向け
た機能
強化

これまでの教育研究
の強みと特色を活か
した教育組織の再編
成（機能強化）を行
い、全学的な地域志
向教育の展開を図る
ことで、地域再生の
核となる地域が求め
る人材（地域の産
業、行政等のリー
ダーとなる「地域協働
型産業人」或いは、
専門職業人としての
「地域志向型専門職
業人」）育成の拠点と
しての「地域活性化
の中核的拠点」形成
に向け、ガバナンス
改革・人事給与シス
テム改革を通じ教育
研究体制を整備・構
築する。

地域との協働による
ワークショップ等を本学
が開催した市町村数
(累計）

b b

地方創生推進士の養
成数（累計） b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成25～27
年度末累計

目標値
（単位：
人）

140 168 190 212 242 272

112
実績値
（単位：
人）

146 183

163.4%
達成
状況
（率）

104.3% 108.9% 67.3%

71 高
知
大
学

(1)

土佐FBC事業の受講
生の修了者数（累計） b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
目標値
（単
位：%）

55 58 58 58 100 100

53
実績値
（単
位：%）

55 58

109.4%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 58.0%

平成27年度
末時点

目標値
（単
位：%）

5 27 49 71 93 100

0
実績値
（単
位：%）

6 38

-
達成
状況
（率）

120.0% 140.7% 38.0%

71 高
知
大
学

2 地域協
働を核と
した教育
を推進す
る上で必
要な教
育の質
の保証を
担保する
ための
体制整
備

地域の力を借り、地
域と協働し教育を行
う地域協働を核とし
た教育を推進する上
で必要な教育の質保
証のため、その入口
となる入学者選抜に
おいて、高校までの
学習成果を知識だけ
でなくより幅広い資
質・能力も含めて多
面的・総合的に評価
する選抜方法に転換
し、大学での学修に
円滑に移行させ、入
学後は、学生が自ら
考え・動く力を身に付
ける学習方法またそ
れが効果的に実施す
る方法を開発し、継
続的に運用できる体
制を作る。

全入学者定員に占め
る多面的・総合的評価
による入学者定員割合

b b

学修成果を客観的に
把握するための学生に
よるeポートフォリオの
利用率

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末時点

目標値
（単位：
科目）

4 6 40 50 60 60

0
実績値
（単位：
科目）

4 6

-
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 10.0%

71 高
知
大
学

(2)

能動的学修の質を保
証するためのルーブ
リック評価実施科目数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
目標値
（単位：
編）

107 111 115 119 123 127

104
実績値
（単位：
編）

111 118

113.5%
達成
状況
（率）

103.7% 106.3% 92.9%

平成27年度
目標値
（単位：
件）

1.08 1.1 1.12 1.14 1.15 1.17

1.06
実績値
（単位：
件）

1.01 1.14

107.5%
達成
状況
（率）

93.5% 103.6% 97.4%

71 高
知
大
学

3 地域的
特性に
根ざした
諸課題
解決、特
色ある研
究に対
応した研
究拠点
の整備

高知県の地域課題を
題材に、我が国が抱
える喫緊の課題であ
る少子高齢化に関わ
る医療、自然防災、
海洋生物・海水及び
海底鉱物資源の開
発等に対し、本学の
これまでの実績と強
みを活かした世界的
に通用する特色ある
研究の推進を行うと
ともに、これらの成果
を関連する分野の高
度人材育成や地域
の産業化に向けた基
盤構築に活用する。

地域課題に関連した研
究論文の産出数 c b

学部学生・大学院生一
人当たりの学術論文及
び学会発表の件数

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
目標値
（単位：
件）

71 83 96 112 131 153

61
実績値
（単位：
件）

108 133

218.0%
達成
状況
（率）

152.1% 160.2% 86.9%

平成27年度
目標値
（単位：
件）

287 299 311 323 335 347

275
実績値
（単位：
件）

320 337

122.5%
達成
状況
（率）

111.5% 112.7% 97.1%

71 高
知
大
学

(3)

地域課題に関連した一
般向け講習会・研修会
等の開催件数

b b

共同研究・受託研究等
の年間実施総件数 c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末時点

目標値
（単位：
事業）

6 12 18 22 26 30

0
実績値
（単位：
事業）

11 17

-
達成
状況
（率）

183.3% 141.7% 56.7%

第2期中期目
標期間累計

目標値
（単位：
件）

7 15 23 31 40 50

41
実績値
（単位：
件）

7 15

36.6%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 30.0%

71 高
知
大
学

4 地域社
会と連携
した域学
連携教
育研究
体制の
強化及
び国際
貢献

地域課題を組織的か
つ機動的に解決する
ため、大学生と大学
教員が地域の現場
に入り、地域住民等
とともに、地域の課
題解決又は地域づく
りに継続的に取組む
「域学連携教育研究
体制」を強化すること
で、地域の人材育
成、科学の発展、技
術開発及び産業の
活性化に資する。ま
た、高知県における
地域資源の特徴を活
かした国際協力を推
進し、「地域から世界
へ、世界から地域
へ」という視点に基づ
き実践的な教育研究
による国際貢献を図
る。

地域再生・課題解決及
び雇用創出に資する
連携事業件数（累計）

b b

地域課題を含む国内
外での国際セミナー・
研修の年間開催件数
(累計）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成25～27
年度末累計

目標値
（単位：
社）

83 98 108 118 128 138

68
実績値
（単位：
社）

90 105

154.4%
達成
状況
（率）

108.4% 107.1% 76.1%

71 高
知
大
学

(4)

土佐FBC事業受講生
の出身企業件数（累
計）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：%）

70.0 72.5 75.0 80.0 85.0 90.0

68.1

実績値

（単
位：%）

73.7 76.0

111.6%
達成
状況
（率）

105.3% 104.8% 84.4%

平成27年度

目標値

（単
位：%）

90.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0

80.3

実績値

（単
位：%）

98.7 98.9

123.2%
達成
状況
（率）

109.7% 104.1% 104.1%

72 福
岡
教
育
大
学

福岡教育大学は、学
長のリーダーシップ
の下で、社会から求
められる教員の資
質・能力の育成に向
けた実践的な教育及
び研究を進め、本学
の学生が、九州地域
が抱える教育課題を
解決する能力や、
様々な指導場面で必
要となる力を確実に
習得させられる大学
へ質的転換を図る。
これにより学部、修士
課程の卒業者及び修
了者の9割以上を義
務教育諸学校の教員
として、教職大学院
（専門職学位課程）の
すべての修了者を学
校教育を牽引する教
員として、それぞれ輩
出する。また、教職の
各ライフステージで必
要な資質・能力の開
発、育成において、
本学が主体的に貢献
する。
これらにより、第3期
中に、名実ともに、教
員養成の広域拠点と
して九州の教員養
成・研修をリードする
大学としての地歩を
固める。

1 「教職教
育院」を
中心とし
た新しい
教育・研
究体制
への転
換による
真に各
学校種
の教員と
して求め
られる基
礎的・基
盤的な
資質・能
力の育
成

本戦略は、昨今の地
域社会からの「教員
の資質・能力の育
成」の要請に対応し
て、教職、教科を専
門とする教員が協働
して学生を育てる「教
職教育院」を中心
に、「教職大学院」、
「英語習得院」、「教
育総合研究所」、「学
長室」が相互に連動
し学生を養成する新
しい教育・研究体制
を創出する。これに
より、学習指導要領
改訂や様々な教育課
題に的確に対応する
各学校種の教員とし
て必要な基礎的・基
盤的な資質・能力を
育成する。

教員就職率 a b

入学時点での教職志
望状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：%）

20.0 25.0 30.0 60.0 80.0 100.0

16.5

実績値

（単
位：%）

19.3 29.2

177.0%
達成
状況
（率）

96.5% 116.8% 29.2%

72 福
岡
教
育
大
学

(1)

ボランティア参加率 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
県市）

3 5 11 11 11 11

1

実績値

（単位：
県市）

10 11

1100.0%
達成
状況
（率）

333.3% 220.0% 100.0%

第2期中期目
標期間中
（累計）

目標値

（単位：
人）

500 1,500 2,500 3,500 4,500 5,500

792

実績値

（単位：
人）

871 2,055

259.5%
達成
状況
（率）

174.2% 137.0% 37.4%

72 福
岡
教
育
大
学

2 福岡教
育大学を
ハブとし
た九州
地域の
各大学、
教育委
員会との
ネット
ワークの
構築と連
携・協働
による地
域の課
題解決
に資する
教育研
究及び
教員研
修の推
進

本戦略は、福岡県を
はじめとした九州各
地域の教育課題に
対応する人的・組織
的ネットワークを構築
する。また、併せて附
属学校と連携し本学
のサテライト機能を
活用した、学部・大学
院の教育研究を充実
させるとともに、現職
教員研修の支援を実
施する。これらによ
り、「九州全体の教育
力向上を支える」とい
う教員養成・教員研
修の拠点大学として
の本学のミッションを
達成する。

福岡教育大学をハブと
した、各地域の教育課
題解決に向けた九州
各県及び政令指定都
市の教育委員会との
連携または協働の実
施状況

b b

本学が主催・関係する
現職教員研修受講者
数

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成25年度
中

目標値

（単位：
人）

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

916

実績値

（単位：
人）

1,053 1,082

118.1%
達成
状況
（率）

105.3% 108.2% 108.2%

平成25年度
中

目標値

（単位：
人）

50 60 110 130 150 170

18

実績値

（単位：
人）

71 94

522.2%
達成
状況
（率）

142.0% 156.7% 55.3%

73 九
州
大
学

九州大学は「躍進百
大」をスローガンに世
界大学ランキング100
位以内に躍進するこ
とを目標に、「自律的
に改革を続け、教育
の質を国際的に保証
するとともに、常に未
来の課題に挑戦する
活力に満ちた最高水
準の研究教育拠点と
なる」ことを基本理念
とする。
人文社会科学、理工
学、生命科学、芸術
工学までを網羅する
基幹総合大学とし
て、アジアの拠点大
学としての存在価値
を高め、全学的な教
育の質向上、研究成
果の実用化・社会実
装を推進する。

1 グローバ
ルコア戦
略

世界トップ100大学等
とのネットワーク強化
による国際競争力の
高い研究教育を展開
するとともに、アジ
ア・オセアニア地域を
含め、国際的に活躍
できる人材を育成す
るため、海外大学等
からの研究者・ユニッ
ト招致による国際共
同研究や国際共著
論文の作成を推進す
るなど、国内外から
人材が集う拠点大学
として、グローバル化
を推進する。
特に、平成30年度に
はグローバル社会で
活躍できる人材養成
を目的とした共創学
部を設置する。

海外大学・研究機関等
からの外国人研究者・
研究ユニットの招聘状
況

b b

国際共同教育締結（ダ
ブルディグリー（DD）・
ジョイントディグリー
（JD）プログラム）に伴
う成果を反映する学位
授与者数【累計】

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成25年度
中

目標値

（単位：
編）

1,100 1,180 1,260 1,340 1,420 1,500

1,011

実績値

（単位：
編）

1,278 1,379

136.4%
達成
状況
（率）

116.2% 116.9% 91.9%

平成25年5月

目標値

（単
位：%）

30.0 34.0 38.0 42.0 46.0 50.0

24.8

実績値

（単
位：%）

34.4 35.9

144.8%
達成
状況
（率）

114.7% 105.6% 71.8%

73 九
州
大
学

(1)

海外大学等のネット
ワーク強化を活用した
国際共同研究等を通じ
た国際共著論文の作
成状況

b b

大学のグローバル化
の基盤を支える外国人
教員等（外国の大学で
学位を取得又は外国
で教育研究歴のある日
本人教員含む）の在籍
状況

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成25年度
中

目標値

（単
位：%）

2.7 3.6 3.6 5.4 7.2 10.0

1.8

実績値

（単
位：%）

4.4 3.8

211.1%
達成
状況
（率）

163.0% 105.6% 38.0%

平成25年度
中

目標値

（単
位：%）

15.0 16.0 17.0 18.0 19.0 20.0

13.9

実績値

（単
位：%）

17.1 17.4

125.2%
達成
状況
（率）

114.0% 108.8% 87.0%

73 九
州
大
学

2 教育シス
テム改革
と実践

自ら問いを立て主体
的な学びを実践する
アクティブ・ラーナー
を育成する基幹教育
院の実績を活かし、
大学入学前から卒業
後までの教学マネジ
メントを全学的に確
立し、社会が求める
人材育成を強化する
とともに、教育の質
の向上を目指す司令
塔組織を整備し、全
学的な教育改革を推
進する。
また、学部から大学
院までを一貫した教
育を推進するととも
に、共創学部の設置
を契機として、基幹
総合大学の教育構
造を変革する。

日本人学生の国際的
視野の涵養を図る単
位取得を伴う海外留学
経験（通年）の割合状
況

b b

キャンパスのグローバ
ル化を担う外国人留学
生受入（通年）の割合
状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成25年度
中

目標値

（単
位：%）

14.0 15.2 22.0 23.0 24.0 25.0

11.8

実績値

（単
位：%）

16.7 20.4

172.9%
達成
状況
（率）

119.3% 134.2% 81.6%

平成25年度
中

目標値

（単
位：%）

(100.0) 5.0 40.0 60.0 80.0 100.0

0.0

実績値

（単
位：%）

(100.0) 7.7

-
達成
状況
（率）

100.0% 154.0% 7.7%

73 九
州
大
学

(2)

英語による国際コース
の活用など外国語を用
いて行う授業科目の実
施状況

b b

大学院における授業科
目ごとに水準や科目間
の関連性を示す科目
ナンバリングの導入状
況（学部は100%達成）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成25年度
中

目標値

（単位：
億円）

100 110 120 130 140 150

86

実績値

（単位：
億円）

127 129

150.0%
達成
状況
（率）

127.0% 117.3% 86.0%

平成25年度
中

目標値

（単位：
百万
円）

55 115 185 265 355 455

50

実績値

（単位：
百万
円）

59 167

334.0%
達成
状況
（率）

107.3% 145.2% 36.7%

73 九
州
大
学

3 イノベー
ション創
出と牽引

未来を見据えて、人
類や地球規模の課
題に立ち向かう先導
的な学術研究を飛躍
的に推進するととも
に、オープンイノベー
ションを推進する。
特にエネルギー分野
で世界をリードする
「エネルギー研究教
育機構」を設置し、人
文社会科学系を含め
た先端・融合研究を
強力に推進し、医療・
ライフサイエンス分
野などで独創的な研
究を進め、社会実装
の実現や心身の豊
かさを追求する。
更に、今後の未来を
担う、創造性に富ん
だ若手研究者を育成
する。

学内支援体制の強化
による共同研究・受託
研究の状況

b b

学内支援体制の強化
による知的財産・特許
収入の状況【累計】

b b

467



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成25年度
中

目標値

（単位：
件）

25 27 29 31 33 35

24

実績値

（単位：
件）

31 27

112.5%
達成
状況
（率）

124.0% 100.0% 77.1%

平成25年度
中

目標値

（単位：
編）

3,800 3,840 3,880 3,920 3,960 4,000

3,799

実績値

（単位：
編）

3,863 3,981

104.8%
達成
状況
（率）

101.7% 103.7% 99.5%

73 九
州
大
学

(3)

大学の多様な財務基
盤確保を図るために重
要な競争的資金の獲
得強化の状況（科研費
大型種目獲得件数）

b b

学際・融合研究の推進
や人文社会科学系の
機能強化等による論文
数の状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
プログ
ラム
数）

0 1 2 3 4 5

0

実績値

（単位：
プログ
ラム
数）

3 4

-
達成
状況
（率）
- 400.0% 80.0%

平成27年度
末

目標値

（単位：
機関）

0 0 3 5 8 10

0

実績値

（単位：
機関）

0 0

-
達成
状況
（率）
- - 0.0%

74 九
州
工
業
大
学

学内外・国内外の多
様な協働活動実績に
基づき、教育・研究活
動における強み・特
色ある分野で、特に
産学連携を基軸とし
て、国際的・全国的な
拠点形成等を行い、
さらなる質の向上お
よび成果の展開を推
進して、機能強化を
実現する

1 社会との
協働を通
じた教育
の高度
化及び
入学から
卒業まで
の新たな
質保証
システム
構築に
向けた教
育拠点
形成

第2期における学内
外、国内外における
多様な協働活動実績
に基づき、社会との
協働を通じた理工系
プロフェッショナル人
材育成、及び産学連
携による質保証シス
テム構築に向けた取
り組みをさらに推進
し、先導的機能強化
によって、教育拠点
形成を目指す。

企業等が直接教育に
参画する高次の産学
連携教育プログラム数

b a

社会的質保証システム
に関するコンソーシア
ム参加大学・企業数

b ｃ
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間の平
均

目標値

（単
位：%）

95 95 95 95 95 95

98.6

実績値

（単
位：%）

99.8 99.0

100.4%
達成
状況
（率）

105.1% 104.2% 104.2%

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

20 20 24 24 30 30

20

実績値

（単
位：%）

20 20

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 66.7%

74 九
州
工
業
大
学

(1)

就職希望者に係る就
職率の状況 b b

全国的に実施するAO
型による入学者選抜の
募集定員割合の増加
状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間の平
均

目標値

（単位：
千円）

900 1,000 1,100 1,200 1,300 1,400

855

実績値

（単位：
千円）

1,449 1,509

176.5%
達成
状況
（率）

161.0% 150.9% 107.8%

第2期中期目
標期間

目標値

（単位：
本）

150 305 465 630 800 975

886

実績値

（単位：
本）

169 350

39.5%
達成
状況
（率）

112.7% 114.8% 35.9%

74 九
州
工
業
大
学

2 社会のイ
ノベー
ションに
貢献する
工学分
野の研
究拠点
形成と産
業界へ
の貢献

研究面で強み・特色
を有する、環境関連
工学、高信頼性集積
回路、ロボティクス分
野等において重点的
に研究活動を強化
し、産業への貢献を
志向した先端的な研
究を推進するととも
に、産学連携等を通
じたネットワークのハ
ブとして、国際的・全
国的な拠点の形成・
強化を行う。

共同研究の教員1人当
たり受入額の増加状況 b a

国際共著論文数の増
加状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間

目標値

（単位：
件）

6 12 19 26 33 40

34

実績値

（単位：
件）

12 32

94.1%
達成
状況
（率）

200.0% 266.7% 80.0%

74 九
州
工
業
大
学

(2)

国際共同研究・受託研
究の件数の増加状況 b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

30 40 50 60 70 80

26.1

実績値

（単
位：%）

42.5 44.2

169.3%
達成
状況
（率）

141.7% 110.5% 55.3%

平成27年度
末

目標値

（単位：
拠点）

1 1 2 2 3 3

1

実績値

（単位：
拠点）

1 1

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 33.3%

74 九
州
工
業
大
学

3 グローバ
ル・コン
ピテン
シー
（GCE）
養成教
育の推
進と海外
拠点、海
外連携
の強化
による教
育研究
のグロー
バル化

協働教育・共同研究
のグローバル化を行
うために、グローバ
ル・コンピテンシー
（GCE）養成教育を推
進し、第2期に先駆的
に整備した海外教育
研究拠点（MSSC）の
実績等を活かし海外
における拠点形成を
進める。

海外インターンシップ
や国際学会発表等の
海外派遣または留学
生を含む海外からの受
入学生との協働学習
等への参加学生数の
大学院修了者数に占
める割合の増加状況

b b

海外の大学に設置した
教育研究拠点の増加
状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
連携）

0 2 4 6 8 10

0

実績値

（単位：
連携）

2 3

-
達成
状況
（率）
- 150.0% 30.0%

平成27年度
末

目標値

（単位：
名）

480 500 520 540 560 580

457

実績値

（単位：
名）

510 562

123.0%
達成
状況
（率）

106.3% 112.4% 96.9%

74 九
州
工
業
大
学

(3)

海外大学等との高度な
教育研究連携（海外教
育研究拠点含む）

b b

外国人留学生を含む
海外からの受入学生
数の増加状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度
当初

目標値

（単
位：%）

1.5% 2.0% 2.5% 3.0% 3.5% 4.0%

1.0%

実績値

（単
位：%）

2.1% 6.9%

686.0%
達成
状況
（率）

137.3% 343.0% 171.5%

平成27年度
末

目標値

（単位：
㎡）

4,013 4,833 5,813 6,703 7,453 8,200

1,671

実績値

（単位：
㎡）

6,268 6,885

412.0%
達成
状況
（率）

156.2% 142.5% 84.0%

75 佐
賀
大
学

佐賀大学は、地域と
ともに未来に向けて
発展し続ける大学と
して、地域を志向した
社会貢献・教育・研究
を推進することで、地
域活性化の中核的拠
点を目指す。
また、総合大学の強
みを生かし、グロー
バルな視野により社
会の発展に貢献でき
る学生を育成・輩出
し、地域社会を先導
する。

1 地域から
求められ
る大学を
目指した
経営基
盤の強
化

本学の強み・特色を
最大限に生かし、自
ら改善・発展する仕
組を構築することに
より、学問の進展と
軌を一にした資源配
分、組織再編、マネ
ジメント改善等を通じ
て「競争力」を持ち、
高い付加価値を生み
出し機能強化を図
り、地域活性化の中
核的拠点として地域
に必要とされる大学
を目指す。

佐賀大学版ＩＲ機能を
活用した学長裁量定数
の確保状況

b b

学長裁量スペースの確
保状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

毎年度

目標値

（単
位：%）

110% 110% 110% 110% 110% 110%

110%

実績値

（単
位：%）

113% 289%

262.7%
達成
状況
（率）

102.7% 262.7% 262.7%

75 佐
賀
大
学

(1)

学長裁量経費の確保
状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

29% 71% 71% 100% 100% 100%

29%

実績値

（単
位：%）

29% 71%

247.4%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 71.0%

平成29年度
末

目標値

（単
位：%）

- 60% 70% 80% 90% 100%

69%

実績値

（単
位：%）

- 69%

100.0%
達成
状況
（率）
- 114.7% 68.8%

75 佐
賀
大
学

2 大学教
育の質
的転換
による地
域社会を
先導する
学生の
育成・輩
出

入口から出口までを
一体的に捉え、「高
大接続改革」、「教育
システム改革」、「教
育成果の可視化」の
3つの柱を軸とした教
育改革を行うことで、
大学教育の質的転
換をもたらし、それに
より、主体的に学び
地域社会を先導して
いく学生を育成・輩出
する。

「学力の3要素」を多面
的・総合的に評価・判
定する選抜を全募集区
分で実施
（入学定員に占める実
施率：100%）

b b

すべての授業において
反転授業やアクティブ・
ラーニングの教育手法
等を導入
（導入率：100%）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

12% 12% 34% 56% 78% 100%

12%

実績値

（単
位：%）

12% 12%

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 12.0%

75 佐
賀
大
学

(2)

卒業認定申請制度適
用学生の割合 c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間の総
数

目標値

（単位：
件）

1,946 3,892 5,838 7,784 9,730 11,680

10,618

実績値

（単位：
件）

1,672 3,892

36.7%
達成
状況
（率）

85.9% 100.0% 33.3%

第2期中期目
標期間の総
数

目標値

（単位：
件）

3,864 7,728 11,592 15,456 19,320 23,187

21,079

実績値

（単位：
件）

4,717 10,032

47.6%
達成
状況
（率）

122.1% 129.8% 43.3%

75 佐
賀
大
学

3 地域に
根ざした
イノベー
ション創
出拠点と
しての強
み・特色
を活かし
た研究
の推進

「海洋エネルギー」や
有明海をフィールドと
した「環境再生」と
いった特色ある研究
分野について、重点
領域研究として研究
センターの設置、組
織的な支援を通じて
研究の推進、地域に
根ざしたイノベーショ
ン創出を実現。 論文等数の増加状況 b b

学会発表等数の増加
状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

87.0% 89.0% 90.0% 90.0% 90.0% 90.0%

86.9%

実績値

（単
位：%）

86.9% 92.7%

106.7%
達成
状況
（率）

99.9% 104.2% 103.0%

75 佐
賀
大
学

(3)

科学研究費助成事業
の申請状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

30 33 37 41 46 51

27

実績値

（単位：
件）

29 36

133.3%
達成
状況
（率）

96.7% 109.1% 70.6%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

33 34 34 35 35 36

32

実績値

（単位：
件）

28 40

125.0%
達成
状況
（率）

84.8% 117.6% 111.1%

75 佐
賀
大
学

4 地域の
課題解
決や発
展に貢
献する教
育研究・
診療機
能の強
化

地域と大学との組織
的な連携強化とし
て、「地（知）の拠点
大学における地方創
生推進事業」を軸に
置いた大学改革の推
進、並びに産学官連
携の推進による地域
の課題解決や公開
講座・高度研修講座
等による生涯教育・
社会人の学び直しな
どの地域志向型の教
育改革の実行によ
り、地域に貢献する
教育研究・診療機能
の機能強化を図る。

地域志向型の共同研
究の契約締結数の増
加状況

b b

発明届出件数の増加
状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

-

目標値

（単位：
件）

1 1 1 1 1 1

0

実績値

（単位：
件）

1 3

-
達成
状況
（率）

100.0% 300.0% 300.0%

75 佐
賀
大
学

(4)

共同開発商品の開発
状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成22～26
年度（平成27
年度評価）

目標値

（単位：
位）

3.25 3.25 3.25 3.25 3.25 3.25

3.25

実績値

（単位：
位）

3.25 3.13

103.8%
達成
状況
（率）

100.0% 103.8% 103.8%

平成22～26
年度の平均
値

目標値

（単位：
位）

4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2

4.2

実績値

（単位：
位）

4.2 4.2

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

76 長
崎
大
学

長崎大学は、東シナ
海を介して大陸と向
き合う地理的環境と
出島、原爆被ばくな
どの記憶を有する地
域に在って、長年に
わたり培ってきた大
学の個性と伝統を基
盤に、新しい価値観
と個性輝く人材を創
出し、大きく変容しつ
つある現代世界と地
域の持続的発展に寄
与する。

1 グローバ
ルヘルス
教育研
究拠点
の整備
－世界
最高レベ
ルの熱
帯・感染
症教育
研究＋
放射線
健康リス
ク教育研
究－

熱帯医学・感染症、
放射線医療科学分
野における卓越した
実績を基盤に、予防
医学や医療経済学
等の関連領域を学際
的に糾合して、人間
の健康に地球規模で
貢献する世界的“グ
ローバルヘルス"教
育研究拠点となる。
「ナンバーワン戦略」

1特定8分野における論
文数、被引用数、1論
文あたりの被引用数、
Top10%論文割合、国
際共著率のうち最上位
の国内ランキング上位
維持

【特定8分野・・・熱帯医
学、寄生虫学、感染症
学、微生物学、ウイル
ス学、免疫学、血液
学、細胞生物学】

【実績値の取り方・・・
直近5か年の最上位ラ
ンキングの集計平均】

b b

25細目における科研費
新規採択件数国内ラン
キングの上位維持

【5細目・・・放射線・化
学物質影響科学、寄生
虫学、ウィルス学、疫
学・予防医学、感染症
内科学】

【実績値の取り方・・・
直近5か年平均】

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
件）

143 158 173 188 203 218

128

実績値

（単位：
件）

155 172

134.4%
達成
状況
（率）

108.4% 108.9% 78.9%

76 長
崎
大
学

(1)

3熱帯医学・感染症分
野における国際共同プ
ロジェクト実施件数の
増加状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成22～26
年度の平均
値

目標値

（単
位：%）

92.1 92.1 92.1 92.1 92.1 92.1

92.1

実績値

（単
位：%）

97.4 97.4

105.8%
達成
状況
（率）

105.8% 105.8% 105.8%

平成25年度

目標値

（単
位：%）

2.6 3.6 4.5 5.4 5.4 5.4

1.8

実績値

（単
位：%）

4.4 5.4

300.0%
達成
状況
（率）

169.2% 150.0% 100.0%

76 長
崎
大
学

2 長崎大
学ブラン
ド人材育
成の基
盤強化
－他地
域にはな
い長崎
特有の
歴史を踏
まえた人
材育成と
教育研
究－

世界に唯一開かれて
いた「出島」や最後の
被ばく地等、他地域
にはない本学の歴史
性を生かした特色あ
る教育研究に資する
ため、国際水準の教
育の提供、日本人留
学生の飛躍的拡大
の実現に向けた教育
改革を推進し、国際
社会の現場で活躍す
る人材の育成を行
う。「オンリーワン戦
略」

1就職率の向上

【実績値の取り方・・・
直近5か年平均】

b b

2外国語による授業数
の増加状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成25年度

目標値

（単
位：%）

3.6 4.3 5.8 7.25 7.25 7.25

2.9

実績値

（単
位：%）

4.0 4.4

153.1%
達成
状況
（率）

111.9% 103.3% 61.2%

76 長
崎
大
学

(2)

3学部学生のうち、日
本人学生の留学経験
者の増加状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
件）

24 25 26 27 27 27

24

実績値

（単位：
件）

23 28

116.7%
達成
状況
（率）

95.8% 112.0% 103.7%

平成22～27
年度の平均
値

目標値

（単位：
講座）

71 72 73 74 75 76

69

実績値

（単位：
講座）

102 135

195.7%
達成
状況
（率）

143.7% 187.5% 177.6%

76 長
崎
大
学

3 地域創
生のた
めの知
の貢献
－地域
が抱える
課題に
大学が
総力を挙
げて取り
組む－

地域に基盤を置く総
合大学として、地域
のニーズに寄り添い
つつ、教育研究の成
果を地域の行政、産
業、保健医療、教
育、観光に還元し、
グローバル化時代に
おける地方創生の原
動力となる。

1地元企業との共同研
究実施数の増加状況

【共同研究総数のうち
地元有償契約件数】

b b

2小中学生向け訪問授
業講座数の増加状況 b b

487



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：%）

42.61 45.48 48.35 51.22 54.09 57.01

39.74

実績値

（単
位：%）

46.19 63.26

159.2%
達成
状況
（率）

108.4% 139.1% 111.0%

76 長
崎
大
学

(3)

3インターンシップ参加
者のうち、地元企業へ
の参加者割合の増加
状況

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：%）

19.5 22 24 26 28 30

19.5

実績値

（単
位：%）

19.6 23.8

122.1%
達成
状況
（率）

100.5% 108.2% 79.3%

平成27年度

目標値

（単位：
人）

5,434 6,368 7,302 8,236 9,170 10,100

4,500

実績値

（単位：
人）

5,600 7,424

165.0%
達成
状況
（率）

103.1% 116.6% 73.5%

76 長
崎
大
学

4 六大学コ
ンソーシ
アムによ
る世界
トップレ
ベルの
教育研
究の創
生
－大学
間連携
による多
様な教
育研究
の創生
－

激しい大学間競争の
中での生き残りをか
けた、「大学間連携
戦略」として六大学を
基盤に各大学の強
み、特色を持ち寄り
連携を強化すること
で、世界トップレベル
の教育研究を創生す
る。

1多面的・総合的に評
価判定する入学者選
抜方法に係る入学定
員に対する募集人員を
拡大

b b

23大学共同大学院に
よる教育研究高度化
の実施状況

【五島・佐々ｺﾎｰﾄにお
いて、住民の健診ﾃﾞｰﾀ
と特殊検査ﾃﾞｰﾀの合
計数の増加】

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第二期(H22-
27)

目標値

（単
位：%）

26.2 26.6 27.1 27.6 28.0 28.5

25.7

実績値

（単
位：%）

26.8 28.0

108.9%
達成
状況
（率）

102.3% 105.3% 98.2%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

0.505 0.515 0.526 0.536 0.547 0.557

0.494

実績値

（単位：
件）

0.501 0.518

104.9%
達成
状況
（率）

99.2% 100.6% 93.0%

77 熊
本
大
学

熊本大学の個性と強
みを形成する世界レ
ベルの先端研究を先
鋭化することで、大学
全体の機能強化を主
導し、次世代を担う研
究領域を育むととも
に、地域の問題をグ
ローバルに考える人
材を育成する。平成
28年熊本地震からの
創造的復興を見据
え、これらの教育・研
究成果を積極的に地
域に還元することに
より、これからの地域
創生の中核となる
“地域に根ざし、グ
ローバルに展開する
未来志向の研究拠点
大学"を目指す。

1 世界レベ
ルの研
究拠点
の充実と
先端的
新分野
の開拓
による世
界への
挑戦

本学の強みである生
命科学及び自然科
学の両領域におい
て、部局の壁を超え
た研究者人事を可能
とする「国際先端研
究機構」を設置する
ことで、国内外の優
れた人材を結集し、
国際共同研究及び
融合研究を推進する
とともに、先端研究を
組織的に展開できる
リーダー人材の育成
に取り組む。これに
より、本学が世界と
伍する諸研究を更に
進展させ、世界を
リードしていく新たな
研究分野を創出し、
その成果を世界に発
信する。

研究力に関する指標
（生命科学系及び自然
科学系における国際共
著論文率）

b b

研究力に関する指標
（生命科学系及び自然
科学系における科研費
の一人当たり保有件
数）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度

目標値

（単位：
件）

164 174 184 195 207 220

146

実績値

（単位：
件）

194 207

141.8%
達成
状況
（率）

118.3% 119.0% 94.1%

第二期(H22-
26)

目標値

（単位：
件）

189 378 567 756 945 1,134

858

実績値

（単位：
件）

235 426

49.7%
達成
状況
（率）

124.3% 112.7% 37.6%

77 熊
本
大
学

(1)

国際レベルの人材育
成や人材の流動に関
する指標（生命科学系
及び自然科学系にお
ける海外大学との交流
協定数）

b b

研究成果の社会への
還元に関する指標（生
命科学系及び自然科
学系における知財の発
明件数、特許出願件
数、特許取得件数）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単位：
時間）

2.5 5.0 7.5 10.0 12.5 15

0.0

実績値

（単位：
時間）

10.9 7.6

0.0%
達成
状況
（率）

436.0% 152.0% 50.7%

平成26年度

目標値

（単位：
人）

598 678 759 839 920 1,000

517

実績値

（単位：
人）

567 706

136.6%
達成
状況
（率）

94.8% 104.1% 70.6%

77 熊
本
大
学

2 旧制五
高以来
の剛毅
木訥の
気風を受
け継ぎ、
“GlobalT
hinkingan
dLocalAc
tion"でき
る人材育
成

従来の受動的教育
から能動的教育へと
教育の質的転換を断
行するとともに、高校
までに培った学力の
3要素を多角的・総合
的に評価する入学者
選抜方法を導入し、
入口から出口までの
質保証システムを、
大学教育統括管理
運営機構を中心に構
築することで、柔軟な
思考力と確かな専門
力に加え、多様な価
値観や社会規範を受
け入れ、グローバル
化・多極化する社会
で果敢に行動できる
人材
（“GlobalThinkingand
LocalAction"できる
人材）を育成する。

高大接続に関する指
標（入学予定者の英語
教材による事前学習の
実施状況）

b b

国際感覚修得の指標
（単位取得を伴う海外
留学経験者数）

b b

492



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成26年度

目標値

（単
位：%）

50 54 58 62 66 70

46

実績値

（単
位：%）

62 72

156.5%
達成
状況
（率）

124.0% 133.3% 102.9%

平成26年度

目標値

（単
位：%）

40.1 41 41.8 42.6 43.5 44.3

39.3

実績値

（単
位：%）

43.5 45.1

114.8%
達成
状況
（率）

108.5% 110.0% 101.8%

77 熊
本
大
学

(2)

行動力修得の指標（本
学卒業生採用企業のう
ち、本学卒業生は〈社
会的な実践力〉を修得
していると回答した企
業の割合及び本学大
学院修了生採用企業
のうち、本学大学院修
了生は〈地域社会を牽
引するリーダー力〉を
修得していると回答し
た企業の割合）

b a

人材育成成果の指標
（上場企業への就職
率）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第二期(H22-
26)

目標値

（単位：
件）

47 113 181 252 325 400

234

実績値

（単位：
件）

97 197

84.2%
達成
状況
（率）

206.4% 174.3% 49.3%

第二期(H22-
26)

目標値

（単位：
件）

25 50 75 100 125 150

109

実績値

（単位：
件）

32 73

67.0%
達成
状況
（率）

128.0% 146.0% 48.7%

77 熊
本
大
学

3 熊本大
学の“特
色"を活
かし、多
様な豊
かさを有
する熊本
の維持・
発展に
貢献

地域ニーズと本学の
特色ある知的・人的
資源（シーズ）のマッ
チングを一層推進す
るため、「熊本創生
推進機構」等の学内
組織を整備し、産業
振興・人材育成・雇
用創出、豊富な地下
水資源を取り巻く安
全・安心な地域づく
り、地域社会の歴史
文化の承継と発展、
都市部から限界集落
のニーズに応じた教
育機会の提供等に
取り組むことで、熊本
地域の経済/自然環
境/歴史文化/知識
基盤等の維持・発展
に貢献する。

地域の環境保全・防災
への学術的貢献の指
標（環境保全や防災に
関する論文数、シンポ
ジウムの数）

b b

地域の歴史文化振興
への貢献の指標（地域
の歴史文化に関する
論文数（「著作等」を含
む）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第二期(H22-
26)

目標値

（単位：
人）

360 720 1,080 1,440 1,800 2,160

890

実績値

（単位：
人）

438 874

98.2%
達成
状況
（率）

121.7% 121.4% 40.5%

第二期(H22-
26)

目標値

（単位：
件）

34 71 111 154 202 253

144

実績値

（単位：
件）

50 106

73.6%
達成
状況
（率）

147.1% 149.3% 41.9%

77 熊
本
大
学

(3)

生涯学習推進の指標
（社会人受講者数） c b

地域の課題解決への
取組の指標（県内の地
域企業等との共同研
究の実施状況）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

Ｈ28年3月

目標値

（単
位：%）

58.1％ 61.1％ 65.1％ 69.1％ 74.1％ 80.0％

55.1％

実績値

（単
位：%）

58.5％ 69.2％

125.6%
達成
状況
（率）

100.7% 113.3% 86.5%

Ｈ28年3月

目標値

（単
位：%）

69.0％ 75.0％ 75.0％ 75.0％ 75.0％ 75.0％

64.0％

実績値

（単
位：%）

75.2％ 84.4％

131.9%
達成
状況
（率）

109.0% 112.5% 112.5%

78 大
分
大
学

本学は大分大学憲章
に則り、国際化が進
む社会及び地域の
ニーズに的確に対応
できる豊かな創造
性、社会性及び人間
性を備えた人材を育
成するとともに、大分
県唯一の国立大学と
してこれまでに蓄積し
てきた知的資源を最
大限に活用した教
育・研究・医療・社会
貢献活動を積極的に
展開し、もって地域活
性化のための「知」の
拠点としての機能の
高度化を推進するこ
とを基本的な目標と
している。

1 社会が
求める高
い付加
価値を
もった人
材の養
成

能動的な学修を通じ
て高い専門知識を持
ち、自立的・創造的
に社会に貢献し、次
世代を生き抜く力を
持った人材育成を行
うとともに、新たに設
置する「福祉健康科
学部」を中心に、大
分大学の強みである
「医療」、「福祉」、「心
理」の融合を図り、地
域社会における多様
な支援システムのマ
ネジメント能力等の
領域横断型の専門
職の養成を行うな
ど、時代や社会の
ニーズ等に対応した
人材を養成し、社会
へ輩出する。

能動的学修（アクティ
ブ・ラーニング）を取り
入れた授業の実施状
況

b b

教育支援システムに関
するＦＤ活動への参加
状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

Ｈ28年3月

目標値

（単位：
割合）

6つの主
要な国家
試験等で
全国平均
を上回る

6つの主
要な国家
試験等で
全国平均
を上回る

6つの主
要な国家
試験等で
全国平均
を上回る

6つの主
要な国家
試験等で
全国平均
を上回る

7つの主
要な国家
試験等で
全国平均
を上回る

7つの主
要な国家
試験等で
全国平均
を上回る

主要な国家試
験等6つのう
ち3つで全国
平均を上回る

実績値

（単位：
割合）

6つのうち
5つで全
国平均を
上回って
いる

6つのうち
6つで全
国平均を
上回って
いる

200.0％
達成
状況
（率）

83.3% 100.0% 100.0%

Ｈ28年3月

目標値

（単
位：%）

96.8％ 96.8％ 96.8％ 96.8％ 96.8％ 96.8％

96.8％

実績値

（単
位：%）

96.3％ 97.6％

100.8%
達成
状況
（率）

99.5% 100.8% 100.8%

78 大
分
大
学

(1)

国家試験等の合格状
況等 b b

学生の就職状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

Ｈ28年3月

目標値

（単位：
件）

178 178 178 178 178 178

178

実績値

（単位：
件）

200 237

133.1%
達成
状況
（率）

112.4% 133.1% 133.1%

Ｈ28年3月

目標値

（単位：
件）

223 227 232 236 238 240

218

実績値

（単位：
件）

255 258

118.3%
達成
状況
（率）

114.3% 113.7% 107.5%

78 大
分
大
学

2 地（知）
の拠点と
しての機
能の高
度化

ミッションの再定義に
掲げた、本学が強み
を有する独創的・先
進的な研究分野を推
進することや、幅広
い専門知識を有した
医療人等を育成する
とともに高度先進医
療を展開することを
通じ地域における拠
点としての役割を果
たすこと。
大分県を中心とした
地域との産学官連携
等を深化させ、本学
が持つ教育研究の
成果や様々な資源を
活用し「地域におけ
る知の創造」の実現
を図り、研究成果を
社会に還元する。

地域との対話の場の
設定や協定等による取
組の実施状況 b a

共同研究・受託研究の
獲得件数の状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

Ｈ22年4月
～
Ｈ28年3月

目標値

（単位：
件）

2 4 6 8 9 10

0

実績値

（単位：
件）

3 6

-
達成
状況
（率）

150.0% 150.0% 60.0%

78 大
分
大
学

(2)

先進医療の実施状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

Ｈ28年3月

目標値

（単位：
名）

14 14 14 14 14 14

14

実績値

（単位：
名）

14 14

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

Ｈ28年4月

目標値

（単位：
億円）

3.1 3.1 3.1 3.1 3.1 3.1

3.1

実績値

（単位：
億円）

3.1 3.1

100.0%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 100.0%

78 大
分
大
学

3 ガバナン
ス体制
の強化
による戦
略的大
学経営
の実現

社会情勢に的確かつ
迅速に対応すること
により、戦略的な経
営を進めていくため
に教員組織の見直し
や学長の補佐体制を
再構築するなど、学
長のリーダーシップ
が発揮できる運営体
制を確立する。 学長裁量定員の活用

状況 b b

学長のリーダーシップ
を発揮するための予算
の確保状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年5月1日

目標値

（単
位：%）

62.7 63.7 65.7 71.0 73.0 75.0

61.7

実績値

（単
位：%）

68.2 63.7

103.2%
達成
状況
（率）

108.8% 100.0% 84.9%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

110 115 120 125 131 137

105

実績値

（単位：
件）

109 148

141.0%
達成
状況
（率）

99.1% 128.7% 108.0%

79 宮
崎
大
学

『宮崎大学未来
Vision「地（知）の融
合で興す新たに光る
宮崎ブランドを日本と
世界へ」』の下、異分
野融合を軸に「地の
利、人の利」を活かし
た、地方創生（地域
の人材育成・課題解
決・地域活性化等）に
繋がる教育研究を地
域と協働で推進し、
宮崎県における地
（知）の拠点として機
能強化する。また、本
学の強みであり実績
を積み重ねてきた生
命科学分野を強化
し、世界ないし全国
的な拠点としての教
育研究を展開する。

1 地域と共
に興す
「新たに
光る宮崎
ブランド」
の確立と
発信

地（知）の拠点とし
て、地域の活性化を
担う人材の育成や研
究成果の還元による
地域課題の解決によ
り地方創生に寄与
し、産官学金連携に
より地域のグローバ
ル化を推進する。
〈重点的取組〉
1）地域ニーズに対応
した教育医研究組織
を整備し、地域志向
教育を推進
2）地域における学び
直しの拠点を構築
し、青少年教育、生
涯教育及び職業人
再教育を推進
3）地域課題を解決す
る研究成果の還元や
宮崎とアジアを結ぶ
地域のグローバル化
の推進

学部学生の九州地域
への就職状況 b b

地域との対話の場の
設定や協定等による取
組の実施状況

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成22年度
～平成27年
度の累計

目標値

（単位：
人）

1,718 3,617 5,516 7,415 9,314 11,222

5,149

実績値

（単位：
人）

1,877 4,365

84.8%
達成
状況
（率）

109.3% 120.7% 38.9%

平成27年5月1日

目標値

（単位：
人）

45 49 53 57 61 66

41

実績値

（単位：
人）

50 60

146.3%
達成
状況
（率）

111.1% 122.4% 90.9%

79 宮
崎
大
学

(1)

生涯学習及び職業人
の学び直し講座の実
施状況

b b

留学生の受け入れ状
況（学部における留学
生増加状況）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2010年～
2015年の平
均値

目標値

（単位：
報／
年）

24 26 28 30 32 34

22.0

実績値

（単位：
報／
年）

28 33

150.0%
達成
状況
（率）

116.7% 126.9% 97.1%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

326 341 356 372 388 404

311

実績値

（単位：
件）

343 411

132.2%
達成
状況
（率）

105.2% 120.5% 101.7%

79 宮
崎
大
学

2 異分野
融合を軸
とした本
学の強
みを活か
す生命
科学分
野での
研究推
進及び
人材育
成の国
際拠点
の形成

医学獣医学総合研
究科及び農学工学
総合研究科での異分
野融合教育研究の
実績と強みを活か
し、ヒト・動物の健康
と疾病に関する生命
科学分野での研究及
び人材養成の国際
拠点を形成する。
〈重点的取組〉
1）ヒト・動物の健康と
疾病に関する研究及
び人材養成の国際
的拠点となる新組織
の設置
2）他機関研究者等と
の共同プロジェクト
チームの再編及び支
援可能な体制の構築
3）生命科学分野を中
心とした特出した研
究成果の創出など

論文の被引用数の状
況 b b

共同研究・受託研究等
の実施状況 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単位：
人）

751 770 770 770 770 770

751

実績値

（単位：
人）

711 902

120.1%
達成
状況
（率）

94.7% 117.1% 117.1%

平成27年5月1日

目標値

（単位：
人）

113 123 133 143 153 163

103

実績値

（単位：
人）

128 145

140.8%
達成
状況
（率）

113.3% 117.9% 89.0%

79 宮
崎
大
学

(2)

研究者等の受入・派遣
状況 b b

留学生の受け入れ状
況（大学院における留
学生増加状況）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

H27
（H28入試）

目標値

（単位：
人）

723 732 784 878 878 878

674

実績値

（単位：
人）

736 750

111.3%
達成
状況
（率）

101.8% 102.5% 85.4%

H27末

目標値

（単位：
人）

30 100 140 180 220 260

0

実績値

（単位：
人）

33 155

-
達成
状況
（率）

110.0% 155.0% 59.6%

80 鹿
児
島
大
学

鹿児島の地域特性と
農・水産・獣医学とい
う農学系学部・大学
院を有する強み・特
色を活かし、南九州
及び南西諸島域の
「地域活性化の中核
的拠点（地域の知の
拠点）」としての機能
強化を推進するた
め、全学的かつ組織
的な体制の下で三つ
の重点的戦略を設定
し、その実現に向け
て教育体系の再構築
を図りつつ大学改革
を実行することで、地
域社会に貢献する。

1 南九州
及び南
西諸島
域（島
嶼・へき
地）の活
性化に
貢献する
人材の
育成

南九州及び南西諸
島域（島嶼・へき地）
の活性化に貢献する
地域人材の育成を目
標として、全学士課
程カリキュラムの質
保証に関する司令塔
及び地域人材育成
のコーディネーターと
なる「総合教育機構」
を設置している。これ
を中核として全学的
な体制の下で、入学
者選抜改革、全学的
な教育の質保証と成
果の可視化に関する
取組、学部横断型教
育の推進、地域特性
である奄美大島等の
離島へき地における
医療人育成の推進
等に取り組む。

多面的・総合的入試
（特別入試）の志願者
数

c b

地域人材育成プラット
フォームのスタートアッ
プ科目の受講者数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

H27末

目標値

（単位：
時間）

1,000 1,700 2,000 3,000 4,000 5,000

0

実績値

（単位：
時間）

1,488 2,520

-
達成
状況
（率）

148.8% 148.2% 50.4%

80 鹿
児
島
大
学

(1)

アクティブ・ラーニング
教室の利用時間 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

H27

目標値

（単位：
億円）

1.51 2.10 2.35 2.43 2.45 2.50

1.37

実績値

（単位：
億円）

1.62 2.14

156.2%
達成
状況
（率）

107.3% 101.9% 85.6%

H27

目標値

（単位：
件）

30 60 120 160 200 240

0

実績値

（単位：
件）

36 81

-
達成
状況
（率）

120.0% 135.0% 33.8%

80 鹿
児
島
大
学

2 畜産地・
食料基
地として
の南九
州の地
域振興
に貢献
する人材
の育成

鹿児島大学の強み
特色である獣医学及
び食料関連分野にお
ける地域振興に貢献
する人材の育成を重
点的に推進する。獣
医学分野では、世界
水準の欧州獣医学
教育認証取得に向け
て教育研究体制を整
備し、これを拠点とし
て畜産獣医業に貢献
する人材育成を行
う。また、食料関連分
野では、部局間連携
による異分野協働・
地域連携型の教育
研究や海外大学との
連携等による教育研
究を推進し、農畜水
産食品産業に貢献す
る人材育成を行う。

地域獣医学教育研究
拠点としての附属動物
病院の診療収入

c b

地域連携したサテライ
ト（大隅産業動物診療
研修センター）における
新規紹介症例数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

H27

目標値

（単位：
人）

279 306 334 362 390 418

279

実績値

（単位：
人）

349 385

138.0%
達成
状況
（率）

125.1% 125.8% 92.1%

H27

目標値

（単位：
回）

13 14 16 18 21 24

12

実績値

（単位：
回）

13 14

116.7%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 58.3%

80 鹿
児
島
大
学

(2)

地域における食料関連
分野に係る学外実習
等受講者数

c b

地域における農畜水産
食品産業従事者向け
のセミナー等の開催回
数

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期
平均

目標値

（単位：
件）

78 78 98 117 137 156

78

実績値

（単位：
件）

123 142

182.1%
達成
状況
（率）

157.7% 182.1% 91.0%

第2期
累計

目標値

（単位：
件）

12 27 42 57 72 87

74

実績値

（単位：
件）

81 154

208.1%
達成
状況
（率）

675.0% 570.4% 177.0%

80 鹿
児
島
大
学

3 南九州
固有の
地域的
課題研
究及び
強み特
色のある
国際水
準の卓
越した研
究の推
進

南九州・南西諸島域
共創機構を中核とし
て全学的な体制の下
で、地域防災、医療、
観光、エネルギー、
農林畜水産業、食品
加工等の地域課題を
解決する取組を推進
し、地域社会に貢献
する。また、レトロウ
イルス疾患等の先進
的感染制御、先進的
難治性がん制御、ミ
ニブタ等の実験動物
モデル開発、天の川
銀河、ウナギの生態
研究等の強み特色
のある国際水準の卓
越した研究を推進
し、持続的競争力と
付加価値の向上を図
る｡

南九州・南西諸島域を
対象とした共同研究・
受託研究の実施件数

b a

本戦略における重点領
域研究分野に係る競
争的外部資金の獲得
件数

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期
累計

目標値

（単位：
件）

29 136 244 352 460 568

176

実績値

（単位：
件）

89 204

115.9%
達成
状況
（率）

306.9% 150.0% 35.9%

第2期
累計

目標値

（単位：
本）

40 322 605 888 1,171 1,454

245

実績値

（単位：
本）

243 497

202.9%
達成
状況
（率）

607.5% 154.3% 34.2%

80 鹿
児
島
大
学

(3)

本戦略における重点領
域研究分野に係る国
際学会・国際シンポジ
ウムでの研究成果発
表件数

b b

本戦略における重点領
域研究分野に係る論
文数

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：）

10 11 12 13 14 14

9

実績値

（単
位：）

17 14

155.6%
達成
状況
（率）

170.0% 127.3% 100.0%

平成27年度

目標値

（単
位：）

36.8 39.7 42.5 45.4 48.1 51

34

実績値

（単
位：）

61.2 63.4

186.5%
達成
状況
（率）

166.3% 159.7% 124.3%

81 鹿
屋
体
育
大
学

2020年開催の「東京
オリンピック・パラリン
ピック競技大会」に向
けて、国際競技力向
上に向けたスポーツ
実践研究としてのス
ポーツパフォーマンス
研究水準の向上やア
ジア諸国の研究拠点
として役割を遂行し、
グローバル社会に通
用する優れた資質・
能力を有する実践的
専門的指導者養成の
ために、多様な入学
者の確保と受け入れ
環境の整備、更に
は、大学間との機能
的な連携による教育
研究水準の向上を図
る。

1 国際競
技力向
上に向け
たスポー
ツパ
フォーマ
ンス分野
における
研究拠
点形成

「スポーツパフォーマ
ンス研究」について、
これまでの基礎的・
応用的・実践的領域
における研究実績を
生かし、新たな研究
領域として確立し、グ
ローバルなスポーツ
イノベーション研究拠
点の形成を目指す。
さらに2020年開催の
「東京オリンピック・
パラリンピック競技大
会」での活躍を目指
す本学学生をはじ
め、国内のトップアス
リートの競技力向上
につながる科学的研
究サポートを実施す
る。

オリンピック・パラリン
ピック出場レベルの選
手の測定数
（9人から50%増の14
人）

b b

研究推進のための外
部資金獲得額（受託・
共同研究等）
（34百万円から50%増
の51百万円）

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：）

22 24 26 28 30 32

21

実績値

（単
位：）

23 24

114.3%
達成
状況
（率）

104.5% 100.0% 75.0%

81 鹿
屋
体
育
大
学

(1)

スポーツパフォーマン
ス研究論文の掲載数
（21編から50%増の32
編）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：）

2 2 3 3 4 4

2

実績値

（単
位：）

2 3

150.0%
達成
状況
（率）

100.0% 150.0% 75.0%

平成27年度
末時点

目標値

（単
位：）

20 40 60 80 100 100

0

実績値

（単
位：）

20 40

-
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 40.0%

81 鹿
屋
体
育
大
学

2 多様な
ニーズに
応える教
育研究
の質の
向上

学部では、国民のス
ポーツ、健康および
武道を適切に指導し
得る専門的知識、実
践力・実行力や指導
力を有し、広くは国際
社会で活躍できる人
材を養成する。
大学院では、国民の
ニーズに対応した適
切なスポーツ指導や
マネジメントおよびプ
ログラム開発、トップ
アスリートに対する科
学的トレーニング指
導やメニュー開発が
できる能力を備えた
高度専門職業人とし
て、国内および国際
社会で活躍できる中
核的な役割を担う人
材を養成する。

連携大学院教育プログ
ラム参画校数
（2校から4校）

b b

入学者選抜改革状況
（100%実施） b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：）

70 80 85 90 95 100

0

実績値

（単
位：）

79.6 85.5

-
達成
状況
（率）

113.7% 106.9% 85.5%

81 鹿
屋
体
育
大
学

(2)

能動的学習（アクティ
ブ・ラーニング）等を取
り入れた授業科目率
（100%実施）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：）

8 8 8 9 9 9

8

実績値

（単
位：）

8 9

112.5%
達成
状況
（率）

100.0% 112.5% 100.0%

平成27年度

目標値

（単
位：）

12 12 12 13 14 15

12

実績値

（単
位：）

14 21

175.0%
達成
状況
（率）

116.7% 175.0% 140.0%

81 鹿
屋
体
育
大
学

3 グローバ
ルに活
躍できる
スポーツ
指導者
の養成
拠点形
成

オリンピック・パラリン
ピック教育や日本の
スポーツ・武道文化
教育およびスポーツ
実践やスポーツ医科
学研究を通じて、ア
ジア地域をはじめ海
外の若手研究者や
コーチと本学学生・
教員との積極的な交
流を推進するための
グローバルな教育研
究拠点を形成する。

国際交流協定の締結
校数
（8校から10%増の9校）

b b

外国人研究者・留学生
の受け入れ数
（12人から20%増の15
人）

b a

515



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度

目標値

（単
位：）

2 2 2 3 3 3

2

実績値

（単
位：）

3 4

200.0%
達成
状況
（率）

150.0% 200.0% 133.3%

平成27年度

目標値

（単
位：）

130 140 150 160 170 180

120

実績値

（単
位：）

130 170

141.7%
達成
状況
（率）

100.0% 121.4% 94.4%

81 鹿
屋
体
育
大
学

(3)

海外における貯筋研究
プロジェクトへの参加
国（2か国から3か国）

b b

海外における貯筋研究
プロジェクトへの被験
者延べ数（120名から
180名）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

16% 16% 16% 16% 20% 20%以上

15.4%

実績値

（単
位：%）

20% 20%

129.9%
達成
状況
（率）

125% 125% 100%

平成27年5月

目標値

（単位：
人）

3 4 5 6 7 8

3

実績値

（単位：
人）

3 4

133.3%
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 50.0%

82 琉
球
大
学

“LandGrantUniversit
y"の理念のもと、地
域との共生・協働に
よって、「地域ととも
に豊かな未来社会を
デザインする大学」を
目指すとともに、本学
の強みを発揮し、新
しい学術領域である
TropicalMarine、
Medical、
andIslandSciences(熱
帯島嶼・海洋・医学研
究）の国際的な拠点
として「アジア・太平
洋地域の卓越した教
育研究拠点となる大
学」を目指す

1 国際的
な島嶼
型高等
教育シス
テムの構
築に向け
た教育
改革

「グローバル・プログ
ラム津梁」により多様
性・協働性を核とした
国際通用性のある体
系的な学士教育を確
立し、その教育効果
に応えうる学生を選
抜するための入試改
革を実施する。併せ
てこれまで交流を深
めてきた太平洋島嶼
地域における大学と
の間に「太平洋島嶼
地域枠（特別編入
学）」を新たに設け、
当該地域のコミュニ
ティ・カレッジ卒業者
に「学士」を授与する
教育連携体制を構築
し、太平洋島嶼国の
人材育成機能の一
翼を担う。

学力の3要素等を丁寧
に評価する多面的・総
合的評価入試の全学
部への導入割合募集
人員の20%以上（平成
33年度入試）

b b

太平洋島嶼地域から
の留学生数：8人/年 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第二期中期
目標期間平
均

目標値

（単位：
人）

131 135 139 143 148 153

127

実績値

（単位：
人）

153 230

181.1%
達成
状況
（率）

116.8% 170.4% 150.3%

82 琉
球
大
学

(1)

日本人学生の年間派
遣者数20%増 b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成27年度
時点

目標値

（単位：
報）

145 150 155 163 171 181

141

実績値

（単位：
報）

151 151

107.1%
達成
状況
（率）

104.1% 100.7% 83.4%

平成27年度
末時点

目標値

（単位：
件）

10 11 12 13 14 15

8

実績値

（単位：
件）

13 14

175.0%
達成
状況
（率）

130.0% 127.3% 93.3%

82 琉
球
大
学

2 地域に
根ざした
強み・特
色ある研
究分野
の強化
及び横
断型プロ
ジェクト
研究を基
軸にした
新展開

戦略的に大学資源を
再配分し、研究資源
を持つ学外機関とも
連携した研究推進シ
ステムを構築する。こ
のシステムにより、熱
帯・亜熱帯、島嶼・海
洋、琉球・沖縄文化、
健康・長寿・国際感
染症等の地域に根ざ
した特色ある研究、
及び地域社会からの
強い要請に基づく課
題解決型研究につい
て、複数の戦略的研
究プロジェクトを編成
して取り組み、地域
資源を活用した地域
イノベーションを支え
る学術基盤と研究開
発力を強化する。

特色4分野の論文数：
181報/年 c b

異分野融合による研究
の実施：15件/年 c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間平均

目標値

（単位：
件）

12 13 14 15 16 17

11

実績値

（単位：
件）

12 15

136.4%
達成
状況
（率）

100.0% 115.4% 88.2%

第2期中期目
標期間平均

目標値

（単位：
件）

198 201 204 207 211 215

195

実績値

（単位：
件）

307 221

113.3%
達成
状況
（率）

155.1% 110.0% 102.8%

82 琉
球
大
学

(2)

国際共同プロジェクト
の活性化(第2期中期
目標期間より増加)

c b

共同研究及び受託研
究の受入件数：平成33
年度までに10%増(対第
2期中期目標期間平均
数)

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年
度

目標値

（単位：
件）

6 9 12 15 18 21

0

実績値

（単位：
件）

6 9

-
達成
状況
（率）

100.0% 100.0% 42.9%

平成27年度
末

目標値

（単位：
件）

50 60 70 80 90 100

24

実績値

（単位：
件）

54 67

279.2%
達成
状況
（率）

108.0% 111.7% 67.0%

82 琉
球
大
学

3 協働(交
流と参
画)を核
とした産
学官連
携システ
ムの構
築による
人材育
成

島嶼地域における地
域創生と地域イノ
ベーションに向けて、
地域社会を支える人
材及び地域産業の
振興を担う人材の高
度化のため、琉球大
学に設置する地域連
携推進機構が中核と
な
り、大学の教育研究
資源と産官民が持つ
多様な資源を活用し
て、地域の声を十分
に汲み取りながら、
産学官民協働による
実践型の教育システ
ムを構築する。

目的別人材育成プログ
ラム開発数（試行的プ
ログラムを含む）：21件
（平成33年度までに）

c b

地方公共団体等との
包括連携協定に基づ
き創出される人材育成
連携事業数：100件（平
成33年度までに）

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

平成28年度

目標値

（単位：
人）

100 200 300 400 500 600

0

実績値

（単位：
人）

105 346

-
達成
状況
（率）

105.0% 173.0% 57.7%

82 琉
球
大
学

(3)

地域リーダーの育成
（地域創生副専攻の受
講者数及び寄附講義
の受講者数）：600人
（平成33年度までに）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間中

目標値

（単位：
件）

0 1 1 1 1 3

1

実績値

（単位：
件）

0 1

100.0%
達成
状況
（率）
- 100.0% 33.3%

第2期中期目
標期間中

目標値

（単位：
件）

1 2 3 4 5 6

1

実績値

（単位：
件）

2 4

400.0%
達成
状況
（率）

200.0% 200.0% 66.7%

82 琉
球
大
学

4 地域完
結型医
療の充
実と国際
医療（沖
縄健康
医療）拠
点構想
に向けた
先端医
学研究
の推進

亜熱帯島嶼の地理
的特性を活かし環境
と疾患の関係の研究
を進め、国際感染症
研究等の拠点化を図
り国際医療拠点形成
に向け臨床研究機能
を強化し、併せて拠
点の核となる本学医
学部及び附属病院
の移転に向け施設設
計方針･規模等をとり
まとめる。
また、研究支援体制
の構築により先端医
学研究の核となる分
野（創薬、感染症、疾
患ゲノム、再生・移植
医療、ゲノム疫学）の
研究を推進し、その
成果を還元し地域完
結型医療の確立を目
指す。

医師主導型治験件数：
3件(平成33年度まで) b b

橋渡し研究プロジェクト
支援数：6件（平成33年
度までに）

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第2期中期目
標期間中

目標値

（単位：
本）

50 100 150 200 250 300

270

実績値

（単位：
本）

52 100

37.0%
達成
状況
（率）

104.0% 100.0% 33.3%

第2期中期目
標期間中

目標値

（単位：
件）

80 160 240 320 400 500

450

実績値

（単位：
件）

126 287

63.8%
達成
状況
（率）

157.5% 179.4% 57.4%

82 琉
球
大
学

(4)

重点5分野の英語論文
数：300報（平成33年度
までに）

b b

重点5分野の英語論文
被引用状況：500報（平
成33年度までに）

b a
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

83 1

H26年度
目標値

（単位：
人日）

2,907 2,968 3,029 3,210 3,210 3,210

2,140

実績値

（単位：
人日）

3,361 3,815

178.3%
達成
状況
（率）

115.6% 128.5% 118.8%

H27年度

目標値

（単位：
点）

0 4 8 12 16 20

0

実績値

（単位：
点）

1 5

-
達成
状況
（率）

- 125.0% 25.0%

政
策
研
究
大
学
院
大
学

○アジア・太平洋地
域のプレミア・ポリ
シースクールとしての
地位の確立・強化

○公共政策大学院の
国際ネットワーク拠点
としての発展・充実

○我が国の政策課題
の解決と国際的なプ
レゼンスの向上への
貢献

拠 点 機
能 の 強
化

【変更前
：アジア
の 有 力
大学等と
の国際コ
ンソーシ
アムの形
成とハブ
機 能 の
強化】

アジアの政策研究・
政策人材育成におけ
る中心的役割を強化
するため、本学に強
みがあるSDGｓに関
する研究を強化し政
策課題の解決や国
際的なプレゼンスの
向上を図る。また、各
国の公共政策大学
院等によるコンソー
シアムの構築を主導
し、アジア型の新しい
教育モデル・教材開
発を先導するととも
に、政策研究と政策
形成のためのエビデ
ンス情報拠点の構築
を図る。

第3期中に、研修等事
業の年間受入れ人日
数を、第2期終期から
50%以上増加させる。

b b

第3期末までに、コン
ソーシアムにおける共
通教材20点以上の整
備を図る。

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

83 (1)

H29年度

目標値

（単位
：%）

0 0 125 150 150 150

100

実績値

（単位
：%）

0 100

100.0%
達成
状況
（率）

- - 66.7%

政
策
研
究
大
学
院
大
学

学内の研究を支援する
リサーチプロジェクトに
ついて、SDGｓへの貢
献を目的としたものに
した上で、予算規模を
平成29年度から50％
以上増加させる。

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

83 2 学位プロ
グラムの
再編・強
化 H29年度

目標値

（単位：
科目）

0 10 20 40 60 80

10

実績値

（単位：
科目）

0 10

100.0%
達成
状況
（率）

- 100.0% 12.5%

H27年度

目標値

（単位：
科目）

18 21 24 27 30 34

0

実績値

（単位：
科目）

18 29

-
達成
状況
（率）

100.0% 133.3% 85.3%

政
策
研
究
大
学
院
大
学

プログラム・カリキュ
ラムの再編及び人事
給与マネジメント改
革等の実現を通じ、
資源配分の重点化・
最適化を図りつつ、
世界水準の教育研
究を展開し、国際的
な人材育成に貢献
し、世界の有力公共
政策大学院との競争
における競争力の強
化、アジア・太平洋地
域における優位性の
拡大を図る。

第3期末までの間に、
その時代に即した開講
授業科目（修士プログ
ラム・博士プログラム）
を80科目開講する。

c b

第3期末までの間に、
第2期末における修士・
国内プログラムの開講
授業科目の20％以上
（34科目）を整理廃止
する。

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

83 (2)

H28年度

目標値

（単位：
人（累
積）

0 16 32 48 64 80

0

実績値

（単位：
人）

0 20

-
達成
状況
（率）

- 125.0% 25.0%

H27年度

目標値

（単位：
%）

20 20 20 20 20 20

15.6

実績値

（単位：
%）

26.88 28.57

183.1%
達成
状況
（率）

134.4% 142.9% 142.9%

政
策
研
究
大
学
院
大
学

英語で開講される科目
の履修により修了でき
るGlobal Studies コー
スの修了者を毎年度
16人以上とする。

b b

能力評価に応じて基本
年俸を増額/減額さ
れ、及び業績評価に応
じて業績加算を加算/
減算される年俸制給与
制度の適用を受ける本
務教員の割合を、第3
期中に20％以上までに
引き上げる｡

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

83 3

H28年度

目標値
（単位：
延べ人
数）

0 100 200 300 400 500

0

実績値

（単位：
延べ人
数）

0 106

-
達成
状況
（率）

- 106.0% 21.2%

H29年度

目標値

（単位：
個）

0 1 2 3 4 5

1

実績値

（単位：
　個）

0 1

100.0%
達成
状況
（率）

- 100.0% 20.0%

政
策
研
究
大
学
院
大
学

連 携 ・
ネ ッ ト
ワークの
強化

【変更前
：多様な
学 生 が
互いに学
ぶ 機 会
の拡充】

これまで培った各国
政府関係機関等に
勤務する指導的行政
官を中心とした修了
生ネットワークを活用
するため、広報活動
を強化し、在外日本
大使館や現地日本
企業等の協力を得た
各国同窓会の立ち上
げに努め、継続・発
展可能な活動の基盤
を構築する。また国
内でも、日本企業人
と海外行政官との交
流機会を提供し、公
共政策分野における
企業との協力関係を
検討、企業への提案
行い、成功事例とし
ての普及・展開を念
頭に、具体的な関係
構築を目指す。

留学生による企業視察
や企業とのディスカッ
ション、官民交流国際
研修、エグゼクティブに
よる特別講義等への
企業の参加と交流会な
ど、日本の企業人と海
外の行政官との交流・
研鑽の場への参加者
を、平成33年度までの
間でのべ500人とする。

b b

学長のリーダーシップ
による全学的な支援を
行い、平成33年度まで
にASEAN地域におい
て５つ以上の海外同窓
会を立ち上げる。
各国の同窓会代表者
の選出などの運営体
制確立のための支援
を行うとともに、ウエブ
サイトの立ち上げや関
連ニュースの提供な
ど、同窓会立ち上げ後
の継続的な支援を行
う。

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

83 4

H27年度

目標値

（単位：
%）

30 31 32 33 34 35

29

実績値

（単位：
%）

31 32

110.3%
達成
状況
（率）

103.3% 103.2% 91.4%

H27年度

目標値

（単位：
女性比
率%）

0 0 35 35 35 35

33

実績値

（単位：
女性比
率%）

36 30

90.9%
達成
状況
（率）

- - 85.7%

政
策
研
究
大
学
院
大
学

政 府 の
重 要 政
策 へ の
積 極 的
な貢献

各国の将来のリー
ダーに高度な教育機
会を提供することに
よって、各国及び地
域の発展を牽引でき
る人材の育成を通し
た国際社会への貢献
を目指すヤング・リー
ダーズ・プログラムの
発展的展開など政府
の掲げる国内外の政
策課題に関する教育
研究の取組を積極的
に進める。

 第3期中に、ヤング・
リーダーズ・プログラム
の修了生のうち、帰国
後3年以内に本国の就
業先において上位の
職位に昇任した者の割
合を35％以上にする。

b b

第3期末までに、ヤン
グ・リーダーズ・プログ
ラム採用の女性比率を
毎年安定的に35％以
上とする。

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

○行政府による協働
的な政策研究の推進
と統治機構の革新・
改革への貢献（政策
研究院）

5

H27年度

目標値

（単位：
事業）

0 0 2 2 2 2

1

実績値

（単位：
事業）

2 2

200.0%
達成
状況
（率）

- - 100.0%

H27年度

目標値

（単位：
事業）

0 0 2 2 2 2

2

実績値

（単位：
事業）

2 2

100.0%
達成
状況
（率）

- - 100.0%

83 政
策
研
究
大
学
院
大
学

政 ・ 官 ・
産・学に
よるポリ
シー ・ コ
ミ ュ ニ
ティの構
築と民主
的 統 治
へ の 戦
略策定

戦略的かつ問題提
起（raising-issue ）型
の政策研究の推進、
高度の政策研修・訓
練事業等の展開を通
して、立法府、行政
府、民間等の部門を
結ぶポリシー・コミュ
ニティの形成と政策
のイノベーションを促
進し、もって国の内
外の民主的統治の
強化に資するために
創設された政策研究
院の機能を一層充
実・発展させ、行政
府による協働的な政
策研究の推進と公共
政策イノベーションの
実現に向けて貢献す
る。

各国の政策担当者・実
務家･研究者等が、国
際機関、各国関係機
関・研究所、大学等と
の幅広い連携のもと、
相互に交流・研究・協
議し、各国の政策にか
かる理解、新たな政策
の企画に資するため、
国際的なポリシー･コ
ミュニティの場を創設･
運営すること。

c b

我が国の統治責任を
担うステーツマンや各
府省の現職行政官の
政策形成能力の向上
を図るため、内外の政
治家・政策担当者等と
の交流・協議の機会を
設け、あるいは特定分
野での高度な専門性を
培う新たな研修事業を
創設・運営すること。

c b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

84 1

平成27年度
末

目標値

（単位：
%）

80 82 84 86 88 90

78

実績値

（単位：
%）

81 85

109%
達成
状況
（率）

101% 104% 94%

平成27年度
末

目標値

（単位：
%）

6 6 12 12 18 18

6

実績値

（単位：
%）

6.5 6.5

108%
達成
状況
（率）

108% 108% 36%

総
合
研
究
大
学
院
大
学

 本学は世界最先端
の研究環境を擁する
各基盤機関の優れた
研究・学習環境を活
用して高い専門性と
広い視野を持った研
究者を養成するユ
ニークな大学であり、
第３期中期目標期間
に目指すべき姿とし
て、本学の強みや特
色を生かし、機構等
法人や基盤機関との
連係を強化すること
により、従来の学問
分野の枠を越えた学
際的で先導的な学問
分野を開拓する研究
者を育成・輩出し社
会や学術界からの要
請に応えることをビ
ジョンとして設定し
た。

最先端
研究環
境をベー
スに、基
盤機関と
連係し、
時代が
要請する
独創的・
国際的
研究者を
育成す
る。

　最先端研究に基づ
く高度専門教育と、
研究者としての基礎
知識・技能を身につ
けるベースストーン
教育、広い視野･国
際的な通用性を育成
する全学教育を組み
合わせ、独創的・国
際的な研究者人材を
育成する｢カスタムメ
イド高度専門教育シ
ステム｣を構築する｡
また、基盤機関の研
究ネットワーク、総研
大の教育ネットワー
クおよび修了生を基
点とする海外ネット
ワークを強化･活用
し、国際連携教育研
究環境を創出する。

ベースストーン教育プ
ログラム履修率 b b

海外研究派遣への参
加率 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

84 (1)

平成27年度
末　第2期
(H22～27)の
平均

目標値

（単位：
%）

25.5 26 26.5 27 27.5 28

25

実績値

（単位：
%）

27 31

124%
達成
状況
（率）

106% 119% 111%

総
合
研
究
大
学
院
大
学 外国人留学生の状況

（留学生比率） b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

84 2

平成27年度
末　第2期
（H22-27）の
平均

目標値

（単位：
編／
年・人
）

2.38 2.47 2.55 2.64 2.73 2.80

2.3編／年・人

実績値

（単位：
編／
年・人
）

2.50 2.65

115.2%
達成
状況
（率）

105.0% 107.3% 94.6%

平成27年度
末　第2期
（H22-27）の
平均

目標値

（単位：
%）

9.2 9.2 9.4 9.6 9.8 10.0

9.2

実績値

（単位：
%）

10.6 11.4

123.9%
達成
状況
（率）

115.2% 123.9% 114.0%

総
合
研
究
大
学
院
大
学

世界トッ
プレベル
研究者
間の異
分野連
繋共同
研究によ
り、新し
い研究
分野を開
拓する

総研大がビジョンに
掲げる新分野の開拓
に向けて、学融合事
業の実績を継承しつ
つ、総研大独自の取
組として先導科学研
究科を基軸とした新
規事業｢先導科学共
働プログラム｣を実施
し、機構法人・基盤
機関・国内外大学等
との連携により、国
際共働による学際分
野開拓の体制を構築
する｡また、研究IR・
教学IR・広報活動の
機関連係的なネット
ワークを構築し、教
育研究事業を推進す
る連携協力体制の強
化と教育・研究の質
の向上を図る。

先導科学研究科にお
ける査読付き原著論文
数
（過去6カ年の平均）

b b

先導科学研究科にお
けるTop10%補正論文
の割合
（過去6カ年の平均）

b b

534



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

84 (2)

平成27年度
末　第2期
（H22-27）の
平均

目標値

（単
位：%）

40.5 40.5 40.6 40.7 40.8 41.0

40.5

実績値

（単
位：%）

39.2 41.1

101.5%
達成
状況
（率）

96.8% 101.5% 100.2%

総
合
研
究
大
学
院
大
学

先導科学研究科にお
ける国際共著論文率
（過去6カ年の平均） b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

84 3

平成28年度
末

目標値

（単位：
評点）

3.28 3.30 3.35 3.40 3.45 3.50以上

3.28

実績値

（単位：
評点）

3.28 3.67

111.9%
達成
状況
（率）

100.0% 111.2% 104.9%

平成28年度
末

目標値

（単位：
評点）

3.09 3.10 3.20 3.30 3.40 3.50以上

3.09

実績値

（単位：
評点）

3.09 3.59

116.2%
達成
状況
（率）

100.0% 115.8% 102.6%

総
合
研
究
大
学
院
大
学

分散型
キャンパ
スのもと
で機能
強化を実
現するた
めに組
織・ガバ
ナンス体
制を改革
する

大学共同利用機関
等を基盤機関とする
複合・分散型の大学
院大学として、各機
関と有機的に連係し
て事業を推進するた
めの組織整備と機能
強化を行う。(1)全学
教育を推進する教育
開発センターにおい
て、教育機能の強化
を図る。(2)企画立
案・教学IR・国際連
携・広報・社会連携を
統括する企画室にお
いて、基盤機関との
連係の強化を図る。
(3）アドバイザリー
ボードを活用し、機構
等法人との連係を強
化する。(4)教育研
究・業務運営の効率
を最大化するための
ICT基盤を整備する。

組織・ガバナンス体制
の適正度 b b

機構等法人との連係
の強化度 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

84 (3)

平成28年度
末

目標値

（単位：
評点）

3.16 3.20 3.25 3.30 3.40 3.50以上

3.16

実績値

（単位：
評点）

3.16 3.46

109.5%
達成
状況
（率）

100.0% 108.1% 98.9%

総
合
研
究
大
学
院
大
学 大学共同利用機関等

との連係の強化度 b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成25～27
年度の平均
値

目標値

（単位：
人）

80 80 80 80 80 80

80

実績値

（単位：
人）

95 84

105.0%
達成
状況
（率）

118.8% 105.0% 105.0%

平成27年度
末

目標値

（単
位：%）

64 71 78 85 92 100

57

実績値

（単
位：%）

80 80

140.4%
達成
状況
（率）
125.0% 112.7% 80.0%

85 北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

「イノベーション創出」
や「グローバル化の
進展」にリーダーシッ
プをもって対応できる
人材育成のため、研
究成果をイノベーショ
ンに結び付けること
ができ、グローバル
に活躍できるイノベー
ション創出人材を輩
出する。研究におい
ては、本学の強みと
特色を最大限に活か
して、世界をリードす
る最先端研究を展開
し、新たな融合領域
分野を創出する国際
的な研究拠点を目指
す。さらに社会と連携
し、研究成果の社会
還元を推進する。

グローバ
ルに活
躍できる
イノベー
ション創
出人材
の育成

　イノベーション創出
人材を育成するため
全学生に「人間力強
化」「創出力強化」プ
ログラムを課すほ
か、研究留学、国際
学会等での研究発
表、海外インターン
シップなどを経験させ
ることによって、「グ
ローバルに活躍でき
るイノベーション創出
人材」を育成する。

博士後期課程における
海外派遣学生数の状
況

中・長期に海外派遣す
る博士後期課程学生
の派遣前及び帰国後
の語学力の目標基準
（TOEIC730点又は
TOEFLiBT80点）の達
成状況

b b

b b
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成29年度

目標値

（単
位：%）

無 49 65 70 75 80

49

実績値

（単
位：%）

無 49

－
達成
状況
（率）
－ 100.0％ －

ｃ b

85 北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

大学が独自に開発した
ルーブリックに基づく学
生の修了時におけるグ
ローバルイノベーション
創出力の獲得状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

2

平成27年10
月時点

目標値

（単
位：%）

9.4 10.8 12.1 13.4 14.7 16.0

8.0

実績値

（単
位：%）

19.7 18.9

236.3%
達成
状況
（率）

209.6% 175.0% 118.1%

平成25～27
年の平均値

目標値

（単
位：%）

8.2
（平成26
～28年の
平均値）

8.9
（平成27
～29年の
平均値）

9.6
（平成28
～30年の
平均値）

10.6
（平成29
～31年の
平均値）

11.7
（平成30
～32年の
平均値）

12.8
（平成31
～33年の
平均値）

7.6

実績値

（単
位：%）

9.2
（平成26
～28年の
平均値）

8.9
（平成27
～29年の
平均値）

117.10%
達成
状況
（率）

112.2% 100.0% 69.5%

b b

b b

85 北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

世界を
リードす
る最先端
研究・融
合研究
の推進

本学の強み・特色の
ある研究分野におけ
る世界レベルの研究
を推進するため、自
ら改善・発展する仕
組みとしてのエクセレ
ントコア（国際的研究
開発・実証拠点）を拡
充する。
さらに、社会的・世界
的課題の解決や未
来ニーズに応えるた
め、基礎研究はもと
より領域を超えた先
端科学技術研究によ
る融合研究領域を開
拓するとともに、国内
外の大学・研究機関
等と連携した研究
ネットワークの中核
大学として展開し、最
先端の研究者が日
本のみならず世界か
ら集う国際的な研究
拠点を目指す。

エクセレントコアにおけ
る研究指導を受ける大
学院博士後期課程の
学生数の状況

エクセレントコアにおけ
るTop10%論文比率の
状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(2)

平成27年

目標値

（単
位：%）

40.4
（平成28
年）

42.4
（平成29
年）

44.3
（平成30
年）

46.2
（平成31
年）

48.1
（平成32
年）

50.0
（平成33
年）

38.4

実績値

（単
位：%）

49.4
（平成28
年）

54.1
（平成29
年）

140.9%
達成
状況
（率）

122.3% 127.6% 108.2%

平成27年

目標値

（単位：
件）

20
（平成28
年）

22
（平成29
年）

24
（平成30
年）

26
（平成31
年）

28
（平成32
年）

30
（平成33
年）

18

実績値

（単位：
件）

22
（平成28
年）

28
（平成29
年）

155.6%
達成
状況
（率）

110.0% 127.3% 93.3%

b b

b b

85 北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

エクセレントコアにおけ
る国際共著論文の共
著率の状況

連携先の国立研究開
発法人・大学共同利用
機関との共著論文件
数の状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

3

平成27年度

目標値

（単位：
件）

418 450 482 514 546 578

385

実績値

（単位：
件）

719 860

223.4%
達成
状況
（率）

172.0% 191.1% 148.8%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

15 18 21 24 26 28

12

実績値

（単位：
件）

18 22

183.3%
達成
状況
（率）

120.0% 122.2% 78.6%

b b

b b

85 北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

社会・産
業界との
連携推
進及び
社会還
元

地域社会が抱える課
題や産業構造の変
化、技術革新による
社会的ニーズの多様
化を踏まえ、産業界
との連携を図り、研
究成果の社会還元を
推進する。

産学官連携活動による
他機関との協議件数

URAが関与して締結に
至った共同研究契約
等の締結件数
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(3)

平成27年度

目標値

（単位：
件）

104 112 120 128 136 144

96

実績値

（単位：
件）

156 154

160.4%
達成
状況
（率）

150.0% 137.5% 106.9%

平成27年度

目標値

（単位：
件）

118 124 130 136 141 146

112

実績値

（単位：
件）

117 126

112.5%
達成
状況
（率）

99.2% 101.6% 86.3%

b b

b b

85 北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

マッチングハブによる
本学と企業との協議件
数の状況

共同研究・受託研究・
技術サービスの実施
件数の状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

1

平成27年中

目標値

（単位:
報）

650 660 670 680 690 700

630

実績値

（単位:
報）

714 705

111.9%

達成状
況

（単位:
率）

109.8% 106.8% 100.7%

平成27年末
時点

目標値

（単
位:％）

10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0

9.5

実績値

（単
位:％）

10.2 10.9

114.7%

達成状
況

（単位:
率）

102.0% 109.0% 109.0%

b b

b a

86 奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

先端科学技術分野に
おける教育研究の強
み・実績を踏まえ、国
際競争力を一層強化
するとともに、科学技
術の大きな変化と新
たな社会的要請に応
えるために教育研究
体制を一新し、先端
科学技術研究の新た
な展開を先導する国
際的な教育研究拠点
としての地位を確立
する。

先端科
学技術を
先導する
研究の
推進

研究大学としての国
際的な地位を確立す
るため、IRを活用した
全学的視点からの研
究マネジメントの下、
現在の科学技術の
基盤である情報・バ
イオ・物質とその融
合領域において世界
レベルの先端的研究
を推進し、科学技術
の変革を牽引する。

国際誌・国際学会に発
表する論文の状況

論 文 被 引 用 数 で
Top10％となる論文の
割合の状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(1)

平成27年度
中

目標値

（単位:
件）

38 40 42 44 46 48

37

実績値

（単位:
件）

50 48

129.7%

達成状
況

（単位:
率）

131.6% 120.0% 100.0%

b b

86 奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

民間企業等との200万
円以上の共同研究の
状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

第２期中期目
標期間（平成
22年度～平
成27年度）平
均

目標値

（単
位:％）

20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0

19.2

実績値

（単
位:％）

21.6 24.2

126.0%

達成状
況

（単位:
率）

108.0% 121.0% 121.0%

平成27年度
中

目標値

（単
位:％）

90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0

90.8

実績値

（単
位:％）

93.8 93.3

102.8%

達成状
況

（単位:
率）

104.2% 103.7% 103.7%

b b

b b

86 奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

2 世界と未
来の問
題解決を
担う人材
を育成す
る教育の
展開

世界を舞台に未来の
課題解決や先端科
学技術の新たな展開
を担う「挑戦性・総合
性・融合性・国際性」
を持った人材を育成
するため、1研究科体
制に移行し、分野融
合教育や国際競争
力を強化するための
教育改革を推進す
る。

学生の海外派遣状況

先端科学技術に関す
る研究・活用・普及に
従事する修士学位取
得者の輩出割合の状
況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(2)

平成27年度
中

目標値

（単位:
人）

80 80 80 80 80 80

72

実績値

（単位:
人）

92 103

143.1%

達成状
況

（単位:
率）

115.0% 128.8% 128.8%

b b

86 奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

博士学位取得者の輩
出状況
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H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

3

平成27年度
（通年）

目標値

（単位:
人）

260 260 270 280 290 300

259

実績値

（単位:
人）

289 337

130.1%

達成状
況

（単位:
率）

111.2% 129.6% 112.3%

平成27年度
中

目標値

（単位:
人）

40 42 44 46 48 50

35

実績値

（単位:
人）

45 57

162.9%

達成状
況

（単位:
率）

112.5% 135.7% 114.0%

b b

b a

86 奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

グローバ
ルキャン
パスの
実現

世界の中で存在感を
持ち、世界から選ば
れる大学となるた
め、戦略的に留学生
の受け入れ拡大や
国際ネットワークの
構築を推進し、世界
からの研究者が行き
交い、また、多様な
出身国や文化的背
景を持つ学生、教職
員が、共に学び、研
究するグローバル
キャンパスを実現す
る。

留学生の受入状況

共同研究のための海
外研究者受入の状況

548



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

目標値・実績値・達成状況

ビジョンの概要

戦
略
番
号

戦略名 戦略の概要 評価指標

法
人
番
号

大
学
名

（上段）
基準時点

（中段）
基準値

（下段）
基準値から
の伸び率

評価項目①
「評価指標の
精選」

評価項目②
「平成29年度
の実績を踏ま
えた進捗状
況」

(3)

平成27年度
末時点

目標値

（単位:
件）

15 16 17 18 19 20

14

実績値

（単位:
件）

19 19

135.7%

達成状
況

（単位:
率）

126.7% 118.8% 95.0%

b b

86 奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

海外機関との組織的な
教育研究連携体制の
構築状況
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